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このセクションの内容: 

対象読者 ............................................................................................................ 7 

表記規則 ............................................................................................................ 7 

フィードバック ................................................................................................. 8 
 
 

対象読者 

当ガイドは Plesk コントロールパネル経由でサーバを管理し、コントロールパネルのサーバ

管理者アカウントにアクセス権限があるホスティングリセラーを対象としています。 

表記規則 

当ガイドをご使用いただく前に、文書内の表記上の規則をご理解くださいますようお願い致

します。  

特殊な意味を持つ箇所は、以下のフォントで区別しています。 

フォント 意味 例 

特殊太字 メニューオプション、コマン

ドボタン、リスト内の項目な

ど、選択する必要のある項

目。 

［システム］タブに進みま

す。 

 章、セクション、サブセクシ

ョンのタイトル。 

「基本管理」の章をご参照

ください。 

斜体 初出用語または実際の名前

や値に置き換えられるコマ

ンドラインのプレースホル

ダーの指定などの、重要な箇

所を強調。 

システムはいわゆるワイル
ドカード文字検索に対応し

ています。 

序文 
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 コマンド、ファイル、ディレ

クトリの名前。 

ライセンスファイルは
http://docs/common/

licensesディレクトリに

あります。 

‹ コマンドラインセッション

でのコンピュータ画面上へ

の出力、XML や C++ やその

他のプログラミング言語の

ソースコード。 

# ls - al /files  

total 14470 

‹  入力した文字をコンピュー

タ画面上の出力と区別。 

# cd /root/rpms/php  

アルファベット大文

字 

キーボード上のキーの名前 SHIFT、CTRL、ALT 

KEY+KEY ユーザがあるキーを押しな

がら他のキーを押す必要が

あるキーの組み合わせ。 

CTRL+P、ALT+F4 

 
 

フィードバック 

当ガイドの表記ミスを見つけた場合や、当ガイドをより良いものにするアイデアがある方は

、sales@swsoft.co.jp宛てにお知らせいただければ幸いです。 間違いを見つけた場合は、章、

セクション、サブセクション名や該当部分の文章を提示して問題を特定しやすいようにして

くださいますようお願い致します。 

http://docs/common/licenses
http://docs/common/licenses
mailto:sales@swsoft.co.jp


 

  
 

Plesk はホスティング自動化ソリューションであり、ホスティングプロバイダが管理す

る Web ホスティングサーバの完全なコントロールを提供し、ユーザアカウント、Web

サイト、メールアカウントの設定および管理を容易にします。 

Plesk には安定性、安全性、信頼性があり、そして Plesk をご使用いただく一番の利点

は管理者である御社と御社の技術スタッフの時間と労力の削減です。 すべての顧客（お

よびリセラーの顧客）は個別に分離されたコントロールパネル環境を持ち、自分でサイ

トやメールアカウントを管理できるようになります。 

この章の内容: 

ビジネスモデル、ユーザアカウント、許可の概要 ............................................ 10 

Plesk が管理するソフトウェアコンポーネントの概要 ...................................... 12 

当バージョンの新機能 ...................................................................................... 12 
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ビジネスモデル、ユーザアカウント、

許可の概要 

Plesk ユーザアカウント階層は以下の 3 つのユーザレベルに制限されています。 

Á クライアントアカウント 

Á ドメイン管理者アカウント 

Á メールユーザアカウント 

ホスティングサービスの再販や多数のドメイン/Web サイトのホスティングが必要な顧

客のためにクライアントアカウントを作成できます。 

注：自分のサイトをホスティングするには、Plesk セットアップの際に作成された特別

なサービスアカウントを使用する必要があります。 そのサービスアカウントはマイド

メインという名前でコントロールパネルに登録されます。 

クライアントアカウントにアクセスできる顧客は、管理者が許可した範囲でいくつでも

サイトをホスティングできます。 また、自分のサイトをホスティングしたり、ホステ

ィングサービスを他のユーザに再販することもできます。 その場合、リセラーは顧客

の為にドメイン管理者アカウントを作成できます。 

ドメイン管理者アカウントにアクセスできる顧客でも、Web ホスティングサービスを

再販したり、ホスティングアカウント上に 1 つ以上のサイトを持つことはできません。 

管理できるのは自分のサイトのみです。 最新のPleskコントロールパネルの実装では、

ドメイン管理者アカウントはそれぞれのドメイン（Web サイト）がサーバ上でホステ

ィングされた後に作成されます。 

すべてのサイトオーナーは自分のメールアカウントをセットアップしたり、他のユーザ

にメールホスティングサービスを提供できます。 その場合はメールユーザアカウント

を作成し、メールユーザにコントロールパネルへのアクセスを許可します。 

サイトオーナーは個人の Web ページや自分のドメインで管理している他のユーザの小

規模なサイトもホスティングできます。 ただし、そのようなサイトのオーナーは通常、

自分のドメイン名を持っておらず、専用のコントロールパネル環境を持つことができま

せん。 

管理者がコントロールパネル内の動作についての設定でリセラー（クライアントアカウ

ント）に全てを許可すると、リセラーは顧客への割り当てができるようになります。 管

理者が定義したリセラーへのリソース割り当てはリセラーの顧客へさらに再割り当て

することができます。 定義可能な許可およびリソース使用率の制限の詳細な一覧につ

いては「ユーザアカウントの管理」 (137 ページ) のセクションをご参照下さい。   
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クライアントやドメイン管理者アカウントへ定めるクォータはすべてソフトクォータ

です。 コントロールパネルはリソース有効範囲をコントロールパネル内にそれぞれの

アイコンを表示することで指摘し、それぞれのユーザにメールで通知します。ただし、

ユーザアカウントや Web サイトを自動的に停止することはありません。 

コントロールパネルは課金システムを内蔵していませんので、サードパーティのソリュ

ーションを使用するか、HSPcomplete を Plesk と共に使用するようお勧め致します。 
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Plesk が管理するソフトウェアコンポ

ーネントの概要 

Plesk コントロールパネルは以下のサードパーティのコンポーネントおよびサービスで

動作します。 

Á Bind DNS サーバ 

Á Apache Web サーバ 

Á ProFTPd FTP サーバ 

Á MySQL および PostgreSQL データベースサーバ 

Á Qmail メールサーバ 

Á Courier-IMAP IMAP/POP3 サーバ 

Á Mailman メーリングリストサーバ 

Á Spamassassin アンチスパムソフトウェア 

Á Dr.Web アンチウィルス 

Á Webalizer および AWStats 統計パッケージ 

Á Tomcat    

Plesk パッケージのインストール後、DNS、Web、FTP、メールなどの必須のサービス

はデフォルトの最適な設定で実行できるように構成され、すぐに顧客へ提供することが

可能です。 しかしながら、そのデフォルト設定が自分のニーズに合うかどうか確認す

ること、そしてホスティングアカウントのセットアップを更に容易にするユーザアカウ

ントテンプレートとドメインテンプレートを作成することをお勧め致します。 

当バージョンの新機能 

Plesk 8.3 では以下の新機能および拡張機能を提供します。 

自動インストーラの拡張 

複数の SWsoft 製品の一括インストールまたは一括アップグレード 詳細は「Plesk イン

ストールガイド」をご覧ください。 

シングル サインオン サポート 

異なる SWsoft 製品間で切り替える際に、ユーザ名およびパスワードを指定する必要が

ありません。 詳細は「グローバルアカウントの設定」 (34 ページ) の章をご覧くださ

い。  

Plesk と Sitebuilder の統合の向上 
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Plesk コントロールパネルから Sitebuilder を管理する際に、Sitebuilder 管理モジュール

やアドオンを追加インストールする必要は一切ありません。 Plesk には Sitebuilder が

デフォルトでインストールされています。 詳細は「Sitebuilder との統合の有効化」 (91 

ページ) をご覧ください。  

サイトアプリケーションのライセンス供与およびアップグレード 

2、3 回マウスをクリックするだけで、サーバ上で利用可能なサイトアプリケーション

をアップグレードしてそのライセンスキーをインストールします。 

詳細は「顧客が使用できるパッケージ済みのアプリケーション」 (127 ページ) の章を

ご覧ください。 

 



 

  
 

この章では、Plesk コントロールパネルのインストール後にまず実行するべきことにつ

いて説明します。 

この章の内容: 

Plesk へのログイン ........................................................................................... 15 

Plesk のインターフェースに慣れる .................................................................. 17 

パスワードおよび連絡先情報の変更 ................................................................. 22 
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Plesk へのログイン 

ü Pleskコントロールパネルにログインするには、以下を実行してください。 

1 Webブラウザを開き、アドレスバーにPleskコントロールパネルの配置

されているURLを入力します。   

例えばhttps://your-domain.com:8443では、your-domain.com の部分が Web ホスト

のドメイン名となります。 

2 ENTERを押します。  Pleskログイン画面が開きます。  

3 ユーザ名「admin」を［ログイン］ボックスに、パスワードを［パスワ

ード］ボックスに入力します。  インストールしたばかりのコントロー

ルパネルに初めてログインする場合はデフォルトパスワードである

「setup」を使用します。   

4 初めてログインする場合、コントロールパネルで使用する言語を［イン

ターフェース言語］メニューで選択します。 以前にインターフェイス言

語を指定し、それをインターフェースのプリファレンスに保存してい

る場合は、［ユーザデフォルト］を選択したままにします。  

5 ［ログイン］をクリックします。  

初めてのログイン後、ライセンス使用承諾書に同意し、次にサーバに割り当てるホ

スト名および IP アドレスを指定します。 

6 ライセンス契約を熟読してから、［このライセンス契約に同意します］お

よび［次回から表示しない］チェックボックスを選択します。   

7 ［同意する］をクリックしてインストール設定に進みます。  

8 サーバのホスト名を［フルホスト名］フィールドに入力します。  この

ホスト名は省略されておらず一番後ろにドットがついていない必要が

あります（例：host.domain.tld）。 

9 サーバのデフォルトアドレスとして使用する IPアドレスを指定します。 

以下の2つのオプションがあります。  

Á 既存の IP アドレスの 1 つをドロップダウンボックスから選択します。 このリス

トは自動的にサーバ上で利用可能なすべての IP アドレスを含んでいます。 

 または 

Á ［IPアドレスの追加］オプションボタンをクリックし、ネットワークインターフ

ェースを選択し、新規 IP アドレスおよびサブネットマスクを［IPアドレス］ボ

ックスに入力します。  

https://your-domain.com:8443/
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注：Plesk では、すべての IP アドレスを顧客に割り当てる前に共用にするか専用に

するかを決めることができます。 これにより、コントロールパネルでその区別がで

き、専用 IP アドレスを一度に複数の顧客に割り当てないようにします。 専用 IP ア

ドレスは 1 人の顧客に割り当てられ、共用 IP アドレスは複数のユーザアカウント間

で共有されます。  

10 ［共用IP］セクションで、既存のアドレスのタイプ（共用または専用）

を指定します。 IPアドレスのタイプを変更するには［共用］および［専

用］ボタンをクリックします。   

ここではこの作業を省略して後で IP アドレスのタイプを指定することもできます

（［サーバ］>［IPアドレス］）。 

11 ［管理者の選択設定］セクションでデフォルトの管理者パスワードを変

更します。  

デフォルトの管理者パスワードを変更します。 ［新しいパスワード］ボックスおよ

び［パスワードの確認］ボックスで新しいパスワードの入力および確認を行います。 

パスワードは最大 14 文字です。 パスワードは大文字小文字を区別しますのでご注

意ください。  

注：管理者パスワードのデフォルトから個別のパスワードへの変更は必ず行ってく

ださい。デフォルトのパスワード「setup」で管理者アカウント下のコントロールパ

ネルへのアクセスが可能であり、それを多数の Plesk ユーザが知っているからです。  

12 ［OK］をクリックします。  

13 管理者の連絡先情報を入力します。  ［デフォルトクライアントアカウン

トを作成する］チェックボックスは選択したままにしてください。  

PleskはクライアントアカウントにWebサイトを割り当てます。このチ

ェックボックスを選択していると、自分のWebサイトのホスティング

に使用する特別なユーザアカウント「マイドメイン」が作成されます。  

14 ［OK］をクリックします。   

このセクションの内容: 

パスワードを忘れた場合....................................................................................17 
 
 



 

 はじめに 17 

 

パスワードを忘れた場合 

以下の方法のいずれかで忘れたパスワードを入手することができます。 

Á サーバのファイルシステムの /etc/psa/.psa.shadow ファイルから探す。 

Á コントロールパネルのパスワードリマインダを利用する。 

 

パスワードリマインダを利用するには、以下を実行してください。 

1 WebブラウザのアドレスバーにPleskコントロールパネルが配置され

ているURL (例：https://your.domain.com:8443）を入力します。 

2 ENTERを押します。   

Plesk ログイン画面が開きます。 

3 ［パスワードをお忘れですか？］リンクをクリックします。  

4 システムに登録されているログイン名およびメールアドレスを指定し

ます。  

5 ［OK］をクリックします。  

パスワードがメールで送信されます。 パスワードが暗号化されてシステムに保存さ

れているためメールで送信することができない場合は、新規パスワードを秘密コー

ドで設定するよう指示されます。秘密コードはその目的のために生成されて送信さ

れます。 

6 パスワードリマインダからメールを受信したら、メッセージ本文のリ

ンクをクリックしてください。  

新規ブラウザウィンドウが開きます。 

7 ログイン名および新規パスワードを指定します。  フォームの［秘密コ

ード］フィールドはシステムが自動的に入力している筈です。そうでな

かった場合は、受信したメッセージから秘密コードをクリップボード

にコピーしてフォームに貼り付けてください。  

8 ［OK］をクリックして送信します。  

注：秘密コードはそれが生成されてから 24 時間以内に使用しないと、有効期限が切れ

て上記のプロセスをすべてやり直すことになります。 

Plesk のインターフェースに慣れる 

https://your.domain.com:8443???????/
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コントロールパネルにログインすると、標準表示または簡略化されたデスクトップ表示

あるいはこの 2 つの組み合わせで画面が開きます。 標準表示はコントロールパネルが

2つのメインエリアを持つ従来どおりの表示方法です。 ナビゲーションペインが左側、

操作が実行されるメイン画面が右側にあります。 

 

図 1: Standard Administrator's interface 

デスクトップ表示はサーバ統計値や使用頻度の高い操作へのショートカットが表示さ

れ、必要な項目すべてが 1 つの画面に表示されます。 

 

 2: Administrator's Desktop view 
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コントロールパネルは画面表示を切り替えて使用する（適切なライセンスキーのインス

トールが必要）か、両方の組み合わせを使用できます。 他のコントロールパネルユー

ザに対してどの表示をするかを指定することもできます。 コントロールパネルをカス

タマイズする方法については、「コントロールパネルのカスタマイズ」 (54 ページ) の

章をご参照ください。 

注： SWsoft Plesk Sitebuilder（サイトの作成および管理のプログラム）がサーバにイ

ンストールされて Plesk が接続されている場合、Sitebuilder 管理に関するショートカッ

トが Plesk ナビゲーションペインにもう尐し追加されます。 Plesk を Sitebuilder に接

続して Sitebuilder へのショートカットを使用する方法については、「Sitebuilder との統

合の有効化」 (91 ページ) のセクションをご覧ください。 

このセクションの内容: 

デスクトップ表示の項目 ................................................................................... 20 

標準表示の項目 ................................................................................................. 21 
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デスクトップ表示の項目 

デスクトップ表示には最初に以下の 4 つのセクションがあります。 

Á サーバ情報。 ホスト名、コントロールパネルのバージョン、オペレーティングシス

テムおよびカーネルのバージョン、ライセンスキー番号、システムの使用可能時間

が表示されます。 

Á 統計。 過去 1 分、5 分、15 分の平均処理負荷、メモリおよびディスク使用率、ク

ライアントアカウントおよびホストドメイン（Web サイト）の数を表示します。 ク

ライアントアカウントには複数のサイトを持つリセラーや顧客が含まれますが、単

一ドメインのオーナーは統計に含まれません。 

Á ツール。  このグループはコントロールパネルを通して実行できるオペレーション

へのショートカットを表示します。 これらのショートカットは自由に追加したり削

除したりできます。 

Á お気に入り。  このグループは種類別に 5 つのショートカットに分けられ、それぞ

れのタブに配置されています。 ［クライアント］タブは選択されたユーザアカウン

トに対し使用可能な権限を持つツールへのショートカット、［ドメイン］タブはド

メイン管理ツールへのショートカット、［メールアカウント］タブはメールアカウ

ント管理ツールへのショートカットを表示します。 ［ショートカット］タブはユー

ザアカウントやドメインおよびメールアカウント関連以外の全ての種類のショート

カットを表示します。 ［履歴］タブは過去 10 回までに使用されたコントロールパ

ネル画面を表示します。 ［お気に入り］グループはユーザアカウント、Web サイ

トホスティングアカウント、メールアカウントを検索するツールを提供します。 検

索ツールを使用するには、ドロップダウンボックスから項目の種類を選択し、検索

基準（どんな記号や文字の組み合わせでもよく、大文字と小文字は区別されません）

を入力し、［検索］をクリックします。 

 

このセクションの内容: 

ウィザードの使用.............................................................................................. 21 
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ウィザードの使用 

デスクトップ表示で Plesk を使用する際、ウィザードの使用が必要なタスクがあります。 

それぞれのウィザードは一連の画面より成ります。 ウィザードを使用してタスクを実

行するには、ウィザード画面に表示される指示に従います。 個別のオプションについ

ては、このガイドのそれぞれのセクションを参照してください。 

標準表示の項目 

ナビゲーションペインが左側に表示されます。 様々な管理機能にアクセスできます。 

Á クライアント。 クライアントおよびそのアカウント関連のすべてのデータを管理し

ます。 

Á ドメイン。 Web サイトとそれぞれの E-mail サービスを管理します。 

Á サーバ。 このショートカットからサーバ管理機能へのアクセスが可能です。 

Á モジュール。 Plesk の性能を拡張する追加のモジュール（ファイアウォール、ゲー

ムサーバ、VPN、その他）を管理します。 

Á セッション。 クライアントやサイトおよびメールボックスのオーナーが、コントロ

ールパネルにログインまたは FTP プロトコルを通してサーバに接続した際に、管理

者が監視および強制終了できるセッションを設置できます。 

Á マスター。 このショートカットから Plesk が使用可能なサーバの集中管理へアクセ

スできます。 

Á ヘルプデスク。コントロールパネルと統合されたヘルプデスクシステムです。 顧客

から御社に報告された問題の表示と解決ができます。 

Á ヘルプ。コンテキストヘルプを提供します。 

Á ログアウト。 コントロールパネルでの作業が終了したら、このアイコンをクリック

しセッションを閉じます。 

［ヘルプ］アイコンの下にはコンテキストヘルプヒントエリアがあります。 ここでは

現在の画面の説明や操作可能なオペレーションの概略が表示されます。 マウスポイン

タをシステムの要素や状態アイコンの上に持ってくると、追加的な情報が表示されます。 

Plesk のナビゲートにはパスバーを使用することもできます。 画面右側のバナーエリア

の下に一連のリンクが表示されます。 前の画面に戻るには、画面右上の ［上へ］ア

イコンを使用します。 

長いリストから項目を見つけたい場合は、すべての項目リストの上にある検索ボックス

を使用します。 入力ボックスに検索基準を入力し［検索］をクリックします。 検索条

件にマッチする項目のリストが表示されます。 全ての項目の表示に戻るには［全て表

示］をクリックします。  

特定のパラメータでリストを昇順または降順に並べ替えるには、カラムのヘッダー部分

のパラメータ名をクリックします。 パラメータタイトルの隣の小さな三角印は並び順

を表します。 
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パスワードおよび連絡先情報の変更 

ü 連絡先情報を変更するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［管理者情報］ グループの［編集］アイコンをクリックします。  

3 必要に応じて情報を更新し［OK］をクリックします。   

 

ü パスワードを変更するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［管理者情報］ グループの［パスワードの変更］アイコンをクリックし

ます。  

3 古いパスワードと新しいパスワードを入力します。  

4 ［OK］をクリックします。  

 

ü パスワードを忘れた場合は、以下を実行してください。 

1 Webブラウザのアドレスバーに、Pleskコントロールパネルの配置され

ているURLを入力します。   

2 例えば、https://your-server.com:8443となります。  

3 ENTERを押します。  Pleskログイン画面が開きます。  

4 ［パスワードをお忘れですか？］リンクをクリックします。  

5 システムに登録されているログイン名およびメールアドレスを指定す

るよう指示されます。  ログイン名を［ログイン］ボックスに、システ

ムに登録されているメールアドレスを［メールアドレス］ボックスにそ

れぞれ入力し［OK］をクリックします。   

6 パスワードが暗号化されてシステムに保存されているためメールで送

信することができない場合は、新規パスワードを秘密コードで設定す

るよう指示されます。秘密コードはその目的のために生成されてメー

ルで送信されます。  

7 パスワードリマインダからメールを受信したら、メッセージ本文のリ

ンクをクリックしてください。  新規ブラウザウィンドウが開きます。 

8 ここではログイン名および新規パスワードを指定します。   

フォームの［秘密コード］フィールドはシステムが自動的に入力している筈です。

そうでなかった場合は、受信したメッセージから秘密コードをクリップボードにコ

ピーしてフォームに貼り付けてください。 

https://your-server.com:8443/


 

 はじめに 23 

 

9 ［OK］をクリックして送信します。  

パスワード復元方法の説明がメールで送信されます。 



 

  
 

この章では、Plesk コントロールパネルのセットアップや管理に必要な設定手順を説明

します。 

この章の内容: 

コントロールパネルのライセンスキーのアップグレード .................................. 25 

コントロールパネルの保護 ............................................................................... 29 

グローバルアカウントの設定 ............................................................................ 34 

コントロールパネルのカスタマイズ ................................................................. 37 

セッションアイドル時間の変更 ........................................................................ 60 
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コントロールパネルの設定 
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コントロールパネルのライセンスキ

ーのアップグレード 

Plesk にはトライアルライセンスキーが付与されており、コントロールパネルへ自動的

にインストールされます。 このライセンスキーにより、1 つのユーザアカウントの作

成や、1 つの Web サイトおよび 1 つのメールボックスのホストが可能です。 従って、

Plesk コントロールパネルを充分に活用するには、SWsoft またはリセラーからライセン

スキーを取得してコントロールパネルにインストールする必要があります。 

Plesk ライセンスキーには有効期限が組み込まれています。 不正行為および盗難を防ぐ

ためです。 Plesk ソフトウェアは 10 日間の猶予期間（有効期限前）中に、盗難の届出

がなく、エンドユーザライセンス契約に従って使用されていること（つまり、1 台のサ

ーバにのみインストールされていること）を SWsoft のライセンスサーバで確認する必

要があります。 確認されると、有効期限は延長されます。 

Plesk はポート 5224 経由でライセンスサーバに TCP/IP 接続しますので、それがファイ

アウォールでブロックされていないことを確認してください。 更新プロセスは自動的

に実行され、Plesk 管理者は問題が発生しない限り何もする必要はありません。 Plesk

キーの期限が切れたら、ファイアウォールを確認して［サーバ］>［ライセンス管理］

へ進み［キーの取得］をクリックしてください。 キーが更新されない場合は、リセラ

ーまたは SWsoft （ライセンスを直接 SWsoft から購入された場合）にご連絡ください。 

ライセンスサーバへの接続はいつでもテストすることができます。それには、［サーバ］

>［ライセンス管理］ へ進み［キーの取得］をクリックしてください。 

このセクションの内容: 

トライアルライセンスキーのアップグレード ................................................... 26 

Plesk アドオンの追加ライセンスキーのインストール ...................................... 27 

ライセンスキーのアップグレード ..................................................................... 28 

以前使用していたライセンスキーへのロールバック ......................................... 28 
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トライアルライセンスキーのアップグレード 

ü トライアルライセンスキーをアップグレードするには以下を実行してくだ
さい。 

1 ［サーバ］>［ライセンス管理］に進んで［新しいキーを注文］をクリック

します。  

2 SWsoftオンラインストアが別のウィンドウで開きます。 このウィンド

ウで、Pleskライセンスに含めたい項目や機能を選択し［送信］をクリ

ックします。 次に、通貨、ライセンスキーの数、連絡先情報、請求先

住所、支払方法を指定してフォームを送信します。 新しいキーが指定

したメールアドレスに送信されます。  

3 新しいキーをローカルマシンのハードドライブに保存します。  

4 Pleskで［ライセンス管理］画面サイド開いて（［サーバ］>［ライセンス

管理］）、［キーのアップロード］をクリックします。   

5 ローカルマシンに保存したキーファイルのパスを入力するか、［参照］

をクリックしてアップロード先の場所を指定します。   

6 ［選択されたキーを、インストールされているライセンスキーと入れ替えま

す］チェックボックスを選択し、新しいライセンスキー変更の続行を確

認します。   

このチェックボックスを選択しないと、新しいライセンスキーはインストールされ

ずインストールが中止されます。 

7 新しいライセンスキーがサーバ上ですでにホストしているサイトより

尐ないサイトしかホスティングできない場合、Pleskは動作を停止しま

す。 実際のリソース使用量と、新しいキーによりカバーされる使用量

をコントロールパネルが比較しないようにするには、［キーにより制限

されたリソース使用の制限をチェックしない］チェックボックスを選択し

ます。  

この設定は、コントロールパネルを介したアップグレードを行う目的でライセンス

キーがカバーしている以上のリソースを一時的にインストールしたい場合に有益で

す。 

8 ［OK］をクリックし、新しいキーをコントロールパネルにインストー

ルします。  
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Pleskアドオンの追加ライセンスキーのインスト

ール 

ü アドオン Pleskコンポーネントに追加のライセンスキーをインストールする
には、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［システム］グループの［ライセンス管理］アイコンをクリックします。  

3 ［コントロールパネルアドオンの注文］をクリックします。  

4 使用可能なアドオンが一覧表示されたSWsoftオンラインストアが別の

ウィンドウで開きます。  このページで注文したいアドオンを選択し、

［送信］をクリックします。   

5 Pleskアドオンが既存のライセンスキーに追加されるため、Plesk番号

確認システム画面が開きます。 この機能を追加するライセンスキーの

番号を入力して［送信］をクリックします。  

6 次に、通貨、キーの数、連絡先情報、請求先住所、支払方法を指定し

てフォームを送信します。 注文が処理されるとメールで通知が来ます。 

7 メール通知を受信したら［ライセンス管理］画面に戻り（［サーバ］>［ラ

イセンス管理］）、［キーの取得］をクリックして注文したライセンス

キーを取得します。  PleskライセンスマネージャはSWsoftライセンス

サーバからアップグレードされたライセンスキーを取得し、コントロ

ールパネルに自動的にインストールします。  
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ライセンスキーのアップグレード 

顧客ベースの拡張をしたり現在のライセンスのままサーバ上でホストできるサイトの

数を増やしたい場合は、ライセンスキーのアップグレードが必要です。 

ü ライセンスキーをアップグレードするには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［システム］グループの［ライセンス管理］アイコンをクリックします。  

3 ［コントロールパネルアップグレードの注文］をクリックします。  

4 SWsoftオンラインストアページで希望するアップグレードオプション

を選択し、［送信］をクリックします。   

5 次に購入の詳細を指定してフォームを送信します。 注文が処理される

とメールで通知が来ます。  

6 メール通知を受信したら［ライセンス管理］画面に戻り（［サーバ］>［ラ

イセンス管理］）、［キーの取得］をクリックして注文したライセンス

キーを取得します。  PleskライセンスマネージャはPleskライセンスサ

ーバから購入したライセンスキーを取得し、コントロールパネルに自

動的にアップロードします。  
 

以前使用していたライセンスキーへのロールバ

ック 

ü 以前使用していたライセンスキーにロールバックするには、以下を実行して
ください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［システム］グループの［ライセンス管理］アイコンをクリックします。  

3 ［キーのロールバック］をクリックします。 前回インストールしたライ

センスキーが復元されます。  
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コントロールパネルの保護 

このセクションの内容: 

コントロールパネルへの管理アクセスの制限 ................................................... 30 

SSL 暗号化によるサーバ通信の保護 ................................................................. 31 
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コントロールパネルへの管理アクセスの制限 

セキュリティ上の不安を軽減する為、特定の IP アドレスからのコントロールパネルへ

の管理アクセスを制限します。 

ü コントロールパネルへの管理アクセスを特定の IPアドレスやネットワーク
からだけ許可するには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［アクセス］に進みます。  

2 ［新しいネットワークの追加］をクリックし、必要な IPアドレスを指定

します。  ［OK］をクリックします。  

サブネットの指定には、ワイルドカード記号(*)とサブネットマスクを使用できます。 

3 ［リストにないネットワークからの受信を拒否する］オプションを選択し、

［設定］をクリックします。  確認画面が表示されたら、［OK］をクリ

ックします。  

ü 特定の IPアドレスやネットワークからの管理アクセスを禁止するには、以下
を実行してください。 

1 ［サーバ］>［アクセス］に進みます。  

2 ［新しいネットワークの追加］をクリックし、IPアドレスを指定します。  

［OK］をクリックします。  

サブネットの指定には、ワイルドカード記号(*)とサブネットマスクを使用できます。 

3 ［リスト上のネットワーク以外からの受信を許可する］オプションを選択

し、［設定］をクリックします。  確認画面が表示されたら、［OK］を

クリックします。  

Plesk のデフォルトでは、同じログイン名とパスワードを使って複数のユーザがコント

ロールパネルにログインし、同時に複数のセッションを実行することができます。 こ

の機能は管理機能を他のユーザに委任したり、間違えてログアウトせずにブラウザを閉

じてしまいセッションの有効期限まで再度ログインできなくなってしまった場合など

に有効です。 必要なければこの機能を無効にできます。 

ü 管理コントロールパネルへの同時セッションを禁止するには以下を実行し
てください。 

1 ［サーバ］>［編集］に進みます。  

2 ［管理者権限での複数セッションを許可する］チェックボックスの選択を

外して［OK］をクリックします。  
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SSL暗号化によるサーバ通信の保護 

セキュリティ上の理由により、コントロールパネルへのアクセスはセキュアソケットレ

イヤーが有効なハイパーテキスト転送プロトコルにより提供されるセキュア接続を通

してのみ可能です。 Plesk 管理サーバで交換されるすべてのデータは暗号化されており、

機密情報の傍受を防ぎます。 データ暗号化のプロセスで使用される SSL 証明書はコン

トロールパネルのインストール中に自動的に生成され、サーバへインストールされます。 

いわゆる自己署名証明書です。 認証局 （CA） からの承認を受けていないため、コン

トロールパネルに接続しようとすると Web ブラウザに警告メッセージが表示されます。 

顧客の信頼を得るには信頼のおける認証局から SSL 証明書を購入し、コントロールパ

ネルにインストールする必要があります。 

以下のいずれかの方法で、SSL 証明書を入手できます。 

Á コントロールパネルの提供する機能を使用してSSL証明書をGeoTrust, Inc. または

GoDaddy から購入。 

または 

Á コントロールパネルから証明書署名リクエスト （CSR） を作成し、SSL 証明書を

作成している任意の認証局へ送信。 

注：コントロールパネルの機能を使用して MyPlesk.com オンラインストア経由で証

明書を購入する場合は、証明書署名リクエスト作成にコマンドラインツールを使用

しないでください。 

ü MyPleskComオンラインストア経由で GeoTrust, Inc. または GoDaddyから SSL

証明書を購入し、コントロールパネルを保護するには、以下を実行してくだ
さい。 

1 ［サーバ］>［証明書］に進みます。  リポジトリ内にあるSSL証明書の

リストが表示されます。  

2 ［新しい証明書の追加］をクリックします。  

3 証明書のプロパティを指定します。  

Á 証明書の名前。 リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。 

Á 暗号化レベル。 SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。 1024 ビット以上を

選択するようお勧めします。 

Á 場所と組織名の指定。 入力できるのは 64 文字までです。 

Á SSL 証明書を購入するホスト名の指定。 例えば、以下のようになります。 

your-domain.com 

Á メールアドレスを入力します。 

4  この情報をもとに秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認

してください。  

5 ［証明書の購入］をクリックします。   
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秘密鍵と証明書署名リクエストが生成されますので、これは削除しないでください。 

MyPlesk.com ログインページが新しいブラウザウィンドウで開きます。 

6 既存のMyPlesk.comアカウントへ登録またはログインし、ステップバ

イステップの手順に従って証明書を購入します。  

7 購入したい証明書の種類を選択します。  

8 ［購入する］をクリックし、証明書を注文します。  ［承認者メールア

ドレス］ドロップダウンボックスで、正しい承認者メールアドレスを

選択します。   

承認者メールアドレスは、特定のドメイン名の証明書が権限を持つユーザによりリ

クエストされたことを確認するためのメールアドレスです。 

9 証明書リクエストが処理されると確認のメールが送信されます。 承認

すると証明書がメールで送信されます。  

10 受信したSSL証明書はローカルマシンかネットワークに保存してくだ

さい。  

11 SSL証明書レポジトリへ戻ります（［サーバ］ >［証明書］）。 

12 ページの中央にある［参照］をクリックし、保存された証明書のある場

所へ行きます。 証明書をクリックし、［ファイル送信］をクリックしま

す。 証明書がレポジトリにアップデートされます。  

13 追加したばかりの証明書に該当するチェックボックスを選択し ［セキ

ュアコントロールパネル］をクリックします。  

 

ü 他の認証局からのSSL証明書を使用してコントロールパネルを保護するには、
以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［証明書］に進みます。  リポジトリ内にあるSSL証明書の

リストが表示されます。  

2 ［新しい証明書の追加］をクリックします。  

3 証明書のプロパティを指定します。  

Á 証明書の名前。 リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。 

Á 暗号化レベル。 SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。 1024 ビット以上を

選択するようお勧めします。 

Á 場所と組織名の指定。 入力できるのは 64 文字までです。 

Á SSL 証明書を購入するホスト名の指定。 例えば、以下のようになります。 

your-domain.com 

Á メールアドレスを入力します。 

4  この情報をもとに秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認

してください。  
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5 ［リクエスト］をクリックします。  秘密鍵と証明書署名リクエストが

生成され、リポジトリに格納されます。  

6 証明書署名リクエスト  （CSR） ファイルをダウンロードし自分のマ

シンに保存します。  その実行には、それぞれの アイコンをクリック

します。  

7 ダウンロードが完了したらファイルをテキストエディタで開き、テキ

ストを -----BEGIN CERTIFICATE REQUEST----- から -----END CERTIFICATE 

REQUEST----- までクリップボードにコピーします。 -----BEGIN CERTIFICATE 

REQUEST----- および   -----END CERTIFICATE REQUEST----- の行も証明書署名

リクエストの一部であるため、必ず含めるようにしてください。  

8 お好みのメールクライアントソフトウェアを使用し、新しいメールメ

ッセージを作成し、テキストをクリップボードから貼り付けます。  こ

のメッセージを認証局に送信します。認証局はあなたが提供した情報

に応じてSSL証明書を作成します。  

9 受信したSSL証明書はローカルマシンかネットワークに保存してくだ

さい。  

10 SSL証明書レポジトリへ戻ります（［サーバ］ >［証明書］）。 

11 ページの中央にある［参照］をクリックし、保存された証明書のある場

所へ行きます。 証明書をクリックし、［ファイル送信］をクリックしま

す。 証明書がレポジトリにアップデートされます。  

12 追加したばかりの証明書に該当するチェックボックスを選択し ［セキ

ュアコントロールパネル］をクリックします。  

 

ü 何らかの理由で自己署名証明書を作成する必要がある場合は、以下の手順に
従ってください。 

1 ［サーバ］>［証明書］に進みます。  リポジトリ内にあるSSL証明書の

リストが表示されます。  

2 ［新しい証明書の追加］をクリックします。  

3 証明書のプロパティを指定します。  

Á 証明書の名前。 リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。 

Á 暗号化レベル。 SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。 1024 ビット以上を

選択するようお勧めします。 

Á 場所と組織名の指定。 入力できるのは 64 文字までです。 

Á SSL 証明書を購入するホスト名の指定。 例えば、以下のようになります。 

your-domain.com 

Á メールアドレスを入力します。 

4 ［自己署名］ボタンをクリックします。  証明書が生成され、リポジト

リに格納されます。  
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グローバルアカウントの設定 

グローバルアカウントはシングルサインオン・テクノロジー機能であり、1 つのグロー

バルログイン名およびパスワードを用いて、様々な SWsoft 製品にログインできます。 

Plesk に複数のアカウントをお持ちの場合、それらをすべてグローバルアカウントに接

続して、それらのアカウントを毎回パスワードを入力せずに切り替えることができます。 

他の SWsoft 製品のアカウントをグローバルアカウントに接続して、それらのアカウン

トを証明書を入力せずに切り替えることもできます。 

グローバルアカウントを作成してそれにローカルアカウントを接続すると、グローバル

アカウントでログインした場合はグローバルアカウントに接続しているどのアカウン

トも選択できます。 

注： シングルサインオン・テクノロジーおよびグローバルアカウントを使用する機能

は、API またはコマンドラインユーティリティによってのみ有効にできます。 シング

ルサインオンの有効化について詳細は、サービスプロバイダにお問い合わせいただくか

関連の説明書をご覧ください。 

このセクションの内容: 

グローバルアカウントの作成 ............................................................................ 35 

ローカルアカウントをグローバルアカウントに接続 ......................................... 35 

アカウントの切り替え ...................................................................................... 36 

グローバルアカウントパスワードの変更 .......................................................... 36 

グローバルアカウントからローカルアカウントを接続解除 .............................. 37 
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グローバルアカウントの作成 

ü グローバルアカウントを作成するには以下を実行してください。 

1 Pleskにログインして［グローバルアカウント］に進み、［グローバルア

カウントに接続する］をクリックします。  

2 ［新しいグローバルアカウントの作成］を選択して、グローバルアカウン

トのログイン名とパスワードを入力します。  

3 ［OK］をクリックします。  

グローバルアカウントがアクティブになりましたので、そこに他のアカウントを接続す

ることができます。 詳細は「ローカルアカウントをグローバルアカウントに接続」 ( 35 

ページ) のセクションをご覧ください。 

ローカルアカウントをグローバルアカウントに

接続 

ü ローカルアカウントをグローバルアカウントに接続するには以下を実行し
てください。 

1 接続するローカルアカウントでPleskにログインします。  

2 ［グローバルアカウント］に進んで［グローバルアカウントに接続する］

をクリックします。  

3 ［既存のグローバルアカウントを利用する］オプションが選択されている

ことを確認し、接続するグローバルアカウントのログイン名およびパ

スワードを入力します。  

4 ［OK］をクリックします。  

必要に応じて他のローカルアカウントについてもステップ 1 から 4 を繰り返します。 

ü SSO対応の他の製品のアカウントをグローバルアカウントに接続するには、
以下を実行してください。 

1 接続するアカウントで、SSO対応のソフトウェア製品にログインしま

す。  

2 各ソフトウェア製品の説明書の記述に従って、グローバルアカウント

に接続します。 既存のグローバルアカウントの証明書を提供できるよ

うにご用意ください。  

必要に応じて他のアカウントまたは製品についてもステップ 1 から 2 を繰り返します。 
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注： ソフトウェア製品によっては、グローバルアカウント機能の名称が異なる場合が

あります（Federated Identity、Global Login、など）。 詳細は各ソフトウェア製品の説

明書をご覧ください。 

必要なアカウントをすべてグローバルアカウントに接続したら、グローバルアカウント

に接続しているローカルアカウントがあるあらゆる製品において、グローバルアカウン

トでいつでもログインできます。 グローバルアカウントでログインするたびに、そこ

に接続しているローカルアカウント一覧が表示されるので、その時に使用するアカウン

トを選択できます。 いつでも好きなときに他のアカウントへ切り替えることができま

す。 詳細は「アカウントの切り替え」 (36 ページ) のセクションをご覧ください。 

アカウントの切り替え 

ü 他のアカウントに切り替えるには以下を実行してください。 

1 右上隅の［ユーザ切替］をクリックします。  

2 切り替え先のアカウントを選択します。  

Á グローバルアカウントに接続しているアカウント一覧から、所要のローカルアカ

ウントを選択します。 

または 

Á ［他のアカウントのクレデンシャルを指定する］を選択して、グローバルアカウ

ントに接続していないローカルアカウントのログイン名とパスワードを入力し

ます。 ［インターフェース言語］メニューからコントロールパネルの言語を指

定することもできます。 以前にそのアカウントのインターフェイス言語を指定

し、それをインターフェースのプリファレンスに保存している場合は、［デフォ

ルト］を選択したままにします。 

3 ［OK］をクリックします。  
 

グローバルアカウントパスワードの変更 

ü グローバルアカウントのパスワードを変更するには、以下を実行してくださ
い。 

1 グローバルアカウントまたはそこに接続しているローカルアカウント

でPleskにログインします。  

2 ［グローバルアカウント］に進んで［パスワードを変更する］をクリック

します。  

3 今までのパスワードと新しいパスワードを入力して［OK］をクリック

します。  
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グローバルアカウントからローカルアカウント

を接続解除 

ü グローバルアカウントからローカルアカウントの接続を解除するには、以下
を実行してください。 

1 接続解除するローカルアカウントでPleskにログインします。  

2 ［グローバルアカウント］に進んで［グローバルアカウントより接続解除す

る］をクリックします。  

3 接続解除を確認して［OK］をクリックします。  

必要に応じて他のローカルアカウントについてもステップ 1 から 3 を繰り返します。 

コントロールパネルのカスタマイズ 

コントロールパネルのデスクトップ表示およびスタンダード表示（「Plesk のインター

フェースに慣れる」 (17 ページ) の章に記載しています）にはそれぞれのカスタマイ

ズ設定があり、コントロールパネルのそれぞれのエリアで変更されています。 

デスクトップ表示のカスタマイズについては、「デスクトップ表示でのコントロールパ

ネルのカスタマイズ」 (54 ページ) のセクションをご参照ください。 

スタンダード表示（コントロールパネルの、デスクトップ用以外のエリアおよび画面す

べて）のカスタマイズについては、「スタンダード表示でのコントロールパネルのカス

タマイズ」 (40 ページ) のセクションをご参照ください。  

コントロールパネルに、デスクトップ表示だけ、またはスタンダード表示だけ、または

一度に両方表示することを選択できます。 それには、そのインターフェース表示をサ

ポートするライセンスキーを取得してインストールする必要があります。 ライセンス

キーの機能に関係なく、他のコントロールパネルユーザに対してどの表示にするかを指

定することもできます。 

この章では以下のタスクを実行する方法についてご説明致します。 

コントロールパネルのインターフェース言語とテーマ（スキン）を変更 (39 ページ)  

コントロールパネルから不要なボタンを削除 (41 ページ)  

コントロールパネルにカスタム・ハイパーリンク・ボタンを追加 ( 52 ページ)  

コントロールパネルにバナーエリアにカスタムロゴを設定 (51 ページ)   

より多くのコントロールパネル言語サポートを追加 (48 ページ)  
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インターフェーステーマ（スキン）を追加 (50 ページ)  

デスクトップから項目を追加または削除 (54 ページ)  

 

このセクションの内容: 

インターフェース言語およびスキンの変更 ....................................................... 39 

標準表示によるコントロールパネルのカスタマイズ ......................................... 40 

デスクトップ表示でのコントロールパネルのカスタマイズ .............................. 54 
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インターフェース言語およびスキンの変更 

ü 自分のコントロールパネルおよび顧客のインターフェース言語およびスキ
ンを変更するには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［コントロールパネル］>［サーバプリファレンス］に進みま

す。  

2 以下を指定します。  

a デフォルトロケール。新しいコントロールパネルユーザのデフォルトとして設定さ

れるインターフェース言語を選択します。 

b デフォルトスキン。新しいコントロールパネルユーザのデフォルトとして設定され

るインターフェース言語を選択します。 

c 管理者のインターフェース言語。コントロールパネルの言語を選択します。 

d 管理者のインターフェーススキン。コントロールパネルのスキン（テーマ）を選択

します。 

3 ［OK］をクリックします。  

コントロールパネル画面では、レビューが必要となる場合がある以下の設定もあること

にご留意ください（ほとんどのユーザにおいてはデフォルト値にしておくことをお勧め

致します）。   

a ボタンラベルの長さ。ボタンの翻訳した表題が英語より長くなりにコントロールパ

ネルからはみ出すのを防ぐため、ここで長さを制限することができます。 定義

した制限よりも長いボタンの表題はすべて短縮され省略符号 (...) で終了します。   

b インターフェース画面が完全にロードされるまでユーザはコントロールパネルで作

業できなくなります。コントロールパネルの準備が出来る前にユーザが作業しよ

うとして発生するエラーを避けるには、これを選択したままにします。   

c デフォルト・インターフェース・カスタマイズ・テンプレート。ひとたび「インタ

ーフェース・カスタマイズ・テンプレートの使用」 (41 ページ) に記載したよ

うにコントロールパネルをカスタマイズしてその設定をテンプレートに保存す

ると、ここでテンプレートを選択できます。 

d デスクトップの事前設定。ひとたび「デスクトップ事前設定の使用」 (56 ページ) に

記載したようにデスクトップをカスタマイズしてその設定をテンプレートに保

存すると、ここでテンプレートを選択できます。  

e 管理者のインターフェース・カスタマイズ・テンプレート。ひとたび「インターフ

ェース・カスタマイズ・テンプレートの使用」 (41 ページ) に記載したように

コントロールパネルをカスタマイズしてその設定をテンプレートに保存すると、

ここでテンプレートを選択できます。  
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f 管理者ログインにおける多重セッションの許可。Plesk のデフォルトでは、同じロ

グイン名とパスワードを使って複数のユーザがコントロールパネルにログイン

し、同時に複数のセッションを実行することができます。 この機能は管理機能

を他のユーザに委任したり、間違えてログアウトせずにブラウザを閉じてしまい

セッションの有効期限まで再度ログインできなくなってしまった場合などに有

効です。 必要なければこの機能を無効にできます。 

g フルホスト名。 

h Apache 再起動の間隔。コントロールパネル経由で変更したホスティングアカウント

設定はすべて、Web サーバが再起動しないと有効になりません。 デフォルトで

は、Web サーバは 15 分に 1 回以上は再起動しないように設定されています。 こ

の値はほとんどの場合に最適であり、このデフォルト設定のままにしておくこと

をお勧め致します。 ホスティングアカウント設定に変更がなければ Web サーバ

は強制的に再起動されないことにご注意ください。 

i Web およびトラフィック統計の保持期間。デフォルトでは統計は 3 ヶ月間保持され

ます。 他の期間をここに指定したほうがいい場合もあります。 

j ディスク容量および帯域幅使用量を計算する際に統計ユーティリティがカウントす

る項目。 

 
 

標準表示によるコントロールパネルのカスタマ

イズ 

  

このセクションの内容: 

インターフェースカスタマイズテンプレートの使用 ......................................... 41 

ボタンの表示と非表示 ...................................................................................... 46 

スーパー管理者によるオーバーライド .............................................................. 48 

インターフェース言語のインストールとアンインストール .............................. 48 

コントロールパネルテーマ（スキン）のインストールとアンインストール ..... 50 

カスタムロゴバナーによるコントロールパネルの再ブランディング ................ 51 

カスタムハイパーリンクボタンの追加と削除 ................................................... 52 
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インターフェースカスタマイズテンプレートの使用 

インターフェースカスタマイズテンプレートは Plesk ユーザに割り当てられたインタ

ーフェースカスタマイズオプションのセットです。 インターフェース要素のカスタム

設定ができ、その設定をテンプレートに保存できます。 それからテンプレートを特定

のクライアントアカウントに割り当てます。 

デフォルトカスタマイズテンプレートは Plesk のインストール後に自動的に作成され

ます。 最初に、デフォルトテンプレートによって、ユーザはコントロールパネルの全

てのインターフェース要素へアクセスできるようになります。 他に明確に指定されて

いるテンプレートがない限り、デフォルトテンプレートは管理者を含むすべてのユーザ

アカウントに自動的に適用されます。 デフォルトのテンプレートはコントロールパネ

ルから削除できません。 別のテンプレートをデフォルトとして設定することができま

す。 テンプレート一覧ではデフォルトテンプレートは太字で表示されます。 

よって、特定のクライアントに対しインターフェースのカスタマイズをする場合、デフ

ォルトテンプレートを変更するか、自分のカスタマイズテンプレートを作成しユーザア

カウントに割り当てることができます。 

MyPlesk.com e-コマースポータル関連のボタンおよび現時点で無効な機能に関連する

ボタン（コントロールパネルでグレー表示になっています）だけを非表示にする必要が

ある場合は、インターフェースカスタマイズテンプレートを使用しなくても非表示にで

きます。 それは「ボタンの表示と非表示」でご説明しています。    

このセクションの内容: 

テンプレートの作成 .......................................................................................... 42 

ユーザアカウントへのテンプレートの割り当て ................................................ 43 

テンプレートの削除 .......................................................................................... 44 

デフォルトテンプレートの変更 ........................................................................ 44 

テンプレートのエクスポートとインポート ....................................................... 45 
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テンプレートの作成 

ü テンプレートを作成してインターフェース要素にカスタムルールを指定す
るには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［インターフェース管理］>［インターフェーステンプレート］

タブに進み、［インターフェーステンプレートを追加］をクリックします。  

2 次のページで、新規のテンプレートの名前を入力します。 このフィー

ルドは必須です。  

3 ［デフォルト］チェックボックスを選択してこのテンプレートをデフォ

ルトにします。   

他に明確に指定されているテンプレートがない限り、デフォルトテンプレートはす

べてのユーザアカウントに自動的に適用されます。 

4 ［ツールバーを表示します］をクリックして、インターフェース要素の

ルールをカスタマイズします。   

ツールバーを使用してユーザアカウントの Plesk 画面上のボタンの外観をカスタマ

イズします。 ツールバーは Plesk 画面の下部に表示されます。 ツールバーがオン

になっていると、Plesk インターフェース画面の移動や別のボタンのルール定義が

できます。 

5 インターフェース要素をカスタマイズするPlesk画面へ移動します。  

6 ツールバーの［カスタマイズ］ボタンをクリックし、カスタマイズモー

ドを有効にします。   

7 カスタマイズしたいボタンの上の透明な画面をクリックし、ドロップ

ダウンメニュー内の以下のオプションを1つ選択します。  

Á 非表示 － 管理者を含むすべてのユーザに対しこのボタンを非表示にします。 

Á 管理者のみ － 管理者にはこのボタンを表示し、それ以外のすべてのユーザには

非表示にします。 

Á 表示 － すべてユーザに対し常にこのボタンを表示します。 

Á デフォルト － 前回このボタンに対して行ったカスタマイズをリセットし、デフ

ォルト設定に戻します。 

 



 

 コントロールパネルの設定 43 

 

8 ボタンのカスタマイズが終了したらツールバーの［OK］をクリックし

ます。  

9 ［ツールバーを隠す］をクリックしてカスタマイズモードを終了します。 

10 インターフェースカスタマイズテンプレート一覧へ戻ります（［サーバ］

>［インターフェース管理］>［インターフェーステンプレート］）。  

作成したテンプレートがカスタマイズテンプレート一覧へ追加されます。 これでテ

ンプレートをユーザアカウントへ割り当てることができます。 
 

ユーザアカウントへのテンプレートの割り当て 

ü インターフェースへテンプレートを割り当てるには、以下を実行してくださ
い。 

1 ［サーバ］>［編集］に進みます。  

2 ［管理者インターフェースカスタマイズテンプレート］で必要なカスタマ

イズテンプレートを選択し、［OK］をクリックします。  

注：テンプレートリスト内では、管理者のインターフェースに現在使用されているテン

プレートは斜体で表示されます。 デフォルトのテンプレート名は太字で表示されます。 

デフォルトのテンプレートを使用している場合は、太字の斜体で表示されます。 

ü クライアントアカウントへテンプレートを割り当てるには、以下を実行して
ください。 

1 ［サーバ］>［インターフェース管理］>［インターフェーステンプレート］

タブに進みます。  

2 テンプレートリスト内で、［使用］の列の数字をクリックします。   

この数字は現在そのテンプレートを使用しているクライアントアカウントの数を表

示しています。 

3 ［クライアントの追加］をクリックしてテンプレートを別のクライアン

トアカウントに割り当てます。  

4 リスト内のクライアントがそのテンプレートを使用していない場合は、

1つまたは複数のクライアントアカウントを選択し［OK］をクリックし

ます。  

選択したクライアントアカウントにテンプレートが割り当てられます。 

注： 新規のクライアントアカウントの作成中やクライアントアカウントプリファレン

スの編集中も、クライアントへテンプレートを割り当てることができます。 新規アカ

ウントを作成するには、ナビゲーションペインで［クライアント］をクリックして［新

しいクライアントアカウントの追加］をクリックします。 クライアントアカウントプ

リファレンスを編集するには、ナビゲーションペイン内の［クライアント］をクリック

し、必要なクライアント名をクリックします。 
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テンプレートの削除 

ü コントロールパネルから 1つまたは複数のテンプレートを削除するには、以
下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［インターフェース管理］>［インターフェーステンプレート］

タブに進みます。  

2 右側のチェックボックスを使用し、1つまたは複数のテンプレートを選

択します。  

3 ［選択対象を削除］をクリックします。  

4 削除を確認して［OK］をクリックします。   

指定したテンプレートがコントロールパネルから削除され、そのテンプレートを使用し

ていたユーザにデフォルトテンプレートが割り当てられます。 
 

デフォルトテンプレートの変更 

ü 別のテンプレートをデフォルトとして設定するには、以下を実行してくださ
い。 

1 ［サーバ］>［インターフェース管理］>［インターフェーステンプレート］

タブに進みます。  

2 必要なテンプレートに該当するチェックボックスを選択します。  

3 ［デフォルト］をクリックします。  テンプレートを明示的に指定し

ていないすべてのユーザに、選択したテンプレートが適用されます。  
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テンプレートのエクスポートとインポート 

ü あるPleskサーバで作成したテンプレートを別のPleskサーバにインポートす
るには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［インターフェース管理］>［インターフェーステンプレート］

タブに進みます。  

2 アイコンをクリックし、ファイルへエクスポートするテンプレート

を保存します。  

3 ［ファイルダウンロード］ダイアログボックスで［保存］をクリックし、

ハードドライブ上でファイルの保存先を指定します。   

テンプレート設定が template_name.xml ファイルとして保存されます。 

4 テンプレートファイルを別のPleskサーバに移行します。  

5 別のPleskが有効になっているサーバで、［サーバ］>［インターフェー

ス管理］>［インターフェーステンプレート］タブへ進み、［アップロード］

をクリックします。  

6 インポートされたテンプレートの名前を入力するか、ハードドライブ

上にテンプレートを配置します .  

ファイルは .xml 形式でなければなりません。 

7 ［OK］をクリックします。 このテンプレートのカスタマイズ設定を表

示します。 ここではテンプレートの編集のため［ツールバーを表示しま

す］をクリックします。  

8 設定が終了したら、［OK］をクリックします。 マシンに新規テンプレ

ートがアップロードされます。  

9 このテンプレートをクライアントアカウントに割り当てます（「ユー

ザアカウントへのテンプレートの割り当て」のセクションを参照して

ください）。  
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ボタンの表示と非表示 

定義済みのボタンを Plesk インターフェースから簡単に非表示にすることができます。 

この場合、ユーザは許可されていないコントロールやサポートされていない（サービス

がインストールされていない）機能を見ることができません。 

ü ボタンを非表示にするには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［インターフェース管理］アイコンを

クリックします。  

3 ［インターフェーステンプレート］タブをクリックします。  

4 ［ツール］グループの［プリファレンス］アイコンをクリックします。  

5 チェックボックスを選択して、以下のコントロールのグループを非表

示にできます。  

Á 灰色のボタン。 本来、灰色で表示されるアイコンは、インストールされていな

いためにコントロールパネルを通して管理できないサービスやコンポーネント

を意味します。 いくつかのサービスが使用できないことでユーザが失望しない

ように、このボタンを非表示にできます。 使用できないボタンをすべて非表示

にするには、［デフォルトですべてのグレーのボタンを非表示にする］チェック

ボックスを選択します。 

Á 制限管理コントロール。 ユーザに対して、ユーザが使用できない制限管理コン

トロールが表示されないようにするには、［ユーザが使用できない制限管理コン

トロールを隠す］チェックボックスを選択します。 

Á 権限管理コントロール。 ユーザに対して、ユーザが使用できない許可管理コン

トロールが表示されないようにするには、［ユーザが使用できない許可管理コン

トロールを隠す］チェックボックスを選択します。  

6 ［ボタンセット］でチェックボックスを選択して、以下のボタンセット

またはその他のコントロールパネル要素を非表示にできます。  

Á MyPlesk.com オンラインストアにより提供されるサービスに関連するボタン。 

ドメイン登録サービスや SSL 証明書を再販する場合は、［ドメイン登録のボタ

ンを隠します］、［認証の必要な課金サービスのボタンを隠します］、［拡張ボ

タンのサービスを隠します］チェックボックスを選択します。 MyPlesk.com に

関連するすべてのボタンはすべてのユーザレベルでコントロールパネルから削

除されます。 

Á メール転送コントロール ドメイン内に存在しないメール受信者宛に送られたメ

ールに対する返信ルールをユーザが自分で設定して使用できないようにするに

は、［メール返信コントロールを非表示にする］チェックボックスを選択します。 

Á サードパーティのサービスを促進するコントロールパネルの項目は、Fotolia 

Web サイト（ストックフォト）へのリンクおよび新規にホスティングされた Web

サイト用の Web メールアプリケーション内のデフォルトページに表示されてい

るwww.moreover.comのニュースフィードです。    

http://www.moreover.com/
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7 ［OK］をクリックします。  

 

ü 非表示のボタンをインターフェースで表示させるには、以下を実行してくだ
さい。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［インターフェース管理］アイコンを

クリックします。  

3 ［インターフェーステンプレート］タブをクリックします。  

4 ［ツール］グループの［プリファレンス］アイコンをクリックします。  

5 インターフェースで再度表示させる非表示のボタンに該当するチェッ

クボックスのチェックを外します。  

6 ［OK］をクリックします。  
 



 

48 コントロールパネルの設定 

 

スーパー管理者によるオーバーライド 

スーパー管理者 (root) は、管理者権限を持つユーザに対してさえも（例えカスタマイ

ズモードにあったとしても）Plesk コントロールパネルに決して表示されない一連のコ

ントロールを定義することができます。 このためには、以下を実行します。 

1 Pleskコントロールパネル経由でインターフェースをカスタマイズし

ます。  

2 /plesk_installation_directory/var/ に

root.controls.lockという名前の空のファイルを作成します。  

3 MySQLデータベースサーバにログインし非表示コントロールの状態を

示す値を入手します。  

 

# mysql - uadmin - Dpsa - p 

mysql> select page, control from itmpl_data;  

+- ------------------------ +------------- + 

| /server/server.php3     |  key_info   |  

+------------------------- +------------- + 

 

4 これらの値をコロンで区切って  
/plesk_installation_directory/var/root.controls.lock

ファイルに追加します。  
 

/server/server.php3:key_info  

5 ファイルを保存します。  

このファイルに追加した値によってコントロールパネル経由で作成されたカスタマイ

ズはオーバーライドされます。 

インターフェース言語のインストールとアンインストー

ル 

SWsoft サイトから新規の言語パックをダウンロードしコントロールパネルにインスト

ールできます。 コントロールパネルで使用できる言語の数は購入したライセンスキー

によって決まります。 許可されている以上の数の言語をインストールしようとすると、

コントロールパネルから警告が発せられます。 

ü コントロールパネルにインストールされているインターフェース言語を表
示するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［インターフェース管理］アイコンを

クリックします。  以下の情報が表示されます。  
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Á 言語パックの現在のステータスが言語ステータスアイコンに表示されます。 

はユーザが言語パックにアクセスできることを意味し、 はアクセスできない

ことを意味し、 は言語パックの数が現在のライセンスによるサポートの上限

数を超えているためユーザがその言語パックを使用できないことを意味します。 

注：コントロールパネルユーザが言語を使用できないようにできます。 それに

は、アイコン をクリックします。 ユーザが言語を使用できるようにする

には をクリックします。 

Á ［言語コード］は 4 文字の言語コードです。 

Á ［言語］は言語の名前を表します。 

Á ［国］はこの言語を母国語としている国を表します。 

Á ［使用中］はインターフェースでその言語を使用しているすべてのレベルのコン

トロールパネルのユーザの数を表します。 

ü SWsoft Webサイトからダウンドールした新規言語パックをインストールする
には以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［インターフェース管理］アイコンを

クリックします。  

3 ［ロケールの追加］ボタンをクリックします。  

4 言語パックファイルへのパスを入力するか、［参照］ボタンでファイル

の位置を指定します。  

RPM ベースのシステムをご使用の場合は、ファイル名の拡張子が .rpm の言語パッ

クファイルをご利用ください。 

DEB ベースのシステムをご使用の場合は、ファイル名の拡張子が .deb の言語パッ

クファイルをご利用ください。 

FreeBSD ベースのシステムをご使用の場合は、ファイル名の拡張子が .tgz また

は .tbz の言語パックファイルをご利用ください。 

MacOS ベースのシステムをご使用の場合は、ファイル名の拡張子が .sh の言語パッ

クファイルをご利用ください。 

5 ［OK］をクリックして言語をシステムにインストールします。  

 

ü コントロールパネルから言語パックをアンインストールするには、以下を実
行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［インターフェース管理］アイコンを

クリックします。  

3 適切なチェックボックスを選択して ［選択対象を削除］をクリックし

ます。 次のページで削除を確認してください。   
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削除した言語パックを他のユーザが使用している場合は、そのインターフェース言

語は自動的にデフォルト言語に設定されます。 Plesk ディストリビューションパッ

クのデフォルト言語 (en-US) は削除できません。 

コントロールパネルテーマ（スキン）のインストールと

アンインストール 

自分のコントロールパネルのカスタムスキンを開発して使用することができます。 サ

ードパーティが作成したスキンを使用するのは、スキンパッケージに悪質なコードが含

まれている可能性があるため危険です。 信頼できるソースから支給されるスキンのみ

を使用するよう強くお勧めします。 

ü 現在インストールされているスキンを表示するには、以下を実行してくださ
い。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［インターフェース管理］アイコンを

クリックします。  

3 ［スキン］タブをクリックします。  

 

ü スキンパッケージをダウンロードするには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［インターフェース管理］アイコンを

クリックします。  

3 ［スキン］タブをクリックします。  

4 適切な アイコンをクリックするか、スキン名をクリックし、［スキン

のダウンロード］をクリックします。  

5 スキンファイルをパックしたいアーカイブの種類を選択し、［OK］を

クリックします   

スキンのダウンロードの準備ができると、ファイルのダウンロードのダイアログウ

ィンドウが表示されます。  

6 ［保存］をクリックし、ファイル名とダウンロードするスキンパッケー

ジファイルを保存する場所を指定して［保存］をクリックします。  

これでダウンロードしたアーカイブファイルの内容を変更して自分のスキンを作成で

きます。 Plesk コントロールパネルのカスタムスキンを作成する方法については、スキ

ン解説文書［サーバ］> ［インターフェース管理］>［スキン］>［スキン解説］をご

参照ください。 

ü コントロールパネルに新規のスキンをインストールするには、以下を実行し
てください。 
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1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［インターフェース管理］アイコンを

クリックします。  

3 ［スキン］タブをクリックします。  

4 ［新規スキンの追加］をクリックします。 スキンパッケージファイルの

ロケーションを指定し、［OK］をクリックします。  

 

ü 既にインストールされているスキンの内容を更新するには、以下を実行して
ください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［インターフェース管理］アイコンを

クリックします。  

3 ［スキン］タブをクリックします。  

4 スキン名をクリックし、［スキンのアップデート］をクリックします。 ス

キンパッケージファイルのロケーションを指定し、［OK］をクリック

します。  

 

ü リポジトリから 1つまたは複数のスキンを削除するには、以下を実行してく
ださい。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［インターフェース管理］アイコンを

クリックします。  

3 ［スキン］タブをクリックします。  

4 該当するチェックボックスを選択し、 ［選択対象の削除］をクリック

します。  削除を確認して［OK］をクリックします。  

注：特定のユーザのコントロールパネルで現在使用されているスキンを削除すると、そ

のユーザのコントロールパネルの外観がデフォルトのスキンに自動的に変更されます。 

デフォルトのコントロールパネルスキンは削除できません。 

カスタムロゴバナーによるコントロールパネルの再ブラ

ンディング 

トップフレームのデフォルト Plesk ロゴバナーを自分のロゴに置き換えることができ

ます。 顧客は彼らのコントロールパネルにログインしたときにそれを目にします。 こ

のロゴに Web サイトへのハイパーリンクをつける事もできます。 
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ロゴには GIF、JPEG、もしくは PNG 形式のファイルを使用し、ダウンロード時間を

尐なくするため 100 キロバイト以下にしてください。 画像の高さは 50 ピクセルをお勧

め致します。 

ü ロゴの画像を設定するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［ロゴ設定］アイコンをクリックしま

す。  

3 事前設定ファイルへのパスを指定するか、［参照］をクリックしてファ

イルの位置を指定します。  ［開く］をクリックします。  

4 ユーザがロゴをクリックした際にジャンプするハイパーリンクを作成

するには、希望のURLを［ロゴの新規URLを入力］ボックスに入力します。  

5 ［OK］をクリックして送信します。   

Plesk のデフォルトロゴに戻すには、［デフォルトロゴ］をクリックします。 

カスタムハイパーリンクボタンの追加と削除 

ü Pleskコントロールパネルにカスタムハイパーリンクボタンの追加して、顧客
が自分のコントロールパネルからそれを見ることができるかどうかを指定
するには、以下を実行します。  

1 ［サーバ］>［カスタムボタン］に進んで［新しいカスタムボタンの追加］

をクリックします。  

2 以下を実行してボタンのプロパティを指定します。  

Á ［ボタンラベル］ボックスに、ボタンに表示されるテキストを入力します。 

Á ボタンの配置場所を選択します。 ナビゲーションペインに配置するには、［位

置］ドロップダウンボックスの［ナビゲーションペイン］を選択します。 それ

ぞれのクライアントのホームページやデスクトップに配置するには、［クライア

ントホームページ］オプションを選択します。 それぞれのドメインオーナーの

ホームページやデスクトップ（ドメインオーナーは御社のリセラーの顧客になり

ます）に配置するには、［ドメイン管理ページ］オプションを選択します。 

Á ボタンの優先度を指定します。 Plesk は定義した優先度に従ってコントロール

パネル上のカスタムボタンを配置します。 数字が小さいほど優先度が高くなり

ます。 ボタンは左から右へ並べられます。 

Á ボタン背景に画像を使用するには、その画像の保存場所へのパスを入力するか、

［参照］をクリックしてそのファイルを参照します。 ナビゲーションペインに

配置するボタンの画像は 16ｘ16 ピクセルの GIF または JPEG ファイルを、メイ

ンフレームやデスクトップに配置するボタンの画像には 32ｘ32 ピクセルの GIF

または JPEG ファイルを使用するようお勧め致します。 

Á ［URL］ボックスにボタンに付加するハイパーリンクを入力します。 
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Á チェックボックスを使用し、URL にドメイン名、 FTP ログイン、FTP パスワー

ド、他の転送するデータを含めるかどうか指定します。 これらの情報は外部の

Web アプリケーションで使用できます。 

Á ［マウスオーバーヘルプ］入力フィールドには、ユーザがマウスをボタンの上に

のせた際に表示されるテキストを入力します。 

Á 指定した URL をコントロールパネルの右側のフレームで開きたい場合は、［コ

ントロールパネル内にて開く URL］チェックボックスをチェックして下さい。こ

のチェックボックスをチェックしないと、URL は別の新しいウィンドウで開く

ことになります。 

Á このボタンをコントロールパネルにアクセスしている顧客やリセラーやその顧

客からも見えるようにするには、［他のユーザに表示します］チェックボックス

を選択します。 

3 作成を完了したら［OK］をクリックします。  

ü コントロールパネルからハイパーリンクボタンを削除するには、以下を実行
します。 

1 ［サーバ］>［カスタムボタン］に進みます。  

2 削除するボタンに対応するチェックボックスを選択し、 ［選択対象を

削除］アイコンをクリックします。  
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デスクトップ表示でのコントロールパネルのカ

スタマイズ 

ü デスクトップから項目を追加または削除するには以下を実行します。 

1 ［デスクトップ］> ［デスクトップをカスタマイズ］に進みます。  

2 ［サーバ情報］グループを表示するかどうかと、表示する項目を指定し

ます。 チェックボックスの選択を外すとその項目がデスクトップから

削除されます。  

3 コントロールパネル経由で実行したいタスクを指定します。 デスクト

ップに適切なショートカットが配置されます。 ［選択済みタスク］リス

トはどのショートカットが既にデスクトップに配置されているを示し

ます。 ［利用可能なタスク］リストはデスクトップにまだショートカッ

トが配置されていないタスクを示します。  

Á デスクっトップにショートカットを追加するには、［利用可能なタスク］リスト

で必要なタスクを選択し［追加>>］をクリックします。 

Á デスクトップからショートカットを削除するには、［選択済みタスク］リストか

ら必要のないタスクを選択し［<<削除］をクリックします。 

4 デスクトップ上にカスタムボタンを表示させるには、［ツール］で［カ

スタムボタン］チェックボックスを選択します。  

5 ［統計］と［お気に入り］グループを表示するかどうかと、そこに何の

項目を表示するかを指定します。 チェックボックスの選択を外すとそ

の項目がデスクトップから削除されます。   

［お気に入り］グループは項目へのリンクやデスクトップに追加されたコントロー

ルパネル画面を示します。それぞれのコントロールパネル画面で ［お気に入りに

追加］または ［ショートカットの作成］アイコンをクリックして選択した項目が、

このグループに含まれます。 

6 ［OK］をクリックします。  

 

ü デスクトップの［お気に入り］グループに項目を追加するには以下を実行し
ます。 

1 必要なコントロールパネル画面に進みます。  

2 画面右上隅の ［お気に入りに追加］または  ［ショートカットの作成］

アイコンのいずれかをクリックします。  

3 ショートカットのカスタムラベルおよび説明を指定するには、［デフォ

ルトの使用］チェックボックスの選択を外してラベルおよび説明を指定

し、［OK］をクリックします。  
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ü ［お気に入り］グループのショートカットのラベルまたは説明を変更するに
は以下を実行します。 

1 デスクトップ上で変更したいショートカットをクリックします。  

2 画面右上隅の ［お気に入りの編集］または ［ショートカットの編集］

アイコンをクリックします。  

3 ラベルおよび説明を希望通りに変更し［OK］をクリックします。  

または 

1 デスクトップ上で変更したいショートカットに対応する アイコンを

クリックします。  

2 ラベルおよび説明を希望通りに変更し［OK］をクリックします。  

ü  

ü デスクトップの［お気に入り］グループから項目を削除するには以下を実行
します。 

1 デスクトップ上で削除したいショートカットをクリックします。  

2 画面右上隅の ［お気に入りの編集］または ［ショートカットの編集］

アイコンをクリックして、［削除］をクリックします。  

または 

1 デスクトップ上で削除したいショートカットをに対応する アイコン

をクリックして、［削除］をクリックします。  

 

このセクションの内容: 
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デスクトップ事前設定の使用 

デスクトップ事前設定を変更し適用することによって、デスクトップに表示する項目を

変更することができます。 事前設定とはインターフェース要素の設定などです。 イン

ターフェースの事前設定を複数作成して必要なときに切り替えることができます。 顧

客やリセラーの顧客向けにインターフェースの外観を事前に定義できます。 

ü テンプレートを使用してデスクトップをカスタマイズするには以下を実行
してください。 

1 ［サーバ］>［インターフェース管理］>［デスクトッププリセット］タブ

に進み、デスクトッププリセット一覧から［デフォルト管理者デスクト

ップ］ショートカットをクリックします。   

既存のものをベースに新規の事前設定を作成したい場合は、該当する アイコンを

クリックします。 

2 設定の事前設定名を指定します。  

3 この事前設定をインターフェースに適用するには、［デフォルト］チェ

ックボックスを選択します。   

4 ［サーバ情報］グループを表示するかどうかと、表示する項目を指定し

ます。 チェックボックスの選択を外すとその項目がデスクトップから

削除されます。  

5 コントロールパネル経由で実行したいタスクを指定します。 デスクト

ップに適切なショートカットが配置されます。 ［選択済みタスク］リス

トはどのショートカットが既にデスクトップに配置されているを示し

ます。 ［利用可能なタスク］リストはデスクトップにまだショートカッ

トが配置されていないタスクを示します。  

Á デスクっトップにショートカットを追加するには、［利用可能なタスク］リスト

で必要なタスクを選択し［追加>>］をクリックします。 

Á デスクトップからショートカットを削除するには、［選択済みタスク］リストか

ら必要のないタスクを選択し［<<削除］をクリックします。 

6 デスクトップにカスタムボタンを表示するには、  ［利用可能なタスク］

リストの上の［カスタムボタン］チェックボックスを選択します。  

7 デスクトップに新規のカスタムハイパーリンクボタン作成の機能を持

つショートカットを表示するには、［利用可能なタスク］リストの下の

［次のボタンをフッターに表示する：新しいカスタムボタンの作成］チェッ

クボックスを選択します。  
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8 ［統計］および［お気に入り］グループを表示するかどうかと、そこに

何の項目を表示するかを指定します。 チェックボックスの選択を外す

とその項目がデスクトップから削除されます。  ［お気に入り］グルー

プは項目へのリンクやデスクトップに追加されたコントロールパネル

画面を示します。それぞれのコントロールパネル画面で  ［お気に入

りに追加］または ［ショートカットの作成］をクリックして選択した

項目が、このグループに含まれます。  

9 ［OK］をクリックします。  

 

ü リセラーや複数のドメイン（クライアントアカウント）を持つ顧客向けにデ
スクトップをカスタマイズするには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［インターフェース管理］>［デスクトッププリセット］タブ

に進み、デスクトッププリセット一覧から［デフォルトクライアントデ

スクトップ］ショートカットをクリックします。   

既存のものをベースに新規の事前設定を作成したい場合は、該当する アイコンを

クリックします。 

2 設定の事前設定名を指定します。  

3 この事前設定をインターフェースに適用するには、［デフォルト］チェ

ックボックスを選択します。   

4 コントロールパネル経由でユーザが実行するタスクを指定します。 デ

スクトップに適切なショートカットが配置されます。 ［選択済みタスク］

リストはどのショートカットが既にデスクトップに配置されているを

示します。 ［利用可能なタスク］リストはデスクトップ上に配置されて

いないタスクのショートカットを示します。  

Á デスクっトップにショートカットを追加するには、［利用可能なタスク］リスト

で必要なタスクを選択し［追加>>］をクリックします。 

Á デスクトップからショートカットを削除するには、［選択済みタスク］リストか

ら必要のないタスクを選択し［<<削除］をクリックします。 

5 デスクトップにカスタムボタンを表示するには、  ［使用可能なタスク］

リストの上の［カスタムボタン］チェックボックスを選択します。  

6 デスクトップに新規のカスタムハイパーリンクボタン作成の機能を持

つショートカットを表示するには、［利用可能なタスク］リストの下の

［次のボタンをフッターに表示する：新しいカスタムボタンの作成］チェッ

クボックスを選択します。  

7 ［統計、お気に入り］グループの表示や、そこに何の項目を表示するか

を指定します。 チェックボックスの選択を外すとその項目がデスクト

ップから削除されます。   
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［お気に入り］グループは項目へのリンクやユーザがデスクトップに追加したコン

トロールパネル画面を示します。それぞれのコントロールパネル画面で ［お気に

入りに追加］または ［ショートカットの作成］をクリックして選択した項目が、

このグループに含まれます。 

8 ［OK］をクリックします。  

 

ü 複数のドメイン（ドメインオーナーアカウント）を持つリセラーの顧客向け
にデスクトップをカスタマイズするには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［インターフェース管理］>［デスクトッププリセット］タブ

に進み、デスクトッププリセット一覧から［デフォルトドメインオーナ

ーデスクトップ］ショートカットをクリックします。   

既存のものをベースに新規の事前設定を作成したい場合は、該当する アイコンを

クリックします。 

2 設定の事前設定名を指定します。  

3 この事前設定をインターフェースに適用するには、［デフォルト］チェ

ックボックスを選択します。   

4 コントロールパネル経由でユーザが実行するタスクを指定します。 デ

スクトップに適切なショートカットが配置されます。 ［選択済みタスク］

リストはどのショートカットが既にデスクトップに配置されているを

示します。 ［利用可能なタスク］リストはデスクトップ上に配置されて

いないタスクのショートカットを示します。  

Á デスクっトップにショートカットを追加するには、［利用可能なタスク］リスト

で必要なタスクを選択し［追加>>］をクリックします。 

Á デスクトップからショートカットを削除するには、［選択済みタスク］リストか

ら必要のないタスクを選択し［<<削除］をクリックします。 

5 デスクトップにカスタムボタンを表示するには、  ［使用可能なタスク］

リストの上の［カスタムボタン］チェックボックスを選択します。  

6 デスクトップに新規のカスタムハイパーリンクボタン作成の機能を持

つショートカットを表示するには、［利用可能なタスク］リストの下の

［次のボタンをフッターに表示する：新しいカスタムボタンの作成］チェッ

クボックスを選択します。  

7 ［統計、お気に入り］グループの表示や、そこに何の項目を表示するか

を指定します。 チェックボックスの選択を外すとその項目がデスクト

ップから削除されます。   

［お気に入り］グループは項目へのリンクやユーザがデスクトップに追加したコン

トロールパネル画面を示します。それぞれのコントロールパネル画面で ［お気に

入りに追加］または ［ショートカットの作成］をクリックして選択した項目が、

このグループに含まれます。 

8 ［OK］をクリックします。  
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ü コンフィグレーション事前設定を XML形式でダウンロードするには、以下を
実行してください。 

1 ［サーバ］>［インターフェース管理］>［デスクトッププリセット］タブ

に進みます。  

2 ダウンロードしたい事前設定に該当するチェックボックスを選択し

［ファイルにエクスポート］をクリックします。  

3 ファイル名と保存先の場所を指定し［OK］をクリックします。  

 

ü コンフィグレーション事前設定を XML形式でアップロードするには、以下を
実行してください。 

1 ［サーバ］>［インターフェース管理］>［デスクトッププリセット］タブ

に進み、［アップロード］をクリックします。  

2 事前設定ファイルへのパスを指定するか、［参照］をクリックしてファ

イルを検索します。  

3 コントロールパネルに既に登録されている事前設定を間違えて上書き

してしまうことを避けるには、［同じ名前と種類の事前設定を上書きする］

チェックボックスを選択し、［OK］をクリックします。  

4 事前設定を適用するにはその名前をクリックし、［デフォルト］チェッ

クボックスを選択し［OK］をクリックします。  

 

ü 事前設定を削除するには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［インターフェース管理］>［デスクトッププリセット］タブ

に進みます。  

2 削除する事前設定に該当するチェックボックスを選択し、 ［選択対象

を削除］をクリックします。  削除を確認して［OK］をクリックします

。 
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セッションアイドル時間の変更 

Plesk ではどのセッションでもアイドル時間を変更することができます。   

ü セッションのセキュリティパラメータを変更するには以下を実行してくだ
さい。  

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［セッション設定］をクリックします。  

3 適切なフィールドにセッションアイドル時間を分で入力します。   セッ

ションアイドル時間の指定よりも長くセッションがアイドル状態にあ

った場合、コントロールパネルはセッションを終了します。  

4  ［OK］をクリックします。  

 

ü すべてのパラメータをデフォルト値に戻すには以下を実行してください。  

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［セッション設定］をクリックします。  

3 ［デフォルト］をクリックします。  セッションアイドル時間がデフォ

ルト値の30分  に設定されます。  

4  ［OK］をクリックします。  

 

 



 

  
 

Plesk ソフトウェアをサーバにインストールしコントロールパネルを設定した後、シス
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IP アドレスの追加と削除 

インストール後、Plesk はネットワーク設定ファイルからすべての IP アドレスを読み出

します。これらの IP アドレスは、DNS ドメインおよび Web サイトのホスティングに

使用できます。 

手動で行ったネットワーク設定ファイルへの変更は Plesk で認識されない場合がある

ため、サーバで使用する新規の IP アドレスを取得した場合は、コントロールパネルを

使用してアドレスを追加する必要があります。 

Plesk では、すべての IP アドレスを顧客に割り当てる前に共用にするか専用にするかを

決めることができます。 これにより、コントロールパネルでその区別ができ、専用 IP

アドレスを一度に複数の顧客に割り当てないようにします。 専用 IP アドレスは 1 人の

顧客に割り当てられ、共用 IP アドレスは複数のユーザアカウント間で共有されます。 

認証デジタル証明書による SSL 保護および匿名 FTP サービスでは、専用 IP アドレスに

基づく専用ホスティングアカウントのみ使用できます。 共有ホスティングアカウント

も SSL 保護を利用できますが、このような保護付きのサイトを閲覧した場合、ブラウ

ザにエラーメッセージが表示されます。 

注：今回のバージョンの Plesk コントロールパネルでは、専用の IPアドレスは Exclusive 

IP アドレスと呼ばれます。 

ü 現在の IPアドレスを自分で確認するには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［IPアドレス］に進みます。   

IP アドレスがリストと以下の補足情報が表示されます。 

Á IP アドレスがネットワークインターフェースで正しく設定されている場合、［S］ 

（ステータス）列のアイコンに が表示されます。 IP アドレスがネットワーク

インターフェースから削除されていると、アイコンに が表示されます。 

Á ［T］ （タイプ）には、アドレスが専用 IP アドレスとして単一の顧客に割り当

てられている場合は が、アドレスが複数の顧客間で共有されている場合は

が表示されます。 

Á ［IPアドレス］、［サブネットマスク］、、［インターフェース］の各列は、ど

の IP アドレスがどのネットワークインターフェース上にあるかを示します。  

Á ［クライアント］列は、特定の IP アドレスを割りたてたユーザアカウントの番

号を示します。 ユーザを名前で表示するには、［クライアント］列で各番号を

クリックします。 

Á ［ホスティング］の列は IPアドレスがホストするWebサイトの数を表示します。 

その Web サイトのドメイン名を表示するには［ホスティング］列で各番号をク

リックします。 
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2 IPアドレスのリストとそのステータスを更新するには、［IP再読み込み］

をクリックします。   

 

ü サーバに新規の IPアドレスを追加するには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［IPアドレス］に進んで［新しいIPアドレスを追加］をクリッ

クします。  

2 ［インターフェース］ドロップダウンボックスから、新規の IPのネット

ワークインターフェースを選択します。 サーバにインストールされた

すべてのネットワークカードが、このドロップダウンボックスに表示

されます。  

3 該当するボックスに、 IPアドレスとサブネットマスクを入力します

（例： 123.123.123.123/16）。 

4 新規IPアドレスのタイプ（共有または専用）を［IPのタイプ］ラジオア

イコンを使用して選択します。  

5 ドロップダウンボックスから、新規 IPアドレスのSSL証明書を選択しま

す。 以下の証明書を選択することができます。  

Á デフォルト証明書 - Plesk ディストリビューションパッケージに添付する証明

書。 ただし、この証明書は認証局により署名されていないため、Web ブラウザ

に認識されません（警告メッセージが表示されます）。 デフォルト証明書は、

https プロトコルを使用してコントロールパネル（Error! Hyperlink reference 

not valid.サーバ名または IP>:8443/）にアクセスする場合に使用します。 

Á その他の証明書 -  SSL 証明書のリポジトリに追加した（自己署名または認証局

による署名済み）証明書（証明書の追加については、「SSL 暗号化によるサイ

ト保護」のセクションを参照してください）。  

6 ［OK］をクリックします。  

 

ü IPアドレスをサーバから削除するには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［IPアドレス］に進みます。   

2 それぞれのチェックボックスを選択し、 ［選択対象の削除］をクリッ

クします。削除を確認して［OK］をクリックします。   

 

ü ユーザに IPアドレスを割り当てるには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［IPアドレス］に進んで［クライアント］カラムでそれぞれ

の番号をクリックし、［新規クライアントの追加］をクリックします。  

2 必要なユーザアカウントを選択し［OK］をクリックします。  
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ü ユーザの IPアドレスを取り消すには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［IPアドレス］に進んで［クライアント］カラムでそれぞれ

の番号をクリックします。  

2 それぞれのチェックボックスを選択し、 ［選択対象の削除］をクリッ

クします。  

3 削除を確認して［OK］をクリックします。  

 

ü ユーザが IPアドレスでサーバ上の Webリソースを参照したときに、どの Web

サイトを表示するかを指定するには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［IPアドレス］に進んで［ホスティング］カラムでそれぞれ

の番号をクリックします。  このIPでホスティングされるすべてのサイ

トが一覧表示されます。  

2 必要なサイトを選択し ［デフォルトとして設定］をクリックします。  

 

ü IPアドレスの割り当てタイプ（共有、専用）を変更する、または IPアドレス
に別の SSL証明書を割り当てるには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［IPアドレス］に進んで必要な IPアドレスをクリックします。  

2 必要なIPアドレス割り当てタイプとSSL証明書を選択し、［OK］をクリ

ックします。  
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DNS サービスの設定 

コントロールパネルは BIND DNS サーバと共に動作し、Web サイトをホストしている

のと同じマシン上で DNS サービスを実行できます。 

新しく追加されたドメインの DNS ゾーン設定は自動で行われます。 コントロールパネ

ルに新規のドメイン名を追加すると、ゾーンファイルはサーバ全体の DNS ゾーンテン

プレートに従って生成され、ネームサーバデータベースに登録されます。ネームサーバ

はゾーンのプライマリ（マスター）DNS サーバとして働くように指示されます。 

以下が可能となります。 

Á テンプレートからのリソースレコードの追加および削除 

Á 自動ゾーン設定とカスタム設定を以前のドメインベースのものに置換 

Á プロバイダや他の組織が御社のサイトに DNS サービスを実行しているときはこの

マシンのドメインネームサービスをオフに切り替えてください。 

ü サーバ全体の DNSテンプレートのデフォルトレコードを表示するには、以下
を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［DNS］アイコンをクリックします。 リソース

レコードテンプレートがすべて表示されます。  

<ip> と <domain> テンプレートは生成されたゾーンで本当の IP アドレスとドメイ

ン名に自動的に置き換えられます。 

ü サーバ全体の DNSテンプレートに新規のリソースレコードを追加するには、
以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［DNS］アイコンをクリックします。  

3 ［ツール］グループの  ［新しいレコードを追加］アイコンをクリックし

ます。  

4 リソースの種類を選択し、希望のレコードプロパティを指定します   

生成されたゾーンで本当の IP アドレスとドメイン名に自動的に置き換えられる 

<ip> と <domain> を使用することができます。 また、ドメイン名を指定する場合

にワイルドカード記号(*)を使用でき、必要な値を正確に指定できます。 

5 ［OK］をクリックします。  

 

ü サーバ全体の DNSテンプレートから新規のリソースレコードを削除するに
は、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 
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2 ［サービス］グループの［DNS］アイコンをクリックします。  

3 削除するレコードテンプレートに該当するチェックボックスを選択し、

［選択対象を削除］をクリックします。  

4 削除を確認して［OK］をクリックします。  

 

Plesk はゾーン名、ホスト名、管理者のメールアドレス、シリアル番号を自動的に更新

し、Start of Authority （SOA）レコードパラメータのデフォルト値をゾーンファイルに

書き込みます。 デフォルト値はコントロールパネル経由で変更することができます。 

ü サーバ全体の DNSテンプレートの Start of Authority （SOA）レコード設定を変
更するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［DNS］アイコンをクリックします。  

3 ［SOAプリファレンス］をクリックします。  

4 希望する値を指定します。  

Á ［TTL］ 他の DNS サーバがそのレコードをキャッシュに保存するまでの時間で

す。 Plesk のデフォルト値は 1 日です。 

Á ［更新］ セカンダリネームサーバがプライマリネームサーバに対して、ドメイ

ンゾーンのファイルへ何か変更が加えられたかどうかを確認する頻度です。 

Plesk のデフォルト値は 3 時間です。 

Á ［再試行］ セカンダリサーバが失敗したゾーン転送を再試行するまで待つ時間

です。 この時間は更新インターバルよりは短いのが普通です。 Plesk のデフォ

ルト値は 1 時間です。 

Á ［期限切れ］ そのゾーンが変更または更新されなかった場合、更新インターバ

ルが経過した後、セカンダリサーバが問い合わせに応答するのを止めるまでの時

間です。 Plesk のデフォルト値は 1 週間です。 

Á ［最小値］ セカンダリサーバが負の応答をキャッシュするまでの時間です。 

Plesk のデフォルト値は 3 時間です。 

5 ［OK］をクリックします。 新規のSOAレコードのパラメータが新規に

作成されたドメイン向けに設定されます。  

 

デフォルトでは、DNS ゾーン転送は各ゾーンに含まれる NS レコードが指定するネー

ムサーバにしか許可されません。 ドメイン名レジストラがすべてのゾーンへの転送許

可を必要とする場合は、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［DNS］アイコンをクリックします。  
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3 ［ツール］グループの［共通ACL］アイコンをクリックします。 すべて

のゾーンへのDNSゾーン転送を許可されているすべてのホストが表示

されます。  

4 ［新しいアドレスの追加］アイコンをクリックします。  

5 レジストラの IPまたはネットワークアドレスを指定して［OK］をクリ

ックします。  

 

ü サードパーティDNSサーバを使用しており自分のDNSサーバを稼働させてい
ない場合は、コントロールパネルのDNSサーバをオフに切り替えてください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［DNS］アイコンをクリックします。  

3 ［ツール］グループの［スイッチオフ］アイコンをクリックします。  

 

ü サーバ全体の DNSテンプレートの最初の設定を復元するには、以下を実行し
てください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［DNS］アイコンをクリックします。  

3 ［ツール］グループの［デフォルト］アイコンをクリックします。  

 

DNS サーバがクエリに対して再帰的なサービスを提供するべきかどうかを指定するこ

とができます。 

再帰的なサービスが許可されている場合、DNS サーバはクエリを受けると、要求元の

宛先 IP アドレスを見つけるのに必要な検索手順をすべて実行します。 再帰的なサービ

スが許可されていない場合、DNS サーバは要求されたリソースがどこにあるかが分か

っているサーバを見つけて要求元をそのサーバにリダイレクトするためだけの最低限

の数のクエリしか実行しません。 そのため、再帰的なサービスはより多くのサーバリ

ソースを消費し、特にサーバがネットワーク外のクライアントからの再帰的なクエリを

受けるように設定されている場合はサービス拒絶攻撃を受けやすくなります。 

Plesk をインストールした後で、内蔵の DNS サーバはデフォルトでは御社のサーバお

よび御社のネットワーク内に置かれているサーバからの再帰的なクエリだけを受ける

ようになっています。 これが最適な設定です。 Plesk の前のバージョンからアップグ

レードした場合は、DNS サーバのデフォルトではすべてのホストからの再帰的クエリ

を受けるようになっています。 

ü 再帰的なドメインネームサービスについてこの設定を変更するには以下を
実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 
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2 ［サービス］グループの［DNS］アイコンをクリックします。  

3 ［ツール］グループの［DNSプリファレンス］アイコンをクリックします。  

4 必要なオプションを選択します。  

Á すべてのホストからの再帰的クエリを許可するには［すべてのホスト］を選択し

ます。 

Á 自分のサーバや自分のネットワーク上のホストからの再帰的クエリだけを許可

するには［ローカルネット］を選択します。 

Á 自分のサーバからの再帰的クエリだけを許可するには［ローカルホスト］を選択

します。 

5 ［OK］をクリックします。  

このセクションの内容: 

Plesk をファイアウォールの背後で実行するための設定 ...................................69 
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Pleskをファイアウォールの背後で実行するため

の設定 

Plesk をファイアウォールの背後で実行すると、Plesk が提供するドメインホスト名の

分解能について特定の問題に直面するかもしれません。 Plesk で新規の DNS ドメイン

を設定すると、そのゾーンファイルはドメイン名と御社の Plesk サーバのある IP アド

レスと関連のあるリソースを含みます（例：192.168.1.1 のようなインターネットネッ

トワークアドレス）。 192.168.x.x という IP アドレスはプライベートサーバでの使用

のため Internet Assigned Numbers Authority (IANA) により予約されているので、イン

ターネットユーザはこのドメイン名にアクセスできません。 この問題の対策として、

ドメイン名とドメインのゾーンファイル内のファイアウォールマシンの IP アドレスを

関連付ける必要があります（［ドメイン］> ドメイン名 >［DNS］）。 

新しく追加されたドメイン名と IP アドレスを自動的に関連付ける方法として、DNS ゾ

ーンテンプレート（［サーバ］>［DNS］）の使用をお勧め致します。 

11.22.33.44 上で動作するファイアウォールにより保護されたプライベートネットワー

ク内の 192.168.1.1 上で動作する Plesk サーバの設定方法は以下の通りです。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［DNS］アイコンをクリックします。  

3 Aタイプのリソースレコードをすべて探し出します。  どれも編集でき

ないので、削除して新規のレコードを作成します。  それぞれのAレコ

ードの［名前］列の値をそのままにしておき、［値］列の <ip> テンプ

レートはファイアウォールホストの IPアドレスである11.22.33.44に置

き換えます。   

4 ファイアウォールを設定して適切なアドレス変換ができるようにしま

す。  
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メールサービスの設定 

コントロールパネルはドメインにメールサービスを提供する Qmail メールサーバとと

もに動作します。 インストール後、メールサーバは自動的に設定され使用できますが、

デフォルト設定が希望に合うかどうか確認するようお勧め致します。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。 サーバ

全体のメールプリファレンスの画面が［プリファレンス］タブで開きま

す。  

3 サーバを通して送信されるメールメッセージのサイズを制限したい場

合は、［最大メールサイズ］ボックスに希望の値をキロバイト単位で入

力します。特に制限しない場合は、空欄にします。  

4 未許可のメールリレーや未承諾の大量メールからサーバを保護するに

は、［メッセージ送信を有効にする］チェックボックスを選択して、顧客

によるポート587を通じたメールメッセージの送信を許可します。  

また、顧客に、メールプログラムの設定で外部 SMTP 接続にポート 587 を指定して

ファイアウォール設定でこのポートへの接続を許可する必要があることを通知して

ください。 

5 メールリレーモードを選択します。  

クローズドリレーでは、メールサーバはこのサーバ上にメールボックスを持ってい

るユーザへのメールしか受け付けません。 顧客は御社の出力 SMTP サーバを通し

て一切メールを送信できません。従って、メールリレーをクローズにすることはお

勧めしません。 

リレー認証後、顧客だけが御社のメールサーバを通してメールの送受信ができます。 

［認証が必要］オプションを選択したままにしておき、許可方法を指定することを

お勧め致します。 

Á POP3 認証。POP3 認証では、ユーザが POP サーバの認証に成功すると、20 分

間（デフォルト値）メールサーバを通してメールの送受信が可能となります。 こ

の間隔を変更するには［ロック時間］ボックスで他の値を指定してください。 

Á SMTP 認証。SMTP 認証では、外部のアドレスにメールメッセージを送る場合、

メールサーバの認証が必要になります。 メールサーバは SMTP 認証の LOGIN、

CRAM-MD5、PLAIN メソッドをサポートします。 

6 簡単なパスワードを許可しないことで辞書攻撃からユーザを保護する

場合は、［メールボックスパスワードが推測されやすい値かチェックします］

オプションを選択します。  

辞書攻撃とは、誰かが様々な言語の組み合わせを試すプログラムを実行して有効な

ユーザ名およびパスワードを探し当てようとすることです。 多くのユーザは不用意

にパスワードを選択するので辞書攻撃は成功しやすいと言えます。 
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7 メールアカウント名の形式を選択します。  

［短縮形も完全形も使用を許可］オプションを選択すると、ユーザはメールアドレ

スの @ 記号の左側部分（例：username）だけを指定しても、またはメールアドレ

スをすべて（例：username@your-domain.com）指定しても、メールアカウントに

ログインすることができます。 

メールユーザが異なるドメインに居て同一のユーザ名およびパスワードを使用して

いると認証問題が起こることがあるため、それを避けるために［完全なメールアカ

ウント名の使用のみ許可］オプションの選択をお勧め致します。 

メールサーバが完全なメールアカウント名だけをサポートするように設定すると、

メールボックスに暗号化されたパスワードはなく異なるドメインに同じユーザ名お

よびパスワードがないことを確認するまでは、短縮形のアカウント名をサポートす

るように戻すことはできません。        

8 ［OK］をクリックして変更を送信します。  

注：SpamAssassin スパムフィルタや、DNS ブラックホールリストまたは SPF （送

信側ポリシーフレームワーク）ベースの保護システムなどのアンチスパムシステム

を設定するには、「アンチスパム保護のセットアップ」 (72 ページ) のセクション

に進んでください。 

このセクションの内容: 

アンチスパム保護のセットアップ .....................................................................72 

アンチウィルスの設定 .......................................................................................79 

Mailman メーリングリストソフトウェアの設定 ................................................81 
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アンチスパム保護のセットアップ 

ユーザをスパムから保護するには、コントロールパネルの以下のツールを使用できます。 

Á SpamAssassin スパムフィルタ。 スパムを識別する為のローカルまたはネットワーク

テストを広範囲で行う強力なスパムフィルタです。 

スパムフィルタを設定することで、メールサーバに届いた疑わしいメッセージを削

除したり、そのようなメッセージの件名を変更し「X-Spam-Flag: YES」や

「X-Spam-Status: Yes」ヘッダを追加することができます。 件名の変更は自分のコ

ンピュータにインストールされているフィルタプログラムでメールフィルタを行い

たいユーザに便利です。 

SpamAssassin についての詳細は、http://spamassassin.apache.orgをご参照くださ

い。 

SpamAssassin フィルタを設定してオンにするには、「SpamAssassin スパムフィ

ルタのセットアップ」 (74 ページ) のセクションに進んでください。 

Á DNS ブラックホールリスト。 このスパム防止システムは動的な IP アドレスの広範

囲なリストと同様にスパムの既知の、または文書化されたソースを含むデータベー

スへのメールサーバにより作成された DNS 照会プログラムをベースにしています。 

データベースからの応答としては、メールサーバに「550」エラーが返されるか、

要求された接続が拒否されます。 

DNSBL データベースで作業できるようにメールサーバを設定するには、「DNS ブ

ラックホールリストに基づいたスパム防止の有効化」 (76 ページ) セクションに進

んでください。 

Á SPF （送信側ポリシーフレームワーク）。 このスパム防止システムは DNS クエリ

ーベースでもあります。 偽造のメールアドレスから送信されたスパムの量を減らす

ようにデザインされています。 SPF により、インターネットドメインオーナーはド

メインのユーザにメールを送信することを認証されているマシンのアドレスを指定

することができます。 すると、SPF を実装している受信側は、そのドメインから送

信されているとしながらドメインが認証するロケーションからの送信に失敗してい

るメールを疑わしいものとして処理することができます。 

SPF について詳細はhttp://www.openspf.org/howworks.htmlをご参照ください。 

SPF に基づいたフィルタリングを有効化するには、「送信側ポリシーフレームワー

クシステムのサポートのセットアップ」 (76 ページ) のセクションに進んでくださ

い。 

Á サーバ全体のブラックリストとホワイトリスト。 ブラックリストとホワイトリスト

は標準のメールサーバ機能です。 ブラックリストを使用して、メールが送られてき

ても受け入れないドメインを指定できます。ホワイトリストは、常にメールを受け

入れるマシンの IP アドレスやネットワークを指定します。 

サーバ全体のブラックリストとホワイトリストを設定するには、「サーバ全体のブ

ラックリストとホワイトリストのセットアップ」 (78 ページ) のセクションへ進ん

でください。 

http://spamassassin.apache.org/
http://www.openspf.org/howworks.html
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このセクションの内容: 

SpamAssassin スパムフィルタのセットアップ .................................................74 

DNS ブラックホールリストに基づいたスパム防止の有効化 .............................76 

送信側ポリシーフレームワークシステムのサポートのセットアップ .................76 

サーバ全体のブラックリストとホワイトリストのセットアップ ........................78 
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SpamAssassin スパムフィルタのセットアップ 

ü SpamAssassinスパムフィルタを有効にするには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［スパムフィルタ］アイコンをクリックします。  

3 ユーザがそれぞれのメールボックスに対するスパムフィルタの優先度

を自分で設定できるようにするには、［SPAMフィルタリングにユーザご

との設定を適用する］チェックボックスを選択します。  

4 スパムフィルタが使用するシステムリソースの量を調整するには、1か

ら5までの値を［スパム作業プロセスの上限数 (1-5)］ボックスに入力しま

す（1が最小の負荷で、5が最大になります）。 デフォルト値の使用を

お勧め致します。  

5 スパムフィルタの検出感度を調整するには、［スパムとみなすのに必要

なスコアの数］ボックスに希望の値を入力してください。  

SpamAssassin は、各メッセージのコンテンツおよび件名行に対して複数の異なる

テストを実行します。 その結果、各メッセージに複数のポイントが記録されます。 

ポイントが高くなるほど、メッセージがスパムである可能性が高くなります。 例え

ば、件名行および本文にテキスト文字列「BUY VIAGRA AT LOW PRICE!!!」を含む

メッセージの特定は 8.3 ポイントになります。  デフォルトでは、スコアが 7 ポイ

ント以上のメッセージが全てスパムと分類されるようにフィルタ感度が設定されま

す。 

Á ユーザが現在の設定で多くのスパムメッセージを受け取る場合、［スパムとして

みなすのに必要なスコアの数］ボックスの値を 6 などに下げてみてください。  

Á スパムフィルタでジャンクとみなされたためにユーザがメールを受信できない

場合、［スパムとしてみなすのに必要なスコアの数］ボックスの値を高くし、フ

ィルタ感度を下げてみてください。 

6 スパムとみなされたメッセージをマークする方法を指定します。  

サーバレベルではサーバ全体のスパムフィルタでスパムを自動的に削除するように

は設定できません。 この設定は各メールボックスでのみ可能です。 サーバ全体で

は、メッセージをスパムとしてマークするオプションのみ選択できます。 

「X-Spam-Flag:  YES」および「X-Spam-Status:   Yes」ヘッダがデフォルトでは

メッセージソースに付加され、またスパムフィルタにより件名行の先頭に特定のテ

キスト文字列が追加されます。 希望の記号や文字の組み合わせをメッセージの件名

に含めるには、［スパムと認識された各メッセージの件名の最初に以下のテキスト

を追加］ボックスに入力してください。 スパムフィルタにメッセージの件名を変更

させたくない場合は、このボックスを空白のままにしてください。 件名にメッセー

ジのスコアを含めたい場合は、このボックスに _SCORE_ と入力してください。 

7 特定のドメインや送信者からのメールを受信したくない場合は、［ブラ

ックリスト］タブをクリックしてスパムフィルタのブラックリストにそ

れぞれの項目を追加します。   
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Á ブラックリストに項目を追加するには、［アドレスを追加］をクリックします。 

ファイルにエントリのリストがある場合は、それを［参照］で指定し［OK］を

クリックします。 もしくは、［リストから］オプションを選択し［メールアド

レス］ボックスにメールアドレスを入力します。 その際、アドレスごとに改行

するか、もしくはコンマやコロンや空白スペースでアドレスを区切って下さい。 

アスタリスク（*）は任意の組み合わせ文字を意味し、疑問符（?）は任意の一文

字を意味します 例えば、以下のようになります。 address@spammers.net, 

user?@spammers.net, *@spammers.net}。 *@spammers.net を指定すると

spammers.netというドメインからの全てのメールをブロックします。追加した

エントリを保存するには、［OK］をクリックして追加を確認して、もう一度［OK］

をクリックしてください。 

Á ブラックリストからエントリを削除するには、 ［ブラックリスト］タブからエ

ントリを選択し［選択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］

をクリックします。  

8 特定の送信者からのメールを確実に受信するには、［ホワイトリスト］

タブをクリックしてスパムフィルタのホワイトリストにそのメールア

ドレスまたは完全なドメイン名をを追加します。  

Á ホワイトリストにエントリを追加するには、［アドレスの追加］をクリックしま

す。 ファイルにエントリのリストがある場合は、それを［参照］で指定し［OK］

をクリックします。 もしくは、［リストから］オプションを選択し［メールア

ドレス］ボックスにメールアドレスを入力します。 その際、アドレスごとに改

行するか、もしくはコンマやコロンや空白スペースでアドレスを区切って下さい。 

アスタリスク（*）は任意の組み合わせ文字を意味し、疑問符（?）は任意の一文

字を意味します 例えば、以下のようになります。 address@mycompany.net, 

user?@mycompany.net, *@mycompany.net）。*@mycompany.net を指定する

と mycompany.netというドメインのメールアドレスが全てホワイトリストに追

加されます。  追加したエントリを保存するには、［OK］をクリックして追加

を確認して、もう一度［OK］をクリックします。 

Á ホワイトリストからエントリを削除するには、 ［ホワイトリスト］タブからエ

ントリを選択し［選択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］

をクリックします。 

9 スパムフィルタの設定が終了したら、［スイッチオン］アイコンをクリ

ックして［OK］をクリックします。  

これで受信するメールはすべてサーバ側でフィルタリングされます。 デフォルトで

はスパムフィルタはスパムメールを削除しません。「X-Spam-Flag:  YES」および

「X-Spam-Status:  Yes」ヘッダをメッセージに追加して、スパムとみなされた各

メッセージの件名の最初に「*****SPAM*****」という文字列を追加するだけです。 

［SPAM フィルタリングにユーザごとの設定を適用する］オプションを有効にしてい

る場合は、ユーザはスパムフィルタが自動的に迷惑メールを削除するように設定す

ることができます。 サーバ設定を上書きしてメールボックスごとのスパムフィルタ

に学習させるように自分のブラックリストとホワイトリストをセットアップするこ

ともできます。 

mailto:address@spammers.net
mailto:user?@spammers.net
mailto:*@spammers.net
mailto:*@spammers.net??????spammers.net
mailto:*@spammers.net??????spammers.net
mailto:address@mycompany.net
mailto:user?@mycompany.net
mailto:*@mycompany.net??*@mycompany.net??????mycompany.net
mailto:*@mycompany.net??*@mycompany.net??????mycompany.net
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特定のメールボックス用にスパムフィルタを変更したい場合は「スパムからのメールボ

ックスの保護」のセクションに進みます。 

DNS ブラックホールリストに基づいたスパム防止の有効

化 

サーバで無料および支払い済みのサブスクリプション・ブラックホールリストをご利用

いただけます。 http://spamlinks.net/filter-dnsbl-lists.htmで使用したい DNSBL サーバを

選択してください。 

ü DNSBLベースのスパム防止を有効にするには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

3 ［DNSブラックホールリストに基づいたスパム防止の有効化］チェックボッ

クスを選択します。  

4 ［DNSBLサービスのDNSゾーン］入力ボックスにメールサーバが照会する

ホスト名を入力します（例：sbl.spamhaus.org）。  

5 ［OK］をクリックします。  

これで、既知のスパマーからのメールメッセージはエラーコード 550 （接続拒否）表

示ととも拒否されます。 

送信側ポリシーフレームワークシステムのサポートのセ

ットアップ 

ü サーバに送信側ポリシーフレームワークをセットアップするには以下を実
行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  サー

バ全体のメールプリファレンスの画面が［プリファレンス］タブで開き

ます。  

3 ［SPAMプロテクションを有効にする］チェックボックスを選択し、メー

ルをどう扱うかを指定します。  

Á SPF チェックの結果に関係なくすべての着信メッセージを受け取るには［SPF

チェックモード］ドロップダウンボックスから［受信 SPF ヘッダを作成するだけ、

拒否はしない］オプションを選択します。 このオプションをお勧め致します。 

Á DNS 検索問題のため SPF チェックに失敗した場合も SPF チェックの結果に関

係なくすべての着信メッセージを受け取るには［SPF チェックモード］ドロップ

ダウンボックスから［DNS 検索問題の場合は一時的エラーを生成する］オプショ

ンを選択します。 

http://spamlinks.net/filter-dnsbl-lists.htm


 

 サーバの設定とメンテナンス 77 

 

Á 問題となっているドメインの使用を許可されていない送信元からのメッセージ

を拒否するには［SPF チェックモード］ドロップダウンボックスから［SPF が fail

と判断したらメールを拒否する］オプションを選択します。 

Á 問題となっているドメインの使用を許可されていないと思われる送信元からの

メッセージを拒否するには［SPF チェックモード］ドロップダウンボックスから

［SPF が softfail と判断したらメールを拒否する］オプションを選択します。 

Á ドメインにSPFの記録がないためSPFが認証しているのかいないのかが不明な

送信元からのメッセージを拒否するには［SPF チェックモード］ドロップダウン

ボックスから［SPF が neutral と判断したらメールを拒否する］オプションを選択

します。 

Á 何らかの理由により SPF チェックを通過しなかった（例えば送信元のドメイン

が SPF を実装しておらず、SPF チェックが "unknown" ステータスを返した）

場合にメッセージを拒否するには［SPF チェックモード］ドロップダウンボック

スから［SPF が 通過と判断しなかったメールを拒否する］オプションを選択し

ます。 

4 メールサーバによってSPFチェックが行われる前のスパムフィルタに

適用される追加のルールを指定するには、そのルールを［SPFローカル

ルール］ボックスに指定します。   

信頼できるユーザのオープンデータベースからのメッセージのチェックにルールを

追加することをお勧め致します（例えば「include:spf.trusted-forwarder.org」）。 SPF

ルールについて詳細は

http://www.ietf.org/internet-drafts/draft-schlitt-spf-classic-02.txtをご参照ください。 

5 SPFレコードを発行しないドメインに適用するルールを指定するには、

［SPF推測ルール］ボックスにルールを入力します。   

a/24 mx/24 ptr を指定すると、スパムフィルタの受信 SPF ラインの結果が良くなりま

す。 

6 メッセージが拒否された場合にSMTP送信者に戻される任意のエラー

通知を指定するには、それを［SPF説明テキスト］ボックスに入力します。  

何も入力されなければ、デフォルトテキストが通知に使用されます。  

7 ［OK］をクリックして設定を完了します。  
 

http://www.ietf.org/internet-drafts/draft-schlitt-spf-classic-02.txt
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サーバ全体のブラックリストとホワイトリストのセット

アップ 

ü 指定したドメインからのメールを拒否するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

3 ［ブラックリスト］タブをクリックします。  

4 ［ドメインの追加］アイコンをクリックします。  

5 メールを受け取りたくないドメインの名前を指定します。  例えば、

「evilspammers.net」となります。  

6 ［OK］をクリックします。  

7 追加するドメインが複数ある場合は上記のステップ4から6を繰り返し

ます。  

 

ü 特定のドメインまたはネットワークからのメール受信を許可するには以下
を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

3 ［ホワイトリスト］タブをクリックします。 

4 ［ネットワークの追加］アイコンをクリックします。  

5 メールを受け取りたい IPアドレスまたは IPアドレスの範囲を指定しま

す。  

6 ［OK］をクリックします。  

7 追加するアドレスが複数ある場合は上記のステップ4から6を繰り返し

ます。  
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アンチウィルスの設定 

メールユーザにアンチウィルス保護を提供するに当たって、Dr. Web または Kaspersky

アンチウィルスソリューションのどちらかをご利用いただけます。 Dr. Web および

Kaspersky アンチウィルスは両方ともサーバのメールトラフィックをリアルタイムで

スキャンできますが、Kaspersky アンチウィルスだけが特定のファイルタイプの添付フ

ァイルをチューニングおよびフィルタリングできます。 

そのプログラムは両方とも年間更新の追加のライセンスキーが必要です。 現在の価格

についてはプロバイダにご確認いただくか、SWsoft のサイトhttps://jpy.swsoft.com/ を

ご覧ください。 

ü Dr. Webまたは Kasperskyアンチウィルスをインストールするには以下を実行
してください。 

1 ［サーバ］>［アップデーター］に進みます。  

2 ご使用のPleskのバージョンをクリックします。  

3 コンポーネント一覧から、［Dr.Webアンチウィルス］または［Kaspersky

アンチウィルス］のどちらかを選択します。  

4 ［インストール］をクリックします。   

インストール完了後に、以下の手順で選択したアンチウィルスプログラムのライセ

ンスキーを取得してインストールします。 

5 ［サーバ］>［ライセンス管理］に進みます。  

6 ［新しいキーの注文］をクリックします。 使用可能なアドオンが一覧表

示されたSWsoftオンラインストアが別のウィンドウで開きます。  

7 このページで、［Dr.Webアンチウィルス］または［Kasperskyアンチウィル

ス］の隣のチェックボックスを選択して［カートに追加］をクリックし

ます。  

8 Pleskアドオンが既存のライセンスキーに追加されるため、Plesk番号

確認システム画面が開きます。 この機能を追加するライセンスキーの

番号を入力して［送信］をクリックします。  

9 次に、通貨、キーの数、連絡先情報、請求先住所、支払方法を指定し

てフォームを送信します。 注文が処理されるとメールで通知が来ます。 

10 メールで通知を受信したら、［ライセンス管理］画面に戻り（［サーバ］

>［ライセンス管理］） ［キーの取得］をクリックして注文したライ

センスキーを取得します。  PleskライセンスマネージャはSWsoftライ

センスサーバからアップグレードされたライセンスキーを取得し、コ

ントロールパネルにインストールします。  

11 ［サーバ］>［メール］に進みます。  

https://jpy.swsoft.com/
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12 ［アンチウィルスプリファレンス］でアンチウィルスを選択して［OK］を

クリックします。  

Dr.Web をインストールした場合は、メールボックスごとにしか、しかもメールボック

スを設定した後にして、アンチウィルス保護を有効にできません。 デフォルトでは、

ウイルス定義は Dr.Web のサイトから 5 時間ごとに取得されます。この設定はコントロ

ールパネル経由で変更することはできません。 

メールボックスのアンチウィルス保護を設定するには「ウイルスからのメールボックス

の保護」のセクションに進んでください。 

Kaspersky アンチウィルスをインストールした場合は、

http://www.swsoft.com/jp/products/plesk/docs/ から「Kaspersky Antivirus Module 

Administrator's Guide」をご参照ください。 
 

http://www.swsoft.com/jp/products/plesk/docs/


 

 サーバの設定とメンテナンス 81 

 

Mailmanメーリングリストソフトウェアの設定 

顧客が自分のメーリングリストやニュースレターを実行できるようにするには、御社の

サーバに GNU Mailman パッケージをインストールして（Plesk インストールの際にも

できます）、メーリングリスト管理者アカウントを設定する必要があります（そうしな

いと稼働しません）。 

ü コントロールパネルからメーリングリスト管理者アカウントを設定するに
は以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［ Mailmanの設定］アイコンをクリックします。  

3 メーリングリストおよびその設定の管理に使用するユーザ名およびパ

スワードを指定します。  

4 ［OK］をクリックします。  

一度 Mailman 管理者アカウントを設定すれば、以下の URL からメーリングリストソフ

トウェアを設定したり管理者ログイン名およびパスワードを変更したりできます。  

http://lists.yourservername.tld/mailman/admin/mailman 

注：Mailman 管理者アカウントを設定すると、コントロールパネルから［Mailman の設

定］アイコンにアクセスすることはできません。 

Plesk のデータベースホスティング設

定 

ホストユーザのデータベースを 1 台のサーバにも、あるいは多数の異なるサーバにもホ

スティングすることができます。 リモートサーバにユーザデータベースがあるとマル

チサーバのインストールに便利です。管理、バックアップ、リソース利用には集中型デ

ータベースホスティングが適しているためです。 しかし、単一 Plesk サーバをご使用

の場合は、すべてのデータベースをそこに保存しておくことをお勧め致します。 

ü ホスティングマシンでリモートデータベースサーバを使用するには以下が
必要です。 

1 リモートデータベースサーバのセットアップ。  

1. MySQLまたはPostgreSQLソフトウェアのインストール。  

2. データベース管理者アカウントのセットアップ。  

3. データベースサーバへのネットワークアクセスの有効化。  

2 リモートデータベースで作業するようPleskの設定。  

http://lists.yourservername.tld/mailman/admin/mailman
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このセクションの内容: 

リモートデータベースホスティングの設定 .......................................................83 

データベースサーバの管理 ................................................................................86 
 
 



 

 サーバの設定とメンテナンス 83 

 

リモートデータベースホスティングの設定 

Plesk 管理のサーバをリモートデータベースサーバとして使用する場合は MySQL ソフ

トウェアをインストールする必要はありません。 Plesk には MySQL ソフトウェアが内

蔵されており、Plesk のインストール時に自動的にインストールされます。 その場合、

このデータベースへのネットワークアクセスを有効化して Plesk と登録するだけで済

みます。 

ü MySQLデータベースサーバをセットアップするには以下を実行してくださ
い。 

1 オペレーティングシステムディストリビューションディスクから

MySQLディストリビューションパッケージをコピーするか、

www.mysql.comサイトからダウンロードしてサーバに保存してくださ

い。  

2 サーバにrootでログインしてRPMディストリビューションを保存した

ディレクトリに変更します。 プロンプトで以下のコマンドを入力しま

す。  

rpm -ivh mysql_file_name.rpm 

3 データベース管理者パスワードを設定します。 プロンプトで以下のコ

マンドを入力します。  

mysqladmin -u root password your_desired_password 

your_desired_password を好きなように変更します。 

4 データベースサーバの登録に進みます。  

 

ü PostgreSQLデータベースサーバをセットアップするには以下を実行してくだ
さい。 

1 オペレーティングシステムディストリビューションディスクから

PostgreSQLディストリビューションパッケージをコピーするか、

www.postgresql.orgサイトからダウンロードしてサーバに保存してく

ださい。  

2 データベースをホスティングしたいサーバに rootでログインして、ディ

ストリビューションパッケージを保存したディレクトリに変更します。 

3 オペレーティングシステムに合ったパッケージをインストールします。 

Á RPM ベースの Linux システムについては、以下のコマンドをプロンプトで入力

してください。 

rpm -ivh postgresql_file_name.rpm 

Á deb パッケージベースの Linux システムについては、以下のコマンドを発行して

ください。 

http://www.mysql.com/
http://www.postgresql.org/
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apt-get install package_name 

Á FreeBSD システムについては、パッケージからインストールするには以下のコ

マンドを発行してください。 

pkg_add pgsql-<version>.tgz 

ポートからインストールするには以下のコマンドを発行してください。 cd 

/usr/ports/databases/postgresql<version>-server ₐ└₰⅍╒⌂

←№₨╒₯₀Ὼ⁵΅‚ ‴ ῀ 

4 ファイル  /var/lib/pgsql/data/postgresql.confをテキストエ

ディタで開きます。 PostgreSQLバージョン8未満をインストールして

いる場合はtcpip_socket = trueという行をこのファイルに追加し

ます。  PostgreSQLバージョン8以上をインストールしている場合は

listen_addresses = '*' という行をこのファイルに追加します。 

5 ファイル  /var/lib/pgsql/data/pg_hba.confをテキストエディ

タで開いて以下の行があることを確認します。  

# local DATABASE USER METHOD OPTION  

local samegroup all password 

# host DATABASE USER IP-ADDRESS IP-MASK METHOD OPTION  

host samegroup all 0.0.0.0 0.0.0.0 md5 

6 PostgreSQLを再起動させるには以下のコマンドをプロンプトで発行

します。  

service postgresql restart 

7 データベースサーバ管理者パスワードを設定するには以下のコマンド

をプロンプトで発行します（「 'your_desired_password」はお好きなも

のに変更してください）。  

psql -d template1 -U postgres 

alter user postgres with password 'your_desired_password'; 

8 データベースサーバの登録に進みます。  

 

ü データベースの登録には以下を実行してください 

1 Pleskにログインします。  

2 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

3 ［サービス］グループの［データベースサーバ］アイコンをクリックしま

す。  

4 ［ツール］グループの［データベースサーバの追加］アイコンをクリック

します。  

5 データベースサーバのプリファレンスを指定します。  

Á データベースサーバのホスト名または IP アドレスを指定します。 
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Á データベースサーバが使用しているポート番号を指定します。 デフォルトでは

MySQL サーバはポート 3306 で PostgreSQL はポート 5342 です。デフォルトポ

ートをご使用の場合は［ポート番号］は空白のままでも構いません。 

Á データベースサーバで動作しているデータベースタイプを指定します。 

Á このデータベースサーバを顧客データベースのホスティングのデフォルトにす

るには［このデータベースを MySQL のデフォルトにする］チェックボックスを

選択します。 PostgreSQL データベースサーバをご使用の場合は［このサーバ

を PostgreSQL のデフォルトとして使用］チェックボックスを選択します。 

Á データベースサーバ管理者のログイン名およびパスワードを指定します。 

6 ［OK］をクリックします。  

 

ü Pleskで作成したすべてのデータベースに影響を与えるデータベースホステ
ィングプリファレンスをセットアップするには以下を実行してください。  

1 ［サーバ］>［データベースサーバ］>［プリファレンス］に進みます。  

2 顧客のデータベースのメンテナンスを簡単にするには、［データベース

プレフィックスの強制］チェックボックスを選択します。 新規に作成さ

れたデータベースの名前はすべて、クライアントの  ログイン名_デー

タベース名  のようになります。  それによって特定のPleskユーザ関連

のデータベースを置くことができます。 このチェックボックスを選択

しなくても、新規データベースの作成の際にPleskはクライアントのロ

グイン名をデータベース名入力ボックスに入れることをご留意くださ

い。それを編集したり削除したりすることは可能です。   

3 Pleskサーバでデータベースの作成が許可されているかどうかを指定

してください。 一部のアプリケーションはリモートデータベースをサ

ポートしておらず、同じサーバでホスティングされているデータベー

スに限り処理できます。 デフォルトオプション［これらのサイトアプリ

ケーション用にデータベースのローカルホスティングを許可］を選択する

ことをお勧め致します。そうしないと、そのアプリケーションを使用

することができません。  

4 ［OK］をクリックします。  
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データベースサーバの管理 

ü データベースサーバを管理するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［データベースサーバ］アイコンをクリックしま

す。  

3 必要なデータベースサーバに対応するアイコン をクリックします。  

データベース管理ツールのWebインターフェースが別のブラウザウィ

ンドウに開きます。  

 

ü MySQLデータベースサーバ管理者パスワードを変更するには以下を実行し
てください。 

1 MySQLデータベースサーバに rootでログインします。  

2 MySQLにrootでログインします。  

3 プロンプトで以下のコマンドを入力します。  
 

mysql> SET PASSWORD for ROOT = PASSWORD('new_password');  

「root」がユーザアカウントで、「new_password」が新規管理者のパスワードです。 

4 Pleskコントロールパネルにログインするには、以下の操作を実行しま

す。  

5 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

6 ［サービス］グループの［データベースサーバ］アイコンをクリックしま

す。  

7 データベースサーバ名をクリックします。  

8 新規管理者パスワードを入力し［OK］をクリックします。  

 

ü PostgreSQLデータベースサーバ管理者パスワードを変更するには以下を実行
してください。 

1 PostgreSQLデータベースサーバに rootでログインします。  

2 PostgreSQLにrootでログインします。  

3 プロンプトで以下のコマンドを入力します。  
 

ALTER USER root WITH PASSWORD 'new_password';  

4 Pleskコントロールパネルにログインするには、以下の操作を実行しま

す。  

5 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 



 

 サーバの設定とメンテナンス 87 

 

6 ［サービス］グループの［データベースサーバ］アイコンをクリックしま

す。  

7 データベースサーバ名をクリックします。  

8 新規管理者パスワードを入力し［OK］をクリックします。  

 

ü データベースの登録を解除するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［データベースサーバ］アイコンをクリックしま

す。  

3 データベースサーバ名の右側のチェックボックスを選択します。  

4 ［選択対象を削除］をクリックします。  

5 操作を確認して［OK］をクリックします。  

 

ü データベースがあるか、または顧客のデータベースのホスティングにデフォ
ルトとして割り当てられているデータベースサーバを Pleskから登録解除す
るには以下を実行してください。 

1 データベースサーバからデータベースを削除します。  

1. ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリック

します。  

2. ［サービス］グループの［データベースサーバ］アイコンをクリ

ックします。  

3. Pleskから登録解除したいデータベースサーバのホスト名をク

リックします。  

4. ［データベース］タブをクリックします。  

5. リストの右上隅のチェックボックスを選択してすべてのデータ

ベースを選択します。  

6. ［選択対象を削除］をクリックします。  

7. 削除を確認して［OK］をクリックします。  

2 他のデータベースサーバデフォルトを作成します。  

1. 画面上部のパスバーで［データベースサーバ］ショートカットを

クリックします。  

2. デフォルトを作成したいデータベースサーバのホスト名をクリ

ックします。 削除しようとしているデータベースサーバタイプ

（MySQLまたはPostgreSQL）と同じになります。  
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3. ［このサーバをMySQLのデフォルトとする］チェックボックスを選

択します。  PostgreSQLデータベースサーバをご使用の場合は

［このサーバをPostgreSQLのデフォルトとして使用］チェックボッ

クスを選択します。  

4. ［OK］をクリックします。  

3 データベースサーバのリストに戻ります（［サーバ］>［データベースサ

ーバ］）。 

4 必要なくなったデータベースサーバに対応するチェックボックスを選

択します。  

5 ［選択対象を削除］をクリックします。  

6 操作を確認して［OK］をクリックします。  

重要：この方法ではサイトアプリケーションのデータベースを削除することはできませ

ん。 それを削除するには、それをしようしているドメインからそれぞれのサイトアプ

リケーションをアンインストールする必要があります。 

データベース管理の詳細については「データベースの配置」 (171 ページ) のセクショ

ンを参照してください。 

Adobe ColdFusion のサポートを有効化 

ü Adobe ColdFusionをインストールするには以下を実行してください。 

1 ColdFusionディストリビューションを購入したらPleskサーバにコピ

ーします。  

2 サーバに「root」でログインしてcoldfusion-70-lin.binインスト

ールファイルを実行します。  

3 言語を選択してENTERを押します。  

4 説明を読んでENTERを押します。  

5 エンドユーザライセンス契約を熟読して同意します。 事前インストー

ルチェックが実行されます。  

6 インストールタイプを選択します。 オプション［ColdFusion MXの新バー

ジョンをシリアル番号でインストール］を選択してシリアル番号を入力し

ます。 ENTERを押します。  

7 インストールのタイプを選択します。  ［サーバ設定］オプションを選

択したままにして1を押します。  

8 Adobe ColdFusionをまだインストールしていないので2またはENTER

を押します。  

9 インストールオプションを選択して4を押しインストールを続けます。 
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10 インストールフォルダへの絶対パスを指定します。 初期設定ではイン

ストールフォルダは /opt/coldfusionmx7です。  ENTERを押しま

す。  

11 ColdFusionの前バージョンがインストールされていれば、設定を移行

するよう選択できます。  もしくはENTERを押して続けてください。  

12 Webサーバの設定。  2を押してインストールを続けます。  

13 ［Runtimeユーザ名］フィールドを空白のままにしておきます。 ENTER

を押します。  

14 ColdFusion MX管理者へのアクセス制御に使用するパスワードを指定

します。  

15 ColdFusion RDS （リモート開発サービス）を無効にします。  「n」

を入力します。  

16 インストールを確認してENTERを押します。  

17 インストールが完了したらENTERを押してインストーラから出ます。  

18 サーバがLinux for 64-bitプラットフォームを実行している場合は 

/etc/init.d/coldfusionmx7および 

path_to_coldfusion_installation /bin/coldfusionで以下

の行をコメントアウトしてください。   

 

SUSEFLAG=`grep 'SuSE Linux 8.1\|UnitedLinux 1.0' /etc/SuSE-release 

/etc/UnitedLinux-release /etc/UnitedLinux-release 2> /dev/null` 

if  ! "$SUSEFLAG" ; then 

LD_ASSUME_KERNEL=2.2.9 

export LD_ASSUME_KERNEL 

fi 

 

1 管理者としてPleskコントロールパネルにログインします。  

2 左側のナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックし

ます。  

3 右フレームの［アップデーター］アイコンをクリックします。  

4 適切なリリースバージョンに対応するリンクをクリックします。   

5 ［PleskへのColdFusionサポート］の項目に対応するチェックボックスを選

択して［インストール］をクリックします。 実行されたらインストール

を確認します。  

6 選択したコンポーネントがインストールされたらサーバ管理者画面で

［ColdFusion設定］アイコンをクリックします（Pleskコントロールパネ

ル >［サーバ］）。 

7  ColdFusionインストレーションディレクトリへのパスを指定して

［OK］をクリックします。  
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ü サーバから Adobe ColdFusionをアンインストールするには以下を実行してく
ださい。 

1 rootでログインします。  

2 以下のコマンドを入力してcf_root/uninstallディレクトリに行きます。  

cd cf_root/uninstall 

3 以下のコマンドを実行します。  

./uninstall.sh 

4 プログラムが完了したらcf_rootディレクトリ下に残っているファイル

をすべて削除します。  

5 管理者としてPleskコントロールパネルにログインし、ナビゲーション

ペインの［サーバ］ショートカットをクリックしてから［コンポーネン

ト］アイコンをクリックします。  

6 ［更新］アイコンをクリックします。  

インストール済みコンポーネントのリストが更新されます。 コントロールパネルは

ColdFusion がアンインストールされたのを認識して ColdFusion 関連のコントロー

ルをコントロールパネル画面から削除するか、もしくは (component is not installed) 

というコメントを付けて選択できないようにします。 
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Sitebuilder との統合の有効化 

Sitebuilder は SWsoft が開発した Web サイト作成およびコンテンツ管理システムです。 ユー

ザはマークアップ言語の専門知識がなくてもプロが製作したかのような Web サイトを作成

することができるため、Sitebuilder はサイト管理者にとって大変馴染み深いものとなってい

ます。  

ü Sitebuilderを使用したサイトの作成および公開を Webホスティングの顧客に許可
するには、以下を実行してください。 

1 Pleskのインストール中にSitebuilderをインストールしていない場合は、

SitebuilderをPleskがインストールされているサーバにインストールします。 

Pleskの当バージョンではローカルにインストールされたSitebuilderシステ

ムへの接続だけをサポートしています。  

2 Sitebuilderのライセンスキーをインストールします。  URL http://サーバのIP

アドレスまたはホスト名/AdminでSitebuilderにログインして、［サーバ］>［ラ

イセンス管理］>［ライセンスキーのアップロード］に進みます。  XMLまたは

ZIP形式のライセンスキーファイルを選択して［OK］をクリックします。     

3 Pleskにログインし、ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットを

クリックして［Sitebuilderサポート］をクリックします。  

4 インストール中にSitebuilderに指定したサーバ管理者のユーザ名およびパ

スワードを入力します。 PleskがそれをSitebuilderシステム内の認証に使用

します。  

5 ［OK］をクリックします。   

 

これで Plesk が Sitebuilder に接続され、Sitebuilder 管理パネルへのショートカットがある

Sitebuilder セクションが Plesk のナビゲーションペインに表示されます。 

Á デスクトップ。 タスク指向のウィザードへのショートカットが提供されます。 ここで

Sitebuilder システム上のあらゆる操作を実行できます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/using_desktop_interf

ace.htmをご覧ください。 

Á ユーザ。 ここで顧客のユーザアカウントおよびサービスプランを追加および管理できま

す。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/signing_up_custome

rs.htmをご覧ください。 

Á サイト。 ここでサイトを追加および管理できます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/managing_sites.htm

をご覧ください。 

Á サーバ。 ここで以下のシステム設定を表示および管理できます。 

http://????/
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/using_desktop_interface.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/using_desktop_interface.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/signing_up_customers.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/signing_up_customers.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/managing_sites.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/managing_sites.htm
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Á ホスト。 ここでホストを追加および管理できます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/specifying_hosts

_used_for_publishing_sites.htmをご覧ください。 

Á ライセンス管理。 ここで Sitebuilder ライセンスをアップロードおよび取得できます。 

詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/updating_upgradi

ng_and_restoring_your_license.htmをご覧ください。 

Á 統合。 ここで、サーバにインストールされた SWsoft 製品のシングルサインオン設定

を確認できます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/viewing_sitebuild

er_sso_settings.htmをご覧ください。  

Á バックアップ。 ここで必要に応じて Sitebuilder システムからデータをバックアップで

きます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/backing_up_and

_restoring_sitebuilder_data.htmをご覧ください。 

Á トライアルサイト設定。 ここで、見込み客が作成したトライアルサイトの設定を行う

ことができます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/setting_up_siteb

uilder_wizard_for_anonymous_visits.htmをご覧ください。 

Á ブランディング。 ここで、見込み客のロゴおよびタイトル設定を行うことができます。 

詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/setting_up_logo_

and_title_bar_text.htmをご覧ください。 

Á ログ設定。 ここで、Sitebuilder がログファイルに書き込むシステムエラーの情報量を

調整できます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/specifying_action

s_to_be_logged.htmをご覧ください。 

Á 通知。 ここで、Sitebuilder からユーザに送信される通知の設定を行うことができます。 

詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/configuring_emai

l_message_sent_at_trial_site_publishing_attempt.htmをご覧ください。 

Á 言語。 ここで使用可能な言語一覧を参照できます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/obtaining_additio

nal_language_packs.htmをご覧ください。 

Á スキン。 ここで使用可能なスキン一覧を参照できます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/choosing_langua

ge_skin_and_number_of_items_shown_per_page.htmをご覧ください。 

Á テンプレート。 ここで使用可能なサイトデザインテンプレート一覧を参照できます。 

詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/manaing_site_de

sign_templates.htmをご覧ください。 

Á モジュール。 ここで使用可能なモジュール一覧を参照できます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/viewing_and_con

figuring_available_modules.htmをご覧ください。 

http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/specifying_hosts_used_for_publishing_sites.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/specifying_hosts_used_for_publishing_sites.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/updating_upgrading_and_restoring_your_license.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/updating_upgrading_and_restoring_your_license.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/viewing_sitebuilder_sso_settings.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/viewing_sitebuilder_sso_settings.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/backing_up_and_restoring_sitebuilder_data.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/backing_up_and_restoring_sitebuilder_data.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/setting_up_sitebuilder_wizard_for_anonymous_visits.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/setting_up_sitebuilder_wizard_for_anonymous_visits.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/setting_up_logo_and_title_bar_text.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/setting_up_logo_and_title_bar_text.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/specifying_actions_to_be_logged.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/specifying_actions_to_be_logged.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/configuring_email_message_sent_at_trial_site_publishing_attempt.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/configuring_email_message_sent_at_trial_site_publishing_attempt.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/obtaining_additional_language_packs.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/obtaining_additional_language_packs.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/choosing_language_skin_and_number_of_items_shown_per_page.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/choosing_language_skin_and_number_of_items_shown_per_page.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/manaing_site_design_templates.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/manaing_site_design_templates.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/viewing_and_configuring_available_modules.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/viewing_and_configuring_available_modules.htm
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Á ページセット。 ここで使用可能なページセット一覧を参照できます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/managing_site_s

tructure_templates.htmをご覧ください。 

Á サイトファミリー。 ここで、デザインテンプレートおよびページセットを結合する使

用可能なテンプレート一覧を参照できます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/managin_site_te

mplates.htmをご覧ください。 

Á ログ。 ここでシステムおよびセキュリティログを参照できます。 詳細は
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/configuring_sitebuild

er_logs.htmをご覧ください。 

 

ユーザまたはサイトごとのサイト作成および管理サービスへのアクセスを顧客に提供するこ

とができます。 ユーザアカウント（［クライアント］>  クライアント名 >［プリファレン

ス］）および Web サイト（［ドメイン］>  ドメイン名 >［設定］）ごとに設定を変更する

ことができます。 

サイト作成および管理サービスへのアクセス権がある顧客はすべて、［Sitebuilderウィザード］

ショートカットからサイトを作成および更新できます。そのショートカットは Plesk コント

ロールパネルのドメイン管理画面に表示されます（ ドメイン名 >［Sitebuilder ウィザード］）。 

また、ユーザのコントロールパネルのナビゲーションペインに表示された以下のショートカ

ットから、ユーザが Sitebuilder 経由で自分のアカウントおよびサイトを管理する許可を与え

ることができます。 デスクトップ、ユーザ、サイト、サーバ（クライアントのコントロール

パネル）。デスクトップおよびサイト（ドメイン管理者のコントロールパネル）。 

 
 

http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/managing_site_structure_templates.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/managing_site_structure_templates.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/managin_site_templates.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/managin_site_templates.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/configuring_sitebuilder_logs.htm
http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/admin/ja_JP/html/configuring_sitebuilder_logs.htm
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Miva e-コマースアプリケーションのサ

ポートを有効化 

顧客が Miva e-コーマスソリューションを使えるようにするには、Miva Empresa パッケージ

を（Plesk インストール時にインストールしていなければ）Plesk ディストリビューションか

らサーバにインストールしてそれぞれのホスティングアカウントで Miva アプリケーション

のサポートを有効にする必要があります。 

Miva FasttrackおよびMiva MerchantオンラインストアアプリケーションはPleskと一緒に標

準 Web アプリケーションとして出荷されており、コントロールパネルのアプリケーションヴ

ォルトセクションからインストールすることができます（［ドメイン］> ドメイン名 >［ア

プリケーションヴォルト］>［新規アプリケーションの追加］）。 ただし顧客が Miva をイン

ストールするには Miva または SWsoft からライセンスを取得してそのシリアル番号を指定す

る必要があります。  

Miva ソリューションについて詳細は
http://docs.smallbusiness.miva.com/en-US/merchant/WebHost/webhelp/web_host_resources

.htmをご参照ください。    

ü Miva Empresaパッケージをインストールするには以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［アップデーター］に進みます。  

2 ご使用のPleskバージョンに該当するショートカットをクリックします。 例

えば［Plesk 8.3］です。 

3 ［Miva Empresaサポート］の項目を検索しその左側のチェックボックスを選択

します。  

4 ［インストール］をクリックします。  これでMiva Empresaサーバ環境がイ

ンストールされました。  

 

ü 新規に作成したすべてのホスティングアカウントについて Mivaアプリケーション
のサポートをドメインテンプレートを使用して有効にするには以下を実行してく
ださい。 

1 ［ドメイン］>［ドメインテンプレート］に進みます。  

2 必要なテンプレート名をクリックします。  

3 ［Mivaサポート］チェックボックスを選択し、［OK］をクリックします。  

 

ü 既存のホスティングアカウントについて Mivaアプリケーションのサポートを有効
にするには以下を実行してください。 

http://docs.smallbusiness.miva.com/en-US/merchant/WebHost/webhelp/web_host_resources.htm
http://docs.smallbusiness.miva.com/en-US/merchant/WebHost/webhelp/web_host_resources.htm
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1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。  

2 必要なドメイン名に対応刷るチェックボックスを選択して［一括操作］をク

リックします。  

3 ［ホスティング］グループで［Mivaサポート］フィールドの左側の［オンに切

り替え］オプションをクリックします。  

4 ［OK］をクリックします。  

 

ü 個々のホスティングアカウントについて Mivaアプリケーションのサポートを有効
にするには以下を実行してください。 

1 ［ドメイン］> ドメイン名 >［設定］に進みます。  

2 ［Mivaサポート］チェックボックスを選択し、［OK］をクリックします。  

 

サイトに Miva Fasttrack または Miva Merchant をインストールするには、「アプリケーショ

ンのインストール」 (175 ページ) の指示に従ってください。 
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統計の設定 

インストール後、コントロールパネルの統計ユーティリティは以下のように設定されます。 

Á 送受信のトラフィックをカウントする 

Á Web コンテンツ、ログファイル、データベース、メールボックス、Web アプリケーショ

ン、メーリングリストアーカイブ、バックアップファイルに使用されるディスク容量をカ

ウントする 

Á Webalizer または AWstats プログラムが収集した Web 統計およびトラフィック統計は最

後の 3 ヶ月間分だけ保存する 

ü これらの設定を確認または調整するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［コントロールパネル］グループの［サーバプレファレンス］アイコンをクリ

ックします。  

3 ［システムプレファレンス］グループで、顧客のために帯域幅使用量統計を

どのくらいの期間保存するかを指定します。  

4 ディスク容量および帯域幅使用量の算出で考慮すべき項目を指定します。  

5 ［OK］をクリックします。  

統計を表示する必要がある場合は、その方法について「統計の表示」 (270 ページ) の章を

ご参照ください。 

メール通知システムの設定 

コントロールパネルは管理者とその顧客にディスク容量および帯域幅の有効範囲をメール送

信により通知します。 ただしデフォルト設定では、ドメインおよび Web サイトのオーナー

は通知を受けません。 ドメインおよび Web サイトのオーナーも自分のドメインや Web サイ

トで何が起こっているかを知る必要があるため、彼らへのリソース有効範囲の通知を有効に

するようお勧め致します。 

リソース有効範囲の他にも、以下の場合にコントロールパネルは適切なユーザへ通知を行う

ことができます。 

Á 新規のユーザアカウントを作成した時 

Á 新規のドメインを追加した時 

Á ホスティングアカウントが期限切れになった時（期限はユーザアカウントと Web サイト

で別々に定義されます） 

Á へルプデスクで顧客から新規のサポート依頼（トラブルチケット）があった時 

Á サポートの依頼が処理されトラブルチケットがヘルプデスクでクローズされた時 
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Á 既存のトラブルチケットに新規のコメントが投稿された時 

Á 顧客が同じ問題にサイド直面したため、クローズしたトラブルチケットが再度オープンし

た時 

ü 通知システム設定を表示または変更するには、以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［通知］に進みます。  

2 ［通知］テーブルのチェックボックスを選択し、イベントについて通知を受

信するコントロールパネルユーザまたは外部メールユーザを指定します。   

また、［ドメイン管理者］の列ですべてのチェックボックスを選択して、リセラーの顧客

に彼らの Web サイトで何が起こっているかを通知するようお勧め致します。 

3 デフォルトの通知テキストを表示または編集するには、［テキスト］ の列で

それぞれの   アイコンをクリックします。   

通知では、実際の値と置換されるタグを使用できます（以下の表を参照してください）。 

4 ユーザアカウントとドメイン（Webサイト）をホスティングするアカウン

トの期限通知をいつ行うかを指定します。  デフォルトでは、通知は期限切

れの10日前に行われます。  ［OK］をクリックします。  

表． 通知メッセージに使用されるタグ 

イベントタイプ 通知に使用されるタグ タグが意味するデータ 

ユーザアカウン

トの作成 

 

<client> または  

<client_contact_name> 

ユーザの姓および名 

<client_login> コントロールパネルで認証

されるユーザ名 

<password> コントロールパネルで認証

されるユーザのパスワード 

<hostname> コントロールパネルアクセ

スのためのホスト名 

ユーザアカウン

トの有効期限 

 

<client_login> コントロールパネルで認証

されるユーザ名 

<client> または  

<client_contact_name> 

ユーザの姓および名 

<expiration_date> ユーザアカウントの有効期

限 
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サーバへの新規

ドメイン名の追

加 

 

<domain_name> または 

<domain> 

ドメイン名 

<client_login> コントロールパネルで認証

されるユーザ名 

<client> または  

<client_contact_name> 

ユーザの姓および名 

<ip> ドメインがホストされる IP

アドレス 

ドメイン（Web

サイト）ホステ

ィングアカウン

トの有効期限 

 

<domain_name> または 

<domain> 

ドメイン名 

<client_login> コントロールパネルで認証

されるユーザ名 

<client_contact_name> ま

たは <client> 

ユーザの姓および名 

<expiration_date> アカウントの有効期限 

リソースの有効

範囲 

 

<domain> または 

<domain_name> 

ドメイン名 

<client_login> コントロールパネルで認証

されるユーザ名 

<client> または  

<client_contact_name> 

ユーザの姓および名 

<disk_usage> ディスク使用量の情報 

<disk_space_limit> アカウントに割り当てられ

るディスク容量に関する情

報 

<traffic> 帯域幅使用量に関する情報 

<traffic_limit> アカウントに割り当てられ

る帯域幅の量に関する情報 
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ヘルプデスクの

イベント 

 

<ticket_id> システムにより自動的に割

り当てられるトラブルチケ

ット識別番号 

<reporter> リセラーや複数のドメイン

の顧客からリクエストが送

信されるとそのユーザのユ

ーザ名を、リセラーの顧客

（ドメインオーナー）からリ

クエストが送信されるとそ

のユーザのドメイン名を、そ

してそのリクエストがメー

ルにより送信された場合は

そのユーザのメールアドレ

スを返します 

<server> ホスト名 

<ticket_comment> チケットまたは投稿された

コメントの内容 
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ヘルプデスクの設定 

ヘルプデスクは、顧客がサポートを必要としている時に御社に連絡するのに便利な機能です。 

ヘルプデスクをセットアップして有効にしておくと、リセラー、ドメインオーナー、メール

ユーザなど、コントロールパネルへのアクセスが許可されているすべてのユーザがヘルプデ

スクにアクセスできるようになります。 さらに、問題レポートをメールで提出することを許

可できます。 

ヘルプデスクはリセラーおよびその顧客により投稿されたすべてのレポートを表示します。 

リセラーのヘルプデスクには、そのリセラーおよび顧客から投稿されたレポートのみが表示

されます。 ドメインオーナーのヘルプデスクには、そのドメインオーナーおよびそのドメイ

ンで管理されているメールユーザから投稿されたレポートのみが表示されます。. 

ü ヘルプデスクを設定し、顧客が問題レポートをコントロールパネルから投稿でき
るようにするには、以下を実行してください。 

1 ［ヘルプデスク］>［一般設定］に進みます。  

2 ［ユーザにチケットの送信を許可する］チェックボックスを選択します。  

3 デフォルトとして顧客に提供されるトラブルチケットのキュー、優先度、カ

テゴリを選択します。  

新規のチケットを投稿する際に、ユーザはどのような方法で問題を解決（キュー）したい

か、リクエストの優先度（優先度）、どのカテゴリに関連する問題か（カテゴリ）を指定

できます。 キュー、優先度、カテゴリは抽象エンティティです。 これはシステムには影

響を及ぼしませんが、最初にどの問題を解決すべきかを判断するのに役立ちます。 それ

ぞれ 3 つの事前定義済みのキューと優先度レベル、そして次の 9 つの事前定義済みのカテ

ゴリ（データベース、DNS、FTP、一般、ホスティング、メール、メーリングリスト、サ

イトアプリケーション、Tomcat Java）があります。 これらの項目を削除して、自身の項

目を追加することができます。 

4 ［ツール］グループの［スイッチオン］をクリックし、［OK］をクリックしま

す。  

 

ü すべてのユーザにメールによる問題レポート提出を許可するには、以下を実行し
ます 

1 helpdesk@your-domain.comといったような任意のメールアドレスでPOP3

メールボックスを作成します。  

2 そのメールボックスから問題レポートを定期的に取得し、ヘルプデスクに投

稿するよう、ヘルプデスクを設定します。  

3 ヘルプデスクのメールアドレスを顧客に通知します。  

 

mailto:helpdesk@your-domain.com
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ü すべてのユーザにメールによるヘルプデスクへの問題レポート提出を許可するに
は、以下を実行してください。 

1 ［ヘルプデスク］>［メールゲート設定］に進みます。  

2 以下の設定を指定します。  

Á 通知送信者名および通知送信者の返信用アドレス。 ヘルプデスクに投稿されたレポー

トがメールにより取得されると、ヘルプデスクはレポートの送信者に受信通知を送信

します。 レポート送信者はその受信通知に返信することにより、その後もレポートに

コメントを追加できます。 従って、［通知の返信アドレス］ボックスでヘルプデスク

のボックスでメールアドレスを指定し、「<company name> Help Desk」といったフ

レーズを［通知の送信者名］ボックスに入力するようお勧め致します。 <company 

name> には自分の組織の名称を入力し、引用符は含めないようにしてください。 

Á POP3 サーバ： メールが取り出される POP3 サーバです。 

Á POP3 ログイン： メールサーバで認証されるユーザ名です。 

Á 新規 POP3 パスワード： メールサーバでの認証およびメールボックスからの問題レポ

ート取得時に使用されるパスワードです。 

Á POP3 パスワードの確認： 確認のためにパスワードを再度入力します。 

Á 次の頻度でメールを検索： ヘルプデスクがどれくらいの頻度で新規のレポートを検索

するのかを指定します。 

Á チケット件名の書き出し文字： メールメッセージ件名（問題レポート）の書き出し文

字の指定です。 これはスパムをフィルタリングするのに役立ちます。 件名に指定し

た文字の組み合わせを持たないメールメッセージは削除されます。 

3 ［ツール］グループの［スイッチオン］をクリックし、［OK］をクリックしま

す。  

 

ü キューを表示、追加、編集または削除するには、以下を実行してください。 

1 ［ヘルプデスク］>［キュー］に進みます。 キューがリストに表示されます。  

Á 新規のキューを追加するには［新しいキューの追加］をクリックし、［タイトル］ボ

ックスに任意の数字を入力し、［スイッチオン］チェックボックスを選択したままで

［OK］をクリックします。 

Á キューを編集するには、［タイトル］列内のタイトルをクリックします。 必要に応じ

て編集し［OK］をクリックします。 

Á 新規のレポートを投稿する際にユーザが一時的にキューを選択できないようにするに

は、［タイトル］列内のタイトルをクリックして［スイッチオン］チェックボックス

の選択を外し、［OK］をクリックします。 

Á キューを削除するには、該当するチェックボックスを選択して ［選択対象を削除］

をクリックします。 

ü 優先度を表示、追加、編集または削除するには、以下を実行してください。 

1 ［ヘルプデスク］>［優先度］に進みます。 優先度がリストに表示されます。  



 

102 サーバの設定とメンテナンス 

 

Á 新規の優先度を追加するには［優先度の追加］をクリックし、［タイトル］ボックス

に任意の文字列を入力し、［スイッチオン］チェックボックスを選択したままで［OK］

をクリックします。 

Á 優先度を編集するには、［タイトル］列内のタイトルをクリックします。 必要に応じ

て編集し［OK］をクリックします。 

Á 新規のレポートを投稿する際にユーザが一時的に優先度を選択できないようにするに

は、［タイトル］列内のタイトルをクリックして［スイッチオン］チェックボックス

の選択を外し、［OK］をクリックします。 

Á 優先度を削除するには、該当するチェックボックスを選択して ［選択対象を削除］

をクリックします。 

ü カテゴリを表示、追加、編集または削除するには、以下を実行してください。 

1 ［ヘルプデスク］>［カテゴリ］に進みます。 カテゴリがリストに表示されま

す。  

Á 新規のカテゴリを追加するには［新しいカテゴリの追加］をクリックし、［タイトル］

ボックスに任意の文字列を入力し、［スイッチオン］チェックボックスを選択したま

まで［OK］をクリックします。 

Á カテゴリを編集するには、［タイトル］列内のタイトルをクリックします。 必要に応

じて編集し［OK］をクリックします。 

Á 新規のレポートを投稿する際にユーザが一時的にカテゴリを選択できないようにする

には、［タイトル］列内のタイトルをクリックして［スイッチオン］チェックボック

スの選択を外し、［OK］をクリックします。 

Á カテゴリを削除するには、該当するチェックボックスを選択して ［選択対象を削除］

をクリックします。 

ü 顧客にメールによるヘルプデスクへのレポート提出を許可しないようにするには、
以下を実行してください。 

1 ［ヘルプデスク］>［メールゲート設定］に進みます。  

2 ［ツール］グループの［スイッチオフ］をクリックします。  

 

ü すべての顧客およびリセラーにヘルプデスクの使用を許可しないようにするには、
以下を実行してください。 

1 ［ヘルプデスク］>［一般設定］に進みます。  

2 ［ツール］グループの［スイッチオフ］をクリックします。  

 

「ヘルプデスクを使用した顧客の問題の解決」のセクションもご参照ください。 

システム日時の調整 
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インターフェースから手動でサーバの日時を設定し、サーバの時間をネットワークタイムプ

ロトコル（NTP）サーバと同期させることができます。  

ü システム日時の設定を調整するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［システム時間］をクリックします。  

3 時間と日付の設定を必要に応じて編集して、タイムゾーンを選択します。   

タイムゾーンの変更を有効にするには、Plesk サーバをリブートする必要があります。 

4 ネットワークタイムプロトコルを実行しているサーバのサーバ時間と同期

をとるには［システム時間の同期をとる］チェックボックスを選択して、有効

なIPアドレスまたはドメイン名を指定します。  利用可能なNTPサーバの一

覧については、  

http://ntp.isc.org/bin/view/Servers/WebSearch?search=open+access&scop

e=textをご参照ください。  

5 ［OK］をクリックします。  

 

注：［システム時間を同期する］機能を有効にすると、手動で［システム日時］フィールド

に入力した日時はすべて上書きされます。 入力するドメイン名もしくは IP アドレスが正し

い NTP サーバのものであることを確認することも重要です。 これが間違っていた場合は、

この機能は働かず、サーバは現在の時間設定のまま稼動し続けます。 
 

http://ntp.isc.org/bin/view/Servers/WebSearch?search=open+access&scope=text
http://ntp.isc.org/bin/view/Servers/WebSearch?search=open+access&scope=text
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サービスの起動、停止、再起動 

コントロールパネルから様々な Plesk サービスの起動、停止、再起動をモニターすることが

できます。 

サービスのステータスを確認するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 サーバ管理者ページで［サービス管理］をクリックします。   

サービスの現在の状態は以下のアイコンで示されます。 は動作中のサービスを、 は停止

したサービスを、 はインストールされていないかまたはライセンスキーがその管理機能を

サポートしていないことを示します。 

サービスを開始するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 サーバ管理者ページで［サービス管理］をクリックします。   

3 開始するサービスに対応する アイコンをクリックします。  

 

サービスを再開するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 サーバ管理者ページで［サービス管理］をクリックします。   

3 再開するサービスに対応する アイコンをクリックします。  

 

サービスを停止するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 サーバ管理者ページで［サービス管理］をクリックします。   

3 停止するサービスに対応する アイコンをクリックします。  
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Web サービス中断の危険性を削減する

ための Web サーバのパイプログの有効

化 

300 以上ものドメインや Web サイトを自分のサーバ上でホスティングする場合、Apache 

Web サーバのパイプログを有効にする必要があります。 それには以下を実行してください。  

1 サーバシェルにログインします。  

2 コマンドmysql -uadmin -p`cat /etc/psa/.psa.shadow` -D psa -e "replace 

into misc (param,val) values ('apache_pipelog', 'true');" を実行します。  

3 コマンド /usr/local/psa/admin/sbin/websrvmng -a -vを実行して

Apache設定を再構築します。  

すると約 900 ドメイン/Web サイトをホスティングできるようになります。 900 ドメイン

/Web サイト以上必要な場合は、http://kb.swsoft.com/en/260のオンライン知識ベース（英語）

の内容に従って Apache などのシステムパッケージをリコンパイルする必要があります。 

メールサーバメッセージキューおよび

トラブルシューティングメール混雑の

モニター 

顧客からメールサーバ経由で E-mail が送信できないと苦情が来た場合、それはメールサーバ

が過負荷で受信メッセージの量に対応できていないことを意味します。 誰かがメールサーバ

からスパムを送ったり、メール送信の qmail 送信デーモンがおちているときに起こることが

あります。 

メールサーバを通常の状態に戻すには、メールサーバのメッセージキューの不要なメッセー

ジを削除します。 

メッセージキューのメッセージを見てそれを削除するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

3 ［メールキュー］タブをクリックします。  次の情報が表示されます。  

http://kb.swsoft.com/en/260
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Á 配送されなかったメッセージの総数。 メッセージがメールサーバに到着するとまずメ

インキューに追加されます。 それからメールサーバの事前プロセスが、メッセージを

同じサーバ上のローカルメールアカウントに配送するのかリモート受信用のメールア

ドレスに配送するのかを判断します。 事前プロセスのあと、ローカルメール受信宛て

メッセージはローカルキューに置かれ、リモート受信宛てメッセージはリモートキュ

ーに置かれます。 配送されるとメッセージはキューから削除されます。 

Á メッセージプロパティ： 件名、送信元、宛先、キュータイプ（ローカル、リモート、

事前プロセスがされていない）、メッセージがユーザのコンピュータから送信された

日、メッセージがキューに置かれてからの時間、メッセージサイズ。 

4 特定の件名のメッセージを見つけるには、［キュー］ドロップダウンボック

スでキューを選択し、見つけたい文字列を［件名］ボックスに入力し、［検

索］をクリックします。 検索基準と合致するメッセージが画面の下にリス

トされます。 フィルターをリセットするには［すべて表示］をクリックしま

す。  

5 特定の送信元からのメッセージを見つけるには［高度な表示］リンクをクリ

ックしてメールアドレスを［送信元］ボックスに入力して［検索］をクリッ

クします。  検索基準と合致するメッセージが画面の下にリストされます。  

フィルターをリセットするには［すべて表示］をクリックします。  

6 特定の宛先へのメッセージを見つけるには［高度な表示］リンクをクリック

してメールアドレスを［宛先］ボックスに入力して［検索］をクリックしま

す。 検索基準と合致するメッセージが画面の下にリストされます。 フィル

ターをリセットするには［すべて表示］をクリックします。  

7 メッセージを日や経過時間やサイズで見つけるには  ［高度な表示］リンクか

ら必要な値をそれぞれ［日］、［経過時間］、または［サイズ］ボックスに入

力して［検索］をクリックします。  検索基準と合致するメッセージが画面

の下にリストされます。 フィルターをリセットするには［すべて表示］をク

リックします。  

8 メッセージをキューから削除するには、該当するチェックボックスを選択し

て ［選択対象を削除］をクリックします。 すべてのメッセージをキューか

ら削除するには、メッセージリストの右上隅のチェックボックスを選択して

 ［選択対象を削除］をクリックします。  
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タスクのスケジューリング 

特定の時間にサーバでスクリプトを実行する必要がある場合、システムで自動的にスクリプ

トが実行されるタスクスケジューラ機能をサーバで実行します。 

重要：ユーザ「root」の代わりにコントロールパネルユーザのタスクスケジュールリングを禁

止するには、サーバのファイルシステムの  /plesk_installation_directory/var/ に

root.crontab.lock という名前の空のファイルを作成します。 

Plesk のインストール時に、以下のタスクが自動的に作成されます。 

Á autoreport.php - クライアントおよびドメインに毎日、毎週、毎月配送されます（3 つの

別々のタスク） 

Á backupmng - 30 分ごとにドメインのスケジュールされたバックアップを開始 

Á statistics - トラフィックやディスク容量などの、ドメインの制限に関する統計を生成 

Á mysqldump.sh - 3 つの MySQL データベース （psadump、MySQL、Horde データベース） 

のバックアップコピーを作成 

これらのタスクはすべてドメイン統計やデータベースやレポートに関連しているため、これ

らのタスクは変更したり削除したりしないことをお勧め致します。 

注：ドメインベースごとにタスクのスケジューリングを行うこともできます。 それには以下

と同じ手順を踏みますが、ただし［サーバ］>［スケジューラタスク］に進む変わりに［ドメ

イン］> ドメイン名 >［スケジューラタスク］に進んでください。 

ü タスクをスケジューリングするには、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［サービス］グループの［スケジュール済みタスク］アイコンをクリックしま

す。  

3 ハンドラを実行するシステムユーザアカウントを選択します。  

4  ［新しいタスクを追加］をクリックします。  

5 コマンドを実行する時間を指定します。  

Á 分 - 0～59 の値を入力 

Á 時 - 0～23 の値を入力 

Á 日 - 1～31 の値を入力 

Á 月 - 1～12 の値を入力するか、ドロップダウンボックスから月を選択 

Á 曜日 - 0～6（日曜日が 0）の値を入力するか、ドロップダウンボックスから曜日を選

択 

UNIX クローンタブエントリ形式を使用して、時間をスケジュールできます。 この形式で

は、次の作業を実行できます。 
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Á 複数の値をコンマ区切りで入力します。 ハイフンで区切った 2 つの数字は、包括的範

囲を意味します。 例えば、ある月の 4 日、5 日、6 日、20 日にタスクを実行するには、

「4-6,20」と入力します。 

Á アスタリスクを挿入すると、そのフィールドに入力できるすべての値を指定できます。 

例えば、タスクを毎日実行するには、［日］テキストボックスに「*」と入力します。 

N ごとに実行するようにタスクをスケジュールするには、「*/N」の組み合わせを入力し

ます。N はそのフィールドの適切な値です（分、時、日、月）。 例えば、［分］フィー

ルドに「*/15」を入力すると、15 分ごとに起動するようにタスクがスケジュールされます。  

月および週は省略名（Aug、Jul、Mon、Sat などの最初の 3 文字）で入力できます。 た

だし、省略名はコンマで区切ったり、数字と一緒に指定することができません。 

6 実行するコマンドを指定します。 ［コマンド］入力ボックスに入力します。  

7 ［OK］をクリックします。  

 

ü スケジューリングされたタスクの実行を一時的に中断するには以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［サービス］グループの［スケジュール済みタスク］アイコンをクリックしま

す。  

3 ハンドラを実行するシステムユーザアカウントを選択します。  

4 中断するタスクを選択し、そのコマンド名をクリックします。  

5 ［スイッチオン］チェックボックスを解除し、［OK］をクリックします。  

 

ü スケジューリングされたタスクを再開するには以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［サービス］グループの［スケジュール済みタスク］アイコンをクリックしま

す。  

3 ハンドラを実行するシステムユーザアカウントを選択します。  

4 実行を再開したいタスクを選択し、そのコマンド名をクリックします。  

5 ［スイッチオン］チェックボックスを選択し、［OK］をクリックします。  

 

ü タスクをキャンセルするには、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［サービス］グループの［スケジュール済みタスク］アイコンをクリックしま

す。  

3 ハンドラを実行するシステムユーザアカウントを選択します。  
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4 スケジューリングを解除したいタスクの左側のチェックボックスを選択し

ます。  

5 ［選択対象を削除］をクリックします。  

6 削除を確認して［OK］をクリックします。  
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モジュールによる Plesk 機能の拡張 

Plesk の当バージョンでは、アップグレードしなくてもコントロールパネルの機能性を拡張す

ることができます。 それには、SWsoft またはサードパーティが開発したモジュールで追加

の機能を持ったコンポーネントをインストールします。 

モジュールは簡単にインストールおよび削除ができ、直接コントロールパネルから設定でき

ます。 

このモジュールは自己解凍型シェルスクリプトである単一 RPM パッケージもしくはオペレ

ーティングシステムに合ったその他の形式で提供されます。 モジュールをコマンドラインか

らインストールすることもできます。 コントロールパネルでモジュールをサーバにインスト

ールすると、モジュール構成画面が表示されます。 

以下のモジュールを Plesk 8 でご利用いただけます。 

Acronis True Image サーバ管理モジュール - サーバオペレーションを停止せずにサーバデ

ィスクのバックアップイメージを作成し、システム全体を簡単かつ素早く復元することが可

能です。 このモジュールは無料ですが、Acronis True Image サーバアプリケーションにはラ

イセンスキーが必要です。ライセンスキーは Plesk コントロールパネルから購入およびイン

ストールできます。 

*Battlefield 2 ゲームサーバモジュール - Battlefield 2 ゲームサーバをインストールおよび管

理できます。 

*Counter-Strike ゲームサーバモジュール - ゲームを作成および管理するための Half-Life: 

Counter-Strike をインストールおよび更新できます。 

ファイアウォールモジュール - 無認可のアクセスからホストおよびプライベートネットワー

クを守ります。 

Kaspersky アンチウィルスモジュール - メールトラフィックをウイルススキャンし、メール

の添付をフィルタリングします。 

Samba Fileserver 構成モジュール - SMB ネットワークのディレクトリ共用に有効です。 

仮想プライベートネットワークモジュール - インセキュアなチャネル上でセキュアなネット

ワークを構築します。 

Watchdog モジュール - Plesk コントロールパネルサービスをモニターしてサーバのセキュ

リティ脆弱性をスキャンします。 

アスタリスク (*) の付いた Plesk モジュールのご利用には追加ライセンスキー (see page 27 

ページ) のインストールが必要です。 



 

 サーバの設定とメンテナンス 111 

 

FreeBSD システムで Plesk をインストールするとすべてのモジュールはデフォルトでインス

トールされます。 RPM/Deb パッケージべースのシステムで Plesk をインストールするとイ

ンストールしたいモジュールを選択することができます。 

このセクションの内容: 

モジュールのインストール ............................................................................... 112 

モジュールの設定および管理 ............................................................................ 112 

モジュールの削除 .............................................................................................. 113 
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モジュールのインストール 

モジュールを Plesk サーバにインストールするには 2 つの方法があります。 コントロールパ

ネルから（推奨）とコマンドラインからです。 

ü コントロールパネルからモジュールをインストールするには以下を実行してくだ
さい。 

1 コントロールパネルに管理者でログインします。  

2 ナビゲーションペインの［モジュール］ショートカットをクリックします。  

3 ［管理モジュール］をクリックします。  

4 ［新しいモジュールを追加］をクリックします。  

5 モジュールパッケージを選択して［OK］をクリックします。  

 

ü コマンドラインからモジュールをインストールするには以下を実行してください。 

1 Pleskがインストールされているサーバにrootでログインします。   

2 コマンド  /plesk_installation_directory/admin/bin/modulemng 

--install --file=<module_filename> を実行します。「

plesk_installation_directory」はPleskをインストールしているディレクトリ

です。  

例：  

/usr/local/psa/admin/bin/modulemng -- install 

-- file=cs - gs - 1.0.0 - rh9.build72041021.16.i586.rpm  

注：Plesk に付随するすべてのモジュールは Plesk ディストリビューションの 

/opt/modules にあります。 

モジュールの設定および管理 

モジュールの使用を開始する前にそれを設定する必要があります。 設定手順は各モジュール

によって異なります。 コントロールパネルでモジュールをサーバにインストールすると、モ

ジュール設定画面が表示されます。 コマンドラインでモジュールをサーバにインストールす

ると、Plesk 経由で設定しなければなりません。 

ü モジュール設定画面にアクセスするには以下を実行してください。 

Á ナビゲーションペインで［モジュール］ショートカットを選択し、モジュール名の付いた

ボタンをクリックします。 

または 
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Á ナビゲーションペインで［モジュール］ショートカットを選択し、［モジュールの管理］

をクリックします。 モジュールのリストでリンクとして提供されているモジュール名を

クリックします。 

 

使用にライセンスキーのインストールが必要なモジュールもいくつかあります。 使用期間を

調べるには、モジュール製造業者の Web サイトか、コントロールパネルの［モジュール管理］

画面をご参照ください。 インストールされた各モジュールにはアイコンを伴った対応するリ

ストエントリがあり、ライセンスキーが必要かどうかを表示しています。 以下を示す 3 種類

のアイコンがあります。 

 - モジュールはライセンスキーを必要としません 

 - モジュールはライセンスキーを必要としており、そのキーはインストール済みです 

 - モジュールはライセンスキーを必要としますが、そのキーはインストールされていませ

ん 

SWsoft が提供するモジュールがライセンスキーを必要とする場合は、ライセンスマネージャ

機能を利用して SWsoft から入手することができます。  それ以外の場合は、モジュールのラ

イセンスキーのインストールに関する情報をモジュール製造業者から入手してください。 

モジュールの削除 

Plesk からモジュールを削除するには 2 つの方法があります。 コントロールパネルから（推

奨）とコマンドラインからです。 

ü コントロールパネルを使用してモジュールを削除するには以下を実行してくださ
い。 

1 コントロールパネルに管理者でログインします。  

2 ナビゲーションペインの［モジュール］ショートカットをクリックします。   

3 ［管理モジュール］をクリックします。   

4 削除するモジュールに対応するチェックボックスを選択し、 ［選択対象を

削除］をクリックします。  

 

ü コマンドラインからモジュールを削除するには以下を実行してください。 

1 Pleskがインストールされているサーバにrootでログインします。   

2 コマンド  /plesk_installation_directory/admin/bin/modulemng 

--remove --module=<module_codename> を実行します。  

例：  

/usr/local/psa/admin/bin/modulemng -- remove -- module=cs - gs  

以下のコマンドを実行してモジュールのコードネームを調べることができます。 
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# echo "SELECT n ame, display_name FROM psa.Modules;" | mysql - u admin 

- p<admin_password> psa  



 

  
 

この章では、ユーザアカウント、Web サイト、メールアカウントの設定と管理に関す

る詳細な手順を示します。 

この章の内容: 

顧客へのサービスを開始する前に ..................................................................... 116 

ユーザアカウントの管理 ................................................................................... 137 

Web サイトのホスティング .............................................................................. 151 

メールサービスの使用 ...................................................................................... 209 

ヘルプデスクを使用した顧客の問題の解決 ....................................................... 246 

他のホスティングプラットフォームからのユーザアカウント、ドメイン名、Web サ

イトの移行 ........................................................................................................ 249 
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顧客へのサービスを開始する前に 

ここでは、新規の顧客とサイトにより早く簡単に対応するのに役立つ、いくつかの自動化の

手順を扱います。 

このセクションの内容: 

ユーザアカウントの設定の簡略化 ..................................................................... 117 

ドメインおよび Web サイトの設定の簡略化 ..................................................... 122 

顧客が使用できるパッケージ済みのアプリケーション ..................................... 127 

新規 Web サイトのコンテンツの事前定義 ........................................................ 136 
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ユーザアカウントの設定の簡略化 

複数のユーザにサービス提供する予定であれば、新規顧客のユーザアカウントの設定を簡略

化する、クライアントテンプレートと呼ばれるアカウント設定のプリセットを作成できます。 

このテンプレートは、すべてのリソース使用の割り当て、ユーザアカウントに定義できる権

限と制限を対象とします。 

ü クライアントテンプレートを作成するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックします。  

2 ［ツール］グループの［クライアントテンプレート］アイコンをクリックしま

す。  

3 ［新規クライアントテンプレートの追加］をクリックします。  

4 以下のテンプレートのプロパティを指定してください。  

Á テンプレート名  このテンプレートの名前を指定します。 新規ユーザアカウントの設

定の間に、必要なテンプレートを名前で選択するように要求されます。 したがって、

ホスティングプランのいずれかに対応する、または割り当てられたリソース量を記述

する意味のある名前を選択することをお勧め致します。 例えば、Reseller account、

5GB disk space、100 domains などです。 

Á コントロールパネルへのアクセス。 顧客が自分のアカウントとサイトを管理する場合、

コントロールパネルにアクセスできるかどうかを指定します。 

Á ドメイン作成。 顧客が新規サイトにホスティングアカウントを設定できるかどうかを

指定します。 

Á 物理ホスティング管理。 顧客がホスティングアカウントの設定、ホスティングアカウ

ント機能の変更、およびプログラミング言語とスクリプト言語のサポートのオン/オフ

切り替えを実行できるかどうかを指定します。 

Á ホスティングパフォーマンス管理。 顧客が帯域幅使用量および Web サイトへの接続

数を制限できるかどうかを指定します。 

Á PHP セーフモード管理。 顧客が自分のサイトで PHP セーフモードをオフに切り替え

ることが出来るかどうかを指定します。 デフォルトでは PHP は機能上の制限からセ

ーフモードで操作するよう設定されています。 PHP セーフモードについて詳細は  

http://php.net/features.safe-modeをご参照ください。 Web アプリケーションによって

はセーフモードが有効になっていると正常に動作しないことがあります。 サイトのア

プリケーションがセーフモードのために失敗した場合はホスティングアカウントプロ

パティで［PHP 'safe_mode' on］チェックボックスの選択を外してセーフモードをオフ

に切り替えてください（Hosting グループで［ドメイン］> ドメイン名 >［設定］アイ

コン）。 

Á サーバへの Shell アクセスの管理 カスタマが Secure Shell プロトコル経由でサーバ

shell にアクセスし、自分の顧客にもそれを許可することができるかどうかを指定しま

す。 

http://php.net/features.safe-mode
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Á ハードディスククォータ割り当て。 顧客が自分の Web サイト用に、および顧客自身

の顧客の Web サイト用にディスク空き容量でハードクォータを割り当てられるかど

うかを指定します。 

Á サブドメイン管理。 顧客が自分のドメイン内で追加サイトを設定し、顧客自身の顧客

にも追加サイトの設定を許可できるかどうかを指定します。 

Á ドメインエイリアスの管理。 顧客が自分のドメイン内で代替ドメイン名を追加設定し、

顧客のユーザにも代替ドメイン名の追加設定を許可できるかどうかを指定します。 

Á ログローテーション管理。 顧客が自分のサイトで処理されたログファイルのクリーン

アップと再利用を調整できるかどうかを指定します。 

Á 匿名 FTP管理。 顧客が自分のすべてのユーザがログインとパスワードを入力せずに、

ファイルをダウンロードおよびアップロードできるFTPディレクトリを設定できるか

どうかを指定します。匿名 FTP サービスを使用するためには、Web サイトが専用 IP

アドレスに常駐している必要があります。 匿名 FTP サービスを使用するためには、

Web サイトが専用 IP アドレスに常駐している必要があります。 

Á タスクのスケジューリング。 顧客がシステム内のタスクをスケジューリングできるか

どうかを指定します。 スケジューリングされたタスクは、スクリプトまたはユーティ

リティの予定に沿った実行に使用できます。 

Á ドメイン制限調整。 顧客が自分のアカウントのリソース割り当てを調整できるかどう

かを指定します。  

Á DNS ゾーン管理。 顧客が自分のドメインの DNS ゾーンを管理できるかどうかを指定

します。 

Á Java アプリケーション管理 顧客がコントロールパネルを使用して、Web サイトに

Java アプリケーションおよびアプレットをインストールできるかどうかを指定しま

す。 

Á メーリングリスト管理顧客が GNU Mailman ソフトウェア提供のメーリングリストを

使用できるかどうかを指定します。 

Á スパムフィルタ管理。 顧客が SpamAssassin スパムフィルタ使用でき、フィルタリン

グの設定をカスタマイズできるかどうかを指定します 

Á アンチウィルス管理。 顧客が送受信メールのフィルタ処理のためのサーバ側のアンチ

ウィルス保護を使用できるかどうかを指定します。 

Á バックアップと復元機能 顧客がコントロールパネルの機能を使用して、顧客のサイト

をバックアップおよび復元できるかどうかを指定します。 バックアップファイルをサ

ーバに保存するのを許可するには［ローカルリポジトリ］チェックボックスを選択し

ます。 顧客が任意の FTP サーバを使用してバックアップを保存するのを許可するに

は、［リモート(FTP)リポジトリ］チェックボックスを選択します。 

Á ユーザインターフェース。 顧客が使用できるユーザインターフェースのタイプ、すな

わち標準、デスクトップ、または両方から指定します。 

Á デスクトップ管理。 顧客が自分のデスクトップインターフェースをカスタマイズでき

るかどうかを指定します。 
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Á リモート XML インターフェースの使用機能。 顧客が自分の Web サイトを、カスタム

アプリケーションを使用してリモートで管理できるかどうかを指定します。 Web サ

イトに統合されるカスタムアプリケーションの開発に XML インターフェースを使用

できます。このカスタムアプリケーションは、ホスティングアカウントの設定の自動

化、および顧客がリセラーのサイトからホスティングサービスを購入するためのサー

ビス設定の自動化などに使用できます。 Plesk コントロールパネルの XML インターフ

ェース（別名 Plesk API RPC）の使用方法の詳細は、

http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.1/Doc/plesk-8.1-api-rpc/index.htmをご参照

ください。 

Á ドメインの上限数。 顧客がサーバでホスティングできるドメイン名/Web サイトの合

計数を指定します。 これにはサーバでホスティングされる Web サイトと、他のサー

バでホスティングされる Web サイトを示すドメインフォワーダが含まれます。 ドメ

インエイリアス（このサーバでホスティングされるサイトの追加ドメイン名）とサブ

ドメインは別にカウントされ、このリソースタイプにより制限されません。 

Á サブドメインの上限数。 顧客がホスティングできるサブドメインの合計数を指定しま

す。 

Á 最大ドメイン エイリアス数。 顧客が自分の Web サイトで使用可能な代替ドメイン名

の追加の総数を指定します。 

Á ディスク容量。 顧客に割り当てられるディスク容量の合計をメガバイトで指定します。 

ユーザのドメイン/Web サイトに関連するすべてのファイルが占有するディスク容量

が含まれます。 Web サイトコンテンツ、データベース、アプリケーション、メール

ボックス、ログファイル、そしてバックアップファイルです。 いわゆるソフトクォー

タです。 この割り当てを超えると、ユーザアカウントとドメイン名/Web サイトは自

動的に停止せず、各ユーザとユーザの顧客のメールアドレスに適切な注意が送信され

るのみで、リソースの使用過多がユーザまたはユーザの顧客のコントロールパネルの

ユーザ名の左に表示されるアイコン (ナビゲーションペインの［クライアント］ シ

ョートカットをクリックしたときに表示されるクライアントのリストを参照)、または

ドメイン名（ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートマットをクリックしたと

きに表示されるドメイン名のリストを参照）により示されます。  

Á トラフィックの上限量。  1 か月の間に、顧客の Web サイトから転送できるデータの

量をメガバイトで指定します。 制限に達すると、適切な通知がユーザまたはユーザの

顧客のメールアドレスに送信され、リソースの使用過多が、コントロールパネルのユ

ーザ名の左に表示される、該当するアイコン (ナビゲーションペインの［クライアン

ト］ ショートカットをクリックしたときに表示されるクライアントのリストを参照)、

またはドメイン名（ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートマットをクリック

したときに表示されるドメイン名のリストを参照）により示されます。  

Á Web ユーザの上限数。 顧客が自分のドメイン内の他のユーザ用にホスティングできる、

個人用 Web ページの合計数を指定します。 このサービスは主に、学生やスタッフの

非営利的なパーソナルページをホストする教育機関に使用されています。 そういった

ページの Web アドレスは通常http://your-domain.com/~usernameとなります。 詳細

については「個人用 Web ページのホスティング」 (194 ページ) のセクションをご参

照ください。 

Á データベースの上限数 顧客がサーバでホスティングできるデータベースの合計数を

指定します。 

http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.1/Doc/plesk-8.1-api-rpc/index.htm
http://your-domain.com/~username
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Á メールボックスの上限数。 顧客がサーバでホスティングできるメールボックスの合計

数を指定します。 

Á メールボックスクォータ。 メールメッセージおよび自動応答の添付ファイルをドメイ

ン内の各メールボックスに格納するために割り当てるディスク容量をキロバイトで指

定します。 

Á メールフォワーダの上限数 顧客が設定できるメールフォワーダの合計数を指定しま

す。 

Á メール自動応答の上限数。 顧客が設定できるメール自動応答の合計数を指定します。 

Á メーリングリストの上限数。 顧客がサーバでホスティングできるメーリングリストの

合計数を指定します。  ユーザにメーリングリストを提供するには、GNU Mailman ソ

フトウェアをインストールする必要があります。 

Á Java アプリケーションの上限数。 サーバでホスト可能な Java アプリケーションまた

はアプレットの総数を指定します。 

Á 有効期間。 ホスティングアカウントの期間を指定します。 この期間が終了すれば、

顧客のすべてのドメイン/Web サイトは停止されます。その Web、FTP、メールサー

ビスはインターネットユーザにはアクセスできなくなります。また、リセラーおよび

その顧客（ドメインオーナー）はコントロールパネルにログインできなくなります。 ア

カウントは自動では更新できません。そこで、ホストされたドメイン名や Web サイト

を元の操作に戻すために、手動でユーザアカウントを更新しなければならなくなりま

す。 ナビゲーションペインで［クライアント］をクリックし、必要なクライアント名

をクリックし、［制限］アイコンをクリックし、他の期間を［有効期限］ボックスに

指定し、［OK］をクリックしてから、［ツール］グループの［スイッチオン］アイコ

ンをクリックします（［クライアント］>［クライアント名］）。 

Á IP アドレス割り当て。顧客に割り当てたい共用 IP アドレスを指定します。 自動的に

専用 IP アドレスを供給するには［クライアントに専用 IPアドレスを割り当てる］チ

ェックボックスを選択して、自分の IP 範囲から取得する IP アドレスの番号を指定し

て顧客に割り当てます。 

Á Sitebuilder内のユーザアカウントの作成。 顧客が Sitebuilder を用いて Web サイトを作

成および管理できるようにするには、［Sitebuilderにて関連するユーザアカウントを作

成する］チェックボックスを選択します。 

5 ［OK］して、テンプレートの作成を終了します。   

新規ユーザアカウントのセットアップ中に必要なテンプレートを選択するとアカウント

が作成され、定義したリソースが割り当てられます。 

ü テンプレートを変更するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックします。  

2 ［ツール］グループの［クライアントテンプレート］アイコンをクリックしま

す。  

3 必要なテンプレート名をクリックします。  

4 必要に応じて設定を修正し［OK］をクリックします。   
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テンプレートを変更してもそのテンプレートで作成した既存のユーザアカウントは変更

されません。 

ü 不要になったテンプレートを削除するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックします。  

2 ［ツール］グループの［クライアントテンプレート］アイコンをクリックしま

す。  

3 不要になったテンプレート名に対応するチェックボックスを選択します。  

4 ［選択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］をクリック

します。  
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ドメインおよび Webサイトの設定の簡略化 

極めて多数のドメインで多数のユーザを扱う場合は、前もって設定された設定を作成する必

要がある可能性があります。この設定はドメインテンプレートとみなされ、これにより新規

ドメインや新規 Web サイトのアカウントのホスティングの設定が簡略化されます。 テンプ

レートは全てのリソース使用割り当てや、ホスティングアカウントの権限および制限の定義

や、メール転送および Web 統計の保存の設定を網羅します。 

ü ドメインテンプレートを作成するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。  

2 ［ツール］グループの［ドメインテンプレート］アイコンをクリックします。 

3 ［ドメインテンプレートの追加］をクリックします。  

4 以下のテンプレートのプロパティを指定してください。  

a テンプレート名  このテンプレートの名前を指定します。 新規ユーザアカウントの設

定の間に、必要なテンプレートを名前で選択するように要求されます。 したがって、

ホスティングプランのいずれかに対応する、または割り当てられたリソース量を記述

する意味のある名前を選択することをお勧め致します。 例えば、メールホスティング、

ディスク容量 1GB、メールボックス 500 などです。 

b 存在しないユーザへのメール  ドメイン全体のメール返信オプションを指定します。 誰

かがドメインに存在しないメールアドレスに対してメールメッセージを送信した場合、デフ

ォルトでは、メールサーバはメールを受信し、処理して、このような受信者がドメイン内に

存在しないと認識した後、"this address no longer accepts mail（このアドレスはメールを受

け取ることができません）"という通知をつけて送信者にメールを返します。 この場合、次

の選択が可能です。  

Á 気にいらなければデフォルトの通知を変更します（［テキストつきで返信します］

オプションを選択したままで、別のメッセージを入力ボックスに入力します）。 

Á 不達メールを他のメールアドレスに転送します(［アドレスに転送］オプションを

選択し、必要なメールアドレスを指定します)。または、 

Á そのメールを承認せずに拒否します（［拒否］オプションを選択します）。 この

設定により、多くの場合ランダムに生成されたユーザ名宛ての大量のスパムにより

生じたメールサーバの負荷を減らすことができます。 ただし、スパマーの側から

すれば、この設定によりメールサーバのスキャンで有効なメールアドレスを検出す

る時間を多尐短縮できます。 

c Webメール。 このドメイン内のメールボックスのユーザは Web メールアプリケーション

をベースにしたブラウザを通じて自身のメールを読めるようにするべきかどうかを指定しま

す。 

d サブドメインの上限数。 このドメインの下にホストできるサブドメインの数を指定しま

す。 

e 最大ドメイン エイリアス数。 サイトオーナーが自分の Web サイトで使用可能な代替ド

メイン名の追加の総数を指定します。 
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f ディスク容量。 ドメインに関連しているホスティングアカウントに割り当てられるディ

スク空き容量の総量を指定します。 この量はメガバイトで計測されます。 全てのドメイン

および Web サイトに関連する全てのファイルが占有するディスクの空き容量が含まれます。 

Web サイトコンテンツ、データベース、アプリケーション、メールボックス、ログファイル、

そしてバックアップファイルです。 いわゆるソフトクォータです。 超過すると、ドメイン

名や Web サイトは自動的に停止されることはなく、貴方と貴方のクライアントのメールアド

レスにその旨通知が送られ、リソースの過多量は名前の左側のコントロールパネルに表示さ

れているアイコン に示されます（ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットを

クリックしてドメイン名のリストをご参照ください）。 

g トラフィックの上限量。 1 ヶ月間に Web サイトから転送できるデータ量をメガバイトで

指定します。 制限量に達すると、貴方と貴方のクライアントのメールアドレスにその旨通知

が送られ、リソースの過多量は名前の左側のコントロールパネルに表示されているアイコン

に示されます（ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックしてドメイ

ン名のリストをご参照ください）。  

h Webユーザの上限数。  ドメインオーナーが自身のドメインの下の他のユーザのためにホ

ストできる個人 Web ページ数を指定します。 このサービスは主に、学生やスタッフの非営

利的なパーソナルページをホストする教育機関に使用されています。 そういったページの

Web アドレスは通常http://your-domain.com/~usernameとなります。 個人 Web ページに埋

め込まれたスクリプトが実行できるようにする場合は、［Web ユーザーへのスクリプトの使

用の許可］チェックボックスも選択してください。 詳細については「個人用 Web ページの

ホスティング」 (194 ページ) のセクションをご参照ください。 

i データベースの上限数  1つのドメイン内でホストできるデータベースの数を指定します。 

j メールボックスの上限数。  1 つのドメイン内でホストできるメールボックスの数を指定

します。  

k メールボックスクォータ。 メールメッセージおよび自動応答の添付ファイルをドメイン

内の各メールボックスに格納するために割り当てるディスク容量をキロバイトで指定します。    

l メールフォワーダの上限数  1つのドメイン内で使用できるメール転送の数を指定します。  

m メール自動応答の上限数。  1 つのドメイン内で設定できるメール自動応答の数を指定し

ます。  

n メーリングリストの上限数。  ドメインオーナーが 1 つのドメイン内で実行可能なメーリ

ングリストの数を指定します。 メーリングリストは、オプションでサーバにインストールさ

れた GNU Mailman ソフトウェアにより提供されます。 顧客が使用したいにもかかわらずイ

ンストールされていない場合には貴方がインストールすることができます。 メーリングリス

トを使用できるようにするには、［プリファレンス］グループの下の［メーリングリスト］ チ

ェックボックス内にチェックマークを入れることも必要です。  

o Java アプリケーションの上限数。  ドメインオーナーが 1 つのドメインにインストールで

きる Java アプリケーションまたはアプレットの上限数を指定します。 

http://your-domain.com/~username
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p 有効期間。 ホスティングアカウントの期間を指定します。 この期間が終了すれば、ドメ

インおよび Web サイトは停止されます。その Web、FTP、メールサービスはインターネット

ユーザにはアクセスできなくなります。また、ドメインオーナーはコントロールパネルにロ

グインできなくなります。 アカウントのホスティングは自動では更新できません。そこで、

ホストされたドメイン名や Web サイトを元の操作に戻すために、手動でホスティングアカウ

ントを更新しなければならなくなります。 ナビゲーションペインで［ドメイン］をクリック

し、必要なドメイン名をクリックし、［制限］アイコンをクリックし、他の期間を［有効期

限］ボックスに指定し、［OK］をクリックしてから、［ツール］グループの［スイッチオン］

アイコンをクリックします（［ドメイン］> ドメイン名）。 

q ログローテーション Web サーバへの全ての接続とサーバに見つからないファイルの要求

は、ログファイルに登録されます。 これらのログファイルはサーバ上で実行される統計ユー

ティリティで分析され、オンデマンドでグラフィカルレポートで表示されます。 ホームペー

ジ上でデバッグするためにこういった生ログファイルのコンテンツを表示する必要がある場

合は、必要なドメイン名をクリックし、［ログマネージャ］をクリックし、次に必要なログ

ファイル名をクリックします。 これらのログファイルが増大するのを防ぐために、ログファ

イルの自動クリーンアップと再利用を有効にする必要があります。  

Á ［ログローテーションをスイッチオンする］チェックボックスを選択します。 

Á ログファイルを再利用する時期を指定し、 

Á サーバに格納する、Plesk の統計ユーティリティが処理した各ログファイルのイン

スタンス数を指定し、 

Á 圧縮する必要があるかどうかを指定します。 

Á そして処理の後にメールアドレスに送信するかを指定します。 

r Web・トラフィック統計の保持設定。 Web および帯域幅使用量の統計がサーバに保管さ

れる期間を月で指定します。  

s DNS  Web ホスト上の DNS サーバがドメイン名ゾーンのためのマスター（プライマリ）

ネームサーバとして動作するか、スレーブ（セカンダリ）ネームサーバとして動作するかを

指定します。  セカンダリサーバがプラマリからこのゾーンファイルのコピーを取得するだ

けである一方で、プライマリネームサーバはローカルで提供するゾーンファイルを格納しま

す。 通常［マスター］オプションが選択されたままにします。 

t 物理的ホスティングアカウント  ドメイン名だけではなく、Web サイトもホストする場

合、［物理ホスティング］チェックボックスを選択しホスティング機能を指定します。 

Á ハードディスククォータ。 ソフトクォータに加えて、制限に達した場合にさらに

多くのファイルを Web スペースに書き込めないようにするいわゆるハードクォー

タを指定できます。 ファイルを書き込もうとすると、ユーザには「ディスクの空

き容量不足」エラーが発生します。 



 

 顧客へのサービス 125 

 

Á SSL 対応。 Secure Sockets Layer（SSL）暗号化は一般に専用 IP アドレス上で実

行される e-コマースWeb サイトでのオンライントランザクションの間の機密デー

タの転送を保護するために使用されます。 暗号化プロセスに参加するSSL認証は、

通常単一の IP アドレス上の単一のドメイン名に適用されます。そこで、SSL プロ

テクションを必要とする各サイトは専用 IP アドレス上でホストされる必要があり

ます。 例外はサブドメインで、ここではワイルドカード認証で保護することがで

きます。 単一のアドレス（共有またはネームベースホスティング）上で異なるド

メイン名を持ついくつかの Web サイトをホストする Web サーバ上に SSL 認証を

インストールすることは技術的に可能ですが、この方法はお奨めしません。 暗号

化は行われますが、セキュアサイトに接続しようとすると、ユーザに警告メッセー

ジが表示されます。 Web サイト用の SSL 暗号化を許可するには、［SSL 対応］チ

ェックボックスを選択してください。 

Á Sitebuilderを用いて Web サイトを作成し公開する。 これにより、ドメイン管理者は

Sitebuilder を用いて Web サイトを作成および管理できるようになります。  

Á SSL 認証を受けないコンテンツと同じディレクトリに、SSL 認証を受けるコンテン

ツを設置する。 デフォルトでは、ユーザが FTP アカウントを通じてサイトを公開

する場合、httpsdocsディレクトリへのセキュアな接続を経由してアクセスでき

るようにしなければならない Web コンテンツおよびプレーン HTTP を経由して

httpdocsディレクトリにアクセスできるようにしなければなならない Web コン

テンツをアップロードする必要があります。 単一の場所（httpdocs ディレクト

リ）を通じてすべてのコンテンツを公開するのに便利なように、［SSL 認証を受け

ないコンテンツと同じディレクトリに、SSL 認証を受けるコンテンツを設置する］

チェックボックスを選択してください。 

Á FrontPage 対応 Microsoft FrontPage は人気のある Web サイト開発ツールです。 ユ

ーザが Microsoft FrontPage を通じてサイトを公開したり、修正したりできるよう

に、［FrontPage 対応］および［SSL 上の FrontPage 対応］チェックボックスを選択

し、［FrontPage オーサリング］オプションを［有効］に設定します。 

Á 動的 Web サイトおよびサーバサイド Web アプリケーションの開発に幅広く使用さ

れる言語のプログラミングおよびスクリプトへの対応  以下のどのプログラミン

グ言語またはスクリプト言語が Web サーバにより割り込み、実行または処理され

るのかを指定します。 Active Server Pages（ASP）、Server Side Includes （SSI

）、PHP hypertext preprocessor（PHP）、 Common Gateway Interface （CGI）

、Fast Common Gateway Interface (FastCGI)、Perl、Python、ColdFusion および

Miva e-コマースソリューションに必要な Miva スクリプト。 

Á Web 統計。  ドメインおよび Web サイトオーナーがサイトや表示したサイトのペ

ージの訪問者の人数に関する情報を表示できるようにするために、［Web 統計］メ

ニュー（AWStats がお奨めです）および［パスワードで保護されたディレクトリ 

/plesk-stat/ 経由でアクセス可能］チェックボックスを選択します。 これにより

Webalizer 統計ソフトウェアがインストールされますが、このソフトウェアにより

レポートが生成され、そのレポートをパスワードで保護されたディレクトリに配置

されます。 ドメインや Web サイトのオーナーは自分の FTP アカウントのログイ

ンとパスワードを使用して、URL  https://your-domain.com/plesk-stat/ にある Web

統計にアクセスできます。 

https://your-domain.com/plesk-stat/
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Á カスタムエラードキュメント。 サイトを訪れているビジターが Web サーバが見つ

けられないページを要求する場合、Web サーバによりエラーメッセージを伴った

標準の HTML ページが生成され、表示されます。 ご自身のエラーページを作成し、

ご自身のサーバ上でそのページを使用したり、顧客が使用できるようにしたりする

場合は、［カスタムエラードキュメント］チェックボックスを選択します。 

Á FTP ユーザの 信用情報でのサーバへ Shell アクセスする  これにより、サイトオー

ナーはSecure Socket Shell接続を通じて信頼性を持ってWebコンテンツをサーバ

にアップロードできます。ただし、Shell アクセスを許可することによってもサー

バセキュリティに対する潜在的な脅威がもたらせれます。  そこで、Shell アクセ

スを許可しないことをお奨めします。［禁止］オプションを選択したままにしてく

ださい。 

5 ［OK］して、テンプレートの作成を終了します。   

新規ドメインまたは Web サイトのホスティングアカウントの設定中に、要求されたテン

プレートを選択します。そうすれば、ホスティングアカウントが作成され、定義したリソ

ースとホスティングサービスが割り当てられます。 

ü 単独のドメインまたは Webサイトの設定を修正するには以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。  

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 より多くのディスク容量や帯域幅やその他のリソースを割り当てるには、

［ドメイン］グループの［制限］アイコンをクリックして必要に応じて設定

を調整し、［OK］をクリックします。  

4 ホスティングの機能を追加するには（プログラミング言語やスクリプトへの

対応など）、［ホスティング］グループの［設定］をクリックして以下の設

定を必要に応じて調整し、［OK］をクリックします。  

ü 複数のドメインまたは Webサイトの設定を修正するには以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。  

2 必要なドメイン名に該当するチェックボックスを選択します。  

3 ドメインのリストの上部にある ［一括操作］アイコンをクリックしてくだ

さい。  

4 必要に応じて設定を修正し［OK］をクリックします。  

ü 新規に作成したアカウントに適応されるドメインテンプレートについての変更を
反映させるには以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。  

2 ［ツール］グループの［ドメインテンプレート］アイコンをクリックします。 

3 更新するドメインテンプレートに対応するテンプレート名をクリックしま

す。  

4 必要に応じて設定を修正し［OK］をクリックします。   
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テンプレートの修正は既存のドメインおよび Web サイトには影響を及ぼさないという点

に注意してください。 

ü 不要になったテンプレートを削除するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。  

2 ［ツール］グループの［ドメインテンプレート］アイコンをクリックします。 

3 不要になったテンプレート名に対応するチェックボックスを選択します。  

4 ［選択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］をクリック

します。  
 

顧客が使用できるパッケージ済みのアプリケーシ

ョン 

Plesk には顧客に提供するよう選択したり、コントロールパネルのスクリプトライブラリ（ア

プリケーションヴォルトから参照される）から削除したりできる多数の無料のサイトアプリ

ケーションが同梱されています。 アプリケーションポータルwww.apsstandard.com経由でサ

ードパーティベンダーから有料のアプリケーションを取得およびインストールすることもで

きます。 

ヴォルトに追加したサイトアプリケーションの使用ルールを設定できます。 例えば、自分で

設定した条件（例えば、支払いを受領したあとにするなど）のもとでアプリケーションプー

ルにアプリケーションを追加すれば、特定の無料アプリケーションを自分の顧客向けのみが

利用できる有料アプリケーションにすることもできます。 無料アプリケーションを有料に変

更すると、すべてのクライアントのアプリケーションプールからそのアプリケーションが削

除されます。 そこで、必要な場合にのみ、このアプリケーションをクライアントのアプリケ

ーションプールに追加できます。 有料アプリケーションを無料に変更すると、すべてのクラ

イアントがそのアプリケーションを無料で使用できます。 

以下の表に、Plesk アプリケーションヴォルトに同梱されているアプリケーションが一覧表示

されています。 

アプリケーション

名 

説明 アプリケーション開発者のサイトへ

のリンク 

AdvancedPoll 投票結果管理システム http://www.proxy2.de 

http://www.apsstandard.com/
http://www.proxy2.de/
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AnyInventory 棚卸し管理プログラム http://anyinventory.sourceforge.n
et/ 

AutoIndex Web サイトディレクトリ索引シス

テム 

http://autoindex.sourceforge.net 

b2evolution ブログ http://b2evolution.net 

bbclone カウンタ http://www.bbclone.de 

Brim パーソナル・オンライン・オーガ

ナイザ 

http://www.brim-project.org/ 

Coppermine フォトギャラリー http://coppermine.sourceforge.n
et 

CSLH 顧客サポート http://www.proxy2.de 

Docbase 知識ベース管理システム http://docbase.sourceforge.net/ 

Drupal コンテンツ管理システムおよびブ

ログエンジン 

http://drupal.org/ 

eGroupWare グループアクティビティ調整のア

プリケーション 

http://www.egroupware.org/ 

gallery フォトギャラリー http://gallery.menalto.com 

geeklog ウェブログ http://www.geeklog.net/ 

gtchat チャット http://www.gtchat.de 

ilohamail Web メールプログラム http://ilohamail.org/ 

Joomla! コンテンツ管理システムおよび

Web アプリケーションフレームワ

ーク 

http://joomla.org/ 

Miva Merchant オンラインストア http://smallbusiness.miva.com/pr
oducts/merchant/mm5/ 

Miva Fasttrack オンラインストア http://smallbusiness.miva.com/pr
oducts/merchant/mm5/ 

Mambo コンテンツ管理システム http://www.mamboserver.com 

Mantis 問題トラッキングシステム http://www.mantisbt.org/ 

http://anyinventory.sourceforge.net/
http://anyinventory.sourceforge.net/
http://autoindex.sourceforge.net/
http://b2evolution.net/
http://www.bbclone.de/
http://www.brim-project.org/
http://coppermine.sourceforge.net/
http://coppermine.sourceforge.net/
http://www.proxy2.de/
http://docbase.sourceforge.net/
http://drupal.org/
http://www.egroupware.org/
http://gallery.menalto.com/
http://www.geeklog.net/
http://www.gtchat.de/
http://ilohamail.org/
http://joomla.org/
http://smallbusiness.miva.com/products/merchant/mm5/
http://smallbusiness.miva.com/products/merchant/mm5/
http://smallbusiness.miva.com/products/merchant/mm5/
http://smallbusiness.miva.com/products/merchant/mm5/
http://www.mamboserver.com/
http://www.mantisbt.org/
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MediaWiki 知識ベースおよびコンテンツ管理

システム 

http://www.mediawiki.org/wiki/M
ediaWiki 

Moodle オンライン教育サイト作成のプロ

グラム 

http://moodle.org/ 

MyOrgBook オンラインオーガナイザ http://www.myorgbook.com 

Noah's 
Classifieds 

広告システム http://classifieds.phpoutsourcing.
com/ 

openbiblio ライブラリ http://obiblio.sourceforge.net 

osCommerce E-コマースシステム http://www.oscommerce.com 

Owl 知識ベースおよび文書の保存シス

テム 

http://owl.sourceforge.net 

phpAdsNew 
(Openads) 

バナー回転管理および統計収集の

トラッキングシステム 

http://phpadsnew.com 

phpBB フォーラム http://www.phpbb.com 

phpBook ゲストブック http://www.smartisoft.com 

phpBugTracker バグトラッキングシステム http://sourceforge.net/projects/p
hpbt 

phpDig 検索システム http://www.phpdig.net 

phpMyFamily 系図システム http://www.phpmyfamily.net 

phpMyVisites Web サイト統計 http://www.phpmyvisites.us/ 

MyPhpMoney 個人用会計管理 http://myphppmoney.sourceforg
e.net 

PHProjekt グループアクティビティ調整のア

プリケーション 

http://www.phprojekt.com/ 

PHP Surveyor PHP Surveyor は PHP スクリプト

のセットであり、 MySQL と相互

作用してオンライン調査の開発、

実施、応答の収集を行います 

http://phpsurveyor.sourceforge.n
et 

phpWebsite コンテンツ管理システム http://sourceforge.net/projects/p
hpwebsite/ 

http://www.mediawiki.org/wiki/MediaWiki
http://www.mediawiki.org/wiki/MediaWiki
http://moodle.org/
http://www.myorgbook.com/
http://classifieds.phpoutsourcing.com/
http://classifieds.phpoutsourcing.com/
http://obiblio.sourceforge.net/
http://www.oscommerce.com/
http://owl.sourceforge.net/
http://phpadsnew.com/
http://www.phpbb.com/
http://www.smartisoft.com/
http://sourceforge.net/projects/phpbt
http://sourceforge.net/projects/phpbt
http://www.phpdig.net/
http://www.phpmyfamily.net/
http://www.phpmyvisites.us/
http://myphppmoney.sourceforge.net/
http://myphppmoney.sourceforge.net/
http://www.phprojekt.com/
http://phpsurveyor.sourceforge.net/
http://phpsurveyor.sourceforge.net/
http://sourceforge.net/projects/phpwebsite/
http://sourceforge.net/projects/phpwebsite/
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phpWiki 誰でも公開ページを編集できる文

書の保存および回復システム 

http://phpwiki.sourceforge.net 

pLog ブログ http://www.plogworld.net 

pmachinefree Web 公開プラットフォーム http://pmachinepro.com/ 

PostNuke コンテンツ管理システム http://www.postnuke.com 

PPWSE Plesk プロフェッショナル Web サ

イトエディタは SWsoft が開発し

たコンテンツ管理システムです。 

SWsoft Sitebuilder の前身となるも

のです。 

http://www.swsoft.com/en/produ
cts/plesk75reloaded/addons/ppw
se/ 

Serendipity コンテンツ管理システムおよびブ

ログ 

http://www.s9y.org/ 

Sitebar ブックマークサーバ http://sourceforge.net/projects/sit
ebar 

Siteframe コンテンツ管理システム http://siteframe.org/ 

SMF オンラインフォーラム http://www.simplemachines.org/ 

Tellme ネットワークサービス (whois、
traceroute) 

http://kimihia.org.nz/projects/tell
me/ 

TikiWiki コンテンツ管理システム http://tikiwiki.org/ 

TUTOS ワークプロセス編成ツール。 カレ

ンダー、アドレスマネージャ、バ

グトラッキングシステム、プロジ

ェクトタスク管理、タイムトラッ

キング、などがあります 

http://www.tutos.org/homepage/i
ndex.html 

Typo 3 コンテンツ管理システム http://typo3.org 

UebiMiau Web メールクライアント http://www.uebimiau.org/ 

WebCalendar カレンダーおよびスケジュール管

理システム 

http://www.k5n.us/webcalendar.
php 

WebShopManag
er 

WebShopManager によって集中

型Webベースの管理システムから

完全機能のオンラインストアを管

理することができます 

http://webshopmanager.com/ 

WordPress 公開プラットフォーム（ブログ） http://www.wordpress.org 

http://phpwiki.sourceforge.net/
http://www.plogworld.net/
http://pmachinepro.com/
http://www.postnuke.com/
http://www.swsoft.com/en/products/plesk75reloaded/addons/ppwse/
http://www.swsoft.com/en/products/plesk75reloaded/addons/ppwse/
http://www.swsoft.com/en/products/plesk75reloaded/addons/ppwse/
http://www.s9y.org/
http://sourceforge.net/projects/sitebar
http://sourceforge.net/projects/sitebar
http://siteframe.org/
http://www.simplemachines.org/
http://kimihia.org.nz/projects/tellme/
http://kimihia.org.nz/projects/tellme/
http://tikiwiki.org/
http://www.tutos.org/homepage/index.html
http://www.tutos.org/homepage/index.html
http://typo3.org/
http://www.uebimiau.org/
http://www.k5n.us/webcalendar.php
http://www.k5n.us/webcalendar.php
http://webshopmanager.com/
http://www.wordpress.org/
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XOOPS コンテンツ管理システム http://www.xoops.org/ 

XRMS 顧客リレーション管理 http://xrms.sourceforge.net 

これらのパッケージ（PPWSE、Miva Merchant、および Miva Fasttrack 以外）はすべて無料

のオープンソースアプリケーションです。 これらは Plesk のインストール後に自動的に全ク

ライアントのアプリケーションプールに追加されます。   

ü ヴォルト内のアプリケーションディストリビューションパッケージの情報を表示
するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［サービス］グループの ［アプリケーションヴォルト］アイコンをクリックし

ます。  

ヴォルトに保存されているすべてのディストリビューションパッケージは［サイトアプリ

ケーションパッケージ］グループで一覧表示されています。 

3 それをベースにしたディストリビューションパッケージのプロパティおよ

びアプリケーションパッケージのプロパティ（必要に応じてアプリケーショ

ンファイルおよび適切なライセンスキーも含まれます）を表示するには、ア

プリケーション名の隣の拡張（+）ボタンをクリックします。  

左カラムのアイコンは、このアプリケーションがクライアントのアプリケーションプール

に追加可能なアプリケーション一覧に表示されるかどうかを表します。   

 - そのアプリケーションがインストール可能なアプリケーション一覧に表示されます。  

 - そのアプリケーションがインストール可能なアプリケーション一覧に表示されませ

ん。 

顧客にアプリケーションを提供したくなくなった場合、サーバから該当のパッケージを削

除するか、あるいはそれをサーバから削除せずに利用可能なアプリケーション一覧から一

時的に隠すかのいずれかを、選択することができます。 

右カラムのアイコンは、指定したサイトアプリケーション使用ルールを表します。 

 - 無料。すべてのクライアントのアプリケーションプールに自動的に追加されます。 

 - 有料アプリケーション。特定の条件下で貴方によってのみクライアントのアプリケ

ーションプールに追加されます。  

アプリケーションがライセンスキーの購入およびインストールを必要とする場合、アイコ

ンの右側にライセンスキーの説明が表示されます。 「ライセンスキーが必要ではありま

せん」とは、ライセンスキーを購入およびインストールせずにアプリケーションをサーバ

上で使用できることを意味します。  

［名前］カラムはサイトアプリケーションの名前を表示します。 

［バージョン］カラムはアプリケーションのバージョンを表示します。 

［リリース］カラムはサイトアプリケーションのリリース番号を表示します。 

［アプリケーションパッケージ］カラムは作成されたアプリケーションパッケージの数を

表示します（アプリケーションおよび添付のライセンスキーも表示されます）。  

http://www.xoops.org/
http://xrms.sourceforge.net/
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［クライアント］カラムはサイトアプリケーションを使用するユーザの数を表示します。 

［カテゴリ］カラムはアプリケーションが属するカテゴリを表示します。 

［説明］カラムは各サイトアプリケーションの簡単な説明を提供します。 

ü アプリケーションヴォルトに新しいアプリケーションを追加して、それをすべて
の顧客が無料で使用できるようにするには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［サービス］グループの ［アプリケーションヴォルト］アイコンをクリックし

ます。  

3 ［新しいアプリケーションディストリビューションパッケージの追加］をクリッ

クします。  

4 ［参照］をクリックして  .rpm、.deb、.sh、または  .zipフォーマットのRPM

パッケージのアプリケーションパッケージの位置を指定し、［OK］をクリッ

クします。  

新しいディストリビューションパッケージは、ライセンスキーを作成せずに、サーバアプ

リケーションヴォルトおよび対応するアプリケーションパッケージに追加されます。 こ

れですべての顧客がアプリケーションを無料で利用できるようになります。   

ü 有料アプリケーションをライセンスキーと一緒に取得してアプリケーションヴォ
ルトにインストールするには、以下を実行してください。 

1 アプリケーションポータルwww.apsstandard.comから必要なアプリケーシ

ョンを取得します。  アプリケーションベンダーからライセンスキー（また

はライセンスキー起動コード）を取得します。  コンピュータにアプリケー

ションパッケージおよびライセンスキーを保存します。  

2 Pleskにログインして［サーバ］>［アプリケーションヴォルト］>［新しいアプ

リケーションディストリビューションパッケージの追加］に進みます。  

3 ［参照］をクリックして  .rpm、.deb、.sh、または  .zipフォーマットのRPM

パッケージのアプリケーションパッケージの位置を指定し、［OK］をクリッ

クします。  

アプリケーションヴォルトにアプリケーションディストリビューションパッケージが追

加されました。 今度はライセンスキーリポジトリにライセンスキーをインストールして、

必要なプログラムファイルおよびライセンスキーを含むアプリケーションパッケージを

作成する必要があります。 

4 ［サーバ］>［アプリケーションヴォルト］>［ライセンスキーのリポジトリ］>［ラ

イセンスキーのインストール］に進みます。   

5 ［参照］をクリックして、ライセンスキーを含むZIPアーカイブまたはXML

形式のライセンスキーファイルを選択し、［OK］をクリックします。  アプ

リケーションベンダーからライセンスキーの起動コードを受け取ったら、コ

ードからライセンスキーを取得してサーバにインストールするために、［起

動コードで取得する］オプションを選択してコードを入力し、 ［OK］をクリ

ックします。   

http://www.apsstandard.com/
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6 今度は［サーバ］>［アプリケーションヴォルト］画面に戻って［新しいアプリ

ケーションパッケージの作成］をクリックします。  

7 必要なアプリケーションを選択して［次へ>>］をクリックします。  

8 このアプリケーションを顧客へ提供する方法を指定します。  

Á アプリケーションを追加料金なしで全クライアントが利用可能にする場合は、［この

アプリケーションを、すべてのユーザにて無償とする］チェックボックスを選択しま

す。 このアプリケーションは無料とみなされ、全クライアントのこのアプリケーショ

ンプールに自動的に追加されます。 

Á クライアントによるアプリケーションの使用を有料にするには、［このアプリケーシ

ョンを、すべてのユーザにて無償とする］チェックボックスの選択を外します。 アプ

リケーションは有料とみなされ、クライアントプールに自動的に追加されることはあ

りません。 その支払いを受領したら、選択したクライアントのプールにこのアプリケ

ーションパッケージを手動で追加する必要があります（［クライアント］>［クライア
ント名］>［アプリケーションプール］>［アプリケーションパッケージをクライアン

トのプールに追加する］）。 

注： パッケージをサーバから削除せずに、クライアントへのアプリケーションの提供

を一時的に停止するには、 ［クライアントのアプリケーションプールに追加可能

なアプリケーション一覧にてアプリケーションを表示する］オプションを使用で

きます。   

9 必要なライセンスキーを選択して［終了］をクリックします。   

ü 特定の無料アプリケーションを有料にして、選択した顧客のアプリケーションプ
ールに追加するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［サービス］グループの ［アプリケーションヴォルト］アイコンをクリックし

ます。  

3 アプリケーション名の隣の拡張（+）ボタンをクリックします。  

4  アイコンをクリックします。  

これでアプリケーションは全クライアントのアプリケーションプールから削除されまし

た。そして以下に記載した手順でこのアプリケーションを選択したクライアントのプール

に手動で追加することができます。 

5 ［クライアント］>［クライアント名］>［アプリケーションプール］に進みます。  

6 ［アプリケーションパッケージをクライアントのプールに追加する］をクリック

します。  

7 必要なアプリケーションのチェックボックスを選択して［OK］をクリックし

ます。  

ü アプリケーションパッケージをアップグレードするには以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［アプリケーションヴォルト］>［新しいアプリケーションディスト

リビューションパッケージの追加］に進みます。  
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2 ［参照］をクリックして  .rpm、.deb、.sh、または .zipフォーマットの更新

されたディストリビューションパッケージの位置を指定し、［OK］をクリッ

クします。  

3 ［ドメイン］> ドメイン名 >［Webアプリケーション］に進みます。  

4 ［U］カラムで該当のショートカットをクリックします。  

5 アップグレードするアプリケーションのバージョンを選択して、ライセンス

契約の条項を読んでから［アップグレード］をクリックします。   

6 サーバ上でホスティングしている各ドメイン /Webサイトについてステップ

3から6を繰り返すか、このアプリケーションを使用している顧客（サイト

オーナー）にこのアプリケーションを新しいバージョンにアップグレードで

きることを知らせます。  それにはPleskでホームページ上の［Webアプリケ

ーション］アイコンをクリックして、［U］カラムの該当ショートカットをク

リックする必要があります。   

ü 顧客に提供したくないアプリケーションをアプリケーションヴォルトから削除す
るには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［サービス］グループの ［アプリケーションヴォルト］アイコンをクリックし

ます。  

3 削除するアプリケーションに対応するチェックボックスを選択し、 ［選択

対象を削除］アイコンをクリックします。 

4 削除を確認して［OK］をクリックします。  

アプリケーションディストリビューションパッケージがサーバアプリケーションヴォル

トから削除されました。 ユーザのサイトに既にインストール済みのアプリケーションは

削除されないことにご注意ください。 

アプリケーションのライセンスキーのリポジトリを管理する方法については、「アプリケー

ションのライセンスキーの管理」 (135 ページ) のセクションをご覧ください。 

サイトにアプリケーションをインストールする必要がある場合は、「アプリケーションのイ

ンストール」 (175 ページ) のセクションをご参照ください。 

このセクションの内容: 

アプリケーションのライセンスキーの管理 ....................................................... 135 
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アプリケーションのライセンスキーの管理 

ü ライセンスキーのリポジトリでライセンスキーを扱うには以下を実行してくださ
い。 

1 ［サーバ］>［アプリケーションヴォルト］>［ライセンスキーのリポジトリ］に

進みます。  

既にリポジトリに追加されているライセンスキーは一覧表示されています。 ［残りのキ

ー］の列に、アプリケーションで使用可能なライセンスキーの数が表示されます。   

2 必要な操作を実行します。  

Á アプリケーションの新しいライセンスキーを追加するには、［ライセンスキーのイン

ストール］をクリックします。 ［参照］をクリックして、ライセンスキーを含む ZIP

アーカイブまたは XML 形式のライセンスキーファイルを選択し、［OK］をクリック

します。 アプリケーションベンダーからライセンスキーの起動コードを受け取ったら、

コードからライセンスキーを取得してサーバにインストールするために、［起動コー

ドで取得する］オプションを選択してコードを入力し、 ［OK］をクリックします。 

Á ライセンスキーが提供するアプリケーション機能を参照したりキーの詳細を変更する

には、［ライセンス詳細］の列で該当キーのショートカットをクリックします。 

Á ライセンスキーをダウンロードするには、［ライセンス詳細］の列で該当キーのショ

ートカットをクリックして［ダウンロード］アイコンをクリックします。 

Á 有効期限が切れたライセンスキーをアップグレードするには、［期限切れのライセン

スキー］のグループから［今すぐアップデート］ショートカットをクリックします。  

Á ライセンスキーを削除するには、該当のチェックボックスを選択して［選択対象を削

除］をクリックします。    
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新規 Webサイトのコンテンツの事前定義 

特定のファイルとディレクトリを新規にホストされる Web サイト用に作成された Web スペ

ースに自動的に含めるようにコントロールパネルを設定できます。 これは、役に立つスクリ

プトのセットであり、カスタムエラーメッセージであり、プレースホルダ index.html ページ

であり、その他ご希望のファイルである可能性があります。 こういったファイルはサイトベ

ースごとに取替え、編集、削除できます。 

ü Webコンテンツが自動的に Webスペースに含まれるようにするようにコントロー
ルパネルを設定するには以下の操作を実行します。 

1 ローカルファイルシステム上で、必要なディレクトリを作成します。  

httpdocs、 httpsdocs、cgi-bin、anon_ftp、error_docsなどです

。 

2 必要なファイルを作成したディレクトリに配置します。  Webページを

httpdocsおよびhttpsdocsディレクトリに、スクリプトをcgi-binディ

レクトリに、カスタムエラーメッセージをerror_docsディレクトリに配

置します。  

3 ディレクトリおよびファイルを tgz、tar、 tar.gzまたはzipフォーマット内の

アーカイブファイルにパックします。   

ディレクトリはサブディレクトリではなく、必ずアーカイブファイルの root に配置して

下さい。 

4 Pleskコントロールパネルにログインするには、以下の操作を実行します。  

5 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

6 ［サービス］グループの［スケルトン］アイコンをクリックします。  

7 アーカイブファイルをローカルコンピュータに配置するために［参照］ボタ

ンをクリックしてファイルを選択し、［ファイル送信］ボタンをクリックし

ます。  

ü Webサーバディレクトリおよびファイルのオリジナルの構造に戻すには、以下の
操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［サービス］グループの［スケルトン］アイコンをクリックします。  

3 ［デフォルト］ボタンをクリックします。  

 



 

  
 

ユーザアカウントの管理 

Plesk ユーザ階層は以下の 3 つのユーザレベルに制限されています。 クライアントアカ

ウント、ドメイン管理者アカウント、メールユーザアカウントです。 こういったタイ

プのユーザはすべて自身の Web サイトおよびメールアカウントの管理のためにコント

ロールパネルにアクセスできます。 

ホスティングサービスの再販や多数のドメイン/Web サイトのホスティングが必要な顧

客のためにクライアントアカウントを作成する必要があります。 その場合、リセラー

は顧客のためにドメイン管理者アカウントを作成することができます。 ドメイン管理

者のアカウントはユーザのサイトがサーバー上でホストされたあとでのみ作成可能で

す。 ドメイン管理者アカウントは 1 つのサイトの所有のみに制限されています。ただ

し、管理者は自身のドメインの下のメールホスティングサービスをその他のユーザに提

供できます。 そのためメールユーザアカウントがコントロールパネルにアクセスする

ために作成および生成されます。 

この章の内容: 

ユーザアカウントの追加 ................................................................................... 138 

ユーザアカウントの変更 ................................................................................... 142 

ユーザアカウントの中断と中断解除 ................................................................. 149 

ユーザアカウントの削除 ................................................................................... 150 
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ユーザアカウントの追加 

この章では顧客またはリセラーの為に作成するクライアントレベルアカウントについ

て説明します。 

ドメイン管理者のアカウントをリセラーの顧客用に作成する必要がある場合は、権限を

与え、リソースを割り当てます。詳細は「Web サイトのホスティングアカウントの設

定」 (154 ページ) のセクションをご参照ください。 

メールユーザのアカウントを作成する必要がある場合は「メールボックスの作成」のセ

クションをご参照ください。 

ü 新規の顧客またはリセラーを追加するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 ［ツール］グループの［新しいクライアントアカウントの追加］アイコン

をクリックします。  

3 連絡先および請求先の情報を指定します。 担当者名、ログイン名、パ

スワードは必須項目です。  

4 ユーザアカウントのテンプレートをあらかじめ定義してある場合、［テ

ンプレート選択］ドロップダウンボックスから必要なテンプレートを選

択します。  

5 ［クライアントのIPプール設定に進む］チェックボックスは選択したまま

にしておきます。ユーザに1つ以上の IPアドレスを割り当てる必要があ

るためです。この割り当てをしないと、顧客はサイトをホストするこ

とができません。 ［OK］をクリックします。  

6 顧客にIPアドレスを割り当てます。 ［利用可能なIP］ボックスでアドレ

スを選択し［追加>>］ をクリックします。  E-コマースサイトのホステ

ィングの顧客は専用 IPアドレスを必要とします。 1つのサイトにつき1

つの専用IPアドレスが必要です。   

7 ［OK］をクリックします。 これでクライアントアカウント管理画面が

開きます。   

顧客が自分のコントロールパネルアカウントにログインし操作を始めると、最初に

この画面が表示されます。 このため、この画面はクライアントホームページと呼ば

れます。 コントロールパネルの環境を紹介するツアーに顧客を案内するため、クラ

イアントの信用情報を使用してコントロールパネルにログインする必要がある場合

があります。詳しくは、「Plesk Client's Guide」をご参照ください。 

8 テンプレートを使用してユーザアカウントを作成した後、顧客にリソ

ースをプロビジョンするには、［ツール］グループの［制限］アイコン

をクリックします。  

9 以下の設定を指定します。  
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Á ドメインの上限数。 顧客がサーバでホスティングできるドメイン名/Web サイト

の合計数を指定します。 これにはサーバでホスティングされる Web サイトと、

他のサーバでホスティングされる Web サイトを示すドメインフォワーダが含ま

れます。 ドメインエイリアス（このサーバでホスティングされるサイトの追加

ドメイン名）とサブドメインは別にカウントされ、このリソースタイプにより制

限されません。 

Á サブドメインの上限数。 顧客がホスティングできるサブドメインの合計数を指

定します。 

Á 最大ドメイン エイリアス数。 顧客が自分の Web サイトで使用可能な代替ドメ

イン名の追加の総数を指定します。 

Á ディスク容量。 顧客に割り当てられるディスク容量の合計をメガバイトで指定

します。 ユーザのドメイン/Web サイトに関連するすべてのファイルが占有する

ディスク容量が含まれます。 Web サイトコンテンツ、データベース、アプリケ

ーション、メールボックス、ログファイル、そしてバックアップファイルです。 

いわゆるソフトクォータです。 この割り当てを超えると、ユーザアカウントと

ドメイン名/Web サイトは自動的に停止せず、各ユーザとユーザの顧客のメール

アドレスに適切な注意が送信されるのみで、リソースの使用過多がユーザまたは

ユーザの顧客のコントロールパネルのユーザ名の左に表示されるアイコン (ナ

ビゲーションペインの［クライアント］ ショートカットをクリックしたときに

表示されるクライアントのリストを参照)、またはドメイン名（ナビゲーション

ペインの［ドメイン］ショートマットをクリックしたときに表示されるドメイン

名のリストを参照）により示されます。  

Á トラフィックの上限量。  1 か月の間に、顧客の Web サイトから転送できるデ

ータの量をメガバイトで指定します。 制限に達すると、適切な通知がユーザま

たはユーザの顧客のメールアドレスに送信され、リソースの使用過多が、コント

ロールパネルのユーザ名の左に表示される、該当するアイコン (ナビゲーショ

ンペインの［クライアント］ ショートカットをクリックしたときに表示される

クライアントのリストを参照)、またはドメイン名（ナビゲーションペインの［ド

メイン］ショートマットをクリックしたときに表示されるドメイン名のリストを

参照）により示されます。  

Á Web ユーザの上限数。 顧客が自分のドメイン内の他のユーザ用にホスティング

できる、個人用 Web ページの合計数を指定します。 このサービスは主に、学生

やスタッフの非営利的なパーソナルページをホストする教育機関に使用されて

います。 そういったページの Web アドレスは通常

http://your-domain.com/~usernameとなります。 詳細については「個人用 Web

ページのホスティング」 (194 ページ) のセクションをご参照ください。 

Á データベースの上限数 顧客がサーバでホスティングできるデータベースの合計

数を指定します。 

Á メールボックスの上限数。 顧客がサーバでホスティングできるメールボックス

の合計数を指定します。 

Á メールボックスクォータ。 メールメッセージおよび自動応答の添付ファイルを

ドメイン内の各メールボックスに格納するために割り当てるディスク容量をキ

ロバイトで指定します。 

http://your-domain.com/~username
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Á メールリダイレクトの上限数。 1 つの宛先に対して顧客が設定できるメールフ

ォワーダの合計数を指定します。 

Á メールグループの上限数。 1 つの宛先に対して顧客が設定できるメールフォワ

ーダの合計数を指定します。 

Á メール自動応答の上限数。 顧客が設定できるメール自動応答の合計数を指定し

ます。 

Á メーリングリストの上限数。 顧客がサーバでホスティングできるメーリングリ

ストの合計数を指定します。  ユーザにメーリングリストを提供するには、GNU 

Mailman ソフトウェアをインストールする必要があります。 

Á Java アプリケーションの上限数。 サーバでホスト可能な Java アプリケーション

またはアプレットの総数を指定します。 

Á 有効期間。 ホスティングアカウントの期間を指定します。 この期間が終了すれ

ば、顧客のすべてのドメイン/Web サイトは停止されます。その Web、FTP、メ

ールサービスはインターネットユーザにはアクセスできなくなります。また、リ

セラーおよびその顧客（ドメインオーナー）はコントロールパネルにログインで

きなくなります。 アカウントは自動では更新できません。そこで、ホストされ

たドメイン名や Web サイトを元の操作に戻すために、手動でユーザアカウント

を更新しなければならなくなります。 ナビゲーションペインで［クライアント］

をクリックし、必要なクライアント名をクリックし、［制限］アイコンをクリッ

クし、他の期間を［有効期限］ボックスに指定し、［OK］をクリックしてから、

［ツール］グループの［スイッチオン］アイコンをクリックします（［クライア

ント］>［クライアント名］）。 

10 ［OK］をクリックします。  

11 顧客がコントロールパネル経由で実行できるオペレーションを指定す

るには、そのユーザアカウントを事前定義済みのユーザアカウントテ

ンプレートを使用せずに作成した場合は、［ツール］グループの［パー

ミッション］をクリックします。  

12 必要な権限を顧客に供与します。   

Á コントロールパネルへのアクセス。 顧客が自分のアカウントとサイトを管理す

る場合、コントロールパネルにアクセスできるかどうかを指定します。 

Á ドメイン作成。 顧客が新規サイトにホスティングアカウントを設定できるかど

うかを指定します。 

Á 物理ホスティング管理。 顧客がホスティングアカウントの設定、ホスティング

アカウント機能の変更、およびプログラミング言語とスクリプト言語のサポート

のオン/オフ切り替えを実行できるかどうかを指定します。 

Á ホスティングパフォーマンス管理。 顧客が帯域幅使用量および Web サイトへの

接続数を制限できるかどうかを指定します。 
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Á PHP セーフモード管理。 顧客が自分のサイトで PHP セーフモードをオフに切り

替えることが出来るかどうかを指定します。 デフォルトでは PHP は機能上の制

限からセーフモードで操作するよう設定されています。 PHP セーフモードにつ

いて詳細は  http://php.net/features.safe-modeをご参照ください。 Web アプリ

ケーションによってはセーフモードが有効になっていると正常に動作しないこ

とがあります。 サイトのアプリケーションがセーフモードのために失敗した場

合はホスティングアカウントプロパティで［PHP 'safe_mode' on］チェックボック

スの選択を外してセーフモードをオフに切り替えてください（［ホスティング］

グループで［ドメイン］> ドメイン名 >［設定］アイコン）。 

Á サーバへのShellアクセスの管理 カスタマがSecure Shellプロトコル経由でサー

バ shell にアクセスし、自分の顧客にもそれを許可することができるかどうかを

指定します。 

Á ハードディスククォータ割り当て。 顧客が自分の Web サイト用に、および顧客

自身の顧客の Web サイト用にディスク空き容量でハードクォータを割り当てら

れるかどうかを指定します。 

Á サブドメイン管理。 顧客が自分のドメイン内で追加サイトを設定し、顧客自身

の顧客にも追加サイトの設定を許可できるかどうかを指定します。 

Á ドメインエイリアスの管理。 顧客が自分のドメイン内で代替ドメイン名を追加

設定し、顧客のユーザにも代替ドメイン名の追加設定を許可できるかどうかを指

定します。 

Á ログローテーション管理。 顧客が自分のサイトで処理されたログファイルのク

リーンアップと再利用を調整できるかどうかを指定します。 

Á 匿名 FTP 管理。 顧客が自分のすべてのユーザがログインとパスワードを入力せ

ずに、ファイルをダウンロードおよびアップロードできる FTP ディレクトリを

設定できるかどうかを指定します。匿名 FTP サービスを使用するためには、Web

サイトが専用 IP アドレスに常駐している必要があります。 匿名 FTP サービス

を使用するためには、Web サイトが専用 IP アドレスに常駐している必要があり

ます。 

Á タスクのスケジューリング。 顧客がシステム内のタスクをスケジューリングで

きるかどうかを指定します。 スケジューリングされたタスクは、スクリプトま

たはユーティリティの予定に沿った実行に使用できます。 

Á ドメイン制限調整。 顧客が自身のアカウントのリソース割り当てを変更（この

手順のステップ 9 で説明されています）できるかどうかを指定します   

Á DNS ゾーン管理。 顧客が自分のドメインの DNS ゾーンを管理できるかどうかを

指定します。 

Á Java アプリケーション管理 顧客がコントロールパネルを使用して、Web サイト

に Java アプリケーションおよびアプレットをインストールできるかどうかを指

定します。 

Á メーリングリスト管理顧客がGNU Mailmanソフトウェア提供のメーリングリス

トを使用できるかどうかを指定します。 

Á スパムフィルタ管理。 顧客がSpamAssassinソフトウェア提供のSpamAssassin

スパムフィルタ使用できるかどうかを指定します。 

http://php.net/features.safe-mode
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Á アンチウィルス管理。 顧客が送受信メールのフィルタ処理のためのサーバ側の

アンチウィルス保護を使用できるかどうかを指定します。 

Á バックアップ/復元の許可。 顧客がコントロールパネルの機能を使用して、顧客

のサイトをバックアップおよび復元できるかどうかを指定します。 サーバへの

バックアップファイルの保存を許可するには［ローカルリポジトリ］チェックボ

ックスを選択し、顧客がバックアップを保存するのに任意の FTP サーバを使用

するのを許可するには［リモート(FTP)リポジトリ］チェックボックスを選択し

ます。 

Á リモート XML インターフェースの使用機能。 顧客が自分の Web サイトを、カ

スタムアプリケーションを使用してリモートで管理できるかどうかを指定しま

す。 Web サイトに統合されるカスタムアプリケーションの開発に XML インタ

ーフェースを使用できます。このカスタムアプリケーションは、ホスティングア

カウントの設定の自動化、および顧客がリセラーのサイトからホスティングサー

ビスを購入するためのサービス設定の自動化などに使用できます。 Plesk コン

トロールパネルの XML インターフェース（別名 Plesk API RPC）の使用方法の

詳細は、

http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.1/Doc/plesk-8.1-api-rpc/index.htmを

ご参照ください。 

Á ユーザインターフェース。 顧客が使用できるユーザインターフェースのタイプ、

すなわち標準、デスクトップ、または両方から指定します。 

Á デスクトップ管理。 顧客が自分のデスクトップをカスタマイズできるかどうか

を指定します。 

13 ［OK］をクリックします。  

14 顧客がSitebuilderを使用してWebサイトを作成および管理できるよう

にするには、［ツール］グループの［プリファレンス］アイコンをクリッ

クして［Sitebuilderシステム内に関連するユーザアカウントを作成する］チ

ェックボックスを選択し、［OK］をクリックします。    

これで顧客にコントロールパネルへの URL とログイン認証を通知することができます。 

ユーザアカウントの変更 

ü 顧客の IPプールから IPアドレスを追加または削除するには、以下を実行し
てください。 

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 必要なクライアント名をクリックします。 

3 ［IPプール］をクリックします。  

Á IP アドレスを割り当てるには、［新規 IPアドレスの追加］をクリックして［利

用可能な IP］ボックスでアドレスを選択し（キーボードの［Ctrl］ボタンを押し

たまま必要なアドレスを左クリックすると複数の IP アドレスを選択できます）、

［OK］をクリックします。 

http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.1/Doc/plesk-8.1-api-rpc/index.htm
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Á IP アドレスを削除するには、該当するチェックボックスをチェックして、 ［選

択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］をクリックします。 

Á IP アドレスに SSL 証明書を割り当てるには、必要な IP アドレスをクリックし

［SSL 証明書］ドロップダウンボックスで証明書を選択して［OK］をクリックし

ます。 

Á ユーザが IP アドレスを使用してサーバの Web リソースを参照した際に（同じ IP

アドレスを共用するサイトのみ）開く Web サイトを指定するには、［ホスティ

ング］カラムの数字をクリックし、ドメイン名を選択して   ［デフォルトとし

て設定］をクリックします。 

ü 連絡先情報を更新したりコントロールパネルへのアクセスの為のパスワー
ドを変更するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 必要なクライアント名をクリックします。  

3 ［ツール］グループの［編集］アイコンをクリックします。  

4 必要に応じて情報を入力し、［OK］をクリックします。  

 

ü ユーザの FTPパスワードを変更するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ホスティング］グループの［設定］アイコンをクリックします。  

4 ［新規FTPパスワード］ボックスおよび［パスワードの確認］ボックスで

新規パスワードの入力と確認を行います。  

5 ［OK］をクリックします。  

 

ü 顧客がコントロールパネルを通じて実行できる操作の権限を変更するには、
以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 必要なクライアント名をクリックします。  

3 ［ツール］グループの［権限］アイコンをクリックします。  

4 必要な権限を入力し、［OK］をクリックします。  

 

ü 顧客に追加でリソースを割り当てるには、以下を実行してください。 
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1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 必要なクライアント名をクリックします。  

3 ［ツール］グループの［制限］アイコンをクリックします。  

4 リソース割り当てを入力して、［OK］をクリックします。  

 

ü ユーザのコントロールパネルインターフェース言語およびスキンを変更す
るには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 必要なクライアント名をクリックします。  

3 ［ツール］グループの［プリファレンス］アイコンをクリックします。  

4 インターフェース言語、スキン、インターフェースのカスタマイズテ

ンプレートを指定して［OK］をクリックします。  

このセクションの内容: 

リセラーの顧客（ドメイン管理者）のアカウントの変更 ..................................145 

多数のホスティングアカウントへの類似の変更の実行 ......................................147 
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リセラーの顧客（ドメイン管理者）のアカウントの変更 

ü リセラーの顧客がコントロールパネルにアクセスするのを許可するには、以
下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ツール］［ドメイン］ ［ドメイン管理者］アイコンをクリックします。  

4 ［ドメイン管理者のアクセスを許可する］チェックボックスを選択し、コ

ントロールパネルへのアクセスの為のパスワード（ドメイン管理者の

ログイン名が常にその人物自身のドメイン名となります）を入力し、

連絡情報を入力してユーザがコントロールパネルを通じて実行できる

ようにする操作を指定します。  

5 ［OK］をクリックします。  

 

ü 連絡先情報を更新したりコントロールパネルへのアクセスの為のパスワー
ドを変更するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ツール］［ドメイン］ ［ドメイン管理者］アイコンをクリックします。  

4 必要に応じて情報を入力し、［OK］をクリックします。  

 

ü ユーザの FTPパスワードを変更するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ホスティング］グループの［設定］アイコンをクリックします。  

4 ［新規FTPパスワード］ボックスおよび［パスワードの確認］ボックスで

新規パスワードの入力と確認を行います。  

5 ［OK］をクリックします。  

 

ü サイトオーナーがコントロールパネルを通じて実行できる操作の許可を変
更するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ツール］［ドメイン］ ［ドメイン管理者］アイコンをクリックします。  
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4 必要な権限を入力し、［OK］をクリックします。  

 

ü サイトオーナーに追加でリソースを割り当てるには、以下を実行してくださ
い。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ツール］グループの［制限］アイコンをクリックします。  

4 リソース割り当てを入力して、［OK］をクリックします。  

 

ü ユーザのコントロールパネルインターフェース言語およびスキンを変更す
るには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ツール］［ドメイン］ ［ドメイン管理者］アイコンをクリックします。  

4 インターフェース言語、スキン、インターフェースのカスタマイズテ

ンプレートを指定して［OK］をクリックします。  
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多数のホスティングアカウントへの類似の変更の実行 

ü 多数のホスティングアカウントに対して同時にホスティングオプションを
変更するには、以下を実行します。 

1 必要なホスティングアカウントを選択します。  

Á 複数のドメイン管理者アカウントを一度に変更するには、ナビゲーションペイン

の［ドメイン］ショートカットをクリックして該当するドメイン名のチェックボ

ックスを選択します。 

または 

Á 複数のクライアント管理者アカウントを一度に変更するには、ナビゲーションペ

インの［クライアント］ショートカットをクリックして該当するドメイン名のチ

ェックボックスを選択します。 

2 ［一括設定］をクリックします。  

3 ［権限］セクション（クライアントアカウントの編集時にのみ有効です）

にすべてのクライアント権限のリストが表示されます。   クライアン

トのアクションの可用性を変更するには、［スイッチオン］または［ス

イッチオフ］するために適切なラジオボタンを選択します。［変更しな

い］を選択すると変更されません。  

4 ［制限］セクションにはすべてのホスティングアカウントの制限が表示

されます。 制限を変更するには、リストの左側で適切なドロップダウ

ンボックスを選択します。  必要に応じて、設定を調整して下さい。  

Á 制限を削除するには［無制限］を選択します。 

Á 具体的な値で制限を設定するには［値］を選択して指定の値を数字で入力します。 

Á ［増加(+)］を選択し、値の種類具体的な単位またはパーセント）を選択して数値

を入力し、指定の値（具体的な単位またはパーセントで）だけ対応する限度を増

加させます。 

Á ［減尐(-)］を選択し、値の種類具体的な単位またはパーセント）を選択して数値

を入力し、指定の値（具体的な単位またはパーセントで）だけ対応する限度を減

尐させます。 

Á 変更しない場合には［変更しません］値が選択されたままにします。 

5 ［ホスティング］セクション（ドメイン管理者アカウントの編集時にの

み有効です）にすべてのホスティングパラメータのリストが表示され

ます。 ドメインの特定の機能を変更するには、適切なオプションボタ

ンを選択します。［スイッチオン］、［スイッチオン］、あるいはそのま

まにしておくなら［変更しません］を選択してください。  
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6 ［プリファレンス］セクションにはすべてのホスティングアカウントの

プリファレンスが表示されます。 クライアントまたはドメインに特定

のプリファレンスを設定するには、適切なオプションボタンを選択し

ます。 ［スイッチオン］、［スイッチオン］、あるいはそのままにして

おくなら［変更しません］を選択してください。  

7 ［サービス］セクション（ドメイン管理者アカウントの編集時にのみ有

効です）で様々なドメインサービスの可用性を定義することができま

す。 それには適切なオプションボタンを選択します。 ［スイッチオン］、

［スイッチオン］、あるいはそのままにしておくなら［変更しません］を

選択してください。  

8 ［OK］をクリックします。  
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ユーザアカウントの中断と中断解除 

ü ユーザアカウントおよびユーザサイトを中断するには、以下を実行してくだ
さい。 

1  ［クライアント］に進んで必要なクライアント名をクリックします。  

2 ［ツール］グループの［スイッチオフ］をクリックします。  

ユーザおよびその顧客（サイトオーナー）によるコントロールパネルへのアクセス

が拒否されます。 ユーザのドメイン/Web サイトは中断され、インターネットユー

ザは、そのユーザの Web、FTP、メールサービスにアクセスできなくなります。 

ü ユーザアカウントおよびユーザサイトの中断を解除するには、以下を実行し
てください。 

1  ［クライアント］に進んで必要なクライアント名をクリックします。  

2 ［ツール］グループの［スイッチオン］をクリックします。  

ü ドメイン管理者アカウントのドメイン/Webサイトを中断するには、以下を実
行してください。 

1  ［ドメイン］に進んで必要なクライアント名をクリックします。  

2 ［スイッチオフ］をクリックします。  

ドメインおよび Web サイトは中断されます。その Web、FTP、メールサービスは

インターネットユーザにはアクセスできなくなります。また、ドメインオーナーは

コントロールパネルにログインできなくなります。  

ü ドメイン管理者アカウントのドメイン/Webサイトの中断を解除するには、以
下を実行してください。 

1  ［ドメイン］に進んで必要なクライアント名をクリックします。  

2 ［スイッチオン］をクリックします。  
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ユーザアカウントの削除 

ü Webサイトを持つユーザアカウントを削除するには、以下を実行してくださ
い。 

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 削除するユーザアカウントに該当するチェックボックスを選択し、

［選択対象を削除］アイコンをクリックします。  

3 削除を確認して［OK］をクリックします。  

すべてのユーザサイトを持つユーザアカウントがサーバから削除されます。 

ü Webサイトを持つサイトオーナーアカウントをサーバから削除するには、以
下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 削除するドメイン /Webサイトに該当するチェックボックスを選択し、

［選択対象を削除］をクリックします。  

3 削除を確認して［OK］をクリックします。  

ドメイン管理者のアカウントとドメイン/Web サイトに関連するすべてのデータが

サーバから削除されます。 
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Web サイトのホスティング 

このセクションの内容: 

ドメイン名の取得.............................................................................................. 152 

Web サイトのホスティングアカウントの設定 .................................................. 154 

サイトの作成および公開 ................................................................................... 163 

サイトのプレビュー .......................................................................................... 171 

データベースの配置 .......................................................................................... 171 

アプリケーションのインストール ..................................................................... 175 

SSL (セキュアソケットレイヤー) 暗号化による E-コマーストランザクションの保

護 ...................................................................................................................... 179 

パスワード保護による Web サイトのリソースへのアクセス制限 ..................... 185 

サブドメインを含むサイト構造の編成 .............................................................. 188 

サイトの追加ドメイン名の設定（ドメインエイリアス） .................................. 191 

Web サーバでの個人用 Web ページのホスティング ......................................... 194 

サーバへの anonymous FTP アクセスの設定 .................................................... 196 

Web  ........................................................... 198 

ドメインの DNS ゾーン設定のカスタマイズ ..................................................... 200 

外部ドメインネームサーバを持つサイトの供給 ................................................ 204 

他のサーバにホストされているサイトのドメイン名の使用（ドメイン転送） .. 206 

ユーザアカウント間のドメイン転送 ................................................................. 207 

ドメインの中断と中断解除 ............................................................................... 207 

ドメインの削除 ................................................................................................. 208 
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ドメイン名の取得 

インターネットで Web サイトを公開する前に、ドメイン名登録機関に一意のドメイン

名を登録する必要があります。 ドメイン名は記憶しやすい Web サイトアドレスにしま

す。 

Web サイトを訪れるには、ドメイン名（例：your-domain.com）または URL（例： 

http://www.your-domain.com）をブラウザのアドレスバーに入力します。 要求されたサ

イトを表示するには、ブラウザはまずその要求されたドメイン名に対応する IP アドレ

スを見つける必要があります。IP アドレスにより表現されるマシンのアドレス、つま

りドメイン名は人の手を介して作成されるからです。 ブラウザは分散 DNS 内のネーム

サーバを照会し、DNS は要求されたドメイン名を IP アドレスに変換してブラウザに IP

アドレスを返します。 そして、ブラウザは指定の IP アドレスの Web サーバに接続し、

そこから Web ページを取得します。 このようにして他のユーザがドメイン名を使用し

てサイトを探せるようにするには、DNS にドメイン名を登録する必要があります。 

サイトのドメイン名を選ぶ際は、自分のビジネス、ブランド名、興味に関連した言葉の

組み合わせを考えましょう。 ドメイン名は記憶しやすいものにします。 ドメイン名が

いくつかの単語から成る場合、ハイフンで区切る必要があるかもしれません。 これは

サーチエンジンがそれぞれの単語を識別するのを容易にするためであり、ユーザはより

早くサイトを見つけることができます。 

潜在的な顧客が自分の Web サイトを見つける可能性を高めるためには、同じドメイン

名のハイフンがないバリエーションも購入しておく必要があるかも知れません。 

your-domain.com、your-domain.net などです。ドメイン名が 1 つの単語から成る場合

でも、ユーザのミススペルやタイプミスも考慮して、オリジナルのサイトにポイントす

るミススペルのバリエーションで 1 つ以上のドメイン名を購入する必要もあるかもし

れません。 実際の例として、次のようなものがあります。 オリジナルの Web サイト

のアドレスwww.google.com を持つ Googleサーチエンジンです。単語の隣同士のアル

ファベットを間違って入力したり、余計なアルファベットを入力したりすることは誰に

でもあるので、追加で 3 つのドメイン名がオリジナルサイトをポイントするよう設定さ

れています。 www.googel.com と www.goolge.com と www.gooogle.com です。 

適切なドメイン名を決めたら、ご自分でドメイン名登録機関に登録するかサービスプロ

バイダに依頼してください。 登録費用は登録機関により異なります（通常、年間 4～

10 米ドルです）。 

サービスプロバイダがそのオプションを有効にしていれば、Plesk 経由でドメイン名を

登録および管理することが可能です。  

Á Plesk 経由でドメイン名を登録するには、ホームページの［登録］アイコンをクリ

ックします。 MyPlesk.com の Web サイトが開き、段階を追ったウィザードで登録

手続きができます。 

Á Plesk 経由でドメイン名を管理するには、ホームページの［管理］アイコンをクリ

ックします。 MyPlesk.com の Web サイトが開き、ログインしてドメイン名を管理

することができます。 

http://www.your-domain.com???????????????????/
http://www.google.com???google/
http://www.googel.com?www/
http://www.googel.com?www/
http://.gooogle.com??/
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Webサイトのホスティングアカウントの設定 

ü サーバ上で Webサイトをホストするには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 リストから必要なクライアントをクリックします。  

3 ［新しいドメインの追加］をクリックします。  

4 登録したドメイン名と同じものを指定します。 www.your-domain.com

のような一般的なURLでユーザがWebサイトのアクセスできるよう許

可するには、［www］チェックボックスは選択したままにします。   

ドメイン名の前に www エイリアスをつけたるのは無料でできますが、この場合は

ブラウザに入力した文字に関係なくユーザに Web サイトへのアクセスを許可する

ことになります。 www.your-domain.comと your-domain.com、どちらも同じサイ

トをポイントします。 

5 このクライアント向けにすでにドメインテンプレートを作成しすべて

のホスティング機能とリソース利用割り当てを定義している場合（「ド

メインおよびWebサイトの設定の単純化」  (122 ページ) の章で説明

されています）、［テンプレート選択］ボックスで必要なテンプレート

を選択します。  

6 選択先のIPアドレスの数がある場合、［IPアドレスの選択］ドロップダ

ウンボックスから必要なアドレスを選択します。   

SSL(Secure Sockets Layer)データ暗号化を実行するために、E-コマースサイトは IP

アドレス（他のサイトと共有でない）が必要であることを忘れないでください。 

7 ［ホスティング設定に進む］チェックボックスがチェックされているこ

とを確認して、［OK］をクリックします。  

8 自分のマシンでWebサイトをホストするには、［物理ホスティング］オ

プションを選択します。   

この操作が完了すると、コントロールパネルがこのマシンの新しいドメイン名とな

るドメイン名サーバを設定し、新しい Web サイトをサーブする Web サーバを準備

します。 適切なリソースレコードを持つ新しいゾーンファイルがドメイン名サーバ

の設定ファイルとして追加され、Web スペースが Web サーバのディレクトリ内に

作成され、必要なユーザアカウントがサーバ上に作成されます。  

http://www.your-domain.com????????url/
http://www.your-domain.com????????url/
http://www.your-domain.com/
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注：サイトが他のマシンでホストされる場合、コントロールパネルの DNS サーバを

サイトの DNS ゾーンのサーブの為だけに使用するには、［フレーム転送］または［標

準転送］オプションのいずれかを選択します。 標準転送では、ユーザはそのサイト

に転送され、実際のサイト URL がユーザのブラウザに示されます。従って、ユーザ

は別の URL へ転送されていることが常に分かります。 フレーム転送では、ユーザ

はそのサイトが実際は別の場所にあることを知らずに転送されます。 例えば、以下

のようになります。 顧客が無料の個人 Web サイトをインターネットサービスプロ

バイダまたは無料の Web ホストを利用して持っていて、その Web サイトのアドレ

スがhttp://www.geocities.com/~myhomepageの場合に、 顧客は第 2 レベルのドメイ

ン名www.myname.comを購入し、その Web サイトへのドメインの転送を希望した

とします。 このような場合では、通常［フレーム転送］サービスを選択します。 詳

細については「他のサーバにホストされているサイトのドメイン名を使用する（ド

メイン転送）」の章をご参照ください。 

9  ホスティングアカウントのプロパティを指定します。  

Á SSL 対応。 Secure Sockets Layer（SSL）暗号化は一般に専用 IP アドレス上で

実行される e-コマース Webサイトでのオンライントランザクションの間の機密

データの転送を保護するために使用されます。 暗号化プロセスに参加する SSL

認証は、通常単一の IP アドレス上の単一のドメイン名に適用されます。そこで、

SSL プロテクションを必要とする各サイトは専用 IP アドレス上でホストされる

必要があります。 例外はサブドメインで、ここではワイルドカード認証で保護

することができます。 単一のアドレス（共有またはネームベースホスティング）

上で異なるドメイン名を持ついくつかの Web サイトをホストする Web サーバ

上に SSL 認証をインストールすることは技術的に可能ですが、この方法はお奨

めしません。 暗号化は行われますが、セキュアサイトに接続しようとすると、

ユーザに警告メッセージが表示されます。 Web サイト用の SSL 暗号化を許可

するには、［SSL 対応］チェックボックスを選択してください。 

Á SSL 認証を受けないコンテンツと同じディレクトリに、SSL 認証を受けるコンテ

ンツを設置する。 デフォルトでは、ユーザが FTP アカウントを通じてサイトを

公開する場合、httpsdocs ディレクトリへのセキュアな接続を経由してアクセス

できるようにしなければならない Web コンテンツおよびプレーン HTTP を経由

して httpdocs ディレクトリにアクセスできるようにしなければなならない Web

コンテンツをアップロードする必要があります。 単一の場所（httpdocs ディ

レクトリ）を通じてすべてのコンテンツを公開するのに便利なように、［SSL 認

証を受けないコンテンツと同じディレクトリに、SSL 認証を受けるコンテンツ

を設置する］チェックボックスを選択してください。 

Á FTPログインおよび FTPパスワード  FTP経由のサーバへのサイトを発行するの

に使用するユーザ名およびパスワードを指定します。 ［パスワードの確認］ボ

ックスでパスワードを再入力してください。 

http://www.geocities.com/~myhomepage
http://www.myname.com/
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Á ハードディスククォータ。  このサイトの Web スペースに割り当てるディスク

容量をメガバイト単位で指定します。 これは、制限に達した場合にさらに多く

のファイルを Web スペースに書き込めないようにする、いわゆるハードクォー

タです。 ファイルを書き込もうとすると、ユーザには「ディスクの空き容量不

足」エラーが発生します。 ハードクォータはサーバのオペレーティングシステ

ムで有効化されます。［ハードディスククォータ］フィールドで「ハードディス

ククォータ対応なし」という旨のコメントが表示されていて、ハードクォータを

使用したい場合は、サーバシェルにログインしてコマンド quotaon -a を実行

します。 

Á FTP ユーザの 信用情報でのサーバへ Shell アクセスする  これにより、サイトオ

ーナーはSecure Socket Shell接続を通じて信頼性を持ってWebコンテンツをサ

ーバにアップロードできます。ただし、Shell アクセスを許可することによって

もサーバセキュリティに対する潜在的な脅威がもたらせれます。  そこで、Shell

アクセスを許可しないことをお奨めします。［禁止］オプションを選択したまま

にしてください。 

Á Sitebuilderを用いて Web サイトを作成し公開する。 これにより、サイトオーナー

はサーバにインストールされた Sitebuilder プログラムを用いて、Web サイトを

作成および管理できます。  

Á FrontPage 対応 Microsoft FrontPage は人気のある Web サイト開発ツールです。 

ユーザが Microsoft FrontPage を通じてサイトを公開したり、修正したりできる

ように、［FrontPage 対応］および［FrontPage over SSL 対応］チェックボックス

を選択し、［FrontPage オーサリング］オプションを［有効］に設定して、 ［FrontPage

管理者ログイン］および［パスワード］を指定します。 

Á 動的 Web サイトおよびサーバサイド Web アプリケーションの開発に幅広く使用

される言語のプログラミングおよびスクリプトへの対応  以下のどのプログラ

ミング言語またはスクリプト言語が Web サーバにより割り込み、実行または処

理されるのかを指定します。 Active Server Pages（ASP）、Server Side Includes 

（SSI）、PHP hypertext preprocessor（PHP）、 Common Gateway Interface （

CGI）、Fast Common Gateway Interface (FastCGI)、Perl、Python、ColdFusion

および Miva e-コマースソリューションに必要な Miva スクリプト。 デフォルト

では PHP は機能上の制限からセーフモードで操作するよう設定されています。 

PHP セーフモードについて詳細は  http://php.net/features.safe-modeをご参照

ください。 Web アプリケーションによってはセーフモードが有効になっている

と正常に動作しないことがあります。 サイトのアプリケーションがセーフモー

ドのために失敗した場合はホスティングアカウントプロパティで［PHP 

'safe_mode' on］チェックボックスの選択を外してセーフモードをオフに切り替え

てください（Hosting グループで［ドメイン］> ドメイン名 >［設定］アイコン）。 

http://php.net/features.safe-mode
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Á Web 統計。 ドメインおよび Web サイトオーナーがサイトや表示したサイトのペ

ージの訪問者の人数に関する情報を表示できるようにするために、［Web 統計］

メニュー（AWStats がお勧めです）で統計プログラムを選択して［パスワードで

保護されたディレクトリ /plesk-stat/ 経由でアクセス可能］チェックボックスを

選択します。 これにより Webalizer 統計ソフトウェアがインストールされます

が、このソフトウェアによりレポートが生成され、そのレポートをパスワードで

保護されたディレクトリに配置されます。 ドメインや Web サイトのオーナーは

自分の FTP アカウントのログインとパスワードを使用して、URL  

https://your-domain.com/plesk-stat/ にある Web 統計にアクセスできます。 

注：統計プログラムを切り替えた場合、前に使用していた統計プログラムで作

成したレポートはすべて削除され、新しいレポートがログファイルから情報

を読み取ることで作成されサーバに保存されます。 つまり、1ヶ月間しかロ

グファイルを保存しないようにシステムを構成（［ドメイン］> ドメイン名 

>［ログマネージャ］>［ログローテーション］）すると、Web統計は最後の

1ヶ月間しか有効でありません。     

Á カスタムエラードキュメント。 サイトを訪れているビジターが Web サーバが見

つけられないページを要求する場合、Web サーバによりエラーメッセージを伴

った標準の HTML ページが生成、表示されます。 ご自身のエラーページを作成

し、ご自身のサーバ上でそのページを使用したり、顧客が使用できるようにした

りする場合は、［カスタムエラードキュメント］チェックボックスを選択します。 

10 ［OK］をクリックします。   

これで、サーバが新しい Web サイトを格納する準備が整いました。サイトのオーナ

ーはこのサーバ上でサイトを公開できます。 Web サイトの公開方法については、

このガイドの「サイトの作成と公開」 (163 ページ) セクションをご参照ください。  

注： このドメイン名を他の Web ホストから転送する場合、ドメイン名レジストラ

とともにホスト DNS アドレスを更新し、自分のネームサーバにポイントされるよう

にする必要があります。 レジストラの Web サイトにログインし、ドメインのホス

トのポインタを管理するのに使用するフォームを配置し、現在の DNS ホスト設定を

自分のネームサーバのホスト名で書き換えます。  新しいネームサーバの情報は、

48 時間以内に DNS システム全体に行き渡ります。 

このサーバでホストされるサイトのポイント先として複数のドメイン名を登録してい

る場合、ドメインエイリアスを設定する必要があります。 詳しくは、「サイトの追加

のドメイン名（ドメインエイリアス）の設定」セクションをご参照ください。 

ご自分のマシンで他のサーバ上でホストされているサイトへのポイント先として複数

のドメインをホストする必要がある場合、ドメイン転送を設定する必要があります。 詳

しくは、「他のサーバにホストされているサイトのドメイン名を使用する（ドメイン転

送）」の章をご参照ください。 

このセクションの内容: 

1 つのサイトで消費可能なリソースの量の制限 ................................................ 158 

サイトのオーナーにコントロールパネルへのログインを許可する ................... 161 
 
 

https://your-domain.com/plesk-stat/
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1 つのサイトで消費可能なリソースの量の制限 

デフォルトでは、ドメインテンプレートを使用せずに設定した新しい Web サイトは帯

域幅（データ転送）とディスク容量を制限なしで消費できます。 

ü サイトで消費できるリソースの量を制限するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［制限］アイコンをクリックします。  

4 必要に応じて、リソース使用量割り当てを調整します。  

Á サブドメインの上限数。 このドメインの下にホストできるサブドメインの数を

指定します。 

Á 最大ドメイン エイリアス数。 サイトオーナーが自分の Web サイトで使用可能

な代替ドメイン名の追加の総数を指定します。 

Á ディスク容量。 ドメインに関連しているホスティングアカウントに割り当てら

れるディスク空き容量の総量を指定します。 この量はメガバイトで計測されま

す。 全てのドメインおよび Web サイトに関連する全てのファイルが占有するデ

ィスクの空き容量が含まれます。 Web サイトコンテンツ、データベース、アプ

リケーション、メールボックス、ログファイル、そしてバックアップファイルで

す。 いわゆるソフトクォータです。 超過すると、ドメイン名や Web サイトは

自動的に停止されることはなく、貴方とサイトオーナーのメールアドレスにその

旨通知が送られ、リソースの過多量は名前の左側のコントロールパネルに表示さ

れているアイコン に示されます（ナビゲーションペインの［ドメイン］ショ

ートカットをクリックすると表示されるドメイン名のリストをご参照ください）。 

それによって、Web サイトで何をするかはご自身で決めることができます。 

a 支払いの猶予期間後にドメインオーナーに通知してドメインまたはWeb サイト

を停止することができます（営業上あまりいい方法でありませんが、その方法を

とる場合は「ホスティングアカウントおよび Web サイトの保留と保留解除」セ

クションをご参照ください）。 

または 

b 顧客のアカウントのアップグレード （アカウントのアップグレードについての詳細

は「ユーザアカウントの変更」 (142 ページ) のセクションをご参照ください）。 

Á トラフィックの上限量。 1 ヶ月間に Web サイトから転送できるデータ量をメガ

バイトで指定します。 制限量に達すると、貴方とサイトオーナーのメールアド

レスにその旨通知が送られ、リソースの過多量は名前の左側のコントロールパネ

ルに表示されているアイコン に示されます（ナビゲーションペインの［ドメ

イン］ショートカットをクリックすると表示されるドメイン名のリストをご参照

ください）。 Web サイトをより多くの人が訪れるようになりより多くの帯域幅

が必要になった場合は、アカウントのアップグレードをご検討ください（「ユー

ザアカウントの変更」 (142 ページ) のセクションに出てくるアカウントのア

ップグレードについての記述をご参照ください）。  
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Á Web ユーザの上限数。  ドメインオーナーが自身のドメインの下の他のユーザの

ためにホストできる個人 Web ページ数を指定します。 このサービスは主に、学

生やスタッフの非営利的なパーソナルページをホストする教育機関に使用され

ています。 そういったページの Web アドレスは通常

http://your-domain.com/~usernameとなります。 個人 Web ページに埋め込まれ

たスクリプトが実行できるようにする場合は、［Web ユーザーへのスクリプトの

使用の許可］チェックボックスを選択します。 詳細については「個人用 Web

ページのホスティング」 ( 194 ページ) のセクションをご参照ください。 

Á データベースの上限数  1つのドメイン内でホストできるデータベースの数を指

定します。 

Á メールボックスの上限数。  1 つのドメイン内でホストできるメールボックスの

数を指定します。  

Á メールボックスクォータ。 メールメッセージおよび自動応答の添付ファイルを

ドメイン内の各メールボックスに格納するために割り当てるディスク容量をキ

ロバイトで指定します。  

Á メールフォワーダの上限数  1つのドメイン内で使用できるメール転送の数を指

定します。  

Á メール自動応答の上限数。  1 つのドメイン内で設定できるメール自動応答の数

を指定します。  

Á メーリングリストの上限数。  ドメインオーナーが 1 つのドメイン内で実行可能

なメーリングリストの数を指定します。 メーリングリストは GNU Mailman ソ

フトウェアで提供されますので、顧客が使用する前に GNU Mailman がインスト

ールおよび設定されている必要があります。  

Á Java アプリケーションの上限数。  ドメインオーナーが 1 つのドメインにインス

トールできる Java アプリケーションまたはアプレットの上限数を指定します。 

Á 有効期間。 ホスティングアカウントの期間を指定します。 この期間が終了すれ

ば、ドメインおよび Web サイトは停止されます。その Web、FTP、メールサー

ビスはインターネットユーザにはアクセスできなくなります。また、ドメインオ

ーナーはコントロールパネルにログインできなくなります。 アカウントのホス

ティングは自動では更新できません。そこで、ホストされたドメイン名や Web

サイトを元の操作に戻すために、手動でホスティングアカウントを更新しなけれ

ばならなくなります。 ナビゲーションペインで［ドメイン］をクリックし、必

要なドメイン名をクリックし、［制限］アイコンをクリックし、他の期間を［有

効期限］ボックスに指定し、［OK］をクリックしてから、［ツール］グループ

の［スイッチオン］アイコンをクリックします（［ドメイン］> ドメイン名）。 

5 ［OK］をクリックします。  

 

ü DoS攻撃からサイトを保護し、訪問者が多い場合にもサイトの迅速な応答を
保証するために、以下を実行してサイトへの同時接続の数を制限し、サイト
訪問者が使用できる帯域幅の量を制限することができます。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

http://your-domain.com/~username
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2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［パフォーマンス］をクリックします。  

4 ［帯域幅制限のスイッチオン］チェックボックスを選択して、［最大ネッ

トワーク使用率 (KB/S)］ボックスにサイトがその全接続間で共用できる

最大速度をキロバイト /秒で入力します。 例えば、以下のようになりま

す。 128. 

5 ［接続数制限のスイッチオン］チェックボックスを選択して、［接続の制

限数］ボックスに同時接続の最大数を入力します。  例えば、以下のよ

うになります。  100. 

6 ［OK］をクリックします。  
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サイトのオーナーにコントロールパネルへのログインを

許可する 

ü サイトのオーナーが自分の Webを管理する目的でコントロールパネルへロ
グインするのを許可するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ツール］［ドメイン］ ［ドメイン管理者］アイコンをクリックします。  

4 ［ドメイン管理者にアクセスを許可する］チェックボックスを選択します。 

5 サイトのオーナーがコントロールパネルへのアクセスに使用するパス

ワードを入力します。   

セキュリティ上の理由から、パスワードは 9 文字以上とし、アルファベット、数字、

記号の組み合わせにする必要があります。 辞書に載っていそうな言葉や固有名詞は

避けてください。 

6 ユーザのコントロールパネル外観に関連する設定を指定します。 イン

ターフェース言語、テーマ（スキン）、サイトのオーナーによりコン

トロールパネル内のカスタムボタンに表示される文字数の制限などで

す。  

7 サイトのオーナーがコントロールパネルで複数のセッションを同時に

実行できるようにするには、［複数のセッションの許可］チェックボッ

クスを選択したままにします。  

8 ［インターフェース画面が完全にロードされるまでコントロールパネルで

ユーザが操作するのを禁止する］チェックボックスを選択したままにして

ください。  

そうすると、ユーザはコントロールパネルの準備ができるまでデータを送信したり

操作を実行することができないようになります。 

9 サイトのオーナーが自分のコントロールパネルで実行できる操作を指

定します。  

Á 物理ホスティング管理。 ホスティングアカウントおよび Web スペースの完全な

制御を許可または禁止します。 

Á FTP パスワード管理。  ユーザが自分の FTP アカウントパスワードを変更するの

を許可または禁止します。 

Á サーバへの Shell アクセスの管理  ［クライアントに Shell アクセスを許可する権

限を与えない］オプションは選択したままにするようお奨めします。 

Á ハードディスククォータ割り当て。  Web スペースに割り当てられているディ

スククォータをサイトオーナーが自分で調整できるようにします。 

Á サブドメイン管理。  サイトオーナーにサブドメインの設定、修正、削除を許可

または禁止します。 
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Á ドメインエイリアスの管理。  サイトオーナーに追加のドメイン名を Web サイ

トに設定することを許可または禁止します。 

Á ログローテーション管理。  サイトオーナーが処理済みのログファイルのクリー

ンアップを調整したり再利用するのを許可または禁止します。 

Á 匿名 FTP 管理。  サイトオーナーが自分のすべてのユーザがログインとパスワー

ドを入力せずに、ファイルをダウンロードおよびアップロードできる FTP ディ

レクトリを設定するのを許可または禁止します。Anonymous FTP を使用するた

めには、Web サイトが専用 IP アドレスに常駐している必要があります。 匿名

FTP を使用するためには、Web サイトが専用 IP アドレスに常駐している必要が

あります。 

Á タスクのスケジューリング。 サイトオーナーがシステム内でタスクをスケジュ

ーリングするのを許可または禁止します。 スケジューリングされたタスクは、

スクリプトまたはユーティリティの予定に沿った実行に使用できます。 

Á DNS ゾーン管理。  サイトオーナーに自分のドメインの DNS ゾーンの管理を許

可または禁止します。 この許可は経験豊かなユーザにのみ推奨されます。 

Á Javaアプリケーション管理  サイトオーナーにWebサイト上での Javaアプリケ

ーションおよびアプレットのインストールを許可または禁止します。 

Á メーリングリスト管理 サイトオーナーに GNU Mailman ソフトウェアで提供さ

れるメーリングリストの使用を許可または禁止します。 

Á スパムフィルタ管理。  サイトオーナーに GNU Mailman ソフトウェアで提供さ

れるスパムフィルタの使用を許可または禁止します。 

Á アンチウィルス管理。  サイトオーナーに送受信メールのフィルタ処理のための

サーバ側のアンチウイルス保護の使用を許可または禁止します。 

Á バックアップ/復元の許可。 サイトオーナーがコントロールパネルの機能を使用

して、自分のサイトをバックアップおよび復元できるかどうかを指定します。 バ

ックアップファイルをサーバに保存するのを許可するには［ローカルリポジト

リ］チェックボックスを選択します。 サイトオーナーが任意の FTP サーバを使

用してバックアップを保存するのを許可するには、［リモート(FTP)リポジトリ］

チェックボックスを選択します。 

Á Sitebuilderを用いて Web サイトを作成し公開する。 サイトオーナーが、サーバに

インストールされた Sitebuilderプログラムを用いてWebサイトを作成および管

理できるかどうかを指定します。 このオプションを選択すると、ドメイン管理

者のコントロールパネルに Sitebuilder ボタン（Sitebuilder のサイト作成ウィザ

ードへのリンク）が追加されます。  

Á ユーザインターフェース。 使用できるユーザインターフェースのタイプ(標準、

デスクトップ、または両方)を表示します。 

Á デスクトップ管理。 サイトオーナーがデスクトップインターフェースをカスタ

マイズおよび管理できるかどうかを示します。 

10 サイトオーナーの連絡情報を指定します。  

11 ［OK］をクリックします。  
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これで、顧客にコントロールパネルの URL、ログイン、パスワードを伝えることがで

きるようになりました。 URL はError! Hyperlink reference not valid.となり、

<user's_domain_name>の部分はwwwエイリアスなしのドメイン名です。 サイトオー

ナーは、コントロールパネルへのログインに必要なログイン名として自分のドメイン名

を指定する必要があります（例：your-domain.com）。  
 

サイトの作成および公開 

Sitebuilder およびそのライセンスキーをサーバにインストールしたら、Sitebuilder を使

用して Web サイトの作成および公開ができます。 あるいは、ホームまたはオフィスコ

ンピュータにサイトコンテンツ（サイトを構成する Web ページ、スクリプト、および

グラフィックファイル）を作成して、それからそれを以下の方法のどれを使用してもサ

ーバに公開できます。 

Á FTP 接続経由 （最も一般的かつ簡単な方法） 

Á Plesk ファイルマネージャ経由 

Á セキュアシェル接続経由 （Linux および FreeBSD オペレーティングシステムのユ

ーザのみ利用可） 

Á Adobe Dreamweaver または Microsoft FrontPage ソフトウェア経由 （Microsoft 

Windows オペレーティングシステムのユーザのみ利用可） 

    

このセクションの内容: 

Sitebuilder を使用した Web サイトの作成と公開 .............................................. 164 

FTP 経由でのサイトの公開 ............................................................................... 164 

Plesk ファイルマネージャ経由でのサイトの公開 ............................................. 165 

SSH 接続によるサイトの公開 ........................................................................... 166 

Microsoft FrontPage によるサイトの公開 ......................................................... 166 

Adobe Dreamweaver によるサイトの公開 ........................................................ 170 
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Sitebuilder を使用した Web サイトの作成と公開 

ü Sitebuilderを使用して Webサイトの作成を開始するには、以下を実行してく
ださい。 

1 ［ドメイン］> ドメイン名 >［Sitebuilderウィザード］に進みます。 

Sitebuilderウィザードが開きます。  

2 ［サイトの作成］オプションを選択して、画面下端の［次へ］をクリッ

クします。  

サイトを作成または編集する方法の詳細については、

http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/user/ja_JP/html/index.htmからオン

ラインで Sitebuilder ウィザード ユーザガイドを参照してください。 
 

FTP 経由でのサイトの公開 

1 FTPクライアントプログラムでサーバに接続します。この際、ホステ

ィングアカウントの設定時に指定した、またはプロバイダから取得し

たFTPアカウントの信用情報を使用します。   

ファイアウォールを設定している場合は、パッシブモードを有効にします。 

2 HTTPプロトコル経由でアクセスするファイルとディレクトリを

httpdocsディレクトリにアップロードし、SSLプロトコル経由でセ

キュアに転送するべきファイルおよびディレクトリをhttpsdocsディ

レクトリにアップロードします。   

3 CGIスクリプトをcgi-binディレクトリに配置します。   

4 FTPセッションを終了します。  

 
 

http://download1.swsoft.com/SiteBuilder/4.0.0/doc/user/ja_JP/html/index.htm
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Plesk ファイルマネージャ経由でのサイトの公開 

ü Pleskファイルマネージャ経由でファイルをアップロードするには、以下を実
行します。 

1 Pleskコントロールパネルにログインします。  

2 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

3 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

4 ［ホスティング］グループの［ファイルマネージャ］アイコンをクリック

します。  

5 ファイルとディレクトリを作成し、アップロードします。   

HTTP プロトコル経由でアクセスするファイルとディレクトリを httpdocsディレ

クトリに配置し、SSL プロトコル経由でセキュアに転送するべきファイルおよびデ

ィレクトリを httpsdocs ディレクトリに配置します。 CGI スクリプトを

cgi-bin ディレクトリに配置します。  

Á 現在のディレクトリ内に新しいディレクトリを作成するには、 ［新しいディ

レクトリを追加］ボタンをクリックします。 

Á 必要なディレクトリに新しいファイルを作成するには、 ［新しいファイルを

追加］を追加します。［ファイル作成］ セクションでファイル名を指定します。

さらに、ファイルマネージャで新しいファイルに html タグを挿入できるように

するには、［html テンプレートを使用］チェックボックスを選択して［OK］を

クリックします。 新しいページが開くので、ここで新しいファイルのコンテン

ツ、つまり html 形式にフォーマットされたソースを入力します。 完了したら、

［OK］をクリックします。 

Á ローカルマシンからファイルをアップロードするには、 ［新しいファイルを

追加］をクリックし、［ファイルソース］ボックス（または［参照］ボタンでフ

ァイルの場所を指定します）でそのファイルの保存場所へのパスを指定して

［OK］をクリックします。  

Web コンテンツをファイルマネージャまたは FTP 経由でアップロードすると、コント

ロールパネルはファイルやディレクトリへの適切なアクセス権限を自動的に設定しま

す。 権限は「rwx rwx r--」 などの文字の組み合わせの 3 セットで表現されます。 最初

のセットはそのファイルまたはディレクトリのオーナーがどのような権限を持つかを

示しており、2 番目のセットはそのファイルまたはディレクトリが属するユーザグルー

プとそのグループがファイルまたはディレクトリに対して持つ権限、3 番目のセットは

他のユーザ（その際とを訪れたインターネットユーザなどのその他大勢）がファイルま

たはディレクトリに対して持つ権限を現しています。 R はファイルまたはディレクト

リを読み取る権限、W は書き込む権限、X はディレクトリ内のファイルまたは内観を決

定する権限をそれぞれ意味します。 

 ファイルまたはディレクトリに対する許可を変更するには、［パーミッション］の列

でそのセットの許可を示すそれぞれのハイパーリンクをクリックします。 必要に応じ

て権限を修正し［OK］をクリックします。 
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ファイルのソースコードを編集するには、 をクリックします。 

ビルトインの Visual Editor内のWebページを編集するには（Microsoft Internet Explorer

ユーザのみ利用可能）、 をクリックします。 HTML ファイルを編集するときはデフ

ォルトで Plesk は内部 WYSIWYG エディタを開きます。 HTML ファイルのソースコー

ドを編集するには［HTML］をクリックします。 WYSIWYG モードに戻るには［デザイ

ン］をクリックします。 

ファイルを表示するには をクリックします。 

ディレクトリまたはファイルの名前を変更するには をクリックします。 ここで新し

い名前を入力して［OK］をクリックします。 

ディレクトリやファイルを新しい位置にコピーまたは移動するには、チェックボックス

を使って適切なディレクトリやファイルを選択して ［コピー/移動］ をクリックしま

す。 ディレクトリやファイルがコピーされる先またはその名前を指定し、コピーをす

る場合は［コピー］を、移動する場合は［移動］をクリックします。 

ディレクトリまたはファイルの名前を変更するには、 ［タッチ］をクリックします。 

タイムスタンプが現在のローカルタイムで更新されます。 

ファイルまたはディレクトリを削除するには、該当するチェックボックスを選択して

［選択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］をクリックします。 

SSH 接続によるサイトの公開 

ローカルコンピュータ上で Linux または FreeBSD の OS を使用しサーバシェルにアク

セスするには「scp」コマンドを使用してファイルやディレクトリをサーバにコピーし

ます。 ファイルをコピーするには scp your_file_name 

login@remoteserver.com:pathを、ディレクトリ全体をコピーするには scp -r 

your_directory_name login@remoteserver.com:pathを指定します。 

すると、Plesk コントロールパネルに搭載されている SSH ターミナル Web アプリケー

ションを使用して、アカウント上のファイルやディレクトリで作業ができるようになり

ます（［ドメイン］> ドメイン名 >［SSH ターミナル］）。 

Microsoft FrontPage によるサイトの公開 

Microsoft FrontPage は次の 2 つの Web サイトに対応しています。 ディスクベースの

Web サイトとサーバーベースの Web サイトです。 ディスクベースのサイトとは、ロ

ーカルハードディスク上で作成した後にWebサーバに公開するFrontPage Webサイト

のことです。 サーバーベースのサイトとは、Web サーバ上で直接作成および作業する

Web サイトで、別途の公開手続きが必要ありません。 ここでは、ディスクベースの

Web サイトの公開方法についてのみ説明します。 

mailto:login@remoteserver.com:path
mailto:login@remoteserver.com:path
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ディスクベースの Web サイトは、FTP または HTTP を通じて公開できます。 サーバが

FrontPage Server Extensions を実行していれば、サイトを HTTP の場所に公開するこ

とになります 例えば、以下のようになります。 http://your-domain.com/MyWebSite)。 

サーバが FTP をサポートしていれば、FTP の場所に公開することになります 例えば、

以下のようになります。 ftp://ftp.your-domain.com/myFolder）。 

公開後、FrontPage Server Extensions によりサイトを管理できます。  

ü FrontPage Server Extensions管理インターフェースにアクセスするには、以下
の操作を実行します。 

1 Pleskにログインします。  

2 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

3 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

4 SSLによって保護されていないサイトを管理するには、［FP Webadmin］

をクリックします。 SSLが使用できるサイトを管理するには、［FP-SSL 

Webadmin］をクリックします。  

5 FrontPage管理者のログイン名とパスワードを入力し、［OK］をクリッ

クします。   

FrontPage server extensions の使用方法については、オンラインヘルプ（［FP Webadmin］

>［ヘルプ］）または Microsoft の Web サイトをご参照下さい。  

このセクションの内容: 

Microsoft FrontPage を使用して FTP 経由で公開 .............................................. 168 

Microsoft FrontPage を使用して HTTP 経由で公開 ........................................... 169 
 
 

http://your-domain.com/MyWebSite
ftp://ftp.your-domain.com/myFolder
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Microsoft FrontPageを使用して FTP経由で公開 

ü FTP経由でファイルを公開するには、以下の操作を実行します。 

1 FrontPageプログラムを開きます。  

2 FrontPageのWebサイトを開きます。 ［ファイル］メニューを開いて［サ

イトを開く］の項目を選択します。  

3 ［リモートWebサイト］ビューに行きます。 ［Webサイト］タブをクリッ

クした後、ウィンドウの下部にある［リモートWebサイト］ボタンをクリ

ックします。  

4 ［リモートWebサイトのプロパティ］を設定します。  

Á ウィンドウの右上隅にある［リモート Web サイトのプロパティ］ボタンをクリ

ックします。 

Á リモート Web サーバとして［FTP］を選択します。 

Á ［リモート Web サイトロケーション］ボックスに、ホスト名（例：

ftp://ftp.your-domain.com）を入力します。 

Á ［FTPディレクトリ］ボックスで、ホスティング会社から提供されたものがあれ

ば FTP ディレクトリに入力します。 特定できるものがない場合は、空欄のまま

にしておいて下さい。 

Á コンピュータまたはネットワークがファイアウォールによって保護されている

ときは、［パッシブ FTPの使用］ チェックボックスを選択して下さい。  

5 ［OK］をクリックして、リモートサイトに接続します。   

［リモート Web サイト］ビューには、ローカルおよびリモートサイトにあるファイ

ルが表示されます。 

6 ウィンドウの右下隅にある［Webサイトの公開］ボタンをクリックしま

す。  

 
 

ftp://ftp.your-domain.com???????/
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Microsoft FrontPageを使用して HTTP経由で公開 

ü FrontPage Server Extensionsをサポートするサーバ上にHTTP経由でファイルを
公開するには、以下の操作を実行します。 

1 FrontPageプログラムを開きます。  

2 FrontPageのWebサイトを開きます。 ［ファイル］メニューを開いて［サ

イトを開く］の項目を選択します。  

3 ［リモートWebサイト］ビューに行きます。 ［Webサイト］タブをクリッ

クした後、ウィンドウの下部にある［リモートWebサイト］ボタンをクリ

ックします。  

4 ウィンドウの右上隅にある［リモートWebサイトのプロパティ］ボタンを

クリックします。  

5 ［リモートWebサーバタイプ］にある［リモートWebサイト］タブで、

［FrontPageまたはSharePoint Services］をクリックします。  

6 ［リモートWebサイトロケーション］ボックスで、フォルダやファイルを

公開したいリモートWebサイトのインターネットアドレスをプロトコ

ルを含めて（  例えば、http://www.your-domain.com ）入力するか、［

参照］をクリックしてサイトの位置を決めます。  

7 以下のいずれかを実行します。   

Á 重要な情報を妨害から守る安全な通信チャンネルを確立するため、Secure 

Sockets Layer (SSL)を使用するには、［暗号化接続の要求(SSL)］をクリックし

ます。 Web サーバ上で SSL 接続を行うには、公認認証局から機密保護証明を

受けてサーバを設定しなければなりません。 サーバが SSL をサポートしていな

いときは、このチェックボックスのチェックを外します。 そうしないと、フォ

ルダやファイルをリモート Web サイトに公開できません。 

Á Web ページを公開する際に特定のタイプのコードを削除するには、［HTML の最

適化］タブ上で希望のオプションを選択します。 

Á 公開のためのデフォルト選択を変更するには、［公開］タブ上で希望のオプショ

ンを選択します。 

8 ［OK］をクリックして、リモートサイトに接続します。   

［リモート Web サイト］ビューには、ローカルおよびリモートサイトにあるファイ

ルが表示されます。 

9 ウィンドウの右下隅にある［Webサイトの公開］ボタンをクリックしま

す。  

 
 

http://www.your-domain.com/
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Adobe Dreamweaver によるサイトの公開 

Dreamweaver からサイトを公開する前に、サイトプロパティを定義する必要がありま

す。つまり、Dreamweaver にサイトファイルがコンピュータのどこにあるかを知らせ、

サイトを公開したいサーバを指定する必要があります。   

ü Dreamweaverでサイトを定義するには以下を実行してください。 

1 ［サイト］メニューから［新規サイト］をクリックします。 サイト定義

画面が開きます。  

2 ［高度］タブをクリックします。  

3 ［ロケール情報］カテゴリで以下を指定します。  

Á ［サイト名］。 これが Web ブラウザのタイトルバーに表示されます。 

Á ［ローカルルートフォルダ］。 すべてのサイトファイルが保存されているコン

ピュータのフォルダです。 例えば᾿c:\My Site となります。 

Á ［デフォルト画像フォルダ］。 サイトのグラフィックファイルが保存されてい

るフォルダを指定します。 例えば᾿c:\My Site\images となります。 

Á ［HTTPアドレス］。 ドメイン名を指定します。 例えば、

http://your-domain.comとなります。 

4 ［カテゴリ］メニューから［リモート情報］項目を選択します。  

5 ［アクセス］メニューから［FTP］オプションを選択します。  恐らく、

御社のサーバはFTP (ファイル転送プロトコル。通常、ファイルをイン

ターネット上で転送するのに使用されます)経由の公開をサポートし

ています。  

6 以下の設定を指定します。  

Á ［FTPホスト］。 先頭に ftp:// を付けずに FTP ホスト名を入力します。 例

えば、your-domain.com となります。 

Á ［ホストディレクトリ］。 サイトを置くサーバ上のディレクトリを指定します。 

ほとんどの場合、httpdocs です。 

Á ［ログイン名およびパスワード］。 FTP アカウントにアクセスするログイン名

とパスワードを指定します。 

Á ［受動 FTP の使用］。 コンピュータがファイアウォール内であればこのオプシ

ョンを選択します。 

7 正しいログイン名およびパスワードが指定され、Dreamweaverがサー

バに接続できることを確認するために、［テスト］ボタンをクリックし

ます。  

8 ［OK］ をクリックして設定を保存します。  

 

ü サイトを公開するには以下を実行してください。 

http://your-domain.com/
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1 Dreamweaverでサイトを開きます。  

2 ［サイト］メニューで［置く］オプションを選択します（またはCtrl+Shift+U

を同時に押します）。  

 
 

サイトのプレビュー 

サーバ上にサイトを公開したら、実際のホスティング環境で正しく機能しているか確認

したいと思うかも知れません。 たとえドメイン名に関する情報がドメインネームシス

テムに広がっていなくても、お好みの Web ブラウザを通じてプレビューできます。 た

だし、プレビューにおいては Adobe Flash と CGI スクリプトは動作しません。 また、

他のファイルへの絶対パス（<a href="http://domain.tld/image.gif"> など）を含む Web

サイトや Web ページにおいては、サイトプレビューは動作しません。 

 

ü サイトをプレビューするには、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ホスティング］グループの［サイトプレビュー］をクリックします。  

 
 

データベースの配置 

Web サーバにデータ処理アプリケーションを組み込むか、Web ページをダイナミック

に生成させたい場合には、データを格納し検索するためのデータベースが必要になるこ

とでしょう。 その場合、サイト用に新しいデータベースを作成するか、または以前に

MySQL や PostgreSQL データベースにバックアップしたデータを取り込むことが可能

です。 

このセクションの内容: 

データベースの作成またはインポート .............................................................. 172 

データベースユーザアカウントの作成 .............................................................. 173 

データベースユーザパスワードの変更 .............................................................. 173 

データベースユーザアカウントの削除 .............................................................. 174 

データベースの削除 .......................................................................................... 174 
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172 顧客へのサービス 

 

データベースの作成またはインポート 

ü ホスティングアカウントに新しいデータベースを作成するには、以下の操作
を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［データベース］をクリックします。  

4 ［新しいデータベースを追加］をクリックします。  

5 データベースの名前を入力します。   

名前は、欧文アルファベットで始まり英数字とアンダースコアだけ使用したものに

することをお奨めします（64 文字まで）。  

6 使用するデータベースタイプを選択します。 データベースのタイプは、

MySQLまたはPostgreSQLです。  ［OK］をクリックします。  

7 データベース管理者の信用情報を設定するには、［新しいデータベース

ユーザを追加］をクリックします。  

8 データベースのコンテンツにアクセスするために使用するユーザ名と

パスワードを入力します。  

9 ［OK］をクリックします。    

 

ü 既存のデータベースを取り込むには、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［データベース］をクリックします。  

4 ［新しいデータベースを追加］をクリックします。  

5 データベースの名前を入力します。 名前は、欧文アルファベットで始

まり英数字とアンダースコアだけ使用したものにすることをお奨めし

ます（64文字まで）。   

6 使用するデータベースタイプを選択します。 データベースのタイプは、

MySQLまたはPostgreSQLです。  ［OK］をクリックします。  

7 データベース管理者の信用情報を設定するには、［新しいデータベース

ユーザを追加］をクリックします。  

8 データベースのコンテンツにアクセスするために使用するユーザ名と

パスワードを入力します。  ［OK］をクリックします。  

9 ［ツール］グループの［DB WebAdmin］アイコンをクリックします。  

phpMyAdmin（またはphpPgAdmin）データベース管理ツールのインタ

ーフェースが別のブラウザウィンドウに開きます。  
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10 左フレームにある［Query window］アイコンをクリックします。  

11 ［ファイルのインポート］タブをクリックします。  

12 データが含まれているテキストファイルを選択し、［Go!］をクリック

します。  

13 ［テキストファイルよりデータを挿入する］リンクをクリックします。  

データベースおよびそのコンテンツを管理するには、MySQL または PostgreSQL クラ

イアントまたは Plesk コントロールパネルからアクセスできる Web ベースのデータベ

ース管理ツール（［ドメイン］> ドメイン名 >［データベース］>［データベース名］

>［DB WebAdmin］を使用して下さい。  
 

データベースユーザアカウントの作成 

Web サイトの管理を他の人たちと協力して行い、皆がデータベースにアクセスできる

ようにするには、別々のユーザアカウントを作成する必要があります。 

ü データベースユーザアカウントを作成するには、以下を実行します。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［データベース］>［データベース名］に進み、

［新しいデータベースユーザを追加］をクリックします。  

2 データベースのコンテンツにアクセスするために使用するユーザ名と

パスワードを入力します。  ［OK］をクリックします。  

 
 

データベースユーザパスワードの変更 

ü データベースユーザのパスワードを変更するには、以下を実行してください。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［データベース］>［データベース名］>［デ
ータベースユーザ名］に進みます。  

2 新しいパスワードを入力し［OK］をクリックします。  
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データベースユーザアカウントの削除 

ü データベースユーザアカウントを削除するには、以下を実行します。  

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［データベース］をクリックします。  

4 データベース名をクリックします。 データベースユーザのリストが開

きます。  

5 削除するユーザアカウントに対応するチェックボックスを選択します。 

6 ［選択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］をクリ

ックします。   

 
 

データベースの削除 

ü データベースとそのコンテンツを削除するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［データベース］をクリックします。  

4 削除するデータベースに対応するチェックボックスを選択します。   

チェックボックスが灰色に表示された場合、これはこのデータベースがサイトアプ

リケーションによって使用され、それぞれのアプリケーションを削除することによ

ってのみ削除できることを意味します。 

5 ［選択対象を削除］をクリックします。  

6 削除を確認して［OK］をクリックします。    
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アプリケーションのインストール 

Web サイトをゲストブック、フォーラム、カウンター、フォトギャラリー、E コマー

スソリューションなどの価値ある機能を持ったものとするために、Plesk Web アプリケ

ーションライブラリ（［ドメイン］>  ドメイン名 >［Web アプリケーション］）から

各アプリケーションをインストールできます。 

ü サイトにアプリケーションをインストールするには、以下の操作を実行しま
す。 

1 ［ドメイン］> ドメイン名 >［Webアプリケーション］に進み、［新規アプ

リケーションのインストール］をクリックします。  インストールできる

サイトアプリケーションのリストが表示されます。  

2 リストから必要なWebアプリケーションを選択し、［ターゲットドメイ

ン］メニューからこのアプリケーションをインストールしたいドメイン

を選択します。  

サイトアプリケーションのヘルプを表示するには をクリックします。 このサイト

アプリケーションに関する一般情報などのヘルプページが別のブラウザウィンドウ

で開きます。 

3 ［インストール］をクリックします。 一部のアプリケーションはライ

センス契約を表示します。 ライセンス契約を熟読し、同意した場合は

［同意します］チェックボックスを選択して［次へ >>］をクリックしま

す。  

4 アプリケーションにハイパーリンクを作成し、コントロールパネルに

設置するかどうかを指定します。  

5 アプリケーションが要求するインストールのプリファレンスや他の情

報を指定します（必要な条件はアプリケーションによって異なります）。 

終了したら［インストール］をクリックします。  

アプリケーションがインストールされると、サイトの Web ページ（例えばホームペー

ジ）にこのアプリケーションへのリンクを挿入できます。 ここでリンクを挿入しない

と、このアプリケーションを利用するためにはいつも、長すぎて覚えられない URL を

入力しなければなりません。 

ü アプリケーションの Webインターフェースにアクセスするには、以下のいず
れかを実行します。 

Á ブラウザに URL を入力します。 例えば、以下のようになります。 

http://your-domain.com/forum/）。 

Á ［ドメイン］>  ドメイン名 >［Web アプリケーション］に進み、必要なアプリケー

ションに対応する をクリックします。 

Á アプリケーションをインストールするとき、Plesk コントロールパネルにハイパー

リンクボタンを追加するには、ドメイン管理画面（［ドメイン］>  ドメイン名）ま

たはナビゲーションペインにある各ボタンをクリックします。 

http://your-domain.com/forum/


 

176 顧客へのサービス 

 

ü アプリケーションを再構成したりアプリケーション管理者のパスワードを
変更するには、以下を実行してください。  

［ドメイン］>  ドメイン名 >［Web アプリケーション］に進み、再構成したいアプリ

ケーションに対応する をクリックします。 

ü アプリケーションをアンインストールするには、以下の操作を実行します。  

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［Webアプリケーション］に進み、必要のな

いアプリケーションに対応するチェックボックスを選択します。   

2 ［選択対象を削除］をクリックして、削除を確認し［OK］をクリック

します。 アプリケーションは削除され、そのデータベースもサーバか

ら削除されます。  

 

誰かがドメインに入ろうとするとある Web アプリケーションが起動するように設定す

るにはデフォルトドメインアプリケーションを作成します。 

ü アプリケーションをドメインのデフォルトに設定するには以下を実行して
ください。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［Webアプリケーション］に進みます。  

2 デフォルトに設定したいWebアプリケーションに対応するチェックボ

ックスを選択して ［デフォルト］をクリックします。 確認のため［OK

］をクリックします。  

これで、ユーザがブラウザのアドレスフィールド内の URL（例：http://example.com）

に入るとデフォルトWeb アプリケーションが起動します。 

このセクションの内容: 

Java Web アプリケーションのインストール .................................................... 177 

Ruby Web アプリケーションのインストール .................................................... 178 
 
 

http://example.com??????????/
http://example.com??????????/
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Java Web アプリケーションのインストール 

Java Web アプリケーションパッケージを Web アーカイブ形式 (WAR) でインストー

ルできます。 これらの JavaアプリケーションはPleskには同梱されておりませんので、

別途入手する必要があります。 

ü Java Webアプリケーションをインストールするには以下を実行してください。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［Webアプリケーション］>［Javaアプリケー

ション］タブに進み、［スイッチオン］をクリックします。  

すると、Web サーバと連動する Java コードに環境を提供する Tomcat サービスが

開始します。 

2 ［J新しいアプリケーションをインストール］をクリックします。  

3 インストールしたいアプリケーションパッケージへのパスを指定する

か（コンピュータのハードドライブに保存しているWAR形式のアプリ

ケーションパッケージでも構いません）、［参照］をクリックして検索

し、［OK］をクリックします。  

これで Java アプリケーションはインストールされ、そのアプリケーションのリストに

それぞれの項目が追加されます（［ドメイン］ >  ドメイン名 >［Web アプリケーショ

ン］>［Java アプリケーション］）。 

ü Java Webアプリケーションの Webインターフェースにアクセスするには、以
下のいずれかを実行します。 

Á ［ドメイン］>  ドメイン名 >［Web アプリケーション］>［Java アプリケーション］

タブに進み、［パス］列にあるそれぞれのハイパーリンクをクリックします。 

Á ブラウザに URL を入力します。 例えば、以下のようになります。 

http://your-domain.com:9080/storefront/ 

ü Java Webアプリケーションを停止、開始、再開するには、以下を実行してく
ださい。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［Webアプリケーション］>［Javaアプリケー

ション］タブに進みます。  インストールされたアプリケーションのリ

ストが開きます。  

2 リストでアプリケーションを検索し、リストの右側にあるアイコンを

使用して必要な操作を行って下さい。  

Á アプリケーションを起動するには、アイコン をクリックします。 

Á アプリケーションを停止するには、アイコン をクリックします。 

Á アプリケーションを再起動するには、アイコン をクリックします。 

ü Java Webアプリケーションをアンインストールするには以下を実行してくだ
さい。 

http://your-domain.com:9080/storefront/
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1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［Webアプリケーション］>［Javaアプリケー

ション］タブに進みます。  

2 不要になったアプリケーションに対応するチェックボックスを選択し

ます。 ［選択対象を削除］をクリックして、削除を確認し［OK］をク

リックします。   

アプリケーションは削除され、そのデータベースもサーバから削除されます。 

Ruby Web アプリケーションのインストール 

Ruby プログラミング言語で開発されたカスタム Web アプリケーションをサイトにイ

ンストールすることができます。 

ü Rubyで記述されたアプリケーションをサイトにインストールするには以下
を実行してください。 

1 ［ドメイン］> ドメイン名 >［設定］に進みます。  

2 ［CGI］および［FastCGI］チェックボックスを選択して［OK］をクリッ

クします。  

3 FTPアカウントに接続して  /htdocsディレクトリに変更し、アプリケ

ーションファイルを置くサブディレクトリを作成します。 ここではそ

のディレクトリを分かりやすいようにyour_applicationとします。 

4 アプリケーションファイルをhtdocs/your_applicationディレク

トリにアップロードします。  

5 このディレクトリにファイルを  .htaccessという名前で作成し、お好

きなテキストエディタで開き以下の行を追加します。  

RewriteEngine On RewriteRule ^$ /public/index.html L  

RewriteCond %{REQUEST_URI} !^/your_application/public 

RewriteRule ^(.*)$ /public/$1 L  RewriteCond 

%{REQUEST_FILENAME} !-f  RewriteRule ^(.*)$ 

public/dispatch.fcgi/$1 QSA,L  

6 ファイルを保存します。  

7 ファイルyour_application/public/.htaccessを削除します。  

8 ファイルyour_application/public/dispatch.fcgiをテキスト

エディタで開き以下の行を追加します。  #!/usr/bin/ruby 

9 ファイルを保存します。  

 

これで Web アプリケーションが以下の URL からアクセスできるようになります。 

http://your-domain.com/your_application  

http://your-domain.com/your_application
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SSL (セキュアソケットレイヤー) 暗号化による

E-コマーストランザクションの保護 

クライアントが E-コマースビジネスを運営している場合、クライアントのサイトと顧

客間でのトランザクションを安全に行うことが必要です。 クレジットカード番号やそ

の他の個人情報など価値の高いデータが盗まれないようにするためには、セキュアソケ

ットレイヤープロトコルを使用して下さい。これはデータをすべて暗号化し、SSL 接続

により安全に転送します。 また、たとえ誰かが悪意でデータを傍受しても、そのデー

タを解読し使用することはできないでしょう。 

Web サーバにセキュアソケットレイヤープロトコルを実装するには、信頼できる認証

ベンダー（このようなベンダーを認証局という）から SSL 証明書を購入し、サイトに

この証明書をインストールして下さい。 SSL 保護を有効にするには、他の Web サイト

と共有しない専用の IP アドレス上にサイトを設置する必要があります。 

認証局は多くありますので、その中から選んで下さい。 選択時には認証局の評判や信

用性を考慮します。 認証局の運営年数や顧客数などについて調べておくと、選択時に

役立つことでしょう。 

Plesk コントロールパネルでは、GeoTrust, Inc. および GoDaddy から SSL 証明書を購

入できるようになっています。 

このセクションの内容: 

SSL 証明書を GeoTrust, Inc. または GoDaddy から入手してインストール ...... 180 

SSL 証明書を他の認証局から入手してインストール ........................................ 182 

無料の自己署名 SSL 証明書の作成とインストール ........................................... 184 

証明書をサイトからアンインストール .............................................................. 185 
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SSL 証明書を GeoTrust, Inc. または GoDaddy から入手して

インストール 

ü MyPleskComオンラインストアを通じて SSL証明書を購入し、サイトを保護す
るには、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［証明書］をクリックします。 リポジトリ内に

あるSSL証明書のリストが表示されます。  

4 ［新しい証明書の追加］をクリックします。  

5 証明書のプロパティを指定します。  

Á 証明書の名前。 リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。 

Á 暗号化レベル。 SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。 1024 ビット以上を

選択するようお勧めします。 

Á 場所と組織名の指定。 入力できるのは 64 文字までです。 

Á SSL 証明書を購入するドメインの名前の指定。  省略形でないものにしてくださ

い。 例： www.your-domain.com。 

Á ドメイン管理者のメールアドレスの入力。 

6  この情報をもとに秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認

してください。  

7 ［証明書の購入］をクリックします。  秘密鍵と証明書署名リクエスト

が生成されますので、これは削除しないでください。  MyPlesk.comロ

グインページが新しいブラウザウィンドウで開きます。  

8 既存のMyPlesk.comアカウントへ登録またはログインし、ステップバ

イステップの手順に従って証明書を購入します。  

9 購入したい証明書の種類を選択します。  

10 ［購入する］をクリックし、証明書を注文します。  ［承認者メールアド

レス］ドロップダウンボックスで、正しい承認者メールアドレスを選択

します。   

11 承認者メールアドレスは、特定のドメイン名の証明書が権限を持つユ

ーザによりリクエストされたことを確認するためのメールアドレスで

す。  

12 証明書リクエストが処理されると確認のメールが送信されます。 承認

するとSSL証明書がメールで送信されます。  

13 受信したSSL証明書はローカルマシンかネットワークに保存してくだ

さい。  

14 SSL証明書レポジトリへ戻ります（［ドメイン］> ドメイン名 >［証明書］）。 

http://www.your-domain.com/
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15 ページの中央にある［参照］をクリックし、保存された証明書のある場

所へ行きます。 証明書をクリックし、［ファイル送信］をクリックしま

す。 対応する秘密鍵に対する証明書がアップロードされインストール

されます。  

16 ドメイン管理者画面に戻り（［ドメイン］> ドメイン名）、［ホスティン

グ］グループにある［設定］をクリックします。  

17 ［証明書］ドロップダウンボックスからインストールするSSL証明書を

選択します。   

ご自身が共用ホスティングアカウントだった場合は［証明書］ドロップダウンボッ

クスが画面に表示されません。その場合、ホスティングパッケージをアップグレー

ドしてホスティングプロバイダから専用 IP アドレスを購入する必要があります。 

18 ［SSL対応］チェックボックスを選択し、［OK］をクリックします。  
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SSL 証明書を他の認証局から入手してインストール 

ü 他の認証局からの SSL証明書を使用してサイトを保護するには、以下の操作
を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［証明書］をクリックします。 リポジトリ内に

あるSSL証明書のリストが表示されます。  

4 ［新しい証明書の追加］をクリックします。  

5 証明書のプロパティを指定します。  

Á 証明書の名前。 リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。 

Á 暗号化レベル。 SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。 1024 ビット以上を

選択するようお勧めします。 

Á 場所と組織名の指定。 入力できるのは 64 文字までです。 

Á SSL 証明書を購入するドメインの名前の指定。  省略形でないものにしてくださ

い。 例： www.your-domain.com。 

Á ドメイン管理者のメールアドレスの入力。 

6  この情報をもとに秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認

してください。  

7 ［リクエスト］をクリックします。  秘密鍵と証明書署名リクエストが

生成され、リポジトリに格納されます。  

8 証明書署名リクエスト  （CSR） ファイルをダウンロードし自分のマ

シンに保存します。  その実行には、それぞれの アイコンをクリック

します。  

9 ダウンロードが完了したらファイルをテキストエディタで開き、テキ

ストを -----BEGIN CERTIFICATE REQUEST----- から -----END CERTIFICATE 

REQUEST----- までクリップボードにコピーします。 -----BEGIN CERTIFICATE 

REQUEST----- および   -----END CERTIFICATE REQUEST----- の行も証明書署名

リクエストの一部であるため、必ず含めるようにしてください。  

10 お好みのメールクライアントソフトウェアを使用し、新しいメールメ

ッセージを作成し、テキストをクリップボードから貼り付けます。  こ

のメッセージを認証局に送信します。認証局はあなたが提供した情報

に応じてSSL証明書を作成します。  

11 受信したSSL証明書はローカルマシンかネットワークに保存してくだ

さい。  

12 SSL証明書レポジトリへ戻ります（［ドメイン］ > ドメイン名 >［証明

書］）。 

http://www.your-domain.com/
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13 ページの中央にある［参照］をクリックし、保存された証明書のある場

所へ行きます。 証明書をクリックし、［ファイル送信］をクリックしま

す。 対応する秘密鍵に対する証明書がアップロードされインストール

されます。  

14 ドメイン管理者画面に戻り（［ドメイン］> ドメイン名）、［ホスティン

グ］グループにある［設定］をクリックします。  

15 ［証明書］ドロップダウンボックスからインストールするSSL証明書を

選択します。   

ご自身が共用ホスティングアカウントだった場合は［証明書］ドロップダウンボッ

クスが画面に表示されません。その場合、ホスティングパッケージをアップグレー

ドしてホスティングプロバイダから専用 IP アドレスを購入する必要があります。 

16 ［SSL対応］チェックボックスを選択し、［OK］をクリックします。  
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無料の自己署名 SSL 証明書の作成とインストール 

顧客が証明書を購入する必要がなく、接続セキュリティが必要になる場合、自己署名証

明書を作成し、Web サーバにインストールできます。 この機能によりデータを暗号化

できますが、顧客のブラウザには、認証された機関により証明書が発行されていないこ

とを伝える警告メッセージが表示されます。 このように、自己署名証明書の使用は顧

客から信用を得られず、クライアントのオンライン販売に悪影響を及ぼす可能性がある

ため、推奨されません。 

ü サイトを自己署名 SSL証明書で保護するには、以下の操作を実行します。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［証明書］に進んで［新しい証明書の追加］

をクリックします。  

2 証明書のプロパティを指定します。  

Á 証明書の名前。 リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。 

Á 暗号化レベル。 SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。 1024 ビット以上を

選択するようお勧めします。 

Á 場所と組織名の指定。 入力できるのは 64 文字までです。 

Á SSL 証明書を購入するドメイン名を指定します 例えば、以下のようになります。 

www.your-domain.com。 

Á ドメインオーナーのメールアドレスを入力します。 

1. ［自己署名］をクリックします。  証明書が生成され、リポジト

リに格納されます。  

3 ドメイン管理者画面に戻り（［ドメイン］ >  ドメイン名）、［ホスティ

ング］グループの［設定］をクリックします。  

4 ［証明書］ドロップダウンボックスから、自己署名SSL証明書を選択し

ます。  

ご自身が共用ホスティングアカウントだった場合は［証明書］ドロップダウンボッ

クスが画面に表示されません。その場合、ホスティングパッケージをアップグレー

ドしてホスティングプロバイダから専用 IP アドレスを購入する必要があります。 

5 ［SSL対応］チェックボックスを選択し、［OK］をクリックします。  

 
 

http://www.your-domain.com/
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証明書をサイトからアンインストール 

ü  証明書をサイトからアンインストールし、SSL保護を無効にするには、以下
の操作を実行します。 

1 削除する必要のある証明書が使用中でないことを確認します。  

2 ［ドメイン］> ドメイン名 >［設定］に進みます。  ［証明書］ドロップ

ダウンボックスに、現在使用中のSSL証明書が表示されます。   

3 削除が必要な証明書が現在使用中の場合は、まずこの証明書をリリー

スしてください。  ［証明書］ドロップダウンボックスで別の証明書を

選択し［OK］をクリックします。   

4 リポジトリから証明書を削除します。  

5 証明書をリポジトリから完全に削除するには、［ドメイン］>  ドメイン

名 >［証明書］に進み、必要のなくなった証明書に対応するチェックボ

ックスを選択して、  ［選択対象を削除］をクリックします。  削除を

確認して［OK］をクリックします。  

6 SSL対応が不要になった場合は、無効にします。  

7 ［ドメイン］> ドメイン名 >［設定］に進みます。  

8 ［SSL対応］チェックボックスを解除し、［OK］をクリックします。  

 
 

パスワード保護による Webサイトのリソースへ

のアクセス制限 

許可されたユーザにのみ表示されるディレクトリをサイトに作成する場合、これらのデ

ィレクトリへのアクセスをパスワード保護で制限します。 

このセクションの内容: 

リソースの保護 ................................................................................................. 186 

許可されたユーザの指定 ................................................................................... 187 

リソースの非保護.............................................................................................. 188 
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リソースの保護 

ü サイト内のディレクトリをパスワード保護し、許可されたユーザを指定する
には、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ホスティング］グループの［ディレクトリ］アイコンをクリックします。 

4 ［新しいディレクトリの追加］をクリックします。  

5 パスワード保護の必要なディレクトリのパスを指定します。   

これは、例えば  /private のように、サイト内に存在するディレクトリになりま

す。 保護の必要なディレクトリが作成されていない場合、パスとディレクトリ名を

指定すると、自動的に作成されます。 

6 パスワードで保護されたディレクトリの現在または今後の配置先（別

名ドキュメントroot）を指定します。 例えば、以下のようになります。  

Á httpdocs/private ディレクトリを保護する場合、［ディレクトリ名］ボック

スに「/private」と入力し［非 SSL］ チェックボックスを選択します。 

Á httpdocs/private ディレクトリを保護する場合、［ディレクトリ名］ボック

スに「/private」と入力し［SSL］ チェックボックスを選択します。 

Á cgi-bin ディレクトリに保存された CGI スクリプトを保護する場合、［ディレ

クトリ名］ボックスの「/」をそのままにして［cgi-bin］ チェックボックスを選

択します。 スラッシュ記号の後に空白は入っていないか確認してください。空

白が入っている場合、空白を含む名前で保護付きディレクトリが作成されます。  

7 ［ヘッダーテキスト］ボックスに、 リソースの詳細または管理者の顧客

が保護付き領域を訪問したときに表示されるウェルカムメッセージを

入力します。  

8 ［OK］をクリックします。  指定したディレクトリは保護されます。  

9 許可されたユーザを追加するには、［新規のユーザを追加］をクリック

します。  

10 保護された領域へのアクセスに使用するログイン名とパスワードを指

定します。 パスワードには5～14個の記号を使用します。 ［OK］をク

リックします。  

11 この保護されたリソースに対して、許可されたユーザを追加するには、

ステップ7と8を繰り返します。  
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許可されたユーザの指定 

ü 保護されたディレクトリに認証ユーザを追加するには、以下の操作を実行し
ます。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ホスティング］グループの［ディレクトリ］アイコンをクリックします。 

4 必要なディレクトリ名をクリックします。  

5 ［新規ユーザの追加］アイコンをクリックします。  

6 保護された領域へのアクセスに使用するログイン名とパスワードを指

定します。  パスワードには5～14個の記号を使用します。  

7 ［OK］をクリックします。  

 

ü 保護されたディレクトリに許可されたユーザのパスワードを変更するには、
以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ホスティング］グループの［ディレクトリ］アイコンをクリックします。 

4 必要なディレクトリ名をクリックします。 許可されたユーザのリスト

が開きます。  

5 ユーザ名をクリックします。  

6 新しいパスワードを指定し、確認のために再入力します。  

7 ［OK］をクリックします。  

 

ü ユーザが保護されたディレクトリにアクセスするための権限を無効にする
には、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ホスティング］グループの［ディレクトリ］アイコンをクリックします。 

4 必要なディレクトリ名をクリックします。 許可されたユーザのリスト

が開きます。  

5 ユーザ名に対応するチェックボックスを選択します。  

6 ［選択対象を削除］をクリックします。 操作を確認して［OK］をクリ

ックします。  
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リソースの非保護 

ü パスワード保護を削除し、リソースを一般ユーザが利用できるようにするに
は、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ホスティング］グループの［ディレクトリ］アイコンをクリックします。 

パスワードで保護されたディレクトリのリストが開きます。  

4 保護を削除するディレクトリ名に対応するチェックボックスを選択し

ます。  

5 ［選択対象を削除］をクリックします。 保護が削除され、ディレクト

リの内容は無制限に一般に公開されます。  

 
 

サブドメインを含むサイト構造の編成 

 サブドメインは以下の作業を可能にする、補足的なドメイン名です。 

Á サイトの構造の論理的な編成 

Á  同じサーバ上の追加 Web サイトまたは Web サイトの一部をホストし、追加ドメイ

ン名の登録に要する支払いを節減できます。 

サブドメインを使用した例を以下に示します。 

Web サイト your-product.com を、ソフトウェア製品の販売促進専用のサイトに設定し

ているとします。 ユーザーズガイド、チュートリアル、よくある質問のリストを公開

する場合、管理者のユーザがドメイン名 userdocs.your-product.com に直接アクセスし

てオンラインドキュメントにアクセスできるように、サブドメイン「userdocs」を編成

することができます。 

このセクションの内容: 

サブドメインの設定 .......................................................................................... 189 

サブドメインの削除 .......................................................................................... 190 
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サブドメインの設定 

ü サブドメインを設定するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サブドメイン］アイコンをクリックします。  

4 ［新規サブドメインの追加］アイコンをクリックします。  

5 任意のサブドメイン名を入力します。 サイトのトピック、組織の部署、

またはその他の文字、数字、ハイフンの組み合わせなどを入力できま

す（最長63文字）。   

サブドメイン名の先頭文字はアルファベット文字です。 サブドメイン名は大文字と

小文字を区別します。 

6 このサブドメインが管理者が独自に管理している管理者用のWebサイ

トを部分的に保有している場合、［親ドメインのFTPユーザアカウントを

利用する］オプションを選択したままにしておきます。  このサブドメ

インが、別の人物に属する、または別の人物により管理される別のWeb

サイトを保持している場合、［このサブドメイン用に異なるユーザアカウ

ントを作成する］オプションを選択し、FTPを通じてWebスペースにア

クセスし、Webサイトのコンテンツを公開する場合に使用するログイ

ン名とパスワードを指定します。  

7 このサブドメインがセキュアなトランザクションを要求する場合、

［SSL対応］チェックボックスを選択します。 これにより、親ドメイン

の下でインストールされたSSL証明書が、暗号化トランザクションに使

用されます。   

デフォルトでは、ユーザがサイトを公開する場合、httpsdocs ディレクトリへの

セキュアな接続を経由してアクセスできるようにしなければならない Web コンテ

ンツおよびプレーンHTTPを経由してhttpdocsディレクトリにアクセスできるよ

うにしなければなならない Web コンテンツをアップロードする必要があります。 

便宜上、単一の場所すなわちhttpdocsディレクトリを通じてすべてのコンテンツ

を公開する方法を選択できます。このために、［SSL 認証を受けないコンテンツと

同じディレクトリに、SSL 認証を受けるコンテンツを設置する］チェックボックス

を選択します。 

8 Webサイトを作成する際に使用するプログラミング言語を指定します。 

これを指定しない場合、Webサイトが正しく機能しない場合がありま

す。  

例えば、Web サイトが主に ASP で作成され、アプリケーションヴォルトのアプリ

ケーションなど（［ホーム］> ドメイン名 >［アプリケーションヴォルト］）、PHP

で作成された複数のアプリケーションを使用している場合、［ASPサポート］ チェ

ックボックスと［PHPサポート］チェックボックスを選択します。 
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9 このサブドメイン内のWebコンテンツが使用できるディスク容量を制

限する場合、［ハードディスククォータ］ボックスに必要な値をメガバ

イトで入力します。   

指定された制限を超えた場合、Web スペースにファイルを追加できなくなり、既存

のファイルの編集中にファイルが破損する場合があります。 

10 ［OK］をクリックして設定を完了します。 新しいサブドメインに関す

る情報がドメイン名システム（DNS）内に伝わり、インターネットユ

ーザが利用できるようになるまで、最大48時間を要します。  

 

サブドメインの Web スペースに Web コンテンツを公開するには、［サイトの公開］ 

(163 ページ) のセクション内の手順に従って下さい。 
 

サブドメインの削除 

ü サブドメインとその Webコンテンツを削除するには、以下の操作を実行しま
す。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サブドメイン］をクリックします。  

4 削除するサブドメイン名に対応するチェックボックスを選択し、 ［選

択対象を削除］アイコンをクリックします。  

5 削除を確認して［OK］をクリックします。 サブドメインのコンフィグ

レーションとそのWebコンテンツがサーバから削除されます。  
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サイトの追加ドメイン名の設定（ドメインエイリ

アス） 

ドメイン名レジストラに、サーバでホストしている同一の Web サイトを示す複数のド

メイン名を登録している場合、ドメインエイリアスを設定する必要があります。 

別のサーバでホストされる Web サイトを示す複数のドメイン名を提供する必要がある

場合、ドメイン転送を設定する必要があります。 手順については、「他のサーバにホ

ストされているサイトのドメイン名を使用する（ドメイン転送）」 (206 ページ) セク

ションをご参照ください。 

このセクションの内容: 

ドメインエイリアスの設定 ............................................................................... 192 

ドメインエイリアスのプロパティの変更 .......................................................... 193 

ドメインエイリアスの削除 ............................................................................... 193 
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ドメインエイリアスの設定 

ü ドメインエイリアスを設定するには、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ドメインエイリアス］アイコンをクリックします。  

4 ［ドメインエイリアスを追加］アイコンをクリックします。  

5 希望するドメインエイリアス名を入力します (例：alias.com)。  

ドメインエイリアスには、文字、数字、ハイフンを使用できます。 ドメインエイリ

アスのドット間の各部分には、63 個以下の記号を使用します。 

6 ドメインエイリアスでプライマリドメインと同じDNSゾーンリソース

レコードを使用したい場合は、［DNSゾーンをプライマリドメインと同期

化］チェックボックスを選択します。  この設定により、今後プライマ

リドメインゾーンのリソースレコードに変更があった場合、それがこ

のドメインエイリアスのDNSゾーンに適用されます。     

7 ドメインエイリアスの下のメールアドレスで送信されたメールを、オ

リジナルドメイン名の下のメールアドレスに転送する場合、［メール］

チェックボックスを選択します。  

例： mail@yourdomain.com というメールアドレスを保有し、ドメイン名に

alias.com などのエイリアスを設定しているとします。この場合、mail@alias.com

に送信された、メールボックス mail@yourdomain.com へのメールを受け取るには

、［メール］チェックボックスを選択します。 

8 ［Web］チェックボックスを選択します。  このチェックボックスを選

択しない場合、ブラウザにドメインエイリアスを入力して管理者のサ

イトを訪問したユーザに、Webコンテンツを表示しません。  

9 サイトにJavaアプリケーションをインストールしていて、ドメインエ

イリアスからアクセスできるようにしたい場合は、［Java Webアプリケ

ーション］チェックボックスを選択します。  

10 ［OK］をクリックします。  
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ドメインエイリアスのプロパティの変更 

ü エイリアスのプロパティを変更するには、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ドメインエイリアス］アイコンをクリックします。  

4 必要なエイリアス名をクリックします。  

5 ［ツール］グループの［プリファレンス］アイコンをクリックします。  

 

ü ドメインエイリアスの DNSゾーンのリソースレコードを変更するには、以下
の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ドメインエイリアス］をクリックします。  

4 必要なエイリアス名をクリックします。  

5 ［DNS設定］をクリックします。  

6 必要に応じてリソースレコードを追加、編集、削除します。  

Á ゾーンにリソースレコードを追加するには、［新規レコードの追加］をクリック

します。 必要な値を指定し、［OK］をクリックしてゾーンに値を書き込みます。 

Á リソースレコードを変更するには、［ホスト］の列で必要なレコードに対応する

ハイパーリンクをクリックします。 

Á レコードを削除するには、削除するレコードに対応するチェックボックスを選択

し  ［選択対象を削除］をクリックします。 
 

ドメインエイリアスの削除 

ü ドメインからエイリアスを削除するには、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ドメインエイリアス］アイコンをクリックします。  

4 削除したいドメインエイリアスに対応するチェックボックスを選びま

す。  

5 ［選択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］をクリ

ックします。  
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Webサーバでの個人用 Webページのホスティン

グ 

専用のドメイン名を必要としない個人の個人用 Web ページは、管理者 Web サーバでホ

ストできます。 このサービスは主に、学生やスタッフの非営利的なパーソナルページ

をホストする教育機関で使用されています。 

そういったページの Web アドレスは通常http://your-domain.com/~usernameとなりま

す。 

ü サーバで個人用 Webページを追加するには、別の Webスペースを割り当て、
公開用の FTPアカウントを設定します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［Webユーザ］アイコンをクリックします。  

4 ［プリファレンス］をクリックします。  

5 個人Webページに埋め込まれたスクリプトが実行できるようにする場

合は、［Webユーザーへのスクリプトの使用の許可］チェックボックスを

選択します。  

6 ［OK］をクリックします。   

ステップ 5 で定義した設定は、管理者の Web サーバでホストするすべての個人用

Web ページに共有です。 従って、次に個人用 Web ページの Web スペースを設定

する場合は、ステップ 4 から 6 を実行する必要はありません。 

7 ［新しいWebユーザを追加］をクリックします。  

8 FTPを使用してWebスペースにアクセスし、Webページを公開する場

合に使用するユーザ名とパスワードを指定します。   

ユーザ名には小文字の英数字、ハイフン、アンダースコア記号のみ使用できます。 ユ

ーザ名の先頭文字はアルファベット文字です。 空白を含めることはできません。 パ

スワードにはクオーテーションマーク、空白、ユーザのログイン名を使用できませ

ん。長さは 5～14 文字とします。   

9 Webページでサポートされるプログラミング言語を指定します。   

例えば、Web ページが PHP で作成されている場合、［PHP サポート］チェックボ

ックスを選択します。 

10 このWebページコンテンツが使用できるディスク容量を制限する場合、

［ハードディスククォータ］ボックスに必要な値をメガバイトで入力し

ます。  

指定した制限値を超えると、Web ページオーナーは Web スペースにファイルを追

加することができなくなります。 

11  ［OK］をクリックします。  

http://your-domain.com/~username
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これで、FTP アカウントの信用情報がユーザに伝えられ、ユーザが自分の Web ページ

を公開できるようになります。 

このセクションの内容: 

Web ページオーナーの FTP パスワードの変更 ................................................. 195 

Web ページオーナーへのディスク容量の割り当ての増加 ................................. 195 

Web ページオーナーのアカウントの削除 ......................................................... 195 
 
 

Web ページオーナーの FTP パスワードの変更 

ü Webページオーナーの FTPパスワードを変更するには、以下の操作を実行し
ます。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［Webユーザ］>［Webユーザ名］に進みます。  

2 ［新しいパスワード］ボックスおよび［パスワードの確認］ボックスで新

しいパスワードの入力と確認を行い、［OK］をクリックします。  

 
 

Web ページオーナーへのディスク容量の割り当ての増加 

ü Webページオーナーへのディスク容量割り当てを増やすには、以下を実行し
てください。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［Webユーザ］に進み、処理したいWebユー

ザをクリックします。  

2 ［ハードディスククォータ］ボックスにディスク容量をメガバイトで入

力し、［OK］をクリックします。  

 
 

Web ページオーナーのアカウントの削除 

ü  Webページオーナーのアカウントをその Webページとともに削除するには、
以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ホスティング］グループの［Webユーザ］をクリックします。  

4 削除するユーザ名の右側にあるチェックボックスを選択し、 ［選択対

象を削除］アイコンをクリックします。  

5 削除を確認して［OK］をクリックします。  
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サーバへの anonymous FTPアクセスの設定 

専用の IP アドレス上のサイトをホストしている場合、他のユーザが FTP を使用して匿

名でファイルをダウンロードまたはアップロードできるディレクトリを、サイト内に設

定できます。 anonymous FTP が有効になると、ユーザは「anonymous」ログイン名

と任意のパスワードを使用してftp://ftp.your-domain.comにログインできるようになり

ます。 

ü anonymous FTPアクセスを許可するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［Anonymous FTP］アイコンをクリックします。  

4 anonymous FTPサービスを有効にするには、［スイッチオン］をクリッ

クします。  

5 ユーザがFTPサイトにログインしたときに表示されるウェルカムメッ

セージを設定するには、［ログインメッセージを表示する］チェックボッ

クスを選択し、入力フィールドに任意にメッセージテキストを入力し

ます。  

全ての FTP クライアントがウェルカムメッセージを表示するとは限りません。 

6 ビジターに/incomingディレクトリへのファイルのアップロードを

許可するには、［/incomingディレクトリへのアップロードを許可する］チ

ェックボックスを選択します。  

7 ビジターに/incomingディレクトリへのファイルのアップロードを

許可するには、［/incomingディレクトリへのアップロードを許可する］チ

ェックボックスを選択します。  

8 /incomingディレクトリへのサブディレクトリの作成をユーザに許

可するには、［incomingディレクトリ内でのディレクトリ作成を許可する］

チェックボックスを選択します。  

9 アップロードされたファイルが使用できるディスク容量を制限するに

は、 ［incomingディレクトリのディスク容量を制限する］オプションに対

応する［無制限］チェックボックスをクリアし、容量をキロバイトで指

定します。   

これがハードクォータです。 この制限に達したとき、ユーザはディレクトリにファ

イルを追加できなくなります。  

10 anonymous FTPサーバへの同時接続数を制限するには、［同時接続の数

を制限する］オプションに対応する［無制限］チェックボックスをクリ

アし、許可される接続数を指定します。  

ftp://ftp.your-domain.com/
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11 anonymous FTP接続の帯域幅を制限するには、［このバーチャルFTPド

メインのダウンロード帯域幅を制限する］オプションに対応する［無制限］

チェックボックスをクリアし、最大帯域幅を1秒当たりのキロバイト数

で入力します。  

12 ［OK］をクリックします。  

 

ü anonymous FTPサーバの設定を変更する、または anonymous FTPサーバを無効
にするには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［Anonymous FTP］アイコンをクリックします。  

4 必要に応じて設定を調整し［OK］をクリックします。 Anonymous FTP

サービスを無効にするには、［ツール］グループの［スイッチオフ］ア

イコンをクリックします。   
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Webサーバのエラーメッセージのカスタマイズ 

サイトを訪れているビジターが Web サーバが見つけられないページを要求する場合、

Web サーバによりエラーメッセージを伴った標準の HTML ページが生成、表示されま

す。 標準のエラーメッセージにより問題が伝えられる場合がありますが、通常は問題

の解決方法または問題の発生したビジターが通常の作業に戻る方法は述べられず、明確

になりません。  

個人用のエラーページを作成し、個人の Web サーバで使用することができます。 Plesk

では、以下のエラーメッセージをカスタマイズできます。  

Á 400 Bad File Request. 通常は URL で使用される構文の間違い（大文字は小文字にする、

句点の間違いなど）を意味します。 

Á 401 Unauthorized. サーバはクライアントからの暗号化キーを要求していますが取得

できません。 また、入力したパスワードが間違っている場合があります。 

Á 403 Forbidden/Access denied. 401 に類似したエラーです。サイトにアクセスするため

に特別な許可（登録の場合にはパスワードおよび/またはユーザ名）が必要になりま

す。 

Á 404 Not Found. サーバは要求されたファイルを検索できません。 ファイルは移動ま

たは削除されています。あるいは入力された URL またはドキュメント名が間違って

います。 これは最も一般的なエラーです。 

Á 405 Method Not Allowed. リクエスト-ラインで指定した方法が、リクエスト-URI が同

定するリソースに許可されていません。  

Á 406 Not Acceptable. リクエストが同定するリソースは、リクエストで送信されたヘッ

ダに許可されていないコンテンツ特性を持つ応答エンティティの生成にのみ有効で

す。 

Á 407 Proxy Authentication Required. このコードは 401 (Unauthorized) に似ていますが、

クライアントはまず自分をプロキシで認証しなければならないことを表しています。  

Á 412 Precondition Failed. 1 つ以上の［リクエスト-ヘッダ］フィールドに指定された前

提条件をサーバでテストしたところ、誤っていると判断されました。 この応答コー

ドによってクライアントは現行のリソースメタ情報（［ヘッダ］フィールドのデー

タ）の前提条件を調整し、リクエストした方法が意図したリソース以外に適用され

ることを防ぎます。 

Á 414 Request-URI Too Long. サーバが解釈可能である長さよりもリクエスト-URI のほ

うが長いため、サーバはリクエストへのサービスを拒否します。 これは稀なケース

であり、クライアントが POST リクエストを GET リクエストに長いクエリ情報と

一緒に不適切に変換した場合、あるいはクライアントが転送の URI 「ブラックホー

ル」に陥った（例えば転送された URI プレフィックスがそれ自身のサフィックスを

指している）場合、あるいはサーバが、リクエスト-URI. を読み取るまたは操作す

るための固定長のバッファを使用しているサーバが提供するセキュリティホールを

突破しようとしているクライアントによって攻撃されている場合に限り発生するこ

とがあります。 
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Á 415 Unsupported Media Type. リクエストのエンティティが、リクエストした方法のリ

ソースがサポートしていない形式であるため、サーバはリクエストへのサービスを

拒否します。 

Á 500 Internal Server Error サーバコンフィグレーション上の問題により、HTML 文書を

取得できませんでした。 

Á 501 Not Implemented. サーバはリクエストを遂行するのに必要な機能をサポートして

いません。 これは、サーバがリクエスト方法を認識せず、あらゆるリソースに対し

てそれに対応する機能がない場合の応答コードです。 

Á 502 Bad Gateway. ゲートウェアまたはプロキシとして動作しているサーバが、リクエ

ストを遂行しようとしてアクセスしたアップストリームサーバから無効な応答を受

け取りました。 

ü ドメインのカスタムエラーページを表示するように Pleskの Webサーバを設
定するには、以下を実行してください。 

1 Pleskでカスタムエラー文書のサポートをオンにします。   

1. ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリッ

クします。  

2. リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3. ［設定］をクリックします。   

4. ［カスタムエラードキュメント］ チェックボックスを選択します。  

5. ［OK］をクリックします。  

2 Pleskにリモートアクセスする場合、Pleskサーバの自身のFTPアカウン

トに接続しerror_docsディレクトリに移動します。 Pleskにローカル

アクセスする場合、ディレクトリ

/vhosts/your-domain.com/error_docs/.に移動します。  

3 各ファイルを編集または置き換えます。 正しいファイル名が維持され

ていることを確認します。  

Á 400 Bad File Request - bad_request.html 

Á 401 Unauthorized - unauthorized.html 

Á 403 Forbidden/Access denied - forbidden.html 

Á 404 Not Found - not_found.html 

Á 405 Method Not Allowed - method_not_allowed.html 

Á 406 Not Acceptable - not_acceptable.html 

Á 407 Proxy Authentication Required - 
proxy_authentication_required.html 

Á 412 Precondition Failed - precondition_failed.html 

Á 414 Request-URI Too Long - request-uri_too_long.html 

Á 415 Unsupported Media Type - unsupported_media_type.html 

Á 500 Internal Server Error - internal_server_error.html 
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Á 501 Not Implemented - not_implemented.html 

Á 502 Bad Gateway - bad_gateway.html 

4 Webサーバを再起動するか、Webサーバの再起動が始まるまで数時間

待機します。 その後、Webサーバはエラードキュメントを使用して起

動します。  
 

ドメインの DNSゾーン設定のカスタマイズ 

新しいドメイン名ごとに、コントロールパネルにより、定義した設定事前設定に従って

自動的に DNS ゾーンが作成されます。 ドメイン名は自動設定に適合する必要がありま

すが、ドメイン名ゾーンのカスタム変更を実行する必要がある場合、これをコントロー

ルパネルを使用して行うことができます。 

このセクションの内容: 

リソースレコードの表示 ................................................................................... 200 

リソースレコードの追加 ................................................................................... 201 

リソースレコードの変更 ................................................................................... 202 

リソースレコードの削除 ................................................................................... 203 

元のゾーン設定の復元 ...................................................................................... 203 
 
 

リソースレコードの表示 

ü ドメインの DNSゾーンのリソースレコードを表示するには、以下の操作を実
行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［DNS］アイコンをクリックします。 画面に所

定のドメインの全てのリソースレコードが表示されます。  
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リソースレコードの追加 

ü ゾーンに新しいリソースレコードを追加するには、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［DNS］アイコンをクリックします。  

4 ［ツール］グループの  ［新しいレコードを追加］アイコンをクリックし

ます。  

5 リソースレコードのタイプを選択し、適切なデータを指定します。  

Á A レコードでは A レコードを作成するドメイン名を入力する必要があります。 

メインドメインのために A レコードを設定する場合は、入力フィールドは空欄

にして下さい。 A レコードをネームサーバのために設定する場合は、ネームサ

ーバのための適切な入力(例：ns1)をする必要があります。 次に適切なドメイン

名と関連づける IP アドレスを入力します。 

Á A レコードでは A レコードを作成するドメイン名を入力する必要があります。 

メインドメインのために NS レコードを設定する場合は、入力フィールドを空欄

にして下さい。 次に適切なネームサーバの名前を入力フィールドに入力します。 

この名前はフルネームである必要があります（例： ns1.mynameserver.com）。  

Á MX レコードでは MX レコード作成するドメイン名を入力する必要があります。 

メインドメインのために MX レコードを設定する場合は、入力フィールドを空欄

にして下さい。 次にメールエクスチェンジャを入力します。これはあなたのメ

ールサーバの名前です。 リモートで'mail.myhostname.com'という名前のメール

サーバを稼動させている場合は、'mail.myhostname.com'と入力フィールドに入

力します。 次にメールエクスチェンジャの優先度を設定する必要があります。 

ドロップダウンボックスを使用して、優先度を選択します。 0 が最高の優先度、

50 が最低の優先度となります。 リモートのメール交換サーバを使用する場合は、

適切な A レコードおよび/または CNAME レコードを追加する必要があります。 

Á CNAME レコードでは、まず CNAME レコードを作成するエイリアスドメイン名

を入力します。 次にエイリアスをつけるドメイン名を入力します。 どのような

ドメイン名を入力することも可能です。 これは同じサーバ上である必要はあり

ません。  

Á PTRレコードでは、まずポインターを設定する IPアドレス/マスクを入力します。 

次にこの IP を移送する適切なドメイン名を入力します。  

Á TXT レコードでは、SPF レコードの説明など、任意のテキスト文字列を入力で

きます。 

Á SRV レコードについては、サービス名、プロトコル名、ポート番号、ターゲッ

トホストを入力する必要があります。 サーバおよびプロトコル名はアンダース

コア記号で始める必要があります。 ターゲットホストの優先順位を指定して、

優先度が同じ場合は該当のフィールドに相対的な優先度を指定することもでき

ます。  

6 ［OK］をクリックしてデータを送信します。  
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リソースレコードの変更 

ü リソースレコードのプロパティを修正するには、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3  ［DNS］アイコンをクリックします。  

4 修正したいリソースレコードに対応する［ホスト］列内のハイパーリン

クをクリックします。  

5 必要に応じてレコードを修正し［OK］をクリックします。  

 

ü ドメインの SOAレコード内のエントリを修正するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3  ［DNS］アイコンをクリックします。  

4 ［SOAプリファレンス］をクリックします。  

5 希望する値を指定します。  

Á ［TTL］ 他の DNS サーバがそのレコードをキャッシュに保存するまでの時間で

す。 Plesk のデフォルト値は 1 日です。 

Á ［更新］ セカンダリネームサーバがプライマリネームサーバに対して、ドメイ

ンゾーンのファイルへ何か変更が加えられたかどうかを確認する頻度です。 

Plesk のデフォルト値は 3 時間です。 

Á ［再試行］ セカンダリサーバが失敗したゾーン転送を再試行するまで待つ時間

です。 この時間は更新インターバルよりは短いのが普通です。 Plesk のデフォ

ルト値は 1 時間です。 

Á ［期限切れ］ そのゾーンが変更または更新されなかった場合、更新インターバ

ルが経過した後、セカンダリサーバが問い合わせに応答するのを止めるまでの時

間です。 Plesk のデフォルト値は 1 週間です。 

Á ［最小値］ セカンダリサーバが負の応答をキャッシュするまでの時間です。 

Plesk のデフォルト値は 3 時間です。 

6 ［OK］をクリックします。  
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リソースレコードの削除 

ü ゾーンからリソースレコードを削除するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［DNS設定］をクリックします。  

4 削除したいレコードに対応するチェックボックスを選びます。  

5 ［選択対象を削除］をクリックします。  

6 削除を確認して［OK］をクリックします。  

 
 

元のゾーン設定の復元 

ü  サーバ規模の DNS設定に従って、元のゾーン設定を復元するには、以下を
実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［DNS］アイコンをクリックします。  

4 ［IPアドレス］ドロップダウンボックスで、そのゾーンを復元するため

に使うIPアドレスを選択して、wwwエイリアスがそのドメインに必要

かどうかを指定して［デフォルト］ ボタンをクリックします。  ゾーン

設定が再作成されます。   
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外部ドメインネームサーバを持つサイトの供給 

このサーバ上で Web サイトをホスティングし、そのサイトのプライマリ（マスター）

ネームサーバとして機能するスタンドアロン DNS サーバがある場合は、コントロール

パネルの DNS サーバが、セカンダリ（スレーブ）ネームサーバとして機能するように

設定する必要があることもあります。 

ü コントロールパネルの DNSサーバをセカンダリネームサーバとして機能さ
せるには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［DNS設定］をクリックします。  

4 ［ツール］グループの［切り替え］をクリックします。  

5 プライマリ（マスター）DNSサーバの IPアドレスを指定します。  

6 ［追加］をクリックします。  

7 サーバ上でセカンダリネームサーバを持つ必要があるWebサイトごと

に、1から5のステップを繰り返します。  

ü コントロールパネルの DNSサーバをあるゾーンのプライマリとして機能さ
せるには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［DNS設定］をクリックします。  

4 ［ツール］グループの［切り替え］をクリックします。 そのゾーンの元

のリソースレコードが復元されます。  

Web サイトの中に外部ネームサーバ権限を持つものがある場合、外部ネームサーバに

よって使用されるサイトごとのコントロールパネル DNS サービスをオフにします。  

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［DNS設定］をクリックします。  

4 ［ツール］グループの［スイッチオフ］をクリックします。 ゾーンのDNS

サービスを無効にすると、画面が更新されるので、ネームサーバのリ

ストだけが残ります。  

注：リストにあるネームサーバのレコードは、システムに何の影響も与えません。  

ネームサーバのレコードは画面上に表示され、それらをクリックすると、外部権限

を持つネームサーバ上にゾーンの設定が維持されていることを確認することができ

ます。  
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5 外部ネームサーバによって使用されているサイトごとに、1から3のス

テップを繰り返し、ローカルドメインネームサービスを無効にします。  

ü 権限のあるネームサーバ上に維持されているゾーンの設定を確認したい場
合は、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［DNS設定］をクリックします。  

4 そのゾーンに対して権限のある適切なネームサーバをポイントするエ

ントリをリストに追加します。  ［追加］をクリックしてネームサーバ

を指定し［OK］をクリックします。   

テストしたいネームサーバごとにこれを繰り返します。 レコードがリスト内に表示

されます。 

5 作成したレコードをクリックします。   

Plesk は、リモートネームサーバからゾーンファイルを検索し、リソースレコード

をチェックして、ドメインのリソースが正しく解決されるようにします。 結果が解

釈され、画面上に表示されます。  
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他のサーバにホストされているサイトのドメイ

ン名の使用（ドメイン転送） 

他のサーバにホストされている Web サイトをポイントするドメイン名（複数の場合も

含めて）を使用する必要がある場合は、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 ［新しいドメインの追加］をクリックします。  

3 ドメイン名を指定します。   

ユーザが例えばwww.your-domeain.comのような共通・常用の URLによってサイト

へアクセスすることを許可するには、［www］チェックボックスを選択したままに

します。ドメイン名の前に www エイリアスをつけると、ユーザがブラウザに何を

入力しても、そのサイトへ行くことができます。 www.your-domain.comと

your-domain.com、どちらもそのサイトをポイントします。 

4 ［テンプレートを選択する］メニューの［テンプレートなしにドメイン作

成する］オプションを選択したままにします。  

5 選択先のIPアドレスの数がある場合、［IPアドレスの選択］ドロップダ

ウンボックスから必要なアドレスを選択します。   

SSL(Secure Sockets Layer)データ暗号化を実行するために、E-コマースサイトは IP

アドレス（他のサイトと共有でない）が必要であることを忘れないでください。 

6 ［ホスティング設定に進む］チェックボックスがチェックされているこ

とを確認して、［OK］をクリックします。  

7 転送タイプを選択します。 ［フレーム転送］または［標準転送］オプシ

ョンのいずれかを選択します。   

標準転送では、ユーザはそのサイトに転送され、実際のサイト URL がユーザのブラ

ウザに示されます。従って、ユーザは別の URL へ転送されていることが常に分かり

ます。 フレーム転送では、ユーザはそのサイトが実際は別の場所にあることを知ら

ずに転送されます。従って［フレーム転送］が望ましいのです。 

8 ［OK］をクリックします。  

9 転送先のURLを指定します。 このドメインがポイントしてほしい現在

のWebサイトのアドレスです。  

10 ［OK］をクリックします。  

11 1から9までのステップを繰り返し、必要に応じた数だけドメイン転送

先を追加します。  

 
 

http://www.your-domeain.com/
http://www.your-domain.com/
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ユーザアカウント間のドメイン転送 

ü あるユーザアカウントから別のユーザアカウントへドメインを転送するに
は、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットを選択します。 ま

たは、ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットを選択

し、必要なクライアント名をクリックします。   

2 転送したいドメインに対応するチェックボックスを選択して ［オーナ

ーの変更］をクリックします。  

3 選択したドメインを転送したい宛先アカウントを選択し［次へ >>］を

クリックします。  

Plesk は、宛先のクライアントアカウントが転送されたドメインを正しく機能させ

るための適切なリソース量を提供できるかどうかを確認します。 クライアントアカ

ウントに新規ドメインを収容するだけのリソースがない場合、リソース不足がハイ

ライトされます。 宛先クライアントアカウントに必要な量のリソースを割り当てる

には、［クライアント］>［クライアント名］>［制限］に進んでリソース量を調節

してからドメイン転送プロセスをもう一度行います。 

必要なドメインの［新規 IPアドレス］メニューから宛先 IP アドレスを選択してド

メインの転送に IP アドレスを使用することもできます。 

4 この手順を終了するには［終了］をクリックします。  

 
 

ドメインの中断と中断解除 

ü ドメインを中断するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットを選択します。  

2 必要なドメインをクリックします。  

3 ［スイッチオフ］をクリックします。  

ドメインは中断されます。その Web、FTP、メールサービスはインターネットユー

ザにはアクセスできなくなります。また、ドメインオーナーはコントロールパネル

にログインできなくなります。  

ü ドメインを中断解除するには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットを選択します。  

2 必要なドメインをクリックします。  

3 ［スイッチオン］をクリックします。  
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ドメインの削除 

ü ドメインとその Webコンテンツを削除するには、以下の操作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 削除したいドメイン名に対応するチェックボックスを選びます。  

3 ［選択対象を削除］をクリックして、削除を確認し［OK］をクリック

します。  

 

ü サブドメインとその Webコンテンツを削除するには、以下の操作を実行しま
す。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ホスティング］グループの［サブドメイン］アイコンをクリックします。 

4 削除したいサブドメインに対応するチェックボックスを選びます。  

5 ［選択対象を削除］をクリックして、削除を確認し［OK］をクリック

します。  

 

 



 

  
 

メールサービスの使用 

1 つのメールアカウントで様々なメールサービスを利用できます。 例えば、標準的な

メールボックスとしてメールを受取ったり、多数の宛先へ転送したり、送信者へ自動的

に応答するようなメールアドレスを持つことができます。 

外部メールサーバを持つ特定のドメイン下のメールボックスを提供するには以下を実

行してください。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［DNS設定］に進みます。  

2 ［レコードタイプ］の列でMXレコードを指定し、左側の［ホスト］の列

でそれぞれのリンクをクリックします。  

3 ［メールエクスチェンジャを入力］ボックスに外部メールサーバのホスト

名（例えばmailserver.example.com）を入力します。  

4 ［OK］をクリックします。  

5 ［上位レベルへ］をクリックしてドメイン管理画面に戻ります。  

6 ［メール］をクリックします。  

7 ［スイッチオフ］をクリックします。  

この章の内容: 

メールボックスの作成 .......................................................................................210 

メールボックスからメールを取得するためのメールプログラムの設定 .............212 

Web ブラウザからのメールへのアクセス ..........................................................214 

スパムからのメールボックスの保護 ..................................................................215 

ウイルスからのメールボックスの保護 ..............................................................221 

メールボックスの中断と中断解除 .....................................................................223 

メールボックスの削除 .......................................................................................224 

アカウントのメールボックスフォワーダへの変更を決定した場合のメールボックス

サービスの無効化 ..............................................................................................224 

単一メールアドレスへのメール転送の設定 .......................................................225 

複数メールアドレスへのメール転送の設定 .......................................................227 

メールフォワーダの削除....................................................................................229 

自動応答の設定 ..................................................................................................230 

自動応答の無効化 ..............................................................................................232 

存在しないユーザ宛メールの処理に対するサイト単位のプリファレンスの設定（メ

ール転送） .........................................................................................................233 

複数のメールアカウントへの類似変更の同時処理の導入 ..................................234 

複数の顧客に対するメール一括送付 ..................................................................235 

メーリングリストの保守....................................................................................241 
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メールボックスの作成 

メールアドレスをyourname@domain.comなどの特定のサイトに関連付ける場合、メ

ールボックスを作成する必要があります。 このためには、以下を実行します。 

ü メールボックスを作成するには、以下を実行します。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［メール］に進み、［新しいメールアカウン

トを追加］をクリックします。  

2 ドメイン名が  @ 記号の右側に表示され、あとはメールボックスに必

要な名前を指定するだけです。   

ドットで区切った名字と名前、部署名、その他のラテン記号のテキストなどを指定

できます。 名前は覚えられる長さにする必要があります。 英数字、ダッシュ、ド

ット、アンダースコアの記号を使用できます。 

3 メールボックスへのアクセスに使用するパスワードを指定します。  

4 ［メールボックス］チェックボックスが選択されていることを確認して、

［OK］をクリックします。  

これでプロバイダのサーバにメールボックスが作成されました。新しいメールボックス

を通じてメールを送受信できるようにお気に入りのメールプログラムを設定できます。 

他のユーザのメールボックスを作成するには、以下を実行します。 

ü 他のユーザのメールボックスを作成するには、以下を実行します。 

1 ［ドメイン］> ドメイン名  >［メール］に進み、［新しいメールアカウン

トを追加］をクリックします。  

2 ドメイン名が  @ 記号の右側に表示され、あとはメールボックスに必

要な名前を指定するだけです。   

ドットで区切ったユーザの名字と名前、部署名、その他のラテン記号のテキストな

どを指定できます。 名前は覚えられる長さにする必要があります。 英数字、ダッ

シュ、ドット、アンダースコアの記号を使用できます。 

3 メールボックスのオーナーがメールボックスへのアクセスに使用する

パスワードを指定します。  

4 メールボックスオーナーがメールボックス管理パネルを使用して自分

のメールボックスを管理するのを許可する場合は、［コントロールパネ

ルアクセス］チェックボックスを選択し、ユーザのコントロールパネル

の言語を指定します。  

5 チェックマークが［メールボックス］チェックボックスに表示されるこ

とを確認してください。 必要に応じて、このメールボックスおよび自

動応答の添付ファイルで使用できるディスク容量を制限します。 この

場合、［メールボックスクォータ］で［サイズ入力］オプションを選択し、

指定する値をキロバイトで入力します。  ［OK］をクリックします。  

mailto:yourname@domain.com
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6 メールボックスオーナーがスパムフィルタとアンチウイルスを設定し

使用するのを許可する場合は、［パーミッション］をクリックしてそれ

ぞれのチェックボックスを選択し、［OK］をクリックします。   

これでメールボックスが作成され、Plesk に専用のメール管理パネルが設定されました。 

管理パネルに入力する場合、メールボックスオーナーは URL 

https://your-domain.com:8443を閲覧し、［ログイン］ボックスにメールアドレスを入

力し、［パスワード］ ボックスにメールボックスのパスワードを入力してから、［ロ

グイン］をクリックします。 
 

https://your-domain.com:8443/
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メールボックスからメールを取得するためのメ

ールプログラムの設定 

ü Microsoft Outlook Expressを設定するには、以下を実行します。 

1 Microsoft Outlook Expressを開きます。  

2 ［ツール］>［アカウント］に進みます。  

3 ［メール］タブをクリックして、メールアカウントのリストを開きます。 

4 ［追加>］ボタンをクリックし、［メールé］項目を選択します。  

5 送信する全てのメッセージに表示される名前を入力し、［次へ>］をク

リックします。  

6 Pleskで作成したメールアドレス（例：your.name@your-domain.com）

を入力し、［次へ >］をクリックします。  

7 受信メールサーバのプロトコルを選択します。   

8 メールドメイン名を受信および発信メールサーバとして指定し（例：  

mail.your-domain.com）、［次へ >］をクリックします。  

9 ［アカウント名］ボックスにメールアドレスを入力します（例：  

your.name@your-domain.com）。 

10 パスワードを入力します。  これはPleskでメールボックスを作成する

際に指定したパスワードです。  

11 メールプログラムがメールサーバに接続し新規メールをチェックする

たびに、パスワードの入力が要求されないようにする場合は、［パスワ

ードを記憶する］ボックスにチェックを付け、［次へ >］をクリックしま

す。  

12 メールプログラムの設定を終了する場合は、［完了］をクリックします。  

 

ü Mozilla Thunderbirdを設定するには、以下を実行します。 

1 Mozilla Thunderbirdを開きます。  

2 ［ツール］>［アカウント設定...］に進みます。  

3 ［アカウントを追加］をクリックします。 アカウントウィザードが開き

ます。  

4 ［メールアカウント］オプションを選択したまま、［次へ >］をクリック

します。  

5 送信するすべてのメッセージに表示される名前を入力します。  

6 Pleskで作成したメールアドレスを入力します。   

mailto:your.name@your-domain.com
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例えば、your.name@your-domain.comのように入力し、［次へ>］をクリックしま

す。 

7 受信メールサーバのプロトコルを選択します。   

8 メールドメイン名を受信および発信メールサーバとして指定し（例：  

mail.your-domain.com）、［次へ >］をクリックします。  

9 受信ユーザ名ボックスで、自分の完全なメールアドレス（例：

your.name@your-domain.com）を指定し、［次へ>］をクリックします

。 

10 このアカウントを参照する際の名前（例：Work Account）を入力し、

［次へ>］をクリックします。  

11 入力した情報が正しいことを確認し、［完了］をクリックします。  

12 ［OK］をクリックして、アカウント設定ウィザードを閉じます。  

 
 

mailto:your.name@your-domain.com
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Webブラウザからのメールへのアクセス 

自宅やオフィスのコンピュータから離れている場合でも、自分のメールを読み出し、新

しいメッセージを作成することができます。 この場合、まずコントロールパネルに統

合されている Horde Web メールインターフェースへのアクセスを許可する必要があり

ます。 これで、インターネット接続および Web ブラウザがインストールされているコ

ンピュータや WAP が有効な携帯電話や携帯用コンピュータ (PDA) があればメールを

使って作業をすることができます。 

ü Webメールインターフェースへのアクセスを可能にするには、以下を実行し
てください。  

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］アイコンをクリックします。  

4 ［プリファレンス］をクリックします。  

5 ［Webメール］チェックボックスを選択します。  

6 ［OK］をクリックします。  

注：ドメインに対する Web メールの有効化と無効化には、DNS ゾーンでの変更が伴う

ため、実際には、DNS 登録メカニズムの速度により Web メールを有効化および無効化

する場合は一定の遅延が発生します。 

ü Webメールからメールボックスにアクセスするには、以下を実行してくださ
い。  

1 Webブラウザ (携帯用デバイスで作業しているのであればWAPブラウ

ザ) を開いて以下のURLを入力します。   

http://webmail.your-domain.comを入力します。このyour-domain.com

には使用しているドメインの名称を入力します。  ENTERを押します。 

Webメールログイン画面が開きます。  

2 メールボックスを作成する際に指定したユーザ名とパスワードを入力

し、［ログイン］をクリックします。  
 

http://webmail.your-domain.com/
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スパムからのメールボックスの保護 

不要な通信からメールボックスを保護するには、インターネットフォーラムにメールア

ドレスを発行せずに、SpamAssassin ソフトウェア内のサーバ側スパムフィルタを有効

にします。 

メールアドレスを発行する必要がある場合、プライマリメールアドレスにディスポーザ

ブルメールアドレス、すなわちメールエイリアスを作成し、これを代わりに発行します。 

メールエイリアスに送信されたメッセージはすべて、メールボックスに到着します。 ス

パムが到着し始めたら、そのエイリアスを削除し別のエイリアスを作成します。 別の

ドメインまたは別のメールサーバにメールボックスを保有している場合、ディスポーザ

ブルメールフォワーダを設定できます。  

このセクションの内容: 

補足的ディスポーザブルメールアドレス（メールエイリアス）の設定 ............ 215 

スパムフィルタの設定 ...................................................................................... 216 
 
 

補足的ディスポーザブルメールアドレス（メールエイリ

アス）の設定 

ü メールボックスにメールエイリアスを設定するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 必要なメールアドレスをクリックします。  

5 ［新しいメールエイリアスの追加］をクリックします。  

6 エイリアスに追加する名前を入力し、［OK］をクリックします。  

追加したメールアドレス（メールエイリアス）宛てのメッセージは、メールボックスに

到着します。  現在使用しているメールエイリアスのリストはドメインのメールアカウ

ント一覧を表示するページで ［エイリアスの表示］をクリックすると表示されます。 

ü メールボックスからメールエイリアスを削除するには、以下を実行します。  

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 必要なメールアドレスをクリックします。  

5 削除するエイリアスに対応するチェックボックスを選択し、 ［選択対

象を削除］をクリックします。  
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スパムフィルタの設定 

削除できない、または削除する必要のないメールに宛てた不要な通信を受け取る場合、

メールボックスにスパムフィルタを設定することを検討して下さい。 このためには、

以下を実行します。 

Á サーバに SpamAssassin コンポーネントをインストールしている場合は、Plesk サ

ーバで SpamAssassin スパムフィルタを有効にします。 

Á メールプログラムの操作を自宅とオフィスのどちらのコンピュータで行うかを選択

して、スパムフィルタリングソフトウェアをインストールします。 

このセクションの内容: 

スパムフィルタの有効化....................................................................................217 

スパム検出の精度の改善....................................................................................219 

スパムフィルタのデータベースの消去 ..............................................................220 

スパムフィルタの無効化....................................................................................220 
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スパムフィルタの有効化 

ü メールボックスのスパムフィルタを有効にするには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 必要なメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［スパムフィルタ］アイコンをクリックします。  

6 必要に応じて以下の設定を行います。  

Á スパムとしてみなす数 この設定はスパムフィルタの感度を調整します。 

SpamAssassin は、各メッセージのコンテンツおよび件名行に対して複数の異な

るテストを実行します。 その結果、各メッセージに複数のポイントが記録され

ます。 ポイントが高くなるほど、メッセージがスパムである可能性が高くなり

ます。 例えば、件名行および本文にテキスト文字列「BUY VIAGRA AT LOW 

PRICE!!!」を含むメッセージの特定は 8.3 ポイントになります。  デフォルトで

は、スコアが 7 ポイント以上のメッセージが全てスパムと分類されるようにフィ

ルタ感度が設定されます。 

現在の設定で多くのスパムメッセージを受け取る場合、［スパムとしてみなす数］

ボックスの値を 6 などに下げてみてください。  

スパムフィルタでジャンクとみなされたためにメールを受信できない場合、［ス

パムとしてみなす数］ボックスの値を高くし、フィルタ感度を下げてみてくださ

い。 

注： スパムフィルタの精度をさらに高めるために、受信するメールメッセージ

でスパムフィルタをトレーニングできます（次のセクションの、「スパム検

出の精度を高めるための指示」を参照してください）。  

Á スパムメッセージの処理方法。 スパムフィルタの精度を確実なものにする場合、

スパムと認識された全ての受信メッセージを自動的に削除するようにフィルタ

を設定できます。 この場合、［削除］オプションを選択します。 ローカルコン

ピュータのソフトウェアでメールをフィルタリングする場合は、［スパムとして

マークしてメールボックスに残す］オプションを選択し、スパムとして認識され

たメッセージをスパムフィルタでマークする方法を指定します。 

「X-Spam-Flag:  YES」および「X-Spam-Status:   Yes」ヘッダーがデフォル

トではメッセージソースに付加され、またスパムフィルタにより件名行の先頭に

特定のテキスト文字列が追加されます。 希望の記号や文字の組み合わせをメッ

セージの件名に含めるには、［スパムと認識された各メッセージの件名の最初に

以下のテキストを追加］ボックスに入力してください。 スパムフィルタにメッ

セージの件名を変更させたくない場合は、このボックスを空白のままにしてくだ

さい。 件名にメッセージのスコアを含めたい場合は、このボックスに _SCORE_ 

と入力してください。 
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7 特定のドメインや送信者からのメールを受信したくない場合は、［ブラ

ックリスト］タブをクリックしてスパムフィルタのブラックリストにそ

れぞれの項目を追加します。   

Á ブラックリストに項目を追加するには、［アドレスを追加］をクリックします。 

ファイルにエントリのリストがある場合は、それを［参照］で指定し［OK］を

クリックします。 もしくは、［リストから］オプションを選択し［メールアド

レス］ボックスにメールアドレスを入力します。 その際、アドレスごとに改行

するか、もしくはコンマやコロンや空白スペースでアドレスを区切って下さい。 

アスタリスク（*）は任意の組み合わせ文字を意味し、疑問符（?）は任意の一文

字を意味します 例えば、以下のようになります。 address@spammers.net, 

user?@spammers.net, *@spammers.net）。 *@spammers.net を指定すると

spammers.netというドメインからの全てのメールをブロックします。追加した

エントリを保存するには、［OK］をクリックして追加を確認して、もう一度［OK］

をクリックしてください。 

Á ブラックリストからエントリを削除するには、 ［ブラックリスト］タブからエ

ントリを選択し［選択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］

をクリックします。  

8 特定の送信者からのメールを確実に受信するには、［ホワイトリスト］

タブをクリックしてスパムフィルタのホワイトリストにそのメールア

ドレスまたは完全なドメイン名をを追加します。  

Á ホワイトリストにエントリを追加するには、［アドレスの追加］をクリックしま

す。 ファイルにエントリのリストがある場合は、それを［参照］で指定し［OK］

をクリックします。 もしくは、［リストから］オプションを選択し［メールア

ドレス］ボックスにメールアドレスを入力します。 その際、アドレスごとに改

行するか、もしくはコンマやコロンや空白スペースでアドレスを区切って下さい。 

アスタリスク（*）は任意の組み合わせ文字を意味し、疑問符（?）は任意の一文

字を意味します 例えば、以下のようになります。 address@mycompany.net, 

user?@mycompany.net, *@mycompany.net）。*@mycompany.net を指定する

と mycompany.netというドメインのメールアドレスが全てホワイトリストに追

加されます。  追加したエントリを保存するには、［OK］をクリックして追加

を確認して、もう一度［OK］をクリックします。 

Á ホワイトリストからエントリを削除するには、 ［ホワイトリスト］タブからエ

ントリを選択し［選択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］

をクリックします。 

9 スパムフィルタの設定が終了したら、［スイッチオン］アイコンをクリ

ックして［OK］をクリックします。  

 
 

mailto:address@spammers.net
mailto:user?@spammers.net
mailto:*@spammers.net
mailto:*@spammers.net??????spammers.net
mailto:*@spammers.net??????spammers.net
mailto:address@mycompany.net
mailto:user?@mycompany.net
mailto:*@mycompany.net??*@mycompany.net??????mycompany.net
mailto:*@mycompany.net??*@mycompany.net??????mycompany.net
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スパム検出の精度の改善 

スパムの精度は、メールボックス内に保存されたメールメッセージでスパムフィルタを

トレーニングすることで改善できます。  

ü スパム検出の精度を改善するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 必要なメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［スパムフィルタ］アイコンをクリックします。  

6 ［トレーニング］タブをクリックします。   

メールボックス内のすべてのメールメッセージが、画面に表示されます。 各メッセ

ージの左の列にアイコンが表示されます。 このアイコンから、メッセージが スパ

ムと認識されるか、 非スパムと認識されるか、 認識不可であるかが分かります。  

メッセージでスパムフィルタのトレーニングを実施し、結果をスパムフィルタのデ

ータベースに記録している場合、右側の列にアイコン  が表示されます。  

7 スパムフィルタをトレーニングします。   

通常は、件名行と送信者名を調べるとメッセージがスパムかどうかがわかります。 

件名行と送信者名から手がかりが得られない場合、メールプログラムまたは Web

メールインターフェースを使用してメッセージ内を調べてみて下さい。 

Á メッセージにスパムとマークする場合は、対応するチェックボックスを選択し、

「SPAM です」をクリックします。 

Á メッセージに非スパムとマークする場合は、対応するチェックボックスを選択し、

「SPAM ではありません」をクリックします。 

Á スパムフィルタのデータベースから特定のメッセージに関する情報を削除する

には、対応するチェックボックスを選択し、「そのままにしておく」をクリック

します。 

8 トレーニングが終了したら、メールプログラムまたはWebメールイン

ターフェースを使用して、メールボックスからスパムメールを削除で

きます。  
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スパムフィルタのデータベースの消去 

間違ってスパムフィルタに大量のスパムメールを非スパムと学習させた場合、またはそ

の逆の場合、スパムフィルタの学習結果が間違ったものになる可能性があります。 ス

パムフィルタのデータベースを消去するには、以下を実行します。  

ü スパムフィルタのデータベースを消去するには、以下を実行します。  

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 必要なメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［スパムフィルタ］アイコンをクリックします。  

6 ［トレーニング］タブをクリックします。  

7 ［クリア］ボタンをクリックします。  

 
 

スパムフィルタの無効化 

ü メールボックスのスパムフィルタを無効にするには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 必要なメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［スパムフィルタ］アイコンをクリックします。  

6 ［スパムフィルタリングを無効にする］アイコンをクリックし、［OK］を

クリックします。  
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ウイルスからのメールボックスの保護 

システムをウイルスから防御する場合、疑わしいメールの添付ファイルを開かず、サー

バ側のアンチウィルス保護を有効にし、ファイアウォールとアンチウィルスソフトウェ

アがパーソナルコンピュータにインストールされていることを確認します。 オペレー

ティングシステムを常に最新の状態に維持し、適宜、セキュリティホットフィックスお

よびパッチをインストールします。 

このセクションの内容: 

アンチウイルス保護の有効化 ............................................................................ 221 

アンチウィルス保護の無効化 ............................................................................ 222 
 
 

アンチウイルス保護の有効化 

ü メールボックスのアンチウイルス保護を有効にするには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］アイコンをクリックします。  

4 必要なメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［アンチウィルス］アイコンをクリックします。  

6 使用するメールスキャンモードを選択します。 受信メール、発信メー

ル、または送受信メールに対してスキャンを有効にできます。  

注：サーバで Kaspersky アンチウィルスを使用している場合、スキャン設定の調整

に［スキャン設定］アイコンを使用できます。 スキャン設定に関する情報を表示す

るには、ナビゲーションペインの［ヘルプ］ショートカットをクリックしてくださ

い。 

7 ［OK］をクリックします。  
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アンチウィルス保護の無効化 

ü メールボックスのアンチウィルス保護を無効にするには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］アイコンをクリックします。  

4 必要なメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［アンチウィルス］アイコンをクリックします。  

6 ［ウイルスをスキャンしない］オプションを選択します。  

7 ［OK］をクリックします。  
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メールボックスの中断と中断解除 

ü メールボックスのメールサービスを一時的に中断するには、以下を実行しま
す。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 メールサービスを中断するメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［メールボックス］をクリックします。  

6 ［メールボックス］チェックボックスを解除します。  

7 ［OK］をクリックします。  

 

ü メールボックスのメールサービスを再開するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 メールサービスを再開にするメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［メールボックス］をクリックします。  

6 ［メールボックス］チェックボックスを選択します。  

7 ［OK］をクリックします。  

 

ü ドメイン内のすべてのメールボックスについてメールサービスを一時的に
中断するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 ［ツール］グループの［スイッチオフ］をクリックします。  

 

ü ドメイン内のすべてのメールボックスについてメールサービスを再開する
には、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  
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4 ［ツール］グループの［スイッチオン］をクリックします。  

 
 

メールボックスの削除 

ü メールボックスを削除するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 削除するメールボックスの対応するチェックボックスを選択します。  

5 ［選択対象を削除］をクリックします。  

6 確認画面が表示されたら、削除を確認して［OK］をクリックします。  

 
 

アカウントのメールボックスフォワーダへの変

更を決定した場合のメールボックスサービスの

無効化 

既存のメールアカウントをメールフォワーダまたはメーリングリストとして使用する

予定がある場合、メールボックスサービスを無効にすることをお奨めします。 メール

ボックスですべての受信メッセージを保存し、転送後も自動的に削除されないようにし

ます。 従って、アカウントで「メールボックス + メールフォワーダ」の設定を選択す

る場合は、必ず、時々メールボックスをクリーンアップしてください。 

ü メールボックスの全てのメッセージを破棄するアカウントのメールボック
スサービスを無効にするには、以下を実行します。  

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］アイコンをクリックします。  

4 対象となるメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［メールボックス］アイコンをクリックします。  

6 ［メールボックス］チェックボックスのチェックを外します。  

7 ［OK］をクリックします。  
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単一メールアドレスへのメール転送の設定 

ü メールを受け付けるメールアドレスを設定し、このメールを別のメールアド
レスに転送するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 ［新しいメールアカウントを追加］をクリックします。  

5 ［メールアカウント名］の横のメールフォワーダに該当する名前を指定

します。  

ドメイン名が @ 記号の右側に表示されるため、あとは名前を入力するだけです。 

ドットで区切った名字と名前、部署名、その他のラテン記号のテキストなどを指定

できます。 名前は覚えられる長さにする必要があります。 英数字、ダッシュ、ド

ット、アンダースコアの記号を使用できます。 

6 ［メールボックス］および［コントロールパネルアクセス］チェックボッ

クスを解除します。  

7 ［OK］をクリックします。  

8 ［ツール］グループの［転送］をクリックします。  

9 ［転送］チェックボックスを選択します。  

10 メールを転送する宛先メールアドレスを入力します。  

11 ［OK］をクリックします。   

 

ü メールを受け付けるメールアドレスを設定し、このメールをスパムフィルタ
に通し、別のメールアドレスに転送するには、以下を実行します。  

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 ［新しいメールアカウントを追加］をクリックします。  

5 ［メールアカウント名］の横のフォワーダのメールアドレスに該当する

名前を指定します。  

ドメイン名が @ 記号の右側に表示されるため、あとは名前を入力するだけです。 

ドットで区切った名字と名前、部署名、その他のラテン記号のテキストなどを指定

できます。 名前は覚えられる長さにする必要があります。 英数字、ダッシュ、ド

ット、アンダースコアの記号を使用できます。 

6 ［メールボックス］チェックボックスが選択されていることを確認して

ください。   
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メールボックスを選択していない場合、スパムフィルタリングを適用できません。 

7 メールボックスへのアクセスに使用するパスワードを指定します。 メ

ールボックスの中身は適宜整理してください。  

8 ［OK］をクリックします。  

9 ［ツール］グループの［転送］をクリックします。  

10 ［転送］チェックボックスを選択します。  

11 メールを転送する宛先メールアドレスを入力します。  

12 ［OK］をクリックします。  

 

このセクションの内容: 

メールフォワーダの中断と中断解除 ................................................................. 226 
 
 

メールフォワーダの中断と中断解除 

ü メールフォワーダを中断するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 転送サービスを中断するメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［転送］をクリックします。  

6 ［転送］チェックボックスを解除します。  

7 ［OK］をクリックします。  

 

ü メールフォワーダの中断を解除するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 転送サービスを再開するメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［転送］をクリックします。  

6 ［転送］チェックボックスを選択します。  

7 ［OK］をクリックします。  
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複数メールアドレスへのメール転送の設定 

ü メールを受け付けるメールアドレスを設定し、このメールを複数の別のメー
ルアドレスに転送するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 対象となるメールアドレスをクリックします。  

5 ［メールグループ］をクリックします。  

6 ［新しいメンバーを追加］をクリックします。  

複数のメールアドレスへのメール転送を有効にする前に、1 つ以上のメールアドレ

スを追加する必要があります。 

7 ［メールアドレス］入力ボックスに必要な外部メールアドレスを入力す

るか、チェックボックスでリストから1つまたは複数のメールアカウン

トを選択する、あるいは両方の作業を行います。  

8 ［OK］をクリックします。  

9 ［スイッチオン］をクリックします。  

 

このセクションの内容: 

受信者アドレスの追加と削除 ............................................................................ 228 

複数メールアドレスへのメール転送の無効化 ................................................... 228 
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受信者アドレスの追加と削除 

ü 転送されたメール通信を受け取るメールアカウントのリストに、外部メール
アドレスを追加するには、以下を実行してください。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［メール］>  メールアカウント >［メールグ

ループ］に進み、［新しいメンバを追加］をクリックします。  

2 ［メールアドレス］入力フィールドに追加する該当する外部メールアド

レスを入力し、［OK］をクリックします。  

 

ü 転送されたメール通信を受け取るメールアカウントのリストから、外部メー
ルアドレスを削除するには、以下を実行してください。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［メール］>  メールアカウント >［メールグ

ループ］に進みます。  

2 リストから削除したいメールアカウントのチェックボックスを選択し

ます。  

3 ［選択対象を削除］をクリックして、削除を確認し［OK］をクリック

します。  

 

ü 転送されたメール通信を受け取るメールアカウントのリストに、サーバに登
録されたメールアドレスを追加するには、以下を実行します。  

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［メール］>  メールアカウント >［グループ］

に進みます。  

2 ［利用可能なメールグループ］リストから複数のメールフォワーダを選

択して［追加 >>］をクリックし、［OK］をクリックします。  

サーバに登録されたメールアドレスも、外部メールアドレス追加の手順(上記をご参照

ください)に従って更新リストに追加することができます。 

ü 転送されたメール通信を受け取るメールアカウントのリストから、サーバに
登録されたメールアドレスを削除するには、以下を実行してください。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［メール］>  メールアカウント >［グループ］

に進みます。  

2 ［以下のメールグループのメンバ］リストから複数のメールフォワーダを

選択して［<< 削除］をクリックし、［OK］をクリックします。  

サーバに登録されたメールアドレスも、外部メールアドレス削除の手順(上記をご参照

ください)に従って更新リストから削除することができます。 

複数メールアドレスへのメール転送の無効化 



 

 顧客へのサービス 229 

 

ü 複数メールアドレスへのメール転送を無効にするには以下を実行します。  

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 対象となるメールアドレスをクリックします。  

5 ［メールグループ］をクリックします。  

6 ［スイッチオフ］をクリックします。  

 
 

メールフォワーダの削除 

ü メールフォワーダを削除するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 削除するメールフォワーダの対応するチェックボックスを選択します。 

5 ［選択対象を削除］をクリックします。  

6 確認画面が表示されたら、削除を確認して［OK］をクリックします。  
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自動応答の設定 

休暇に入る予定があり、しばらくの間メールをチェックできない場合、アドレスにメー

ルを送信した送信者に対して、自動的に休暇通知が送信されるように設定しておくこと

ができます。 これは自動応答とも呼ばれる、自動応答機能を使用して行います。 休暇

通知以外に、組織では自動応答を使用して、オーダーや技術サポートの受領と、これら

の迅速な処理を顧客に通知することができます。 自動応答には、プレーンテキストま

たは HTML 形式で事前に作成されたメッセージを含めること、また添付ファイルを含

めることもできます。 

ü メールボックスの自動応答を設定するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］アイコンをクリックします。  

4 自動応答を設定するメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［自動応答］アイコンをクリックします。  

6 自動応答にファイルを添付する予定がない場合は、手順6に進みます。

自動応答にファイルを添付するには、以下を実行します。   

1. ［ツール］グループの［ファイル添付］アイコンをクリックしま

す。  

2. ［参照］をクリックしてファイルを探し、選択した後［ファイル

送信］をクリックします。   

ファイルが添付ファイル保存に追加され、このファイルを別の複数の自動応答に

追加できるようになります。  

3. 終了したら ［上へ］をクリックし、次の手順に進みます。  

7 ［ツール］グループの［新しい自動応答を追加］アイコンをクリックしま

す。  

8 自動応答を設定します。  

1. ［自動応答名］ボックスに、この自動応答の名前を入力します。  

例えば、休暇通知などです。 

2. 不在の間、受信メールを別のメールアドレスに転送する場合、

［自動応答の後、オリジナルメッセージを指定されたメールアドレ

スに転送する］ボックスにメールアドレスを指定します。  
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3. 受信するメールメッセージへの応答に、この自動応答を送信す

る場合は、［条件］グループで［常に返信する］オプションを選

択した状態にします。 メッセージテキストまたは件名行に特定

の語句を含むメールメッセージにのみ自動的に応答する場合は、

適切なオプションを選択し、入力ボックスに語句の組み合わせ

を入力します。  

4. デフォルトでは受信メールの件名が自動応答で送信するメッセ

ージの件名に挿入されます。  カスタムの件名を使用するには、

［応答］件名入力ボックスにカスタム件名を入力します。  

5. こちらから送信されたメッセージが自動応答であると相手側が

想定できないため、相手側が自動応答に対して返答する場合が

あります。  このため、［返信アドレス］として自分のメールア

ドレスを指定する必要があります。  

6. 自動応答メッセージの形式（プレーンテキストまたはHTML）と、

文字のエンコード方式（UTF-8を推奨）を指定します。 HTML自

動応答メッセージにHTMLタグを使用する場合、［HTML］オプ

ションを選択します。  

7. ［テキスト付き返信］フィールドにメッセージを入力します。  

8. 必要に応じて、ファイルを添付します。 この場合、［添付ファ

イルを追加］ボタンをクリックし、以前に添付保存にアップロ

ードしていたファイルに対応するチェックボックスを選択し、

［OK］をクリックします。 添付ファイルを自動応答から削除す

るには、該当するチェックボックスを選択して ［選択対象を削

除］をクリックします。  

9. 同じメールアドレスへの1日あたりの自動応答の数を制限する

には、［制限］内の各入力ボックスに上限数を入力します。   

デフォルトでは同じメールアドレスに対する応答として 10 回/日の上限が設定

されています。 

10. メールサーバの負荷を減らすために、自動応答が記憶する固

有のアドレスの数を制限できます。 それには、［...件まで保存］

ボックスに上限数を入力します。  

9 ［OK］をクリックします。  

10 ［ツール］グループの［スイッチオン］アイコンをクリックします。  
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自動応答の無効化 

ü メールボックスの自動応答を無効にするには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 自動応答を無効にするメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［自動応答］をクリックします。  

6 ［スイッチオフ］をクリックします。  

自動応答が無効になりました。 自動応答の設定はコントロールパネルから削除されて

いないため、この自動応答を次に使用する必要が生じる場合、上記の手順を繰り返し、

最後の手順で［スイッチオン］をクリックします。 

ü 不要になった自動応答設定を削除するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 必要なメールアドレスをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［自動応答］をクリックします。  

6 設定名に対応するチェックボックスを選択し、 ［選択対象を削除］を

クリックします。  
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存在しないユーザ宛メールの処理に対するサイ

ト単位のプリファレンスの設定（メール転送） 

誰かがドメインに存在しないメールアドレスに対してメールメッセージを送信した場

合、デフォルトでは、メールサーバはメールを受信し、処理して、このような受信者が

ドメイン内に存在しないと認識した後、「this address no longer accepts mail（このア

ドレスはメールを受け取ることができません）」という通知をつけて送信者にメールを

返します。 この場合、次の選択が可能です。 

Á デフォルトの通知が適切でないと思われる場合は変更する。 

Á このようなメールをすべて指定したメールアドレスに転送する。  

Á このようなメールを受け取らず、送信者に通知せずに拒否する。  

 この設定により、多くの場合ランダムに生成されたユーザ名に送信される大量のス

パムにより生じた、メールサーバの負荷を減らすことができます。 ただし、スパマ

ーの側からすれば、この設定によりメールサーバのスキャンで有効なメールアドレ

スを検出する時間を多尐短縮できます。 

ü 存在しないユーザへのメールの処理に対するサイト単位の設定を行うには、
以下を実行します。  

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 ［プリファレンス］をクリックします。  

5 必要なオプションを選択し、必要に応じて情報を指定します。  

6 ［OK］をクリックします。  

 
 



 

234 顧客へのサービス 

 

複数のメールアカウントへの類似変更の同時処

理の導入 

複数のメールアカウントへの類似変更を同時に処理して時間と労力を節約することが

できます。 この機能は一括操作と呼ばれています。 

ü 複数のメールアカウントに対して一括操作を行うには以下を実行してくだ
さい。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 設定を変更したいメールアカウントに対応するチェックボックスを選

択します。  

5 ［一括設定］をクリックします。  

6 必要に応じて、設定を調整して下さい。  

Á ［スイッチオン］を選択して、選択したメールアカウントの各オプションを有効

にします。 

Á ［スイッチオフ］を選択して、選択したメールアカウントの各オプションを無効

にします。 

Á 関連オプションを変更したくない場合は［変更しない］オプションを選択したま

まにします。 

7 ［OK］をクリックします。  

 

 

 



 

  
 

複数の顧客に対するメール一括送付 

サーバメンテナンススケジュールのお知らせや新サービス提供のご紹介などを顧客に

送付したい場合、大量メール機能（［サーバ］>［大量メールメッセージ］）を使用し

て 複数の顧客に対するメールを一括送付することができます。 

必要に応じてメッセージのテンプレートを作成して使用したり、テンプレートを使用し

ないでメッセージを送信することもできます。 

以下を実行するにはこの章をお読みください。 

今後のために一括テンプレートを作成する (236 ページ)  

複数の顧客にメールを送信する (239 ページ)  

この章の内容: 

メッセージテンプレートの作成、編集、削除 ................................................... 236 

メール通知の送信.............................................................................................. 239 
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メッセージテンプレートの作成、編集、削除 

ü 新しいメッセージテンプレートを作成するには以下を実行します。 

1 ［サーバ］>［大量メールメッセージ］に進み、［大量メッセージテンプレ

ートを追加する］をクリックします。  

2 ［テンプレート名］フィールドにテンプレート名を指定します。  

3 ［送信元］フィールドに送信者の名前とメールアドレスを指定してくだ

さい。  

名前またはメールアドレス、もしくは両方を指定できます。 名前とメールアドレス

の両方を指定するには、以下のフォーマットを使用してください。  

<your@e-mail.address> 例えば、以下のようになります。 John Doe 
<admin@pleskserver.com> 

4 メールメッセージの受信者を選択してください。  

Á クライアントにメッセージを受信して欲しい場合は、［クライアント］チェック

ボックスを選択して受信者の範囲を選択してください。 ［全て］では全てのク

ライアントに送信され、［選択のみ］では手動で選択したクライアントにのみ送

信され、［選択以外全て］では手動で選択したクライアント以外の全てのクライ

アントにされます。 

Á 複数のクライアントを選択するには［クライアント］チェックボックスの右側の

［アドレスの選択］をクリックし（このボタンは［全て］が選択されているとき

は使えません）、［利用可能なクライアント］フィールドで対象となるクライア

ントを選択し［追加 >>］をクリックします。 選択したクライアントから削除す

るには、対象となるクライアントを［選択されたクライアント］フィールドで選

択し［<<削除］をクリックします。 

Á ドメイン管理者にメッセージを受信して欲しい場合は、［ドメイン管理者］チェ

ックボックスを選択して受信者の範囲を選択してください。 ［全て］では全て

のドメイン管理者に送信され、［選択のみ］では選択したドメイン管理者にのみ

送信され、［選択以外全て］では選択した以外の全てのドメイン管理者にされま

す。 

Á 複数のドメイン管理者を選択するには［ドメイン管理者］チェックボックスの右

側の［アドレスの選択］をクリックし（このボタンは［全て］が選択されている

ときは使えません）、［利用可能なドメイン管理者］フィールドで対象となるド

メイン管理者を選択し［追加 >>］をクリックします。 選択したドメイン管理者

から削除するには、対象となるドメイン管理者を［ドメイン管理者を選択］フィ

ールで選択し［<< 削除］をクリックします。 

クライアントやドメイン管理者がどのように選択されているかは、それぞれの

［選択したものを表示する(または隠す)］ボタンをクリックすればいつでも見る

ことができます。 

Á 送信するメッセージのコピーを自分のメールボックスにコピーするには、［Plesk

管理者］チェックボックスを選択してください。 

5 ［件名］フィールドにメッセージの件名を指定してください。  

mailto:your@e-mail.address
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6 ［メッセージテキスト］フィールドにメッセージをプレーンテキストフ

ォーマットで入力してください。  Pleskによって自動的に受信者名を

メッセージに含めるには <name>変数を使用してください。  ［コンタ

クト名］フィールドで指定された情報から名前情報が得られます。   

7 ［OK］をクリックしてテンプレートを保存してください。  

 

ü メッセージテンプレートを編集するには以下を実行します。 

1 ［サーバ］>［大量メールメッセージ］に進み、リストから処理したいテ

ンプレートをクリックします。  

2 ［テンプレート名］フィールドにテンプレート名を指定します。  

3 ［送信元］フィールドに送信者の名前とメールアドレスを指定してくだ

さい。  

名前またはメールアドレス、もしくは両方を指定できます。 名前とメールアドレス

の両方を指定するには、以下のフォーマットを使用してください。  

<your@e-mail.address> 例えば、以下のようになります。 John Doe 
<admin@pleskserver.com> 

4 メールメッセージの受信者を選択してください。  

Á クライアントにメッセージを受信して欲しい場合は、［クライアント］チェック

ボックスを選択して受信者の範囲を選択してください。 ［全て］では全てのク

ライアントに送信され、［選択のみ］では手動で選択したクライアントにのみ送

信され、［選択以外全て］では手動で選択したクライアント以外の全てのクライ

アントにされます。 

Á 複数のクライアントを選択するには［クライアント］チェックボックスの右側の

［アドレスの選択］をクリックし（このボタンは［全て］が選択されているとき

は使えません）、［利用可能なクライアント］フィールドで対象となるクライア

ントを選択し［追加 >>］をクリックします。 選択したクライアントから削除す

るには、対象となるクライアントを［選択されたクライアント］フィールドで選

択し［<<削除］をクリックします。 

Á ドメイン管理者にメッセージを受信して欲しい場合は、［ドメイン管理者］チェ

ックボックスを選択して受信者の範囲を選択してください。 ［全て］では全て

のドメイン管理者に送信され、［選択のみ］では選択したドメイン管理者にのみ

送信され、［選択以外全て］では選択した以外の全てのドメイン管理者にされま

す。 

Á 複数のドメイン管理者を選択するには［ドメイン管理者］チェックボックスの右

側の［アドレスの選択］をクリックし（このボタンは［全て］が選択されている

ときは使えません）、［利用可能なドメイン管理者］フィールドで対象となるド

メイン管理者を選択し［追加 >>］をクリックします。 選択したドメイン管理者

から削除するには、対象となるドメイン管理者を［ドメイン管理者を選択］フィ

ールで選択し［<< 削除］をクリックします。 

mailto:your@e-mail.address
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クライアントやドメイン管理者がどのように選択されているかは、それぞれの

［選択したものを表示する(または隠す)］ボタンをクリックすればいつでも見る

ことができます。 

Á 送信するメッセージのコピーを自分のメールボックスにコピーするには、［Plesk

管理者］チェックボックスを選択してください。 

5 ［件名］フィールドにメッセージの件名を指定してください。  

6 ［メッセージテキスト］フィールドにメッセージをプレーンテキストフ

ォーマットで入力してください。  Pleskによって自動的に受信者名を

メッセージに含めるには <name>変数を使用してください。  ［コンタ

クト名］フィールドで指定された情報から名前情報が得られます。  

7 ［OK］をクリックして変更を保存してください。  

 

ü メッセージテンプレートを削除するには以下を実行します。 

1 ［サーバ］>［大量メールメッセージ］に進みます。  

2 削除する大量メールメッセージに対応するチェックボックスを選択し、

［選択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］をクリ

ックします。  
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メール通知の送信 

ü 複数の顧客にメールメッセージを一括送信するには以下を実行してくださ
い。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］をクリックして、［大量メールメッ

セージ］をクリックします。  

2 既に作成したメッセージテンプレート (「メッセージテンプレートの作

成、編集、削除」  (236 ページ) セクションを参照してください)を使

用するには、［メッセージの作成］の列で  アイコンをクリックして

ください。  そのメッセージを送信するには、［大量メールを送信する］

をクリックします。  

3 ［送信元］フィールドに送信者の名前とメールアドレスを指定してくだ

さい。  

名前またはメールアドレス、もしくは両方を指定できます。 名前とメールアドレス

の両方を指定するには、以下のフォーマットを使用してください。  

<your@e-mail.address> 例えば、以下のようになります。 John Doe 
<admin@pleskserver.com> 

4 メールメッセージの受信者を選択してください。  

Á クライアントにメッセージを受信して欲しい場合は、［クライアント］チェック

ボックスを選択して受信者の範囲を選択してください。 ［全て］では全てのク

ライアントに送信され、［選択のみ］では手動で選択したクライアントにのみ送

信され、［選択以外全て］では手動で選択したクライアント以外の全てのクライ

アントにされます。 

Á 複数のクライアントを選択するには［クライアント］チェックボックスの右側の

［アドレスの選択］をクリックし（このボタンは［全て］が選択されているとき

は使えません）、［利用可能なクライアント］フィールドで対象となるクライア

ントを選択し［追加 >>］をクリックします。 選択したクライアントから削除す

るには、対象となるクライアントを［選択されたクライアント］フィールドで選

択し［<<削除］をクリックします。 

Á ドメイン管理者にメッセージを受信して欲しい場合は、［ドメイン管理者］チェ

ックボックスを選択して受信者の範囲を選択してください。 ［全て］では全て

のドメイン管理者に送信され、［選択のみ］では選択したドメイン管理者にのみ

送信され、［選択以外全て］では選択した以外の全てのドメイン管理者にされま

す。 

Á 複数のドメイン管理者を選択するには［ドメイン管理者］チェックボックスの右

側の［アドレスの選択］をクリックし（このボタンは［全て］が選択されている

ときは使えません）、［利用可能なドメイン管理者］フィールドで対象となるド

メイン管理者を選択し［追加 >>］をクリックします。 選択したドメイン管理者

から削除するには、対象となるドメイン管理者を［ドメイン管理者を選択］フィ

ールで選択し［<< 削除］をクリックします。 

mailto:your@e-mail.address
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クライアントやドメイン管理者がどのように選択されているかは、それぞれの

［選択したものを表示する(または隠す)］ボタンをクリックすればいつでも見る

ことができます。 

Á このメッセージのコピーを自分のメールに送信するには、［Plesk 管理者］チェ

ックボックスを選択してください。 

5 ［件名］フィールドにメッセージの件名を指定してください。  

6 ［メッセージテキスト］フィールドにメッセージをプレーンテキストフ

ォーマットで入力してください。  Pleskによって自動的に受信者名を

メッセージに含めるには<name>変数を使用してください。 ［コンタク

ト名］フィールドで指定された情報から名前情報が得られます。  

7 このメッセージを、今後使用するテンプレートとしてテキストそのも

のも受信者の情報も両方保存するには、［テキストを新しいテンプレート

に保存する］フィールドの左側のチェックボックスを選択し、このフィ

ールドでテンプレート名を指定してください。   

8 ［送信］をクリックしてメッセージを送信します。  メッセージの内容

をテンプレートとして保存することを選択した場合、テンプレートが

作成され使用可能なテンプレートのリストに追加されます。  
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メーリングリストの保守 

顧客にオファーおよびプロモーションを配信する、ニューズレターを運営する、あるい

はサイトの閲覧者に最新の更新について通知する場合、サイトにメーリングリストを設

定し、ユーザをメーリングリストに登録するか、ユーザに登録を勧める必要があります。 

メーリングリストは 1 度に多くのユーザへの宣伝ができるので便利です。 メーリング

リストには、情報やニュースレターを投稿する単一のメールアドレスの下にまとめられ

た、加入者のメールアドレスのリストが保存されています。 メーリングリストは、オ

プションでサーバにインストールされたGNU Mailmanソフトウェアにより提供されま

す。  

メーリングリストが使用できるかどうかを確認するには、プロバイダに確認するか、コ

ントロールパネルでメーリングリストを探します。 ［ホーム］>［メール］に進み、［メ

ーリングリスト］タブをクリックし、 ［新しいメーリングリストを追加］アイコンが

カラー表示されているかどうかを確認します。 

このセクションの内容: 

メーリングリストの設定 ................................................................................... 242 

メーリングリストの設定 ................................................................................... 242 

ユーザの登録と登録解除 ................................................................................... 244 

メーリングリストへの投稿 ............................................................................... 245 

メーリングリストの削除 ................................................................................... 245 
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メーリングリストの設定 

ü メーリングリストを設定するには、以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 ［メーリングリスト］タブをクリックします。  

5 ［ツール］グループの［スイッチオン］アイコンをクリックし、サーバ

のMailmanソフトウェアを起動します。  

6  ［ツール］グループの［新しいメーリングリストの追加］アイコンをク

リックします。  

7 メーリングリストに必要な名前を指定します。   

部署名、メーリングリストのトピック、その他のラテン記号テキストなどを指定で

きます。 名前は覚えられる長さにする必要があります。 英数字、ダッシュ、ドッ

ト、アンダースコアの記号を使用できます。 

8 ーリングリストの管理に使用するパスワードを指定します。  

9 メーリングリスト管理者のメールアドレスを指定します。  

10 ［メーリングリスト作成を管理者に通知する］チェックボックスを選択し

たままにしておきます。  

指定した管理者のメールアドレスでのメーリングリストの使用および維持に関する

指示が表示されます。 メッセージを記録用に保管しておいて下さい。 

11 ［OK］をクリックします。  

 

メーリングリストにニュースレターを発行したりその他の情報を投稿するには、メーリ

ングリストのメールアドレスへメールで送信します。 登録された全てのユーザが受け

取ります。 

メーリングリストの設定 

ü メーリングリストは、デフォルト設定で操作できます。 しかしながら、モデ
レーションの有効化、投稿内容のフィルタリング、メッセージのアーカイブ
などを実行できるように設定することができます。 それには、コントロール
パネルから以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［サービス］グループの［メール］アイコンをクリックします。  

4 ［メーリングリスト］タブをクリックします。  
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5 該当するメーリングリストのメールアドレスの横の アイコンをクリ

ックします。   

ログイン画面が表示されます。 

6 リスト管理者のパスワードを入力し、［Let me in é］をクリックします。  

 

ü または、メーリングリストの設定には、以下の方法でアクセスできます。 

1 WebブラウザでURL  Error! Hyperlink reference not valid.> を入力

します。<your-domain.com>は使用しているドメイン名、<listname>

はメーリングリストの名前（すなわちメーリングリストのメールアド

レスの @ 記号の左側の部分）です。    

ログイン画面が表示されます。  

2 リスト管理者のパスワードを入力し、［Let me in é］をクリックします。  

 
 



 

244 顧客へのサービス 

 

ユーザの登録と登録解除 

ü メーリングリストにユーザを登録するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 ［メーリングリスト］タブをクリックします。  

5 メーリングリスト名をクリックします。  

6 ［新しいメンバーを追加］をクリックします。  

7 登録者のメールアドレスを指定して下さい。  

8 ［OK］をクリックします。  

 

ü メーリングリストからユーザを登録解除するには、以下を実行します。  

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 ［メーリングリスト］タブをクリックします。  

5 メーリングリスト名をクリックします。  

6 ユーザのメールアドレスの左側のチェックボックスを選択します。  

7 ［選択対象を削除］をクリックします。  

8 削除を確認して［OK］をクリックします。  
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メーリングリストへの投稿 

メーリングリストにニュースレターを発行したりその他の情報を投稿するには、メーリ

ングリストのメールアドレスへメールで送信します。 登録された全てのユーザが受け

取ります。 

メーリングリストの削除 

ü サイトからメーリングリストを削除するには、以下を実行します 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 リストから必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［メール］をクリックします。  

4 ［メーリングリスト］タブをクリックします。  

5 削除するメールボックスの対応するチェックボックスを選択します。  

6 ［選択対象を削除］をクリックします。  

7 確認画面が表示されたら、削除を確認して［OK］をクリックします。  

 

 



 

  
 

ヘルプデスクを使用した顧客の問題

の解決 

コントロールパネルに統合され、「ヘルプデスクを設定」 (100 ページ) セクションの

説明に従って設定したヘルプデスクの使用を決定した場合、ヘルプデスクを使用して顧

客から問題のレポートまたはサポート要求を受け取り、問題が解決された場合に顧客に

通知することができます。  

この章の内容: 

ヘルプデスクでのトラブルチケットの表示 ....................................................... 247 

トラブルチケットへのコメントとクローズ ....................................................... 248 
 
 

9  



 

 顧客へのサービス 247 

 

ヘルプデスクでのトラブルチケットの表示 

ü 受け取った問題のレポートをヘルプデスクに表示するには、以下を実行しま
す。 

1 ナビゲーションペインの［ヘルプデスク］ショートカットをクリックし

ます。  

2 このサーバのユーザが提出した問題レポートを見る必要がある場合は

ステップ4に進みます。  

3 自分が管理する他のサーバのヘルプデスクが提出した問題レポートを

見る必要がある場合（「多数のPleskサーバに対する集中アクセスの使

用」 (285 ページ) のセクションに説明があります）は［グローバルTTS］

グループで［サーバ］をクリックしてから必要なサーバを選択します。 

4 新しい問題レポートを表示するには、［ローカルチケットリスト］グル

ープで［新しいチケット］をクリックします。 レポートをすべて表示す

るには、［すべて］をクリックします。  開示されまだ解決されていな

いすべての問題レポートを表示するには、［すべてのオープン済みチケ

ット］をクリックします。  問題が解決されていないことがわかったた

めにユーザが再オープンしたチケットを表示するには、［再オープンチ

ケット］をクリックします。  クローズしたチケットを確認するには、

［クローズ済みのチケット］をクリックします。  

5 チケットが一覧に表示され、次の補足情報が表示されます。  

Á ID： 投稿時にシステムによって割り当てられる ID 番号です 

Á チケットのタイトル： チケット投稿者が入力した問題の概略です 

Á チケットの状態： 新規、再オープン、クローズ 

Á 投稿者のタイプ： コントロールパネルに表示されるチケットの発信元のユーザ

アカウントまたはメールアドレス。クライアント、ドメイン管理者、コントロー

ルパネルへのアクセス権を持つメールユーザ、またはメールでチケットを投稿し

たユーザ 

Á 投稿者の名前： チケットの投稿者の名前、ドメインオーナーが投稿したチケッ

トのドメイン名、またはメールで投稿されたチケットのメールアドレス 

Á 更新日： チケットが更新(コメントの追加や状態の変更)された日 

Á キュー： 問題の投稿者が問題の解決を優先する順序 

Á 優先度： 問題の投稿者が設定した問題の重大度 

Á カテゴリ： チケットを関連付けるカテゴリ 

6 チケットの内容を表示するには、チケット IDまたはチケット件名をク

リックします。  

 
 



 

248 顧客へのサービス 

 

トラブルチケットへのコメントとクローズ 

ü 問題が解決された後、チケットをクローズする、またはコメントを投稿する
には、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ヘルプデスク］ショートカットをクリックし

ます。 御社が管理する別のサーバのヘルプデスクを訪問するには、［グ

ローバルTTS］グループで［サーバ］をクリックしてから必要なサーバを

選択します。  

2 作業を行うチケットを探し、その件名か ID番号をクリックします。  

3 チケットをクローズ、再オープンするには、またはチケットにコメン

トを投稿するには、［イベント］ドロップダウンボックスから実行する

作業を選択し、必要に応じて［新規コメント］入力フィールドに新しい

コメントを入力します。  ［OK］をクリックして送信します。  
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他のホスティングプラットフォーム

からのユーザアカウント、ドメイン名、

Web サイトの移行 

他のホスティングプラットフォームからの Plesk コントロールパネルへユーザアカウ

ント、ドメイン名、Web サイトの移行は、Plesk 移行マネージャーというツールにより

実行されます。このツールは、他社のコントロールパネルから Plesk への移行を簡単か

つ迅速に行うために開発されました。また、Plesk の旧リリースや Plesk の他のプラッ

トフォームからの移行にも利用できます。   

現時点で、以下のプラットフォームを Plesk に移行できます。 

Á Confixx 1.65, 2, 3 

Á CommuniGate Pro 

Á Plesk および Slash （FreeBSD または Linux 用）の旧リリース 

Á Cobalt Raq 2, 3, 4, 550, XTR 

Á cPanel 9, 10, 11 

Á Ensim 3.5, 4, 10 

Á Hsphere 2.4.2 

 

他のホスティングプラットフォームから、全てのユーザアカウント、ドメイン、いろい

ろなアプリケーションを持つ Web サイトを移行するには、以下を実行します。  

1 ［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［サービス］グループの ［移行マネージャ］アイコンをクリックします。  

3 ［ツール］グループの［新しいマイグレーションを開始する］アイコンを

クリックします。  

4 ［マイグレーション］オプションは選択されたままにし、次に挙げるオ

プションを指定します。  

Á ソースホスト。 移行したいデータのサーバの IP アドレスまたはホスト名のどち

らかを指定します。 

Á 移行元のホストのリモートホストへのログインに使用されているログイン名と

パスワード。 「root」ログインまたは sudo が有効なアカウントのいずれかを使

用します。 

注：  ソースホストがパスワードを指定せずにスーパーユーザ特権を取得できる

ように設定している場合（ファイル /etc/sudoersにuser (ALL)=ALL 

NOPASSWD:ALLという行があります）、［Sudoパスワード］ボックスにパス

ワードを指定する必要はありません。 
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5 リモートホスティングプラットフォームが実行中で、「 iconv」ユーテ

ィリティがリモートホストのオペレーティングシステムにインストー

ルされていることを確認してください。  

6 ［次へ>>］をクリックします。  移行マネージャは、指定されたホスト

へ接続し、リモートホスティングプラットフォームのビジネスオブジ

ェクトに関する情報を集めます。   

7 ［移行モード］グループの［全てをダンプする］オプションを選択します。  

8 移行マネージャがホスティングプラットフォームを正しく検知しなか

った場合、［ソースプラットフォーム］ドロップダウンボックスからそ

のプラットフォームを選択します。  

9 データ圧縮オプション、移行中のドメインテンプレートの適用、一時

ファイルの保存用にリモートホストのハードドライブパーティション

などのオプションを指定したい場合は、［拡張］タブをクリックして、

必要なオプションを選択します。  

10 ［次へ>>］をクリックします。  

11 データがリモートホストから取得されたら、 IPアドレスマッピング設

定を指定し、［移行］をクリックします。  

12 移行が完了したら、詳細レポートがスクリーンに表示されます。 ［OK］

をクリックしてウイザードを終了します。  

 

他のホスティングプラットフォームから、個々のユーザアカウント、ドメイン名、いろ

いろなアプリケーションを持つ Web サイトを移行するには、以下を実行します。  

1 ［サーバ］ショートカットをクリックします。  

2 ［移行マネージャ］をクリックします。  

3 ［ツール］グループの［新しいマイグレーションを開始する］アイコンを

クリックします。  

4 ［マイグレーション］オプションは選択されたままにし、次に挙げるオ

プションを指定します。  

Á ソースホスト。 移行したいデータのサーバの IP アドレスまたはホスト名のどち

らかを指定します。 

Á 移行元のホストのリモートホストへのログインに使用されているログイン名と

パスワード。 「root」ログインまたは sudo が有効なアカウントのいずれかを使

用します。ただし、そのアカウントが sudo を通じて全てのコマンドを実行する

ことができるのが条件です。  

5 リモートホスティングプラットフォームが実行中で、「 iconv」ユーテ

ィリティがリモートホストのオペレーティングシステムにインストー

ルされていることを確認してください。  



 

 顧客へのサービス 251 

 

6 ［次へ>>］をクリックします。  移行マネージャは、指定されたホスト

へ接続し、リモートホスティングプラットフォームのビジネスオブジ

ェクトに関する情報を集めます。   

7 ［ホストから移行したいオブジェクトを選択する］オプションを選択しま

す。  

8 移行マネージャがホスティングプラットフォームを正しく検知しなか

った場合、［ソースプラットフォーム］ドロップダウンボックスからそ

のプラットフォームを選択します。  

9 データ圧縮オプション、移行中のドメインテンプレートの適用、一時

ファイルの保存用にリモートホストのハードドライブパーティション

などのオプションを指定したい場合は、［拡張］タブをクリックして、

必要なオプションを選択します。  

10 ［次へ>>］をクリックします。  

11 Pleskヘ移行したいオブジェクトを選択します。  

Á ユーザアカウントを移行するためには［アカウント］タブをクリックして、対応

するボックスを選択することにより移行すべきアカウントを指定します。それか

ら［移行］をクリックします。 

Á ドメイン名を移行するためには［ドメイン］タブをクリックして、対応するボッ

クスを選択することにより移行すべきドメインを指定します。それから［移行］

をクリックします。 次の画面で、リモートホストの IP アドレスをマップすべき

宛先の Plesk ホスト上の IP アドレスを選択します。 それから［移行］をクリッ

クします。  

12 リモートホストの IPアドレスをマップすべき宛先のPleskホスト上の

IPアドレスを選択します。  

13 ［移行］をクリックします。  

14 移行が完了したら、詳細レポートがスクリーンに表示されます。 ［OK］

をクリックしてウイザードを終了します。  

このセクションの内容: 

1 つのサーバ内での移行 ....................................................................................252 
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1つのサーバ内での移行 

他のホスティングプラットフォームまたは旧バージョンの Plesk から Plesk 8 に移行し

たいがこの操作に追加のハードウェアを使用できない場合、以下のいずれかの方法で移

行できます。  

Á chrooted 環境を使用して移行。 

Plesk は他のコントロールパネルが実行されているマシン上にはインストールでき

ません。 この制限を克服するには、chroot のようなバーチャル環境を作成する必要

があります。 特別なモードで chrooted 環境に Plesk をインストールできます。 

chrooted 環境に Plesk をインストールすると、ホスティングプラットフォームから

移行データを chrooted 環境に移行できます。 移行が完了した後、以前使用してい

たホスティングプラットフォームをシャットダウンし Plesk をメインコントロール

パネルとして使用できます。 

Á 移行マネージャのデータインポート機能を使用。 

ハードディスクに十分な空きのあるオペレーティングシステムを用意し Plesk ソフ

トウェアをインストールしておく必要があります。 この機能を使用すると、移行エ

ージェントが収集したデータを Plesk にインポートできます。 取得したデータを

Plesk がインストールされているハードディスクに移動し、オペレーティングシス

テムをリブートします。 この作業が完了した後、以前使用していたホスティングプ

ラットホームを削除できます。 

このセクションの内容: 

chrooted 環境を利用したデータの移行 ..............................................................253 

データインポート機能を利用したデータの移行 ................................................256 
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chrooted 環境を利用したデータの移行 

chrooted 環境は別のパーティションで作成することをお奨めします。 Plesk のインス

トールとそこへのデータ移行が完了した後、root ファイルシステムとしてこのパーティ

ションを使用できるようにするためです。 chrooted 環境を設定するにはスーパーユー

ザ権限が必要です。 

chrooted 環境を作成するには、2 ギガバイト以上のディスク容量を持つオペレーティン

グシステム、Plesk のインストール、およびユーザデータを保存するためのディスク容

量が必要です。 

ftp://download1.sw-soft.com/Plesk/Plesk7.5/Extensionsで入手可能な

chroot_tool.zip パッケージのユーティリティまたは mach 

(http://mach.sourceforge.net) などのサードバーティのユーティリティを使用して自分

のシステムに chrooted 環境を設定できます。 

重要：chrooted 環境を設定する前にハードドライブに全てのデータのバックアップをと

っておくよう強くお奨めします。 

ü chrooted環境を利用してデータを移行するには以下を実行します。 

1 Pleskをインストールする前にポート8443が使用されていないことを

確認します。  何らかのプログラムがこのポートを使用している場合、

このポートがフリーになるよう再設定する必要があります。  

2 chrootedディレクトリにPleskインストーラファイルをコピーします。 

3 コマンド chroot <directory_name> を使用してchrooted環境に入

ります。  

4 変数CHROOTISH=yesの値を定義します。  

CHROOTISH=yes ₀ₔ₦₰−╒⅍ ‴ ῀ 

5 mysqlを以下のように設定します。  

mysql_install_db 

chown -R mysql /var/lib/mysql/ 

6 ネットワークに繋がずにmysqlを実行します。   

異なるバージョンの MySQL では、方法が異なります。 例えば、MySQL バージョ

ン 3 ではコマンド'safe_mysqld --skip-network &'を使用し、バージョン 4

では'mysqld_safe --skip-networking &'を使用します。 

7 Pleskインストーラを実行し、  画面上の指示に従い操作を行います。  

8 Plesk設定が終了したらコントロールパネルにログインして、［サーバ］

ショートカットをクリックします。そして［移行マネージャ］アイコン

をクリックしてから［移行を開始する］アイコンをクリックします。  

9 データソースとしてホストを指定し、通常通り移行を行います。  

ftp://download1.sw-soft.com/Plesk/Plesk7.5/Extensions
http://mach.sourceforge.net/
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10 移行が完了した後、サーバをリブートしchrootパーティションから起動

するようにします。  

11 "NO_RESTART_DAEMON"パラメータを  /etc/psa/psa.confファ

イルから削除します。  

12 全てが問題なく処理されていることを確認して下さい。 エラーが発生

した場合、他のコントロールパネルの以前使用していたパーティショ

ンをリブートします。  

 

ü chrooted環境を起動するためには以下を実行します。 

1 起動マネージャにchrooted環境を持つパーティションから起動するた

めの項目を追加します。  

例： 

GRUB bootマネージャがインストールされている Fedora Core 2オペレーティング

システムでの設定を見てみましょう。 

a ./boot/grub/ ディレクトリを開きます。 

b コマンドfdisk -lを使用して chrooted環境が設定されている場所を確認します。 

Disk /dev/sda: 2097 MB, 2097152000 bytes 

128 heads, 32 sectors/track, 1000 cylinders 

Units = cylinders of 4096 * 512 = 2097152 bytes 

Device  Boot  End Blocks Id System 

/dev/sda1  * 1 50 102384 83 Linux 

/dev/sda2   51 919 1779712 83 Linux 

/dev/sda3   920 1000 165888 82 Linux swap 

 

Disk /dev/sdb: 2418 MB, 2418016256 bytes 

255 heads, 63 sectors/track, 293 cylinders 

Units = cylinders of 16065 * 512 = 8225280 bytes 

Device  Boot  End Blocks Id System 

/dev/sdb1   1 293 2353491 83 Linux 

ここでは、partition /dev/sdb1 です。 

c  grub.conf または menu.list ファイルをテキストエディタで開き、以下のレコ

ードを追加します。 

title Fedora Core-chroot (2.6.5-1.358) 

root (hd1,0) 

kernel /boot/vmlinuz-2.6.5-1.358 ro root=/dev/sdb1 

initrd /boot/initrd-2.6.5-1.358.img 
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d 変更を保存します。 

2 chrooted環境に initail ramdiskを作成します。  

Fedora Core 2 での例。 

ディレクトリ /disk2に chrooted環境が設定されている場合を見てみましょう。 

a コマンド chroot /disk2 を使用して chrooted 環境に入ります。 

b initail ramdisk の現在の画像を削除します。 

ls /boot/ 

System.map-2.6.5-1.358 

initrd-2.6.5-1.358.img 

config-2.6.5-1.358 

vmlinuz-2.6.5-1.358 

rm -f /boot/initrd-2.6.5-1.358.img 

3 initial ramdiskの新しい画像を作成します。  

mkinitrd /boot/initrd-2.6.5-1.358.img 2.6.5-1.358 

SuSe 9.1 での例。 

ディレクトリ /disk2に chrooted環境が設定されている場合を見てみましょう。 

a コマンド chroot /disk2 を使用して chrooted 環境に入ります。 

b コマンド mkinitrd を使用して initail ramdisk の現在の画像を削除します。 

4 システムを再起動します。  
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データインポート機能を利用したデータの移行 

Plesk ソフトウェアがインストールされているオペレーティングシステムがある場合、

Plesk 移行マネージャのインポート設定機能を使用できます。 

ü データインポート機能を使用してデータを移行するには、以下を実行します。 

1 Pleskがインストールされているディスクをマウントします。 

2 ご使用のソースホスティングプラットフォームに適した移行エージェ

ントを選択します。  移行エージェントは、Pleskドライブのディレク

トリ /plesk_installation_directory/PMM/agents/  に保存さ

れています。  

Á Alabanza - 
/plesk_installation_directory/PMM/agents/AlabanzaX/ 

Á Confixx 1.65, 2, 3 - 
/plesk_installation_directory/PMM/agents/ConfixxX/ 

Á Ensim 3.5, 4, 10 - 
/plesk_installation_directory/PMM/agents/EnsimX/ 

Á Hsphere 2.4.2 - 

/plesk_installation_directory/PMM/agents/HsphereX/ 

Á Plesk 2.5.x, 5.x, 6.x, 7.x - 
/plesk_installation_directory/PMM/agents/PleskX/ 

Á Slash - /plesk_installation_directory/PMM/agents/Slash/ 

Á Cobalt RaQ2 - /plesk_installation_directory/PMM/agents/RaQ2/ 

Á Cobalt Raq550 - 
/plesk_installation_directory/PMM/agents/RaQ550/ 

Á Cobalt Raq3 - /plesk_installation_directory/PMM/agents/RaQ3/ 

Á Cobalt Raq4 - /plesk_installation_directory/PMM/agents/RaQ4/ 

Á cPanel 9, 10, 11 - 
/plesk_installation_directory/PMM/agents/cPanel9/ 

Á CommuniGate Pro - 
/plesk_installation_directory/PMM/agents/Cgp/ 

3 Pleskドライブのディレクトリ  

/plesk_installation_directory/PMM/var/ を開いて᾿
/plesk_installation_directory/PMM/agents/agent_name/ 

のエージェントを現在のディレクトリへコピーします。  

4 /plesk_installation_directory/PMM/agents/shared/ の全

てのファイルとサブディレクトリを現行ディレクトリへコピーします

。  

5 -get-statusオプションで移行エージェントを起動します。  

./<your platform name>.pl --get-status. 
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6 エージェントがプラットフォームに適したものであれば、オプション  

-dump-allを使用して設定のフルダンプができます。または、ドメイ

ンダンプ用のオプション  -dump-domainsを使用して選択したエンテ

ィティのみの選択的ダンプを行ったり、-dump-accountsを使用して

ユーザアカウントのダンプを行うこともできます（詳細は  -hオプショ

ンで移行エージェントを実行してください）。 例えば、以下のように

なります。  <agent_file_name> --dump-domains=domain1, 

domain2, domain3のようになります。  

7 エージェントがジョブを終了したら、ディレクトリのコンテンツ 

/plesk_installation_directory/PMM/var/pmaを   

/plesk_installation_directory/PMM/archivesへ移動し、フ

ァイル /plesk_installation_directory/PMM/var/<your 

platform name>.xmlを 

/plesk_installation_directory/PMM/var/dump.xmlにコピー

します。  

8 Pleskがインストールされているオペレーティングシステムをリブー

トします。  

9 リブートしたらコントロールパネルにログインして、［サーバ］ショー

トカットをクリックします。そして［移行マネージャ］アイコンをクリ

ックしてから［移行を開始する］をクリックします。  

10 ［インポート設定モード］オプションを選択し、 画面上の指示に従い操

作を行います。  

 

 



 

  
 

最新バージョンのバックアップユーティリティおよび復元ユーティリティをコントロ

ールパネルにインストールしている場合、次の作業が可能です。 

サーバ全体のバックアップ。 コマンドラインからのみ実行できます。 バックアップア

ーカイブには、コントロールパネルのライセンスキー、メールサーバおよび DNS サー

バの設定、データベースサーバに関する情報、ドメインのテンプレート、仮想ホストス

ケルトン、ユーザアカウント、ドメイン、Web サイトと Web コンテンツ、SSL 証明、

データベース、サイトアプリケーション、およびカスタムボタンが保存されます。 

ドメインを含む個々のユーザアカウントの バックアップ。 バックアップアーカイブに

は、コントロールパネル内で操作を実行するためのリソース割り当ておよび権限に関す

る情報を含む、ユーザアカウントとユーザのドメイン（Web サイト）に関連した、コ

ントロールパネルのすべての設定およびデータが含まれます。 

個々のドメイン（Web サイト）をバックアップ。 バックアップアーカイブには、ドメ

イン管理者アカウントやドメイン(Web サイト)やメールサービス（メールボックスや

Horde Turba アドレスブック連絡先一覧、アンチスパムやアンチウィルスの設定など）

関連のすべてのデータが含まれます。 

バックアップのスケジュール。 サーバ全体のバックアップをスケジュールするには、

バックアップユーティリティをスケジュールに合わせて実行するクローンタスクを追

加する必要があります。 ユーザアカウントとドメインのバックアップのスケジュール

は、コントロールパネルを使用して実行できます。 

バックアップアーカイブからデータを復元 

バックアップ機能および復元機能の使用権限が付与された顧客は、コントロールパネル

から独自のアカウント設定および Web サイトをバックアップし、復元することができ

ます。 顧客、リセラー、リセラーの顧客のホームページには、それぞれのバックアッ

プレポジトリへのショートカットが表示されます（［ホーム］>［バックアップ］）。  

サーバ shell へのアクセスが可能であり、コマンドラインでの作業を希望する場合は、

「Backup and Restore Command Line Utilities User's Guide（コマンドラインからのバ

ックアップと復元の手引き）」をご参照ください。  zip された HTML 形式（
http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.0/Doc/plesk-8-backup-restore-users-guide.zi

p）および Adobe PDF（
http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.0/Doc/plesk-8-backup-restore-users-guide.p

df）をダウンロードできます。 

1 0  

データのバックアップおよび復元 

http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.0/Doc/plesk-8-backup-restore-users-guide.zip????Adobe
http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.0/Doc/plesk-8-backup-restore-users-guide.zip????Adobe
http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.0/Doc/plesk-8-backup-restore-users-guide.pdf????????????
http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.0/Doc/plesk-8-backup-restore-users-guide.pdf????????????
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サーバ全体のバックアップ 

ü サーバコンフィギュレーション設定およびホスティングマシンで保有する
すべてのユーザデータをバックアップするには、以下を実行します。 

1 rootとしてサーバにログインして下さい。  

2 Pleskがインストールされたディレクトリに移動します。  

cd /plesk_installation_directory/bin 

3 以下のコマンドを実行します。   

./pleskbackup all <filename> 

<filename>は絶対パスまたは相対パスによるターゲットバックアップファイルです。 

データはホスティングサービスの割り込みやダウンタイムを発生させずにバックア

ップされます。 最終的なバックアップアーカイブは、指定したディレクトリ内に配

置されます。 

ユーザのドメインによる個別ユーザ

アカウントのバックアップ 

ü ドメインによりユーザアカウントをバックアップするには、以下を実行しま
す。  

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 必要なクライアント名をクリックします。  

3 ［ツール］グループの［バックアップ］アイコンをクリックします。  

4 バックアップファイルをFTPサーバに保管したい場合は、まだFTPサー

バの宛先アドレスを指定していなければ［FTPリポジトリ］タブをクリッ

クして［FTPアカウントプロパティ］をクリックして指定してください

（「FTPリポジトリ使用のためのコントロールパネルの設定」  (see 

page 269 ページ) セクションを参照してください）。   

5 ［ツール］グループの［今すぐバックアップ］アイコンをクリックします。 

6 バックアップファイル名を指定し、バックアップファイルの説明を入

力します。  

7 多重ボリュームのバックアップを作成するには、それぞれのチェック

ボックスを選択してボリュームサイズをメガバイトで指定してくださ

い。  

8 バックアップファイルを保存するリポジトリを選択します。  



 

 データのバックアップおよび復元 261 

 

9 ユーザアカウント設定を保存するには、［クライアントの個人情報とア

カウントの詳細をバックアップ］チェックボックスを選択します。  

10 バックアップするドメインを選択します。  

Á 個々のドメインをバックアップするには、ドメインのリストで対応するチェック

ボックスを選択します。 

Á ユーザの全てのドメインをバックアップするには、ドメインのリストの右上にあ

るチェックボックスを選択します。 

11 ［今すぐバックアップ］をクリックします。  

12 バックアップが開始し、進行状況が表示されます。 画面の情報を更新

するには、［更新］をクリックします。   

13 バックアッププロセスが終了したら、［OK］をクリックします。  

バックアップファイルはこのユーザアカウントのレポジトリに保存され、この後［ク

ライアント］>［クライアント名］>［バックアップ］で表示される場所からアクセ

スできます。 

個別ドメイン（Web サイト）のバック

アップ 

ü ドメインおよび Webサイトを保留するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ドメイン］グループの［バックアップ］アイコンをクリックします。  

4 バックアップファイルをFTPサーバに保管したい場合は、まだFTPサー

バの宛先アドレスを指定していなければ［FTPリポジトリ］タブをクリッ

クして［FTPアカウントプロパティ］をクリックして指定してください。 

5 ［ツール］グループの［今すぐバックアップ］アイコンをクリックします。 

6 バックアップファイル名を指定し、バックアップファイルの説明を入

力します。  

7 多重ボリュームのバックアップを作成するには、それぞれのチェック

ボックスを選択してボリュームサイズをメガバイトで指定してくださ

い。  

8 バックアップファイルを保存するリポジトリを選択します。  

9 ［今すぐバックアップ］をクリックします。  

10 バックアップが開始し、進行状況が表示されます。 画面の情報を更新

するには、［更新］をクリックします。  

11 バックアッププロセスが終了したら、［OK］をクリックします。  



 

262 データのバックアップおよび復元 

 

バックアップファイルはこのユーザアカウントのレポジトリに保存され、この後［ド

メイン］> ドメイン名 >［バックアップ］で表示される場所からアクセスできます。 

バックアップのスケジューリング 

ü サーバ設定とすべてのユーザデータのバックアップをスケジュールするに
は、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［スケジュール済みタスク］アイコンをクリック

します。  

3  ［新しいタスクを追加］をクリックします。  

4 バックアップを実行する日時を指定します。  

Á 分 - 0～59 の値を入力 

Á 時 - 0～23 の値を入力 

Á 日 - 1～31 の値を入力 

Á 月 - 1～12 の値を入力するか、ドロップダウンボックスから月を選択 

Á 曜日 - 0～6（日曜日が 0）の値を入力するか、ドロップダウンボックスから曜日

を選択 

UNIX クローンタブエントリ形式を使用して、時間をスケジュールできます。 この

形式では、次の作業を実行できます。 

Á 複数の値をコンマ区切りで入力します。 ハイフンで区切った 2 つの数字は、包

括的範囲を意味します。 例えば、ある月の 4 日、5 日、6 日、20 日にタスクを

実行するには、「4-6,20」と入力します。 

Á アスタリスクを挿入すると、そのフィールドに入力できるすべての値を指定でき

ます。 例えば、タスクを毎日実行するには、［日］テキストボックスに「*」と

入力します。 

N ごとに実行するようにタスクをスケジュールするには、「*/N」の組み合わせを入

力します。N はそのフィールドの適切な値です（分、時、日、月）。 例えば、［分］

フィールドに「*/15」を入力すると、15 分ごとに起動するようにタスクがスケジュ

ールされます。  

月および週は省略名（Aug、Jul、Mon、Sat などの最初の 3 文字）で入力できます。 

ただし、省略名はコンマで区切ったり、数字と一緒に指定することができません。 

5 ［コマンド］入力ボックスにコマンドを指定します。   

usr/local/psa/bin/pleskbackup all <filename> 

<filename>はファイル場所までの絶対パスまたは相対パスによるターゲットバック

アップファイル名です。 

6 ［OK］をクリックします。  
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データはホスティングサービスの割り込みやダウンタイムを発生させずにバックア

ップされます。 最終的なバックアップアーカイブは、指定したディレクトリ内に配

置されます。 

ü ユーザアカウントとユーザサイトのバックアップをスケジュールするには、
以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 必要なクライアント名をクリックします。  

3 ［ツール］グループの［バックアップ］アイコンをクリックします。  

4 ［ツール］グループの［バックアップのスケジューリング］アイコンをク

リックします。  

5 バックアップを実行する日時および間隔を指定します。  

6 バックアップファイルの再利用を有効にするには、［無制限］チェック

ボックスを解除し、リポジトリの最大許容ファイル数を入力します。   

この制限に達した場合、最も古いバックアップファイルが削除されます。 

7 バックアップファイル名の先頭の記号の組み合わせを指定します。   

この指定により、バックアップファイルを区別しやすくなります。 

8 バックアップファイルを保存するリポジトリを選択します。  

9 多重ボリュームのバックアップを作成するには、それぞれのチェック

ボックスを選択してボリュームサイズをメガバイトで指定してくださ

い。  

10 ユーザアカウント設定を保存するには、［クライアントの個人情報とア

カウントの詳細をバックアップ］チェックボックスを選択します。  

11 バックアップするドメインを選択します。  

Á 全てのドメインをバックアップするには、ドメインのリストの左上にあるチェッ

クボックスを選択します。 

Á 個々のドメインをバックアップするには、ドメインのリストで対応するチェック

ボックスを選択します。 

12 ［ツール］グループの［スイッチオン］アイコンをクリックします。  

13 ［OK］をクリックします。  

 

ü 単一ドメイン（Webサイト）のバックアップをスケジュールするには、以下
を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ツール］グループの［バックアップ］アイコンをクリックします。  
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4 ［ツール］グループの［バックアップのスケジューリング］アイコンをク

リックします。  

5 バックアップを実行する日時および間隔を指定します。  

6 バックアップファイルの再利用を有効にするには、［無制限］チェック

ボックスを解除し、リポジトリの最大許容ファイル数を入力します。   

この制限に達した場合、最も古いバックアップファイルが削除されます。 

7 バックアップファイル名の先頭の記号の組み合わせを指定します。   

この指定により、バックアップファイルを区別しやすくなります。 

8 バックアップファイルを保存するリポジトリを選択します。  

9 多重ボリュームのバックアップを作成するには、それぞれのチェック

ボックスを選択してボリュームサイズをメガバイトで指定してくださ

い。  

10 ［ツール］グループの［スイッチオン］アイコンをクリックします。  

11 ［OK］をクリックします。  

 

このセクションの内容: 

サーバパフォーマンスの最適化 ........................................................................ 264 
 
 

サーバパフォーマンスの最適化 

多数の Web サイトを提供している場合、バックアップおよび復元のプロセスにサーバ

リソースをあまり使わないで済むように、そのスケジュールを設定することができます。  

ü サーバ負荷を減尐するには以下を実行してください。 

1 ［サーバ］>［バックアップ設定に進みます。  

2 ［同時に実行するバックアッププロセスの最大値］で同時に実行するバッ

クアッププロセスの最大値を指定します。 デフォルト値は10です。そ

れよりも小さい値を入力してください。  

3 ［バックアッププロセスを低い優先度で実行する］チェックボックスを選

択します。  

4 ［OK］をクリックします。  
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バックアップアーカイブからのデー

タの復元 

Plesk 7.5.4 コントロールパネルでバックアップを取ったデータを復元できます。 デー

タを復元する前にサーバに root でログインして、7.5.4 で作成した各バックアップファ

イルについて以下の変換ユーティリティを実行する必要があります。 

plesk_installation_directory/bin/backup-convert.py convert -o  

<new backup file name> <old backup file name>、<new backup file name> 

は変換ユーティリティが作成した新しいバックアップファイルへのパスであり、<old 

backup file name> は Plesk 7.5.4 が作成したバックアップファイルです。  

ü サーバ設定とすべてのユーザデータをバックアップファイルから復元する
には、以下を実行します。 

1 rootとしてサーバにログインして下さい。  

2 Pleskがインストールされたディレクトリに移動します。  

cd /plesk_installation_directory/bin 

3 バックアップファイルに保存されている項目（ユーザアカウント、サ

イト、など）とPleskホスティングプラットフォームが現時点で提供し

ている項目とのマッピングを定義するファイルを作成します。 それに

は以下のコマンドを実行してください。  

./pleskrestore --create-map <backup file name> -map <map file 

name> 

多重ボリュームのバックアップがある場合、最初のボリュームを <backup file 

name> に指定してください。 

マッピングファイルが指定した場所に作成され保存されます。 ほとんどの場合、こ

のファイルを編集する必要はありません。 このファイルの内容を見直したり項目の

マッピングを指定したりする必要が発生するのは、オブジェクトの不一致（例えば

バックアップファイルにリストされている IP アドレスの範囲がサーバで有効な IP

アドレスと異なる場合など）が原因でバックアップからデータの復元ができなかっ

た場合や、復元されるオブジェクトを個別に指定したい場合に限られます。  

4 全てのバックアップデータ（サーバおよびコントロールパネルの設定、

アプリケーションヴォルト、ユーザアカウント、Webサイト、データ

ベース、メールメッセージの入ったメールボックス、を含みます）を

復元するには以下のコマンドを実行します。  

./pleskrestore --restore <backup file name> -map <map file 

name> -level all 
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<backup file name> と <map file name> はそれぞれバックアップとマップファイ

ルへのパスです。 多重ボリュームのバックアップがある場合、最初のボリュームを 

<backup file name> に指定してください。 データはホスティングサービスの割り込

みやダウンタイムを発生させずに復元されます。 サーバの設定や全てのユーザデー

タ（Web サイトの内容やメールボックスのメッセージを含みます）が上書きされま

す。 

ü ドメインによりユーザアカウントを復元するには、以下を実行します。  

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 必要なクライアント名をクリックします。  

3 ［ツール］グループの［バックアップ］アイコンをクリックします。  

4 FTPサーバに保存されているファイルからデータを復元するには［FTP

リポジトリ］タブをクリックします。  

5 必要なバックアップファイル名をクリックします。  

6 ［クライアントのプレファレンスおよびアカウント詳細をリストア］チェッ

クボックスを選択します。  

7 復元したいドメインを選択します。  

8 ［次へ>>］をクリックします。   

このアカウントまたはドメインのいずれかに、バックアップに指定されていない他

の IP アドレスまたはデータベースサーバが割り当てられている場合、新規に使用す

る IP アドレスおよびデータベースサーバを選択して、衝突を解決するように要求さ

れます。［次へ］ をクリックします。 ［次へ>>］をクリックします。 

9 復元が始まり、その進行状況が表示されます。 画面の情報を更新する

には、［更新］をクリックします。   

10 復元プロセスが終了したら、［OK］をクリックします。  

 

ü ドメイン（Webサイト）を復元するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［ツール］グループの［バックアップ］アイコンをクリックします。  

4 FTPサーバに保存されているファイルからデータを復元するには［FTP

リポジトリ］タブをクリックします。  

5 必要なバックアップファイル名をクリックします。  

6 ［今すぐ復元］をクリックします。  

復元が始まり、その進行状況が表示されます。 画面の情報を更新するには、［更新］

をクリックします。 

7 復元プロセスが終了したら、［OK］をクリックします。  
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バックアップファイルレポジトリの

維持 

ドメインバックアップは通常、サーバでホスティングされている各ドメインの別々のバ

ックアップリポジトリに保存されます。 そこにアクセスするには、［ドメイン］ショ

ートカットをクリックして、必要なドメイン名をクリックして、［バックアップ］をク

リックします。 これらのバックアップリポジトリは以下の方法で管理することができ

ます。 

Á 他のコンピュータに保存されているバックアップファイルのアップロード。 

Á 他のコンピュータへのバックアップファイルのダウンロード。 

Á レポジトリからの冗長バックアップファイルの削除。 

 

このセクションの内容: 

バックアップファイルのサーバへのアップロード ............................................ 268 

サーバからのバックアップファイルのダウンロード ......................................... 268 

サーバからのバックアップファイルの削除 ....................................................... 269 
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バックアップファイルのサーバへのアップロー

ド 

ü バックアップファイルをバックアップレポジトリにアップロードするには、
以下を実行します。 

1 必要なレポジトリにアクセスします。  

Á 特定のクライアントのリポジトリにアクセスするには、ナビゲーションペインの

［クライアント］ショートカットをクリックし、必要なユーザ名をクリックし、

［ツール］ グループの［バックアップ］アイコンをクリックします。 

Á 特定の Web サイトに関連したリポジトリにアクセスするには、ナビゲーション

ペインの［ドメイン］ショートカットをクリックし、必要なドメイン名をクリッ

クし、［ツール］ グループの［バックアップ］アイコンをクリックします。 

2 ［ファイルをローカルリポジトリにアップロード］をクリックします。  

3 ［参照］をクリックして、必要なバックアップファイルを選択します。 

4 ［OK］をクリックします。  

バックアップファイルが、バックアップリポジトリにアップロードされます。 
 

サーバからのバックアップファイルのダウンロ

ード 

ü バックアップファイルをバックアップレポジトリからダウンロードするに
は、以下を実行します。 

1 必要なレポジトリにアクセスします。  

Á 特定のクライアントのリポジトリにアクセスするには、ナビゲーションペインの

［クライアント］ショートカットをクリックし、必要なユーザ名をクリックし、

［ツール］ グループの［バックアップ］アイコンをクリックします。 

Á 特定の Web サイトに関連したリポジトリにアクセスするには、ナビゲーション

ペインの［ドメイン］ショートカットをクリックし、必要なドメイン名をクリッ

クし、［ツール］ グループの［バックアップ］アイコンをクリックします。  

2 ダウンロードするバックアップファイルに対応する アイコンをクリ

ックします。  

3 バックアップを保存する場所を選択し、［保存］をクリックします。  

バックアップファイルが、バックアップリポジトリからダウンロードされます。 
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サーバからのバックアップファイルの削除 

ü バックアップファイルをバックアップレポジトリから削除するには、以下を
実行します。 

1 必要なレポジトリにアクセスします。  

Á 特定のクライアントのリポジトリにアクセスするには、ナビゲーションペインの

［クライアント］ショートカットをクリックし、必要なユーザ名をクリックし、

［ツール］ グループの［バックアップ］アイコンをクリックします。 

Á 特定の Web サイトに関連したリポジトリにアクセスするには、ナビゲーション

ペインの［ドメイン］ショートカットをクリックし、必要なドメイン名をクリッ

クし、［ツール］ グループの［バックアップ］アイコンをクリックします。  

2 削除したいバックアップファイルに対応するチェックボックスを選び

ます。  

3 ［選択対象を削除］をクリックします。  

4 削除を確認して［OK］をクリックします。  

 
 

FTP リポジトリ使用のためのコント

ロールパネルの設定 

バックアップファイルの保存に FTP サーバを使用する場合はコントロールパネルを適

切にセットアップする必要があります。 

1 必要なリポジトリへ移動してください。     

Á クライアントアカウントレベルのリポジトリには、［クライアント］>［クライ

アント名 ］>［バックアップ］>［FTPリポジトリ］>［FTPアカウントプロパテ

ィ］に進みます。 

Á ドメインレベルのリポジトリには、［ドメイン］> ドメイン名  >［バックアッ

プ］>［FTP リポジトリ］>［FTP アカウントプロパティ］に進みます。 

2 以下のプロパティを指定してください。  

Á FTP サーバの IP アドレスまたはホスト名 

Á バックアップファイルを保存したいサーバのディレクトリ 

Á FTP アカウントにアクセスするユーザ名とパスワード 

3 ［OK］をクリックします。  

 

 



 

  
 

ü サーバ利用に関する情報を表示するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［システム］グループの［統計］アイコンをクリックします。  

次の情報が表示されます。 

Á プロセッサ情報 

Á Plesk のバージョンとビルド番号 

Á オペレーティングシステムとそのカーネルバージョン 

Á Plesk ライセンスキー番号 

Á サーバアップタイム 

Á 直近の 1 分、5 分、15 分のプロセッサの負荷平均 

Á RAM のインストール量および使用量  

Á 使用されているスワップスペース容量 

Á ハードディスクのパーティションおよびディレクトリ別使用量 

Á 接続（マウント）しているストレージとネットワークストレージデバイス 

Á ホストされたドメインの数を示すには以下を実行します。 ［アクティブ］には

オンラインのドメインの数が示されます。［問題］オンライン状態のままだがデ

ィスク容量と帯域幅の割り当てを超えているドメインが示されます。［パッシブ］

には各ユーザまたはユーザのリセラーにより保留にされたためにオフラインの

ドメインが示されます。 

3 サーバ統計を最新のデータで更新する場合は、［更新］アイコンをクリ

ックします。  

 

ü サーバにインストールされ、Pleskコントロールパネルで管理されるソフトウ
ェアコンポーネントに関する情報を表示するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［システム］グループの［コンポーネント情報］アイコンをクリックしま

す。  

3 ［更新］アイコンをクリックして情報を更新します。  

 

1 1  
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ü ユーザアカウントとユーザのサイトに関する連結レポートを表示するには、
以下を実行します。  

1 ナビゲーションペインの［クライアント］ショートカットをクリックし

ます。  

2 必要なユーザ名をクリックします。  

3 ［ツール］グループの［レポート］アイコンをクリックします。  

 

ü 特定のドメイン名/Webサイトで使用されるサーバリソースとホスティング
機能に関する詳細レポートを表示するには、以下を実行します。  

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［レポート］アイコンをクリックします。  

 

以下はレポートの共通操作です。 

Á 詳細を表示するには、［レポート］ドロップダウンメニューから［フルレポート］

オプションを選択します。 

Á レポートに表示される情報の量を調整するには、 ［カスタマイズ］アイコン

をクリックし、既存のレポートテンプレートを変更します（この場合、レポート

テンプレート名をクリック）か、新しいレポートテンプレートを作成します（こ

の場合、  ［新しいレイアウトを追加］アイコンをクリックします）。 次に、

レポートの各セクションで必要な情報の量を指定します。 どの情報も必要とし

ない場合は［なし］を、詳細な概要が必要な場合は［サマリー］を、詳細なレポ

ートが必要な場合は［フル］をそれぞれ選択します。 ［デフォルトレポートと

して使用］チェックボックスを選択し、［OK］をクリックします。 カスタムレ

ポートレイアウトを削除するには、レポートレイアウト名の対応するチェックボ

ックスを選択し、 ［選択対象を削除］をクリックします。  

Á レポートを印刷するには、 ［印刷］アイコンをクリックします。 別のブラウ

ザウィンドウにレポートが表示されます。 ブラウザのメニューから［ファイル］

>［印刷］オプションを選択して、レポートを印刷します。 

Á メールでレポートを送信するには、［レポート］グループの右側にある入力ボッ

クスに受信者のメールアドレスを入力し、 ［メールにより送信］アイコンをク

リックします。 自分が受信者である場合、メールアドレスを指定する必要があ

りません。 システムはデフォルトで、使用中のユーザがレポート受信者と想定

し、使用中のユーザのコントロールパネルアカウントに登録されたメールアドレ

スを指定します。 

Á レポートを毎日、毎週、または毎月自動的に生成し、メールで配信するには、 ［レ

ポート送信］アイコンをクリックし、「レポート生成とメールによる配信の自動

化」セクションの指示に従ってください。 
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ü サイトの閲覧者数、閲覧元の国、およびサイトで閲覧されたページの内容を
調べるには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［レポート］アイコンをクリックします。  

4 サイトの特定のエリア間でダウンロードもしくはアップロードした

Webページまたはファイルの統計を閲覧するには、以下を実行します。 

Á ハイパーテキスト転送プロトコル（HTTP）でサイトから転送された Web ページの

統計を表示するには、［Web 統計］をクリックします。 

Á 保護付きハイパーテキスト転送プロトコル（HTTPS）でサイトから転送された Web

ページの統計を表示するには、 ［Web 統計 SSL］をクリックします。 

Á ファイル転送プロトコル（FTP）で転送されたファイルの統計を表示するには、［FTP

統計］をクリックします。 

Á 帯域幅利用量を月別に表示するには、 ［トラフィック履歴］アイコンをクリックし

ます。 

Á 帯域幅利用量をこのドメイン内の FTP 別、Web 別、メールサービス別に表示する

には、［トラフィック］アイコンをクリックします。 

注：アカウント上で Webalizer 統計パッケージを使用している場合、表示されるグ

ラフレポートをカスタマイズすることができます。 その手順については「Web 統

計表示のプリファレンスの調整」 (see page 273 ページ) セクションを参照してく

ださい。 

または、次の URL を表示することによってサイトの Web 統計を確認できます。 

https://your-domain.com/plesk-stat/webstatユーザ名とパスワードの入力画面が表示さ

れたら、FTP アカウント信用情報を指定します。 

この章の内容: 

Webalizer による Web 統計表示のプリファレンスの調整 ................................. 273 

レポート生成とメールによる配信の自動化 ....................................................... 277 

ログファイルの表示とログファイルの再利用の設定 ......................................... 279 
 
 

https://your-domain.com/plesk-stat/webstat
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Webalizer による Web 統計表示のプリ

ファレンスの調整 

デフォルトでは、統計ユーティリティは自分のサイトから、すなわち自分専用の Web

ページから行った Web ページおよびその他のファイルに対する要求をカウントし、報

告します。 よって、ユーザのブラウザが自分のサイトから、スクリプト、カスケード

スタイルシート、メディアファイルなどの他のファイルの参照を含む単一の Web ペー

ジを要求した場合、統計ユーティリティはこれらのファイルの参照を、自分の Web ペ

ージを閲覧したかのように報告します。 このため、デフォルトの設定では、利用量の

統計は正確性を欠くことになります。  

これに対応するため、次のような操作が可能です。 

Á 上記のような内部参照、および他のサイトからの参照を隠す。 

Á 複数のサイトからの参照をグループ化し、単一の場所から参照されたかのように見

せかける。 

Á ダイレクトリクエストを隠す。 ユーザがブラウザに URL を入力した自分のサイト

にアクセスした場合、ダイレクトリクエストが自分の Web サーバに送信されます。 

このセクションの内容: 

自分のサイトおよび他のサイトからの内部参照の表示および非表示 .................274 

他のサイトからの参照のグループ化とグループ解除 .........................................275 

ダイレクトリクエストの表示と非表示 ..............................................................276 
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自分のサイトおよび他のサイトからの内部参照

の表示および非表示 

ü  内部参照および他のサイトからの参照を隠すには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［レポート］アイコンをクリックします。  

4 ［Web統計プリファレンス］アイコンをクリックします。  

5 ［エントリの非表示］アイコンをクリックします。  

6 ［エントリのタイプ］ドロップダウンボックスで、［リファラ］値を選択

したままにしておきます。  

7 ［リファラ］フィールドに、Web統計レポートにリファラを表示する必

要のないドメイン名を入力します。   

「*」ワイルドカード文字を使用すると、ドメイン名の一部を指定できます。 

8 ［OK］をクリックします。  

 

ü 参照を表示するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［レポート］アイコンをクリックします。  

4 ［Web統計プリファレンス］アイコンをクリックします。  非表示のエン

トリがすべてリストに表示されます。  

5 表示するエントリに対応するチェックボックスを選択し、 ［選択対象

を削除］をクリックします。  

6 操作を確認して［OK］をクリックします。  
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他のサイトからの参照のグループ化とグループ

解除 

ü 特定のサイトからの参照をグループ化するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［レポート］アイコンをクリックします。  

4 ［Web統計プリファレンス］アイコンをクリックします。  

5 ［リファラのグループ化］タブをクリックします。  

6 ［リファラのグループ化］アイコンをクリックします。  

7 特定のサイトのすべてのリファラに表示するグループ名を入力します。 

8 ［リファラ］入力ボックスに、すべてのリファラをグループ化するサイ

ト（ドメイン名）を指定します。   

「*」ワイルドカード文字を使用すると、ドメイン名の一部を指定できます。 

9 ［OK］をクリックします。  

 

ü 特定のサイトからの参照をグループ解除するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［レポート］アイコンをクリックします。  

4 ［Web統計プリファレンス］アイコンをクリックします。  

5 ［リファラのグループ化］タブをクリックします。 すべてのリファラグ

ループ名がリストに表示されます。  

6 必要なグループ名に対応するチェックボックスを選択し、 ［選択対象

を削除］をクリックします。  

7 操作を確認して［OK］をクリックします。  
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ダイレクトリクエストの表示と非表示 

ü ダイレクトリクエストを非表示にするには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［レポート］アイコンをクリックします。  

4 ［Web統計プリファレンス］アイコンをクリックします。  

5 ［エントリの非表示］アイコンをクリックします。  

6 ［エントリのタイプ］ドロップダウンボックスで、［ダイレクトリクエス

ト］値を選択します。  

7 ［OK］をクリックします。  

 

ü ダイレクトリクエストを表示するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカットをクリックします。 

2 必要なドメイン名をクリックします。  

3 ［レポート］アイコンをクリックします。  

4 ［Web統計プリファレンス］アイコンをクリックします。  非表示のエン

トリがすべてリストに表示されます。  

5 ［直接のリクエスト］に対応するチェックボックスを選択し、 ［選択

対象を削除］をクリックします。  

6 操作を確認して［OK］をクリックします。  
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レポート生成とメールによる配信の

自動化 

ü 1 つまたは複数のユーザアカウントの連結レポートを定期的に受信するには、
以下を実行します。 

1 ［クライアント］>［クライアント名］>［レポート］>［レイアウト］>［レ
ポートタイプ］>［レポート送信］>［新しい配送スケジュール］に進みます。  

2 システムに登録されたメールアドレスへのレポートを受信するには、

［受取者］ドロップダウンメニューから［サーバ管理者］の値を選択し

ます。 別のメールアドレスへのレポートを受信するには、［送信先のE

メールアドレスを指定］オプションを選択し、メールアドレスを入力し

ます。 クライアントにレポートを送信するには、［クライアント］オプ

ションを選択します。 各クライアントすべてにクライアントレポート

を送信するには、［すべてのクライアントのレポート］オプションを選択

します。  

3 ［送信頻度］ドロップダウンメニューから送信間隔を選択し、［OK］を

クリックします。 レポートは毎日、毎週、毎月のいずれかの間隔で送

信できます。  

 

ü アカウントステータスレポートの送信スケジュールを変更するには、以下を
実行します。 

1 ［クライアント］>［クライアント名］>［レポート］>［レイアウト］>［レ
ポートタイプ］>［レポート送信］に進みます。  

2 ［頻度］の列で、変更する送信スケジュールに対応するハイパーリンク

をクリックします。  

3 必要に応じて設定を調整し［OK］をクリックします。  

 

ü アカウントステータスレポートの受信を停止するには、以下を実行します。 

1 ［クライアント］>［クライアント名］>［レポート］>［レイアウト］>［レ
ポートタイプ］>［レポート送信］に進みます。  

2 送信スケジュールに対応するチェックボックスを選択し、  ［選択対

象を削除］をクリックします。  削除を確認して［OK］をクリックしま

す。  
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ü 1つまたは複数のドメインや Webサイトに関する詳細レポートを定期的に受
信するには、以下を実行します。 

1 ［ドメイン］> ドメイン名 >［レポート］>［レイアウト］>［レポートタイ
プ］>［レポート送信］>［新しい配送スケジュール］に進みます。  

2 システムに登録されたメールアドレスへのレポートを受信するには、

［受取者］ドロップダウンメニューからサーバ管理者の値を選択します。 

別のメールアドレスへのレポートを受信するには、［指定したメールア

ドレス］オプションを選択し、メールアドレスを入力します。  このド

メイン名やWebサイトが別のユーザに属する場合、そのユーザにレポ

ートを送信できます。  ［クライアント］オプションまたは［ドメイン管

理者］オプションを選択します。  

3 特定のドメインやWebサイトに関するレポートを受信するには、［この

ドメイン］オプションを選択したままにしておきます。  特定のユーザ

アカウントに属する各ドメインに関する詳細レポートを受信するには、

［このクライアントによって管理されている、全てのドメイン］オプション

を選択します。 サーバでホスティングされる全てのドメインに関する

レポートを受信するには、［全てのドメイン］オプションを選択します。  

4 ［送信頻度］ドロップダウンメニューから送信間隔を選択し、［OK］を

クリックします。 レポートは毎日、毎週、毎月のいずれかの間隔で送

信できます。  

 

ü 詳細なドメインや Webサイトレポートの送信スケジュールを変更するには、
以下を実行します。  

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［レポート］>［レイアウト］>［レポートタ
イプ］>［レポート送信］に進みます。  

2 ［頻度］の列で、変更する送信スケジュールに対応するハイパーリンク

をクリックします。  

3 必要に応じて設定を調整し［OK］をクリックします。  

 

ü ドメインレポートの受信を停止するには、以下を実行します。  

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［レポート］>［レイアウト］>［レポートタ
イプ］>［レポート送信］に進みます。  

2 送信スケジュールに対応するチェックボックスを選択し、  ［選択対

象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］をクリックしま

す。  
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ログファイルの表示とログファイル

の再利用の設定 

Web サーバへの全ての接続とサーバに見つからないファイルの要求は、ログファイル

に登録されます。 これらのログファイルはサーバ上で実行される統計ユーティリティ

で分析され、オンデマンドでグラフィカルレポートで表示されます。 これらのログフ

ァイルをコンピュータにダウンロードして、サードパーティ製の統計ユーティリティで

処理したり、Web サーバをデバッグするためにログファイルのコンテンツを調べるこ

とができます。 

ü これらのログファイルが増大するのを防ぐために、ログファイルの自動クリ
ーンアップと再利用を有効にする必要があります。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名 >［ログマネージャ］>［ログローテーション］

に進み、［スイッチオン］をクリックします。  ［スイッチオフ］しか表

示されない場合、ログの再利用がすでに有効になっています。  

2 ログファイルを再利用する時期、およびサーバに格納する各ログファ

イルのインスタンス数を指定します。 ログファイルを圧縮するか、処

理の後にメールアドレスに送信するかを指定します。 ［OK］をクリッ

クします。  

ü ログファイルのコンテンツを表示する、またはコンピュータにダウンロード
するには、以下を実行します。 

1 ［ドメイン］>  ドメイン名に進み、［ホスティング］グループの［ログマ

ネージャ］をクリックします。 ログファイルのリストが表示されます。  

Á ログファイルの表示する行数を、最後から数えた行数で指定し、［プリファレン

ス］グループの入力ボックスに数字を入力します。 

Á ログファイルのコンテンツを表示するには、ファイル名をクリックします。  

Á コンピュータにファイルをダウンロードするには、必要なファイルに対応するア

イコン をクリックします。  

Á サーバから処理済みのログファイルを削除するには、対応するチェックボックス

を選択し、  ［選択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］

をクリックします。 

 

 

 



 

  
 

この章の内容: 
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コントロールパネルへの接続のモニ

タニング 

ü 現在コントロールパネルにログインしている顧客名を探すには、以下を実行
します。 

1 ナビゲーションペイン内の［セッション］をクリックします。  自分も

含めた全てのセッションが表示され、次の詳細が表示されます。  

Á タイプ  セッションを確立したコントロールパネルユーザのタイプ  

サーバ管理者 

クライアント 

ドメインまたは Web サイトオーナー 

メールボックスオーナー 

Á ログイン  ユーザがログインしたときのログイン名 

Á IP アドレス.  コントロールパネルにアクセスした IP アドレス 

Á ログイン時間.  ユーザがコントロールパネルにログインした日時 

Á アイドル時間.  ユーザがログイン中にコントロールパネルで何も作業を行って

いない時間 

2 ユーザセッションのリストを更新するには、［更新］をクリックします。  

3 ユーザセッションを終了するには、各チェックボックスを選択し、  

［選択対象を削除］をクリックし、確認を確認してから［OK］をクリッ

クします。  

 
 

1 2  

コントロールパネルと FTP サービス

への接続のモニタリング 
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FTP サービスへの接続のモニタリン

グ 

ü FTPを使用してサーバに接続しているユーザ名、そのユーザが作業している
ディレクトリ名、およびサーバ間でアップロードまたはダウンロードを行っ
ているファイル名を確認するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペイン内の［セッション］をクリックします。  

2 ［FTPセッション］タブをクリックします。 自分も含めた全てのセッシ

ョンが表示され、次の詳細が表示されます。  

Á タイプ  セッションを確立したユーザのタイプ   

コントロールパネルに登録していないユーザ 

匿名 FTP ユーザ 

ドメインまたは Web サイト管理者 

サブドメイン管理者 

Web ユーザ（個別のドメイン名を持たない個人 Web ページのオーナー） 

Á ステータス  FTP 接続の現在のステータス  

Á FTP ユーザログイン  FTP アカウントへのアクセスに使用したログイン名  

Á ドメイン名  FTP ユーザが現在接続しているドメイン 

Á 現在のロケーション  FTP ユーザが現在いるディレクトリ 

Á ファイル名  操作中のファイル名 

Á スピード  転送速度（キロバイト） 

Á 進捗（%）  パーセンテージで示されるファイル移行の進捗度 

Á IP アドレス.  FTP アカウントにアクセスしている IP アドレス 

Á ログイン時間.  現在のユーザがログインしてからの経過時間 

Á アイドル時間.  FTP を使用してサーバに接続している間に、ユーザが何も作業

を行っていなかった時間 

3 FTPセッションのリストを更新するには［更新］をクリックします。  

4 セッションを終わらせるには、該当するチェックボックスをチェック

して、  ［選択対象を削除］をクリックします。  

 

 



 

  
 

システムの様々なユーザが行ったアクションのトラッキングが必要な場合があります。 

すべてのアクションはログファイルに記録されており、ダウンロードして閲覧すること

ができます。 以下のシステムイベント（アクション）のログを残すことができます。 

Á 管理者情報変更 

Á システムサービスの再起動、起動、停止 

Á IP アドレスの追加、削除、変更 

Á ログイン設定（コントロールパネルにおけるすべてのユーザセッションに許可され

た非活動期間）の変更 

Á クライアントアカウントの作成、削除、個人もしくはシステム情報の変更 

Á クライアントアカウントのステータス変更（停止/停止解除） 

Á クライアントのインターフェースプリファレンスの変更 

Á クライアントの IP プールの変更 

Á クライアントのプールに追加または削除されたサイトアプリケーション 

Á クライアントアカウントのディスクスペース制限超過 

Á クライアントアカウントのトラフィック使用率の制限超過 

Á デスクトッププリセットの作成、削除、変更 

Á ドメインのディスク容量制限超過 

Á ドメインのトラフィック使用率の制限超過 

Á ドメイン管理者アカウントプロパティの変更 

Á ドメインの作成、削除、設定の変更 

Á ドメインオーナーの変更 

Á ドメインのステータス変更（停止/停止解除） 

Á ドメインの DNS ゾーン更新 

Á サブドメインの作成、削除、設定の変更 

Á ドメインエイリアスの作成、削除、設定の変更 

Á ドメインエイリアスの DNS ゾーンの変更  

Á クライアントアカウント制限（リソース割り当て）の変更 

Á クライアントの権限の変更 

Á ドメイン制限（リソース割り当て）の変更 

Á ユーザのコントロールパネルへのログインとログアウト 

1 3  

コントロールパネルで顧客が実行し

たアクションのロギング 
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Á メールアカウントの作成、削除、変更 

Á メーリングリストの作成、削除、設定変更  

Á 物理的ホスティングの作成、削除、変更 

Á 標準またはフレーム転送ホスティングアカウントの作成、削除、再構成  

Á Web ユーザアカウントの作成、削除、変更 

Á サイトアプリケーションのインストール、再構築、アンインストール 

Á サイトアプリケーションパッケージのインストール、アンインストール、更新 

Á ライセンスキーの失効または更新 

Á データベースサーバの作成、削除、更新 

Á データベースの作成または削除 

Á データベースユーザアカウントの作成、削除、更新 

Á クライアントの GUID の更新 

Á ドメインの GUID の更新 

Á Plesk コンポーネントの更新または追加 

この章の内容: 

アクションログの設定 .......................................................................................283 

アクションログのダウンロード .........................................................................284 

アクションログの消去 .......................................................................................284 
 
 

アクションログの設定 

ü アクションログを設定するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［アクションログ］をクリックします。  

3 ［ログに記録されるアクション］グループで、チェックボックスを使用

してログに記録されるアクションを選択します。  

4 ［データベースに記録を保存］フィールドでアクションログ解除オプシ

ョンを選択します。 日次、週次、月次、もしくはデータベースに保存

されるレコードの数を指定することもできます。   

5 全てのアクションログレコードを保存する場合は、［ログを削除しない］

オプションを選択します。  

6 変更を適用するには、［OK］をクリックします。  
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アクションログのダウンロード 

ü コンピュータにアクションログをダウンロードするには、以下を実行します。  

1 ［サーバ］>［アクションログ］に進みます。  

2 ［ログファイル］セクションでドロップダウンボックスを使用して期間

を選択し、［ダウンロード］をクリックします。  

ダウンロードするファイルを保存する場所を尋ねるダイアログウィンドウが開きま

す。  

3 保存場所を指定して［保存］をクリックします。  

 

 
 

アクションログの消去 

ü アクションログを消去するには、以下を実行します。 

1 ［サーバ］>［アクションログ］に進みます。  

2 ［ログファイル］セクションで、［ログ消去］をクリックします。  

 

 



 

  
 

Plesk 管理サーバが複数存在する場合、いずれかのサーバのコントロールパネルを使用

して、他のサーバのアクセスおよび管理を実行できます。 この機能がコントロールパ

ネル内で使用できるかどうかを確認するには、ナビゲーションパネルの［マスター］シ

ョートカットの表示を確認します。 

マスター機能では（Web ブラウザのパスワードマネージャと同様に）他の Plesk 管理

サーバにアクセスするための信用情報を記憶することができます。  いずれかのサーバ

のコントロールパネルにログインする必要がある場合、そのコントロールパネルのスレ

ーブサーバのリストを表示し、アイコンをクリックする必要があります。 別のサーバ

で実行中のコントロールパネルは、新しいブラウザウィンドウに表示されます。 

複数のサーバへの単一のエントリポイントを示す以外に、マスター機能は指定した他の

サーバのポーリング、システムサービスの状態およびリソース利用量に関する情報の取

得、およびこのような情報のコントロールパネルへの表示も実行します。 

マスター機能を使用すると、作業時間を節約しクリック回数を尐し減らすことができま

す。 サーバの数が多く、本格的にサーバ集中管理が必要になる場合は、SWsoft 社の

Plesk Expand か HSPcomplete ソリューションをご使用ください。 

この章の内容: 

サーバレコードの追加 ...................................................................................... 286 

サーバ情報の表示とサーバへのログイン .......................................................... 286 

サーバレコードの削除 ...................................................................................... 287 
 
 

1 4  

多数の Plesk サーバに対する集中ア

クセスの使用 
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サーバレコードの追加 

ü Plesk管理サーバに関するレコードをコントロールパネルに追加するには、以
下を実行します。 

1 ［マスター］>［新しいサーバの追加］に進みます。  

2 適切なフィールドにホスト名とポート番号を入力し、Pleskが所定のス

レーブサーバにログインする際に使用するログイン名とパスワードを

指定します。  スレーブサーバの説明を入力することもできます。  こ

の時点で詳細なサーバ情報を取り出し表示する必要がない場合は、［サ

ーバに情報を要求しない］チェックボックスを選択します。  

3 ［設定］をクリックします。  

4 そのサーバのコントロールパネルへのセキュアナ接続に使用するSSL

証明をアップロードするには、［証明書］ボタンをクリックします。 ［参

照...］をクリックして、証明書ファイルを探すか、クリップボードから

証明書の内容を貼り付けます。 その後、それぞれ［ファイル送信］また

は［テキスト送信］ボタンをクリックし、スレーブサーバに証明書をア

ップロードします。  

 

サーバレコードの変更が必要な場合、ナビゲーションペインで［マスター］ショートカ

ットをクリックし、必要なホスト名をクリックします。 

サーバ情報の表示とサーバへのログ

イン 

ü サーバに関する情報を表示し、サーバのコントロールパネルにログインする
には、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［マスター］ショートカットをクリックします。 

追加した全てのサーバに関する次の情報が表示されます。 

Á S 列のステータスアイコン 

 - サーバが操作可能な状態であり、リソースの使用過多がない。  

 - 一部のシステムサービスが停止している。 

 - 尐なくとも 1 つのユーザアカウントがリソース（ディスクスペースまたは

帯域幅）割り当てを超えている。 

 - サーバが停止またはアクセス不可。 
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 - サーバでステータスのポーリングが行われていない。 

Á ホスト名 

Á 指定した［詳細］ 

2 詳細なサーバレポートを表示するには、必要なホスト名をクリックし

ます。  

3 サーバのコントロールパネルにログインするにはそれぞれの アイコ

ンをクリックします。  

 
 

サーバレコードの削除 

ü サーバレポートを削除するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［マスター］ショートカットをクリックします。 

2 削除したいレコードに対応するチェックボックスを選択します。  

3 ［選択対象を削除］をクリックします。 削除を確認して［OK］をクリ

ックします。  

 

 



 

  
 

コントロールパネル内で Plesk アップデーター機能を使用すると、必要なアップデート

およびコントロールパネルアドオンを簡単にインストールでき、さらにコントロールパ

ネルを最新のリリースにアップグレードできます。 

ü Pleskコントロールパネルをアップグレードするには、または Pleskコンポー
ネントを更新するには、以下を実行します。   

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［アップデーター］アイコンをクリックします。  

コントロールパネルが URL http://autoinstall.plesk.comにある SWsoft の公式 Plesk

アップデートサーバに接続し、入手可能なリリースの情報を取得してシステムにイ

ンストールされているコンポーネントを解析し、使用可能なリリースおよびコンポ

ーネントの更新一覧を表示します。  各リリースについて、有効な操作の簡単な説

明が表示されます。 

注：Plesk 管理サーバが複数存在し、（Plesk 8 インストールガイドの説明に従って）

ネットワークに Plesk アップデートサーバのミラーを設定している場合、「アップ

データ設定の変更による Plesk アップデータの設定」のセクションを参照して、ロ

ーカルミラーからインストレーションファイルを取り出します。 

3 アップデートまたはアップグレードしたいリリースバージョンを選択

します。  利用可能なコンポーネント一覧が表示されます。  

4 インストールしたいコンポーネントに対応するチェックボックスをチ

ェックし、［インストール］をクリックしてください。 確認ページが表

示されます。  

5 メールアドレスを入力します。 更新が完了すると、メールで通知が送

信されます。 選択したコンポーネントのインストールを確認するには、

チェックボックスを選択して［OK］をクリックします。 選択したコン

ポーネントまたはアップデートがダウンロードされ、バックグラウン

ドモードに自動的にインストールされます。  

 

更新処理についての注意事項： 

1 5  

コントロールパネルのアップグレー

ド 

http://autoinstall.plesk.com/


 

 コントロールパネルのアップグレード 289 

 

コントロールパネルのバージョンを新しいバージョンにアップグレードする場合、アッ

プグレード処理の開始と終了がメールで通知されます。 アップグレードが成功すると、

通知メッセージにはイベントログとインストールされたパッケージのリストが含まれ

ます。 ただし、メールサーバに不具合が生じてもエラーメッセージは送信されません。 

この場合、サーバのハードドライブ上の/tmp ディレクトリにある autoinstaller.log ファ

イルでエラーをチェックできます。 

コントロールパネルのオペレーションは全て、コントロールパネルの中核機能に影響を

及ぼすいわゆる「基本」パッケージのインストール中は停止します。 

アップグレード後に新しいライセンスキーのインストールが必要になる場合、「ライセ

ンスキーのアップグレード」セクションを参照して下さい。 ライセンスキーのインス

トールについて問題が発生した場合、sales@swsoft.co.jpにご連絡下さい。 

この章の内容: 

 ...................................................................................... 290 

コントロールパネルからアップデータ機能へのアクセスを拒否 ....................... 291 
 
 

mailto:sales@swsoft.co.jp
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デフォルトでは Plesk やオペレーティングシステムの更新はhttp://autoinstall.plesk.com

にある公式 Plesk アップデートサーバからダウンロードするようになっています。 

ü ローカルネットワークストレージから Pleskアップデートを受け取るには以
下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［アップデーター］アイコンをクリックします。  

3 ［プリファレンス］をクリックします。  

4 ［Pleskアップデートソース］タブをクリックします。  

5 ［ソースタイプ］ メニューから［ネットワークストレージ］オプションを

選択してアップデートが置いてあるディレクトリへのURLを指定しま

す。  

6 ［OK］をクリックすると設定が適用されます。   

 

ü オペレーティングシステムベンダーのサイトからサーバのオペレーティン
グシステムのアップデートを受け取るには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［サービス］グループの［アップデーター］アイコンをクリックします。  

3 ［プリファレンス］をクリックします。  

4 ［プオペレーティングシステムアップデートのソース］のタブをクリック

します。  

5 アップデートソースからPleskアップデートサーバを出るには［S］列

の［Pleskアップデートサーバ］エントリに対応するアイコン   をクリ

ックします。  

6 ［ソースの追加］をクリックして以下を指定します。  

Á ソースタイプ。 ベンダーのサイトからアップデートを受け取るのであれば

repomd （xml-rpm-metadata リポジトリ）の値は選択したままにします。  サーバ

のハードディスクやマウントされたネットワークシェアからアップデートを受

け取るのであれば （ローカルディレクトリ）の値を選択します。 

Á ソース URL。 パッケージファイルのある URL を入力します。 例えば、 

http://download.fedora.redhat.com/fedora/linux/core/updates

/2/i386となります。 

http://autoinstall.plesk.com/
http://autoinstall.plesk.com/
http://download.fedora.redhat.com/fedora/linux/core/updates/2/i386
http://download.fedora.redhat.com/fedora/linux/core/updates/2/i386
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Á ソースの優先度。 複数のダウンロードサイトをご利用の場合、アップデートを

取得する順番を指定することができます。 それには、各ソースに対して異なる

レベルの優先度を指定します。  リストから値を選択するか、［カスタム］を選

択して 1 （最低）から 999 （最高）までの数を入力します。 

Á 認証。 アップデートを受け取るのにベンダーのサイトの認証が必要であれば［認

証］チェックボックスを選択してユーザ名およびパスワードを指定します。 

7  ［OK］をクリックします。  
 

コントロールパネルからアップデー

タ機能へのアクセスを拒否 

サーバ管理タスクを他のユーザに委任するけれども、彼らにコントロールパネルからア

ップデータ機能を使用したりアップデートの設定を変更したりして欲しくない場合は、

コントロールパネルからアップデーター設定に関する画面や［アップデータ］アイコン

を削除することができます。  それには、次の MySQL コマンドを使用します。 echo 
'REPLACE misc SET param="disable_updater", val="true"' | mysql psa 

-uadmin -p`cat /etc/psa/.psa.shadow` 

コントロールパネルに［アップデータ］アイコンおよび画面を復元するには、次の M

ｙSQL コマンドを使用します。 echo 'REPLACE misc SET 

param="disable_updater", val="false"' | mysql psa -uadmin -p`cat 

/etc/psa/.psa.shadow` 



 

  
 

コントロールパネルで使用可能なオペレーションに加えて、Plesk ソフトウェアは管理

者がコマンドラインから実行できるいくつかの拡張管理機能を提供します。 管理者は

以下の作業が可能です。 

Á イベント追跡メカニズムを使用した、Plesk と外部システム間のデータ内部交換の

編成 

Á ドメイン固有のApache設定ディレクティブのWebサーバ設定ファイルへのインク

ルード 

Á Tomcat コネクタポートの変更 

Á Plesk メール設定の復元 

この章の内容: 

イベント追跡メカニズムの使用 .........................................................................292 

Web サーバ設定ファイルへのディレクティブのインクルード ..........................316 

Tomcat Java コネクタポートの変更 ..................................................................317 

メール設定の復元 ..............................................................................................318 

Qmail または Courier-IMAP メールサーバのカスタム SSL 証明書のインストール
 ..........................................................................................................................318 

 
 

イベント追跡メカニズムの使用 

イベントマネージャは Plesk と外部システム間のデータ交換の構成に役立つよう設計

されたものです。   特定のコントロールパネルイベントで実行されるスクリプトを作

成し、イベントの処理をトリガーするイベントハンドラを作成します。 複数のハンド

ラを 1 つのイベントに割り当てることができます。 

重要：Plesk 管理者はユーザ root に代わりサーバ上で実行可能なイベントハンドラを作

成できます。 root アカウントの使用を制限するには、root.event_handler.lock

という名前の空ファイルをロケーション 

/plesk_installation_directory/var/ に作成します。 

このセクションの内容: 

イベントハンドラの追加 ................................................................................... 293 

イベントハンドラの削除 ................................................................................... 315 
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イベントハンドラの追加 

例えば、「クライアントアカウント作成」イベントのイベントハンドラを作成してみま

す。 ハンドラは環境変数のクライアント名およびクライアントログイン名を承認しま

す。 説明を簡単にするために、以下のような test-handler.sh と呼ばれるシェルス

クリプトを使用します。 

#!/bin/bash 

echo "--------------" >> /tmp/event_handler.log 

/bin/date             >> /tmp/event_handler.log # a ∂└⅍ ‚  

⁴  

/usr/bin/id           >> /tmp/event_handler.log # ₰₦≥↨⅍Ό ⁸⁯

‚  ⁵⁴ ”≠╒₭” ₀ ‚ ⁴‍‼  

echo "client created" >> /tmp/event_handler.log #  ⁵‍₦≤ₐ₈

└⅍₈₢ₒ└⅍”  

echo "name: ${NEW_CONTACT_NAME}"       >> /tmp/event_handler.log # 

₦≤ₐ₈└⅍  

echo "login: ${NEW_LOGIN_NAME}"      >> /tmp/event_handler.log # ₦

≤ₐ₈└⅍⌠₧ₐ└  

echo "--------------" >> /tmp/event_handler.log 

このスクリプトはファイルにある情報をプリントし、その実行を制御します（スクリプ

トはバックグラウンドモードで実行されるため、stdout/stderr には情報を出力できませ

ん）。  

例えば、使用するスクリプトがディレクトリ 

/plesk_installation_directory/bin にあると仮定します。 コントロールパネ

ル経由でイベントハンドラを作成し、スクリプトを登録します。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［イベントマネージャ］アイコンをク

リックします。  

3 ［新しいイベントハンドラの追加］アイコンをクリックします。  イベン

トハンドラ設定ページが表示されます。  

4 ［イベント］メニューでハンドラを割り当てるイベントを選択します。 

5 ハンドラ実行の優先順位を選択するか、カスタム値を指定します。 そ

れを実行するには、［優先度］メニューで［カスタム］を選択して値を

入力します。   
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複数のハンドラを 1 つのイベントに割り当てる場合、異なる優先度（高い値に設定

すると優先度も高くなります）でハンドラの実行シーケンスを指定できます。  

6 ハンドラを実行するシステムユーザを選択します（例えば、「 root」ユ

ーザ）。  

7 ［コマンド］入力フィールドで選択したイベントで実行するコマンドラ

インを指定します。  この例では 

/usr/local/psa/bin/test-handler.shです。  

8 ［OK］をクリックします。  

注： スクリプトでは、変数 $NEW_CONTACT_NAME and $NEW_LOGIN_NAME を指

定しました。 ハンドラの実行中に、作成したクライアントの名前とログインをそれぞ

れ置き換えます。 使用可能な変数の完全なリストは次のセクションで提供されます。 

削除オペレーションでは、new_xxx の変数はセットされないことにご注意ください。 そ

して作成オペレーションでは $OLD_xxx のパラメータはセットされません。 

Plesk コントロールパネルにログインし新規クライアントを作成するには、［連絡名］ 

フィールドに「Some Client」、［ログイン］フィールドに「some_client」という値を

指定してハンドラを呼び出すと、以下のレコードが /tmp/event_handler.log に追

加されます。 

Fri Mar 16 15:57:25 NOVT 2007 

uid=0(root) gid=0(root) groups=0(root) 

client created 

name: Some client 

login: some_client 

 

1 つ以上のハンドラを指定するには、他のハンドラについても同じアクションを繰り返

して下さい。 

イベントハンドラ設定時に使用可能なパラメータテンプレートは以下の表の通りです。 

パラメー

タ名と説

明 

環境変数名 注 

以前使用した値 新しい値 

「セッション（ログイン）設定の変更」のイベント 
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すべての

コントロ

ールパネ

ルユーザ

に許可さ

れた非活

動期間 

OLD_SESSION_IDLE_TIM
E 

NEW_SESSION_IDLE_TIM
E 

 

 

「デスクトッププリセットの作成、変更、削除」のイベント 

デスクト

ッププリ

セット固

有の識別

番号 

OLD_DESKTOP_PRESET
_ID 

NEW_DESKTOP_PRESET
_ID 

 

デスクト

ッププリ

セットの

タイプ（管

理者デス

クトップ、

クライア

ントデス

クトップ、

ドメイン

管理者デ

スクトッ

プのデフ

ォルトプ

リセット、

またはユ

ーザのカ

スタムプ

リセット） 

OLD_DESKTOP_PRESET
_TYPE 

NEW_DESKTOP_PRESET
_TYPE 

 

デスクト

ッププリ

セット名 

OLD_DESKTOP_PRESET
_NAME 

NEW_DESKTOP_PRESET
_NAME 

 

 

「クライアントアカウント作成」、「クライアントアカウント更新」、「クラ

イアントアカウント削除」のイベント 

ログイン

名 

OLD_LOGIN_NAME NEW_LOGIN_NAME 必須 

連絡名 OLD_CONTACT_NAME NEW_CONTACT_NAME 必須 

会社名 OLD_COMPANY_NAME NEW_COMPANY_NAME  

電話番号 OLD_PHONE NEW_PHONE  
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ファック

ス 

OLD_FAX NEW_FAX  

メールア

ドレス 

OLD_EMAIL NEW_EMAIL  

住所 OLD_ADDRESS NEW_ADDRESS  

都市 OLD_CITY NEW_CITY  

州または

県 

OLD_STATE_PROVINCE NEW_STATE_PROVINCE  

郵便番号 OLD_POSTAL_ZIP_CODE NEW_POSTAL_ZIP_CODE  

国 OLD_COUNTRY NEW_COUNTRY  

 

「ドメイン作成」、「ドメイン更新」、「ドメイン削除」のイベント 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 

 

「サブドメイン作成」、「サブドメイン更新」、「サブドメイン削除」のイベ

ント 

サブドメ

イン名 

OLD_SUBDOMAIN_NAME NEW_SUBDOMAIN_NAME 必須 

親ドメイ

ン名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 

FTP アカ

ウント 

OLD_SYSTEM_USER_TY
PE 

NEW_SYSTEM_USER_TY
PE 

 

サブドメ

イン管理

者のログ

イン名 

OLD_SYSTEM_USER NEW_SYSTEM_USER  

ハードデ

ィスクク

ォータ 

OLD_HARD_DISK_QUOT
A 

NEW_HARD_DISK_QUOT
A 

 

SSI 対応 OLD_SSI_SUPPORT NEW_SSI_SUPPORT  

PHP 対応 OLD_PHP_SUPPORT NEW_PHP_SUPPORT  

CGI 対応 OLD_CGI_SUPPORT NEW_CGI_SUPPORT  

Perl 対応 OLD_MOD_PERL_SUPPO
RT 

NEW_MOD_PERL_SUPPO
RT 

 

Python 対

応 

OLD_MOD_PYTHON_SUP
PORT 

NEW_MOD_PYTHON_SU
PPORT 

 

ColdFusio

n 対応 

OLD_COLDFUSION_SUP
PORT 

NEW_COLDFUSION_SUP
PORT 
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Apache::A

SP 対応 

OLD_APACHE_ASP_SUP
PORT 

NEW_APACHE_ASP_SUP
PORT 

 

SSL 対応 OLD_SSL_SUPPORT NEW_SSL_SUPPORT  

 

「物理ホスティング作成」、「物理ホスティング更新」、「物理ホスティング

削除」のイベント 

ドメイン

エイリア

ス名 

OLD_DOMAIN_ALIAS_NA
ME 

NEW_DOMAIN_ALIAS_NA
ME 

必須 

ドメイン

エイリア

スの有効

化または

無効化 

OLD_STATUS NEW_STATUS  

ドメイン

エイリア

スの Web

サービス

の有効化

または無

効化 

OLD_DOMAIN_ALIAS_WE
B 

NEW_DOMAIN_ALIAS_WE
B 

 

ドメイン

エイリア

スのメー

ルサービ

スの有効

化または

無効化 

OLD_DOMAIN_ALIAS_MAI
L 

NEW_DOMAIN_ALIAS_MA
IL 

 

ドメイン

エイリア

スビジタ

ーが Java

の Web ア

プリケー

ションへ

アクセス

(オンまた

はオフ) 

OLD_DOMAIN_ALIAS_TO
MCAT 

NEW_DOMAIN_ALIAS_TO
MCAT 

 

 

「物理ホスティング作成」、「物理ホスティング更新」のイベント 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 

IP アドレ

ス 

OLD_IP_ADDRESS NEW_IP_ADDRESS  
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IP タイプ OLD_IP_TYPE NEW_IP_TYPE  

システム

ユーザ 

OLD_SYSTEM_USER NEW_SYSTEM_USER  

システム

ユーザの

パスワー

ド 

OLD_SYSTEM_USER_PA
SSWORD 

NEW_SYSTEM_USER_PA
SSWORD 

 

シェルア

クセス 

OLD_SYSTEM_SHELL NEW_SYSTEM_SHELL  

FP 対応 OLD_FP_SUPPORT NEW_FP_SUPPORT  

FP-SSL 対

応 

OLD_FPSSL_SUPPORT NEW_FPSSL_SUPPORT  

FP オーサ

リング 

OLD_FP_AUTHORING NEW_FP_AUTHORING  

FP 管理者

ログイン 

OLD_FP_ADMIN_LOGIN NEW_FP_ADMIN_LOGIN  

FP 管理者

パスワー

ド 

OLD_FP_ADMIN_PASSW
ORD 

NEW_FP_ADMIN_PASSW
ORD 

 

SSI 対応 OLD_SSI_SUPPORT NEW_SSI_SUPPORT  

PHP 対応 OLD_PHP_SUPPORT NEW_PHP_SUPPORT  

CGI 対応 OLD_CGI_SUPPORT NEW_CGI_SUPPORT  

Perl 対応 OLD_MOD_PERL_SUPPO
RT 

NEW_MOD_PERL_SUPPO
RT 

 

Apache 

ASP 対応 

OLD_APACHE_ASP_SUP
PORT 

NEW_APACHE_ASP_SUP
PORT 

 

SSL 対応 OLD_SSL_SUPPORT NEW_SSL_SUPPORT  

Web 統計 OLD_WEB_STATISTICS NEW_WEB_STATISTICS  

カスタム

エラード

キュメン

ト 

OLD_APACHE_ERROR_D
OCUMENTS 

NEW_APACHE_ERROR_D
OCUMENTS 

 

ハードデ

ィスクク

ォータ 

OLD_HARD_DISK_QUOT
A 

NEW_HARD_DISK_QUOT
A 

 

 

 「物理ホスティング削除」のイベント 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 
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 「メールアカウント作成」、「メールアカウント削除」のイベント 

メールア

ドレス 

OLD_MAILNAME NEW_MAILNAME 必須（
mailnam
e@dom

ain 形式

） 

 

「メールアカウント更新」のイベント 

メールア

ドレス 

OLD_MAILNAME NEW_MAILNAME 必須（
mailnam
e@dom

ain 形式

） 

メールボ

ックス 

OLD_MAILBOX NEW_MAILBOX  

パスワー

ド 

OLD_PASSWORD NEW_PASSWORD  

メールボ

ックスク

ォータ 

OLD_MAILBOX_QUOTA NEW_MAILBOX_QUOTA  

リダイレ

クト 

OLD_REDIRECT NEW_REDIRECT  

リダイレ

クトアド

レス 

OLD_REDIRECT_ADDRE
SS 

NEW_REDIRECT_ADDRE
SS 

 

メールグ

ループ 

OLD_MAIL_GROUP NEW_MAIL_GROUP  

自動応答 OLD_AUTORESPONDER
S 

NEW_AUTORESPONDER
S 

 

メールユ

ーザ用の

コントロ

ールパネ

ルへのア

クセス 

OLD_MAIL_CONTROLPA
NEL_ACCESS 

NEW_MAIL_CONTROLPA
NEL_ACCESS 

 

 

 「Web ユーザ削除」のイベント 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 
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Web ユー

ザ名 

OLD_WEBUSER_NAME NEW_WEBUSER_NAME 必須 

 

「Web ユーザ作成」、「Web ユーザ更新」のイベント 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 

Web ユー

ザ名 

OLD_WEBUSER_NAME NEW_WEBUSER_NAME 必須 

Web ユー

ザのパス

ワード 

OLD_WEBUSER_PASSW
ORD 

NEW_WEBUSER_PASSW
ORD 

 

SSI 対応 OLD_SSI_SUPPORT NEW_SSI_SUPPORT  

PHP 対応 OLD_PHP_SUPPORT NEW_PHP_SUPPORT  

CGI 対応 OLD_CGI_SUPPORT NEW_CGI_SUPPORT  

Perl 対応 OLD_MOD_PERL_SUPPO
RT 

NEW_MOD_PERL_SUPPO
RT 

 

Python 対

応 

OLD_MOD_PYTHON_SUP
PORT 

NEW_MOD_PYTHON_SU
PPORT 

 

Apache 

ASP 対応 

OLD_APACHE_ASP_SUP
PORT 

NEW_APACHE_ASP_SUP
PORT 

 

ハードデ

ィスクク

ォータ 

OLD_HARD_DISK_QUOT
A 

NEW_HARD_DISK_QUOT
A 

 

 

「クライアント制限変更」のイベント 

連絡名 OLD_CONTACT_NAME NEW_CONTACT_NAME 必須 

ドメイン

の上限数 

OLD_MAXIMUM_DOMAIN
S 

NEW_MAXIMUM_DOMAIN
S 

 

ディスク

容量の上

限 

OLD_MAXIMUM_DISK_SP
ACE 

NEW_MAXIMUM_DISK_S
PACE 

 

トラフィ

ックの上

限量 

OLD_MAXIMUM_TRAFFIC NEW_MAXIMUM_TRAFFI
C 

 

Web ユー

ザの上限

数 

OLD_MAXIMUM_WEBUSE
RS 

NEW_MAXIMUM_WEBUS
ERS 

 

データベ

ースの上

限数 

OLD_MAXIMUM_DATABA
SES 

NEW_MAXIMUM_DATABA
SES 
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メールボ

ックスの

上限数 

OLD_MAXIMUM_MAILBO
XES 

NEW_MAXIMUM_MAILBO
XES 

 

メールボ

ックスク

ォータ 

OLD_MAXIMUM_MAILBO
X_QUOTA 

NEW_MAXIMUM_MAILBO
X_QUOTA 

 

メールリ

ダイレク

トの上限

数 

OLD_MAXIMUM_MAIL_RE
DIRECTS 

NEW_MAXIMUM_MAIL_R
EDIRECTS 

 

メールグ

ループの

上限数 

OLD_MAXIMUM_MAIL_G
ROUPS 

NEW_MAXIMUM_MAIL_G
ROUPS 

 

メール自

動応答の

上限数 

OLD_MAXIMUM_MAIL_AU
TORESPONDERS 

NEW_MAXIMUM_MAIL_A
UTORESPONDERS 

 

メーリン

グリスト

の上限数 

OLD_MAXIMUM_MAIL_LI
STS 

NEW_MAXIMUM_MAIL_LI
STS 

 

Java アプ

リケーシ

ョンの上

限数 

OLD_MAXIMUM_TOMCAT
_WEB_APPLICATIONS 

NEW_MAXIMUM_TOMCA
T_WEB_APPLICATIONS 

 

アカウン

トの有効

期限 

OLD_EXPIRATION_DATE NEW_EXPIRATION_DATE  

 

「クライアントの権限変更」のイベント 

ログイン

名 

OLD_LOGIN_NAME NEW_LOGIN_NAME  

コントロ

ールパネ

ルを使用

する権限 

OLD_CP_ACCESS NEW_CP_ACCESS  

Web サイ

トホステ

ィングア

カウント

を管理す

る権限 

OLD_PHYSICAL_HOSTIN
G_MANAGEMENT 

NEW_PHYSICAL_HOSTIN
G_MANAGEMENT 
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PHP_safe

モードを

オフおよ

びオンに

切り替え

る権限  

OLD_PHP_SAFE_MODE_
MANAGEMENT 

NEW_PHP_SAFE_MODE_
MANAGEMENT 

 

ディスク

スペース

にハード

クォータ

を割り当

てる権限 

OLD_HARD_DISK_QUOT
A_ASSIGNMENT 

NEW_HARD_DISK_QUOT
A_ASSIGNMENT 

 

サブドメ

インを管

理する権

限 

OLD_SUBDOMAINS_MAN
AGEMENT 

NEW_SUBDOMAINS_MAN
AGEMENT 

 

ドメイン

エイリア

スを管理

する権限 

OLD_DOMAIN_ALIASES_
MANAGEMENT 

NEW_DOMAIN_ALIASES_
MANAGEMENT 

 

ユーザの

Web サイ

トのリソ

ース割り

当てを変

更する権

限 

OLD_LIMITS_ADJUSTME
NT 

NEW_LIMITS_ADJUSTME
NT 

 

ドメイン

の DNS ゾ

ーンを管

理する権

限  

OLD_DNS_ZONE_MANAG
EMENT 

NEW_DNS_ZONE_MANA
GEMENT 

 

ログの再

生を変更

する権限 

OLD_LOG_ROTATION_M
ANAGEMENT 

NEW_LOG_ROTATION_M
ANAGEMENT 

 

タスクの

スケジュ

ーリング

およびス

クリプト

の自動実

行の権限 

OLD_CRONTAB_MANAG
EMENT 

NEW_CRONTAB_MANAG
EMENT 

 

匿名 FTP

サービス

を管理す

る権限 

OLD_ANONYMOUS_FTP_
MANAGEMENT 

NEW_ANONYMOUS_FTP_
MANAGEMENT 
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Java Web

アプリケ

ーション

および
Java Web

サービス

を管理す

る権限 

OLD_WEB_APPLICATION
S_MANAGEMENT 

NEW_WEB_APPLICATION
S_MANAGEMENT 

 

Web 統計

を管理す

る権限（統

計プログ

ラム間で

切り替え） 

OLD_WEB_STATISTICS_
MANAGEMENT 

NEW_WEB_STATISTICS_
MANAGEMENT 

 

SSH 経由

でのサー

バシェル

へのアク

セスを管

理する権

限 

OLD_SYSTEM_ACCESS_
MANAGEMENT 

NEW_SYSTEM_ACCESS_
MANAGEMENT 

 

SSH 経由

で chroot

環境のサ

ーバシェ

ルへのア

クセスを

管理する

権限 

OLD_NON_CHROOTED_S
HELL_MANAGEMENT 

NEW_NON_CHROOTED_
SHELL_MANAGEMENT 

 

メーリン

グリスト

を管理す

る権限 

OLD_MAILING_LISTS_MA
NAGEMENT 

NEW_MAILING_LISTS_MA
NAGEMENT 

 

コントロ

ールパネ

ルからデ

ータをバ

ックアッ

プおよび

復元して

サーバ上

のバック

アップリ

ポジトリ

を使用す

る権限 

OLD_BACKUP_RESTORE
_FUNCTIONS_USE_LOCA
L_REPOSITORY 

NEW_BACKUP_RESTORE
_FUNCTIONS_USE_LOCA
L_REPOSITORY 
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コントロ

ールパネ

ルからデ

ータをバ

ックアッ

プおよび

復元して

サードパ

ーティ

FTP サー

バ上のバ

ックアッ

プリポジ

トリを使

用する権

限 

OLD_BACKUP_RESTORE
_FUNCTIONS_USE_FTP_
REPOSITORY 

NEW_BACKUP_RESTORE
_FUNCTIONS_USE_FTP_
REPOSITORY 

 

Web サイ

ト管理用

の XML 

APIを使用

する権限 

OLD_ABILITY_TO_USE_R
EMOTE_XML_INTERFAC
E 

NEW_ABILITY_TO_USE_R
EMOTE_XML_INTERFACE 

 

デスクト

ップイン

ターフェ

ースを使

用する権

限 

OLD_ABILITY_TO_USE_D
ASHBOARD_INTERFACE 

NEW_ABILITY_TO_USE_D
ASHBOARD_INTERFACE 

 

Plesk コン

トロール

パネルの

標準イン

ターフェ

ースを使

用する権

限 

OLD_ABILITY_TO_USE_S
TANDARD_INTERFACE 

NEW_ABILITY_TO_USE_S
TANDARD_INTERFACE 

 

デスクト

ップをカ

スタマイ

ズする権

限 

OLD_ABILITY_TO_MANA
GE_DASHBOARD 

NEW_ABILITY_TO_MANA
GE_DASHBOARD 

 

スパムフ

ィルタの

設定を管

理する権

限 

OLD_ABILITY_TO_MANA
GE_SPAMFILTER 

NEW_ABILITY_TO_MANA
GE_SPAMFILTER 

 



 

 付録 A. 拡張機能 305 

 

アンチウ

ィルスの

設定を管

理する権

限 

OLD_ABILITY_TO_MANA
GE_VIRUSFILTER 

NEW_ABILITY_TO_MANA
GE_VIRUSFILTER 

 

 

「ドメイン制限更新」のイベント 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 

ディスク

容量の上

限 

OLD_MAXIMUM_DISK_SP
ACE 

NEW_MAXIMUM_DISK_S
PACE 

 

トラフィ

ックの上

限量 

OLD_MAXIMUM_TRAFFIC NEW_MAXIMUM_TRAFFI
C 

 

Web ユー

ザの上限

数 

OLD_MAXIMUM_WEBUSE
RS 

NEW_MAXIMUM_WEBUS
ERS 

 

データベ

ースの上

限数 

OLD_MAXIMUM_DATABA
SES 

NEW_MAXIMUM_DATABA
SES 

 

メールボ

ックスの

上限数 

OLD_MAXIMUM_MAILBO
XES 

NEW_MAXIMUM_MAILBO
XES 

 

メールボ

ックスク

ォータ 

OLD_MAXIMUM_MAILBO
X_QUOTA 

NEW_MAXIMUM_MAILBO
X_QUOTA 

 

メールリ

ダイレク

トの上限

数 

OLD_MAXIMUM_MAIL_RE
DIRECTS 

NEW_MAXIMUM_MAIL_R
EDIRECTS 

 

メールグ

ループの

上限数 

OLD_MAXIMUM_MAIL_G
ROUPS 

NEW_MAXIMUM_MAIL_G
ROUPS 

 

メール自

動応答の

上限数 

OLD_MAXIMUM_MAIL_AU
TORESPONDERS 

NEW_MAXIMUM_MAIL_A
UTORESPONDERS 

 

メーリン

グリスト

の上限数 

OLD_MAXIMUM_MAIL_LI
STS 

NEW_MAXIMUM_MAIL_LI
STS 

 

Java アプ

リケーシ

ョンの上

限数 

OLD_MAXIMUM_TOMCAT
_WEB_APPLICATIONS 

NEW_MAXIMUM_TOMCA
T_WEB_APPLICATIONS 
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有効期限 OLD_EXPIRATION_DATE NEW_EXPIRATION_DATE  

 

「メーリングリスト作成」、「メーリングリスト更新」、「メーリングリスト

削除」のイベント 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 

メーリン

グリスト

名 

OLD_MAIL_LIST_NAME NEW_MAIL_LIST_NAME 必須 

有効なメ

ーリング

リスト 

OLD_MAIL_LIST_ENABLE
D 

NEW_MAIL_LIST_ENABLE
D 

 

 

「コントロールパネルユーザのログイン」、「コントロールパネルユーザのロ

グアウト」のイベント 

連絡名 OLD_CONTACT_NAME NEW_CONTACT_NAME  

 

「ドメイン管理者アカウント更新」のイベント 

ドメイン

管理者に

アクセス

を許可 

OLD_ALLOW_DOMAIN_U
SER_ACCESS 

NEW_ALLOW_DOMAIN_U
SER_ACCESS 

 

ログイン

名 

OLD_LOGIN_NAME NEW_LOGIN_NAME 必須 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 

連絡名 OLD_CONTACT_NAME NEW_CONTACT_NAME  

会社名 OLD_COMPANY_NAME NEW_COMPANY_NAME  

電話番号 OLD_PHONE NEW_PHONE  

ファック

ス 

OLD_FAX NEW_FAX  

メールア

ドレス 

OLD_EMAIL NEW_EMAIL  

住所 OLD_ADDRESS NEW_ADDRESS  

都市 OLD_CITY NEW_CITY  

州または

県 

OLD_STATE_PROVINCE NEW_STATE_PROVINCE  

郵便番号 OLD_POSTAL_ZIP_CODE NEW_POSTAL_ZIP_CODE  
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国 OLD_COUNTRY NEW_COUNTRY  

 

「ドメイン管理者の権限変更」のイベント 

ログイン

名 

OLD_LOGIN_NAME NEW_LOGIN_NAME  

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME  

Web サイ

トホステ

ィングア

カウント

を管理す

る権限 

OLD_PHYSICAL_HOSTIN
G_MANAGEMENT 

NEW_PHYSICAL_HOSTIN
G_MANAGEMENT 

 

FTP パス

ワードを

変更する

権限 

OLD_MANAGE_FTP_PAS
SWORD 

NEW_MANAGE_FTP_PAS
SWORD 

 

ディスク

スペース

にハード

クォータ

を割り当

てる権限 

OLD_HARD_DISK_QUOT
A_ASSIGNMENT 

NEW_HARD_DISK_QUOT
A_ASSIGNMENT 

 

サブドメ

インを管

理する権

限 

OLD_SUBDOMAINS_MAN
AGEMENT 

NEW_SUBDOMAINS_MAN
AGEMENT 

 

ドメイン

エイリア

スを管理

する権限 

OLD_DOMAIN_ALIASES_
MANAGEMENT 

NEW_DOMAIN_ALIASES_
MANAGEMENT 

 

Web サイ

トの DNS

ゾーンを

管理する

権限 

OLD_DNS_ZONE_MANAG
EMENT 

NEW_DNS_ZONE_MANA
GEMENT 

 

ログの再

生を変更

する権限 

OLD_LOG_ROTATION_M
ANAGEMENT 

NEW_LOG_ROTATION_M
ANAGEMENT 
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タスクの

スケジュ

ーリング

およびス

クリプト

の自動実

行の権限 

OLD_CRONTAB_MANAG
EMENT 

NEW_CRONTAB_MANAG
EMENT 

 

匿名 FTP

サービス

を管理す

る権限 

OLD_ANONYMOUS_FTP_
MANAGEMENT 

NEW_ANONYMOUS_FTP_
MANAGEMENT 

 

Java Web

アプリケ

ーション

および
Java Web

サービス

を管理す

る権限 

OLD_WEB_APPLICATION
S_MANAGEMENT 

NEW_WEB_APPLICATION
S_MANAGEMENT 

 

Web 統計

を管理す

る権限（統

計プログ

ラム間で

切り替え） 

OLD_WEB_STATISTICS_
MANAGEMENT 

NEW_WEB_STATISTICS_
MANAGEMENT 

 

SSH 経由

でのサー

バシェル

へのアク

セスを管

理する権

限 

OLD_SYSTEM_ACCESS_
MANAGEMENT 

NEW_SYSTEM_ACCESS_
MANAGEMENT 

 

SSH 経由

で chroot

環境のサ

ーバシェ

ルへのア

クセスを

管理する

権限 

OLD_NON_CHROOTED_S
HELL_MANAGEMENT 

NEW_NON_CHROOTED_
SHELL_MANAGEMENT 

 

メーリン

グリスト

を管理す

る権限 

OLD_MAILING_LISTS_MA
NAGEMENT 

NEW_MAILING_LISTS_MA
NAGEMENT 
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コントロ

ールパネ

ルからデ

ータをバ

ックアッ

プおよび

復元して

サーバ上

のバック

アップリ

ポジトリ

を使用す

る権限 

OLD_BACKUP_RESTORE
_FUNCTIONS_USE_LOCA
L_REPOSITORY 

NEW_BACKUP_RESTORE
_FUNCTIONS_USE_LOCA
L_REPOSITORY 

 

コントロ

ールパネ

ルからデ

ータをバ

ックアッ

プおよび

復元して

サードパ

ーティ

FTP サー

バ上のバ

ックアッ

プリポジ

トリを使

用する権

限 

OLD_BACKUP_RESTORE
_FUNCTIONS_USE_FTP_
REPOSITORY 

NEW_BACKUP_RESTORE
_FUNCTIONS_USE_FTP_
REPOSITORY 

 

Web サイ

ト管理用

の XML 

APIを使用

する権限 

OLD_ABILITY_TO_USE_R
EMOTE_XML_INTERFAC
E 

NEW_ABILITY_TO_USE_R
EMOTE_XML_INTERFACE 

 

デスクト

ップイン

ターフェ

ースを使

用する権

限 

OLD_ABILITY_TO_USE_D
ASHBOARD_INTERFACE 

NEW_ABILITY_TO_USE_D
ASHBOARD_INTERFACE 

 

Plesk コン

トロール

パネルの

標準イン

ターフェ

ースを使

用する権

限 

OLD_ABILITY_TO_USE_S
TANDARD_INTERFACE 

NEW_ABILITY_TO_USE_S
TANDARD_INTERFACE 

 



 

310 付録 A. 拡張機能 

 

デスクト

ップをカ

スタマイ

ズする権

限 

OLD_ABILITY_TO_MANA
GE_DASHBOARD 

NEW_ABILITY_TO_MANA
GE_DASHBOARD 

 

スパムフ

ィルタの

設定を管

理する権

限 

OLD_ABILITY_TO_MANA
GE_SPAMFILTER 

NEW_ABILITY_TO_MANA
GE_SPAMFILTER 

 

アンチウ

ィルスの

設定を管

理する権

限 

OLD_ABILITY_TO_MANA
GE_VIRUSFILTER 

NEW_ABILITY_TO_MANA
GE_VIRUSFILTER 

 

 

「サイトアプリケーションのインストール」、「サイトアプリケーションの再

構築」、「サイトアプリケーションのアンインストール」のイベント 

サイトア

プリケー

ションパ

ッケージ

名 

OLD_PACKAGE_NAME NEW_PACKAGE_NAME 必須 

ドメイン

タイプ（ド

メインま

たはサブ

ドメイン） 

OLD_DOMAIN_TYPE NEW_DOMAIN_TYPE 必須 

インスト

ール（
httpdocs

または
httpsdocs

） 

OLD_DIRECTORY NEW_DIRECTORY 必須 

インスト

ール先デ

ィレクト

リ内のイ

ンストー

ルパス 

OLD_INSTALLATION_PRE
FIX 

NEW_INSTALLATION_PR
EFIX 

必須 
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「サイトアプリケーションパッケージのインストール」、「サイトアプリケー

ションパッケージのアンインストール」のイベント 

サイトア

プリケー

ションパ

ッケージ

名 

OLD_PACKAGE_NAME NEW_PACKAGE_NAME 必須 

 

「サイトアプリケーションパッケージのクライアントのプールへの追加」、「サ

イトアプリケーションパッケージのクライアントのプールからの削除」のイベ

ント 

ログイン

名 

OLD_LOGIN_NAME NEW_LOGIN_NAME  

パッケー

ジ名 

OLD_PACKAGE_NAME NEW_PACKAGE_NAME  

 

「サービスの停止、起動、または再起動」のイベント 

サービス OLD_SERVICE NEW_SERVICE 必須 

 

「IP アドレス作成、変更、削除」のイベント 

IP アドレ

ス 

OLD_IP_ADDRESS NEW_IP_ADDRESS 必須 

IP マスク OLD_IP_MASK NEW_IP_MASK  

インター

フェース 

OLD_INTERFACE NEW_INTERFACE  

IP タイプ OLD_IP_TYPE NEW_IP_TYPE  

 

「転送作成、変更、削除」のイベント 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 

転送タイ

プ 

OLD_FORWARDING_TYP
E 

NEW_FORWARDING_TYP
E 

 

URL OLD_URL NEW_URL  
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「管理者情報変更」のイベント 

ログイン

名 

OLD_LOGIN_NAME NEW_LOGIN_NAME 必須 

連絡名 OLD_CONTACT_NAME NEW_CONTACT_NAME  

会社名 OLD_COMPANY_NAME NEW_COMPANY_NAME  

電話番号 OLD_PHONE NEW_PHONE  

ファック

ス 

OLD_FAX NEW_FAX  

メールア

ドレス 

OLD_EMAIL NEW_EMAIL  

住所 OLD_ADDRESS NEW_ADDRESS  

都市 OLD_CITY NEW_CITY  

州または

県 

OLD_STATE_PROVINCE NEW_STATE_PROVINCE  

郵便番号 OLD_POSTAL_ZIP_CODE NEW_POSTAL_ZIP_CODE  

国 OLD_COUNTRY NEW_COUNTRY  

 

「クライアントステータス更新」のイベント 

連絡名 OLD_CONTACT_NAME NEW_CONTACT_NAME 必須 

ログイン

名 

OLD_LOGIN_NAME NEW_LOGIN_NAME 必須 

ステータ

ス 

OLD_STATUS NEW_STATUS  

 

「クライアントプリファレンス更新」のイベント 

連絡名 OLD_CONTACT_NAME NEW_CONTACT_NAME 必須 

ログイン

名 

OLD_LOGIN_NAME NEW_LOGIN_NAME 必須 

ページの

サイズ 

OLD_LINES_PER_PAGE NEW_LINES_PER_PAGE  

インター

フェース

スキン 

OLD_INTERFACE_SKIN NEW_INTERFACE_SKIN  
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「クライアントの IP プールの変更」のイベント 

連絡名 OLD_CONTACT_NAME NEW_CONTACT_NAME 必須 

IP アドレ

ス 

OLD_IP_ADDRESS NEW_IP_ADDRESS 必須 

ステータ

ス 

OLD_STATUS NEW_STATUS  

 

「クライアントアカウントのディスク容量制限超過」のイベント 

連絡名 OLD_CONTACT_NAME NEW_CONTACT_NAME 必須 

ディスク

容量制限 

OLD_MAXIMUM_DISK_SP
ACE 

NEW_MAXIMUM_DISK_S
PACE 

必須 

 

「クライアントアカウントのトラフィック使用率の制限超過」のイベント 

連絡名 OLD_CONTACT_NAME NEW_CONTACT_NAME 必須 

トラフィ

ック制限 

OLD_MAXIMUM_TRAFFIC NEW_MAXIMUM_TRAFFI
C 

 

 

「ドメインステータス更新」のイベント 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 

ドメイン

ステータ

ス 

OLD_STATUS NEW_STATUS  

 

「ドメインの DNSゾーン更新」のイベント 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 

 

 「ドメインのディスク容量制限超過」のイベント 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 

ディスク

容量制限 

OLD_MAXIMUM_DISK_SP
ACE 

NEW_MAXIMUM_DISK_S
PACE 
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「ドメインのトラフィック制限超過」のイベント 

ドメイン

名 

OLD_DOMAIN_NAME NEW_DOMAIN_NAME 必須 

トラフィ

ック制限 

OLD_MAXIMUM_TRAFFIC NEW_MAXIMUM_TRAFFI
C 

 

 

「データベースサーバの作成、変更、削除」のイベント 

データベ

ースサー

バの IP ア

ドレス 

OLD_DATABASE_SERVE
R 

NEW_DATABASE_SERVE
R 

 

 

「Plesk コンポーネントのアップグレード」のイベント 

Plesk コン

ポーネン

ト名 

OLD_PLESK_COMPONEN
T_NAME 

NEW_PLESK_COMPONE
NT_NAME 

 

 

「データベースの作成、削除」のイベント 

データベ

ースサー

バの IP ア

ドレス 

OLD_DATABASE_SERVE
R 

NEW_DATABASE_SERVE
R 

 

データベ

ース名 

OLD_DATABASE_NAME NEW_DATABASE_NAME  

 

「データベースユーザの作成、変更、削除」のイベント 

データベ

ースサー

バの IP ア

ドレス 

OLD_DATABASE_SERVE
R 

NEW_DATABASE_SERVE
R 

 

データベ

ースの識

別番号 

OLD_DATABASE_ID NEW_DATABASE_ID  

データベ

ースのユ

ーザ名 

OLD_DATABASE_USER_
NAME 

NEW_DATABASE_USER_
NAME 
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データベ

ースのユ

ーザパス

ワード 

OLD_DATABASE_USER_
PASSWORD 

NEW_DATABASE_USER_
PASSWORD 

 

 

「ライセンスキー更新」のイベント 

ライセン

スキー番

号 

OLD_LICENSE NEW_LICENSE 必須 

ライセン

スキーの

タイプ

（Plesk、

追加） 

OLD_LICENSE_TYPE NEW_LICENSE_TYPE  

ライセン

スキーの

名前（追加

キー用） 

OLD_LICENSE_NAME NEW_LICENSE_NAME  

 

「クライアントの GUID 更新」、「ドメインの GUID 更新」のイベント  

グローバ

ル一意識

別子 

(GUID) 

OLD_GUID NEW_GUID 必須 

 
 

イベントハンドラの削除 

ü イベントハンドラを削除するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの［サーバ］ショートカットをクリックします。 

2 ［コントロールパネル］グループの［イベントマネージャ］をクリックし

ます。  

3 ハンドラのリストで対応するチェックボックスを選択し、 ［選択対象

を削除］をクリックします。   
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Web サーバ設定ファイルへのディレ

クティブのインクルード 

 ドメイン固有の Apache設定ディレクティブをWebサーバ設定ファイルにインクルー

ドできます。 Plesk では、各ドメインが別ファイル httpd.include にバーチャルホ

スト設定を格納しています。 

Linux システムでは、このファイルはディレクトリ 

/var/www/vhosts/<domain-name>/conf/ にあります。 

FreeBSD システムでは、このファイルはディレクトリ 

/usr/local/psa/home/vhosts/<domain-name>/conf/ にあります。 

Plesk Version 7.5.4 以前からアップグレードしている場合、ディレクトリ 

/home/httpd/vhosts/<domain-name>/conf/ にあります。 

注： バーチャルホストディレクトリの場所は transvhosts.pl ユーティリティを使

用して変更できます。このユーティリティはオペレーティングシステムに応じて、

/usr/local/psa/bin/ または /opt/psa/bin/ のいずれかのディレクトリにあり

ます。 

このファイルはバーチャルホスト設定が変更されると上書きされ、手動での変更は破棄

されます。 Plesk によって挿入されたカスタムディレクトリを使用または再定義するに

は、必要なディレクティブを使用して vhost.conf ファイルおよび/または

vhost_ssl.conf ファイルを、ドメイン向けには 

/path_to_vhosts/<domain-name>/conf/ ディレクトリ内、サブドメイン向けに

は  
/path_to_vhosts/<domain-name>/subdomains/<subdomain-name>/conf/ 

ディレクトリ内に作成する必要があります。 

ドメインの設定ファイルが生成される際にこれらのファイルが存在する場合、Plesk は

適切な Incrudeディレクティブを HTTPおよび/または HTTPSバーチャルホストコンテ

キストにそれぞれ挿入します。 セキュリティ上の理由から、 vhost.conf および

vhost_ssl.conf ファイルを作成できるのは root のみです。 

変更を有効にするには、以下のコマンドを実行する必要があります。 

/plesk_installation_directory/admin/sbin/websrvmng -- reconfigure - vhost 

-- vhost - name=<domain_name>  
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Tomcat Java コネクタポートの変更 

Plesk での Coyote および Warp 接続のデフォルト接続番号は 9080 と 9008 です。 

Tomcat Java を他のポート（例：8090 および 8009）で操作する場合は、 以下の例の

ようにPleskデータベースに接続して2つのパラメータをデータベースに追加する必要

があります。 

insert into misc (param,val) values ('coyote_connector_port', '8090'); 

insert into misc (param,val) values ('warp_connector_port', '8009');  

代わりに dbclient.exeユーティリティを使用して Plesk データベースに情報を追加

することもできます。 dbclient.exe ユーティリティの使用法については(Plesk for 

Windows Command Line Interface Reference ページ) をご参照ください。 

注： Plesk がサーバにインストールされた直後に、またはドメインで Tomcat Java サ

ービスを有効化する前に、Tomcat Java ポートを変更するようお勧めします。 
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メール設定の復元 

Plesk メールサーバ設定が破壊され、復元が必要になる場合があります。 復元は Plesk

コントロールパネルで使用することを意図した内部ユーティリティ mchk で実行しま

す。 ただし、管理者は必要に応じて、Qmail および Courier-imap の設定の復元にこの

ユーティリティを使用することもできます。  

デフォルトでは、mchk はバックグラウンドモードで実行されます。 フォアグラウンド

で実行するには-v オプションを使用します。 例えば、以下のようになります。 

/usr/local/psa/admin/sbin/mchk - v 

注：Perl インタプリタの実行を必要とするため、メールアカウントの SpamAssassin

設定の復元を希望しないことがあるかもしれません。 復元の速度を上げるには、

--without-spam オプションを使用します。 

Qmail または Courier-IMAP メールサー

バのカスタム SSL 証明書のインスト

ール 

メールサーバを Plesk サーバと安全にやり取りするには、Plesk サーバにカスタム SSL

証明書をインストールする必要があります。 具体的には、SSL 証明書を Qmail メール

転送エージェントまたは Courier-IMAP メールサーバ（IMAP および POP3 プロトコル

対応）にインストールできます。 

カスタム SSL 証明書をインストールするには、証明書を Plesk サーバにダウンロード

してから、インストール済みの Qmail および Courier-IMAP サーバ用デフォルト SSL 証

明書をダウンロードしたカスタム証明書に置き換える必要があります。 

このセクションでは、Qmail および Courier-IMAP サーバ用のカスタム SSL 証明書をイ

ンストールする手順についてご説明致します。 

 

このセクションの内容: 

Qmail 用 SSL 証明書のインストール ................................................................. 319 

Courier-IMAP メールサーバの SSL 証明書のインストール ............................... 321 
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Qmail用 SSL証明書のインストール 

Plesk サーバに Qmail 用のカスタム SSL 証明書をインストールするには、以下を実行し

てください。 

1 すべてを含んだ .pem 証明書ファイルを作成します。 

すべてを含んだ .pem 証明書ファイルを作成するには、お好きなテキストエディタ

を起動して、各証明書ファイルおよびファイルのプライベートキーの内容を以下の

順番で貼り付けます。 

1. プライベートキー 

2. プライマリ証明書 

3. 中間証明書 

4. ルート証明書 

キーおよび各証明書のbeginおよびendタグを破線ごと含めるようにしてください。 

その結果、以下のようなテキストになります。 

-----BEGIN RSA PRIVATE KEY----- 

.......... 

.......... 

  ‚↨≤ₐ∂╒⅍₤╒Ό ⁯‴   

.......... 

-----END RSA PRIVATE KEY----- 

-----BEGIN CERTIFICATE-----.......... 

  ‚↨≤ₐ∕≥ SSL Ό ⁯‴   

.......... 

-----END CERTIFICATE----- 

-----BEGIN CERTIFICATE----- 

.......... 

  ‚ Ό ⁯‴   

.......... 

-----END CERTIFICATE----- 

-----BEGIN CERTIFICATE----- 

.......... 

  ‚⌂╒⅍ Ό ⁯‴   

.......... 

-----END CERTIFICATE----- 

2 すべてを含んだ証明書ファイルを  plesk.pem として保存します。 
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3 SSH 経由で Plesk サーバに root ユーザとしてログインします。 

4 すべてを含んだ証明書ファイル plesk.pem をダウンロードします。 

5 Qmail 用の既存のデフォルト SSL 証明書のバックアップコピーを作成します。 

例えば RedHat または Fedora オペレーティングシステムについては、バックアップ

する必要がある SSL 証明書は var/qmail/control/servercert.pem です。 

注： 他のオペレーティングシステムについては、デフォルト証明書ファイルの場所

は異なる場合があります。 

6 お好きなテキストエディタを使用してデフォルト証明書ファイル

var/qmail/control/servercert.pem を開き、ファイルの内容をすべてを含ん

だ証明書 plesk.pem の内容に置き換えます。 

7 ファイルを保存してクローズします。 

8 証明書のインストールを終了するには、Qmail を再起動します。 
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Courier-IMAPメールサーバの SSL証明書のインス

トール 

PleskサーバにCourier-IMAP (IMAP/POP3) メールサーバ用のカスタムSSL証明書をイ

ンストールするには、以下を実行してください。 

1 SSH 経由で Plesk サーバに root ユーザとしてログインします。 

2 インストールする SSL 証明書ファイルを 1 つ以上ダウンロードします。 

注： IMAP および POP3 はそれぞれ別々の証明書ファイルを必要としますが、両方

のファイルが同じ証明書を包含することができます。 

3 Courier-IMAP メールサーバ用の既存のデフォルト SSL 証明書のバックアップコピ

ーを作成します。  

RedHat または Fedora オペレーティングシステムの例では、以下のデフォルト SSL

証明書ファイルのバックアップを作成する必要があります。 

Á /usr/share/courier-imap/imapd.pem - 証明書によって IMAPプロトコル

経由の安全なデータ転送が可能になります。 

Á /usr/share/courier-imap/pop3d.pem - 証明書によって POP3 プロトコ

ル経由の安全なデータ転送が可能になります。 

注： 他のオペレーティングシステムについては、デフォルト証明書ファイルの場所

は異なる場合があります。 

4 お好きなテキストエディタを使用してファイルを開き、ファイルの内容を、インス

トールする SSL 証明書ファイルの内容に置き換えます。 

 

例えば、カスタム SSL 証明書からコピーして、デフォルト証明書ファイルの本文の

代わりに貼り付ける内容は以下のようになります。 

-----BEGIN CERTIFICATE----- 

MIIB8TCCAZsCBEUpHKkwDQYJKoZIhvcNAQEEBQAwgYExCzAJBgNVBAYTAlJPM

Qww 

............ 

............ 

eNpAIeF34UctLcHkZJGIK6b9Gktm 

-----END CERTIFICATE----- 

  

-----BEGIN RSA PRIVATE KEY----- 

MIICXgIBAAKBgQDv6i/mxtS2B2PjShArtOAmdRoEcCWa/LH1GcrbW14zdbmIq

rxb 

.......... 
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.......... 

faXRHcG37TkvglUZ3wgy6eKuyrDi5gkwV8WAuaoNct5j5w== 

-----END RSA PRIVATE KEY----- 

5 ファイルを保存してクローズします。 

6 証明書のインストールを終了するには、Courier-IMAP を再起動します。 

  

 


